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営
業
秘
密
侵
害
の
国
際
裁
判
管
轄

─
ブ
ラ
ッ
セ
ル
Ⅰ
改
正
規
則
下
の
「
不
法
行
為
地
」
に
関
す
る
学
説
を
参
考
に

─

セ
レ
ナ
・
フ
ラ
ン
コ

第
一
章
　
問
題
の
所
在

営
業
秘
密
侵
害
は
不
正
競
争
行
為
の
一
つ
と
し
て
定
義
で
き
、
営
業
秘
密
の
不
正
な
取
得
・
開
示
・
使
用
を
内
容
と
す
る
（
１
）

。
同
侵
害
は

渉
外
性
を
帯
び
た
場
合
、
訴
訟
の
際
に
当
該
裁
判
所
が
国
際
裁
判
管
轄
権
を
有
す
る
か
否
か
を
認
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
関

し
、
民
事
訴
訟
法
は
三
条
の
二
に
お
い
て
自
然
人
に
対
す
る
訴
え
に
つ
い
て
は
被
告
の
住
所
・
事
務
所
等
が
日
本
国
内
に
お
け
る
場
合
、

あ
る
い
は
法
人
等
に
対
す
る
訴
え
に
つ
い
て
は
被
告
の
主
た
る
営
業
所
・
事
務
所
等
が
日
本
国
内
に
あ
る
場
合
、
日
本
の
裁
判
所
は
国
際

裁
判
管
轄
権
を
有
す
る
と
定
め
て
い
る
（
２
）

。
し
か
し
、
被
告
の
住
所
ま
た
は
そ
の
主
た
る
営
業
所
あ
る
い
は
事
務
所
が
日
本
に
は
所
在
し
な

論
　
説

）
九
七
三
（
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取
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す
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す
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日
本
法
学

　第
九
十
巻
第
四
号
（
二
〇
二
五
年
二
月
）

二

い
場
合
に
は
、
三
条
の
二
に
基
づ
い
て
日
本
に
お
い
て
国
際
裁
判
管
轄
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
三
条
の

三
は
、
三
条
の
二
に
基
づ
い
て
日
本
の
裁
判
所
の
管
轄
権
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
で
も
、
事
件
の
類
型
に
応
じ
て
国
際
裁
判
管
轄
の
管
轄

原
因
を
定
め
て
お
り
、
被
告
が
日
本
に
住
所
を
も
っ
て
い
な
く
て
も
日
本
の
国
際
裁
判
管
轄
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
（
３
）

。
同
条
は
営
業
秘

密
侵
害
の
管
轄
原
因
を
直
接
定
め
て
い
な
い
が
、
同
侵
害
を
一
つ
の
不
法
行
為
と
す
れ
ば
（
４
）

、
不
法
行
為
に
関
す
る
訴
え
に
つ
い
て
定
め
る

民
事
訴
訟
法
三
条
の
三
第
八
号
に
基
づ
い
て
日
本
の
国
際
裁
判
管
轄
を
認
め
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
民
事
訴
訟
法
三
条
の
三
第
八
号
は

不
法
行
為
が
あ
っ
た
地
が
日
本
国
内
に
あ
る
と
き
日
本
の
国
際
裁
判
管
轄
を
認
め
る
が
、
営
業
秘
密
侵
害
に
お
け
る
「
不
法
行
為
地
」
を

ど
の
よ
う
に
解
釈
す
べ
き
か
に
つ
い
て
は
、
判
例
と
学
説
の
間
に
は
見
解
の
対
立
が
見
受
け
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
筆
者
は
、
上
記
解
釈
論
へ
の
示
唆
を
求
め
る
た
め
、
欧
州
連
合
（
以
下
は
「
Ｅ
Ｕ
」
と
い
う
）
の
規
則
を
見
る
こ
と
と
す
る
。

な
か
で
も
、
Ｅ
Ｕ
に
お
い
て
は
、
国
際
裁
判
管
轄
に
つ
い
て
、「
民
事
及
び
商
事
事
件
に
お
け
る
裁
判
管
轄
並
び
に
裁
判
の
承
認
及
び
執

行
に
関
す
る
二
〇
一
二
年
一
二
月
一
二
日
の
欧
州
議
会
及
び
理
事
会
の
規
則
（
改
正
）
二
〇
一
二
年
・
一
二
一
五
号
（
５
）（

以
下
は
「
ブ
ラ
ッ
セ
ル

Ⅰ
改
正
規
則
」
と
い
う
）」
が
成
立
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
規
則
を
取
り
上
げ
た
い
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
ブ
ラ
ッ
セ
ル
Ⅰ
改
正
規
則

も
７
条
２
項
に
お
い
て
不
法
行
為
地
を
管
轄
原
因
と
し
て
Ｅ
Ｕ
構
成
国
の
国
際
裁
判
管
轄
を
認
め
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
７
条
２
項
の
不

法
行
為
地
は
、
民
事
訴
訟
法
三
条
の
三
第
八
号
と
同
様
に
、
加
害
行
為
地
と
結
果
発
生
地
を
内
容
と
し
て
い
る
た
め
、
日
・
Ｅ
Ｕ
の
不
法

行
為
地
の
規
則
に
つ
い
て
一
定
の
接
続
性
が
認
め
ら
れ
、
比
較
検
討
が
可
能
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
く
わ
え
て
、
日
本
に
お

い
て
は
、
営
業
秘
密
に
焦
点
を
当
て
た
上
で
、
不
法
行
為
地
に
関
す
る
ブ
ラ
ッ
セ
ル
Ⅰ
改
正
規
則
の
学
説
を
取
り
上
げ
る
先
行
研
究
は
少

な
く
、
不
法
行
為
地
の
一
般
論
に
言
及
す
る
判
例
評
釈
に
留
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
見
受
け
ら
れ
る
（
６
）

。

本
稿
に
お
い
て
は
、
営
業
秘
密
侵
害
に
関
す
る
民
事
訴
訟
法
下
で
の
判
例
と
学
説
を
整
理
し
た
上
で
、
ブ
ラ
ッ
セ
ル
Ⅰ
改
正
規
則
の
７

）
九
八
三
（

営
業
秘
密
侵
害
の
国
際
裁
判
管
轄
（
セ
レ
ナ
）

三

条
２
項
の
構
造
と
学
説
を
紹
介
す
る
。
次
に
、
そ
の
議
論
か
ら
示
唆
を
得
た
上
で
、
営
業
秘
密
侵
害
の
不
法
行
為
地
を
ど
の
よ
う
に
解
釈

す
れ
ば
民
事
訴
訟
法
三
条
の
三
第
八
号
に
基
づ
い
て
国
際
裁
判
管
轄
は
認
め
ら
れ
る
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

な
お
、
営
業
秘
密
侵
害
の
国
際
裁
判
管
轄
に
つ
い
て
は
、
二
〇
二
三
年
六
月
十
四
日
に
「
不
正
競
争
防
止
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
」（
以
下
は
「
改
正
法
」
と
い
う
）
が
令
和
五
年
法
律
第
五
十
一
号
と
し
て
公
布
さ
れ
た
。
改
正
法
十
九
条
の
二
は
、
営
業
秘
密
侵
害
に

対
す
る
訴
え
に
つ
い
て
、
同
侵
害
が
一
定
の
要
件
を
満
た
し
た
場
合
、
日
本
の
国
際
裁
判
管
轄
を
認
め
て
い
る
（
７
）

。
本
稿
に
お
い
て
は
、
改

正
以
前
の
法
的
状
況
に
関
し
ブ
ラ
ッ
セ
ル
Ⅰ
改
正
規
則
と
の
比
較
考
察
を
行
い
、
上
記
改
正
法
施
行
以
前
に
提
起
さ
れ
た
訴
訟
と
、
営
業

秘
密
侵
害
が
改
正
法
の
要
件
を
満
た
さ
な
い
訴
訟
に
は
、
不
法
行
為
地
は
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
べ
き
か
を
究
明
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
二
章
　
民
事
訴
訟
法
下
の
議
論

民
事
訴
訟
法
は
二
〇
一
一
年
の
改
正
の
際
に
国
際
裁
判
管
轄
規
則
を
設
け
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
改
正
前
に
は
そ
の
よ
う
な
規
則
は
な

か
っ
た
た
め
、
渉
外
的
関
係
に
対
し
国
内
管
轄
規
則
が
類
推
適
用
さ
れ
て
い
た
。
な
か
で
も
、
不
法
行
為
地
に
つ
い
て
は
、
国
内
の
裁
判

籍
を
定
め
る
五
条
九
号
を
適
用
す
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
当
時
の
不
法
行
為
地
の
概
念
は
加
害
行
為
地
の
み
な
ら
ず
、
不
法
行
為

の
結
果
で
あ
る
損
害
が
生
じ
た
地
も
含
ん
で
い
る
と
一
般
に
認
め
ら
れ
て
い
た
が
、
結
果
発
生
地
の
解
釈
や
不
法
行
為
地
管
轄
の
適
用
に

つ
い
て
は
議
論
が
あ
っ
た
（
８
）

。

改
正
後
の
民
事
訴
訟
法
は
三
条
の
三
第
八
号
に
お
い
て
不
法
行
為
に
対
す
る
訴
え
に
つ
い
て
、
不
法
行
為
が
あ
っ
た
地
が
日
本
国
内
に

あ
る
場
合
に
は
、
日
本
の
裁
判
所
の
管
轄
権
を
認
め
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
。
そ
の
根
拠
と
し
て
は
、
不
法
行
為
地
に
は
訴
訟
資
料
、
証

拠
方
法
が
所
在
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
こ
と
、
か
つ
、
同
地
で
の
提
訴
が
被
害
者
に
と
っ
て
も
便
宜
的
で
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い

）
九
八
三
（



営
業
秘
密
侵
害
の
国
際
裁
判
管
轄
（
セ
レ
ナ
）

三

条
２
項
の
構
造
と
学
説
を
紹
介
す
る
。
次
に
、
そ
の
議
論
か
ら
示
唆
を
得
た
上
で
、
営
業
秘
密
侵
害
の
不
法
行
為
地
を
ど
の
よ
う
に
解
釈

す
れ
ば
民
事
訴
訟
法
三
条
の
三
第
八
号
に
基
づ
い
て
国
際
裁
判
管
轄
は
認
め
ら
れ
る
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

な
お
、
営
業
秘
密
侵
害
の
国
際
裁
判
管
轄
に
つ
い
て
は
、
二
〇
二
三
年
六
月
十
四
日
に
「
不
正
競
争
防
止
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
」（
以
下
は
「
改
正
法
」
と
い
う
）
が
令
和
五
年
法
律
第
五
十
一
号
と
し
て
公
布
さ
れ
た
。
改
正
法
十
九
条
の
二
は
、
営
業
秘
密
侵
害
に

対
す
る
訴
え
に
つ
い
て
、
同
侵
害
が
一
定
の
要
件
を
満
た
し
た
場
合
、
日
本
の
国
際
裁
判
管
轄
を
認
め
て
い
る
（
７
）

。
本
稿
に
お
い
て
は
、
改

正
以
前
の
法
的
状
況
に
関
し
ブ
ラ
ッ
セ
ル
Ⅰ
改
正
規
則
と
の
比
較
考
察
を
行
い
、
上
記
改
正
法
施
行
以
前
に
提
起
さ
れ
た
訴
訟
と
、
営
業

秘
密
侵
害
が
改
正
法
の
要
件
を
満
た
さ
な
い
訴
訟
に
は
、
不
法
行
為
地
は
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
べ
き
か
を
究
明
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
二
章
　
民
事
訴
訟
法
下
の
議
論

民
事
訴
訟
法
は
二
〇
一
一
年
の
改
正
の
際
に
国
際
裁
判
管
轄
規
則
を
設
け
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
改
正
前
に
は
そ
の
よ
う
な
規
則
は
な

か
っ
た
た
め
、
渉
外
的
関
係
に
対
し
国
内
管
轄
規
則
が
類
推
適
用
さ
れ
て
い
た
。
な
か
で
も
、
不
法
行
為
地
に
つ
い
て
は
、
国
内
の
裁
判

籍
を
定
め
る
五
条
九
号
を
適
用
す
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
当
時
の
不
法
行
為
地
の
概
念
は
加
害
行
為
地
の
み
な
ら
ず
、
不
法
行
為

の
結
果
で
あ
る
損
害
が
生
じ
た
地
も
含
ん
で
い
る
と
一
般
に
認
め
ら
れ
て
い
た
が
、
結
果
発
生
地
の
解
釈
や
不
法
行
為
地
管
轄
の
適
用
に

つ
い
て
は
議
論
が
あ
っ
た
（
８
）

。

改
正
後
の
民
事
訴
訟
法
は
三
条
の
三
第
八
号
に
お
い
て
不
法
行
為
に
対
す
る
訴
え
に
つ
い
て
、
不
法
行
為
が
あ
っ
た
地
が
日
本
国
内
に

あ
る
場
合
に
は
、
日
本
の
裁
判
所
の
管
轄
権
を
認
め
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
。
そ
の
根
拠
と
し
て
は
、
不
法
行
為
地
に
は
訴
訟
資
料
、
証

拠
方
法
が
所
在
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
こ
と
、
か
つ
、
同
地
で
の
提
訴
が
被
害
者
に
と
っ
て
も
便
宜
的
で
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い

）
九
八
三
（



日
本
法
学

　第
九
十
巻
第
四
号
（
二
〇
二
五
年
二
月
）

四

る
（
９
）

。
な
お
、
同
号
に
よ
る
訴
え
は
、
不
法
行
為
責
任
に
基
づ
く
権
利
義
務
を
訴
訟
物
と
す
る
訴
え
を
広
く
捉
え
、
そ
の
範
囲
を
民
法
上
の

不
法
行
為
に
限
定
し
て
お
ら
ず
、
不
正
競
争
防
止
法
の
規
定
に
基
づ
く
侵
害
停
止
等
の
差
止
訴
訟
（
１0
）

や
債
務
不
存
在
確
認
等
も
包
含
す
る
と

一
般
的
に
解
さ
れ
て
い
る
（
１１
）

。
民
事
訴
訟
法
三
条
の
三
第
八
号
に
お
け
る
不
法
行
為
地
は
加
害
行
為
地
と
結
果
発
生
地
の
双
方
を
含
ん
で
お

り
、
加
害
行
為
地
は
不
法
行
為
の
原
因
と
な
る
行
為
が
行
わ
れ
た
地
で
あ
り
、
そ
の
地
に
は
予
備
的
行
為
が
行
わ
れ
た
だ
け
で
は
な
く
、

実
行
行
為
の
少
な
く
と
も
一
部
が
な
さ
れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
説
明
さ
れ
て
い
る
（
１２
）

。
他
方
、
結
果
が
発
生
し
た
地
に
つ
い
て

は
、
そ
の
結
果
が
通
常
予
見
で
き
な
い
場
合
を
除
い
て
、
不
法
行
為
地
と
し
て
認
定
で
き
る
が
、
そ
の
結
果
の
範
囲
に
つ
い
て
は
議
論
が

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
発
生
し
た
結
果
は
二
次
的
・
派
生
的
な
も
の
を
包
含
せ
ず
、
直
接
的
な
も
の
に
限
定
す
べ
き
で
あ
る
と
の
見
解
（
１３
）

が
あ

る
が
、
そ
れ
に
対
し
、
経
済
的
損
害
の
よ
う
な
場
合
に
は
そ
の
区
別
が
困
難
で
あ
る
と
の
指
摘
が
あ
り
（
１４
）

、
結
果
は
直
接
的
な
も
の
と
派
生
的

な
も
の
を
区
別
す
る
必
要
は
な
く
、
当
事
者
の
予
見
可
能
性
と
い
う
要
件
の
下
で
そ
れ
を
考
慮
す
れ
ば
足
り
る
と
の
見
解
（
１５
）

も
示
さ
れ
て
い
る
（
１６
）

。

営
業
秘
密
侵
害
の
不
法
行
為
地
に
つ
い
て
は
い
く
つ
か
の
判
例
と
複
数
の
学
説
が
見
受
け
ら
れ
、
そ
れ
ら
を
以
下
に
お
い
て
紹
介
す
る
。

１
　
判
例

以
下
に
お
い
て
は
、
営
業
秘
密
侵
害
に
関
す
る
渉
外
判
例
は
全
て
網
羅
さ
れ
て
い
る
。

⑴

　東
京
地
裁
平
成
元
年
五
月
三
十
日
中
間
判
決（17）

ア
　
事
実
の
概
要

Ｘ
（
原
告
）
は
日
本
の
会
社
で
あ
り
、
そ
の
肩
書
地
本
店
以
外
に
何
ら
の
営
業
所
、
出
張
所
及
び
子
会
社
等
も
有
し
な
い
。
こ
れ
に
対

）
九
八
三
（

営
業
秘
密
侵
害
の
国
際
裁
判
管
轄
（
セ
レ
ナ
）

五

し
、
Ｙ
（
被
告
）
は
、
電
子
シ
ス
テ
ム
・
製
品
・
部
品
等
の
製
造
等
を
業
と
す
る
大
資
本
の
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
法
人
で
あ
り
、
世
界
的
規

模
で
事
業
活
動
を
営
ん
で
お
り
、
日
本
国
内
に
も
子
会
社
を
有
し
て
い
る
。
一
九
八
四
年
十
月
頃
、
Ｘ
は
、
Ｙ
の
元
従
業
員
で
あ
る
訴
外

Ｂ
が
社
長
兼
株
主
で
あ
る
訴
外
会
社
Ａ
と
の
間
で
技
術
援
助
契
約
を
東
京
に
お
い
て
締
結
し
、
そ
の
契
約
に
基
づ
き
Ａ
か
ら
一
九
八
五
年

こ
ろ
ま
で
数
度
に
わ
た
っ
て
Ｙ
の
専
有
技
術
及
び
事
業
情
報
（
以
下
は
「
専
有
情
報
」
と
い
う
。）
の
供
与
を
東
京
で
受
け
た
。
他
方
、
当
該

不
法
行
為
の
発
端
と
な
っ
た
計
画
の
立
案
、
交
渉
、
専
有
情
報
に
係
る
技
術
的
図
面
、
技
術
的
デ
ザ
イ
ン
等
の
書
面
の
準
備
作
成
は
オ
ハ

イ
オ
州
で
行
わ
れ
た
。
Ｙ
は
、
専
有
情
報
は
Ｙ
が
独
占
的
に
有
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
に
含
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
Ｘ
が
Ａ
と
の
間
で
右
技

術
援
助
契
約
を
締
結
し
、
そ
れ
に
基
づ
き
専
有
情
報
を
入
手
し
た
こ
と
は
、
Ｙ
と
Ｂ
と
の
間
の
雇
用
契
約
に
よ
り
Ｂ
が
Ｙ
に
負
っ
て
い
た

秘
密
保
持
義
務
に
違
反
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
、
一
九
八
五
年
十
月
二
一
日
、
Ｘ
等
を
共
同
被
告
と
し
て
、
不
正
競
争
、
企
業
機
密
の
盗

用
、
不
当
利
得
及
び
組
織
犯
罪
取
締
法
違
反
に
基
づ
く
民
事
救
済
を
求
め
、
オ
ハ
イ
オ
州
北
部
東
地
区
連
邦
地
方
裁
判
所
に
提
訴
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
Ｘ
は
Ｙ
が
主
張
し
て
い
る
各
債
権
及
び
差
止
請
求
権
が
存
在
し
な
い
こ
と
の
確
認
を
日
本
の
裁
判
所
に
対
し
求
め
た
（
本
件
）。

イ
　
判
旨
と
コ
メ
ン
ト

ア
　
判
旨

本
件
訴
訟
に
つ
い
て
当
裁
判
所
は
裁
判
管
轄
権
を
有
す
る
と
判
断
し
た
。
裁
判
所
は
日
本
の
国
際
裁
判
管
轄
に
つ
い
て
は
「
Ｘ
が
、
Ｙ

の
元
従
業
員
で
あ
る
Ｂ
が
設
立
し
た
訴
外
会
社
Ａ
を
通
じ
て
、
Ｂ
の
Ｙ
に
対
す
る
雇
用
契
約
上
の
秘
密
保
持
義
務
違
反
に
当
た
る
こ
と
を

知
り
な
が
ら
、
Ｙ
の
専
有
情
報
を
違
法
に
入
手
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
債
権
は
、
民
法
七
〇
九
条
の
不
法
行
為
に
よ
る
損
害

賠
償
債
権
と
同
様
の
性
質
を
有
す
る
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
そ
の
消
極
的
確
認
を
求
め
る
本
件
訴
訟
の
国
際
的
裁
判
管
轄
権

）
九
八
九
（



営
業
秘
密
侵
害
の
国
際
裁
判
管
轄
（
セ
レ
ナ
）

五

し
、
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（
被
告
）
は
、
電
子
シ
ス
テ
ム
・
製
品
・
部
品
等
の
製
造
等
を
業
と
す
る
大
資
本
の
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
法
人
で
あ
り
、
世
界
的
規

模
で
事
業
活
動
を
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ん
で
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、
日
本
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内
に
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子
会
社
を
有
し
て
い
る
。
一
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四
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月
頃
、
Ｘ
は
、
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の
元
従
業
員
で
あ
る
訴
外

Ｂ
が
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長
兼
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で
あ
る
訴
外
会
社
Ａ
と
の
間
で
技
術
援
助
契
約
を
東
京
に
お
い
て
締
結
し
、
そ
の
契
約
に
基
づ
き
Ａ
か
ら
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九
八
五
年

こ
ろ
ま
で
数
度
に
わ
た
っ
て
Ｙ
の
専
有
技
術
及
び
事
業
情
報
（
以
下
は
「
専
有
情
報
」
と
い
う
。）
の
供
与
を
東
京
で
受
け
た
。
他
方
、
当
該

不
法
行
為
の
発
端
と
な
っ
た
計
画
の
立
案
、
交
渉
、
専
有
情
報
に
係
る
技
術
的
図
面
、
技
術
的
デ
ザ
イ
ン
等
の
書
面
の
準
備
作
成
は
オ
ハ

イ
オ
州
で
行
わ
れ
た
。
Ｙ
は
、
専
有
情
報
は
Ｙ
が
独
占
的
に
有
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
に
含
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
Ｘ
が
Ａ
と
の
間
で
右
技

術
援
助
契
約
を
締
結
し
、
そ
れ
に
基
づ
き
専
有
情
報
を
入
手
し
た
こ
と
は
、
Ｙ
と
Ｂ
と
の
間
の
雇
用
契
約
に
よ
り
Ｂ
が
Ｙ
に
負
っ
て
い
た

秘
密
保
持
義
務
に
違
反
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
、
一
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五
年
十
月
二
一
日
、
Ｘ
等
を
共
同
被
告
と
し
て
、
不
正
競
争
、
企
業
機
密
の
盗

用
、
不
当
利
得
及
び
組
織
犯
罪
取
締
法
違
反
に
基
づ
く
民
事
救
済
を
求
め
、
オ
ハ
イ
オ
州
北
部
東
地
区
連
邦
地
方
裁
判
所
に
提
訴
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
Ｘ
は
Ｙ
が
主
張
し
て
い
る
各
債
権
及
び
差
止
請
求
権
が
存
在
し
な
い
こ
と
の
確
認
を
日
本
の
裁
判
所
に
対
し
求
め
た
（
本
件
）。

イ
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と
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メ
ン
ト

ア
　
判
旨

本
件
訴
訟
に
つ
い
て
当
裁
判
所
は
裁
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管
轄
権
を
有
す
る
と
判
断
し
た
。
裁
判
所
は
日
本
の
国
際
裁
判
管
轄
に
つ
い
て
は
「
Ｘ
が
、
Ｙ

の
元
従
業
員
で
あ
る
Ｂ
が
設
立
し
た
訴
外
会
社
Ａ
を
通
じ
て
、
Ｂ
の
Ｙ
に
対
す
る
雇
用
契
約
上
の
秘
密
保
持
義
務
違
反
に
当
た
る
こ
と
を

知
り
な
が
ら
、
Ｙ
の
専
有
情
報
を
違
法
に
入
手
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
債
権
は
、
民
法
七
〇
九
条
の
不
法
行
為
に
よ
る
損
害

賠
償
債
権
と
同
様
の
性
質
を
有
す
る
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
そ
の
消
極
的
確
認
を
求
め
る
本
件
訴
訟
の
国
際
的
裁
判
管
轄
権

）
九
八
九
（



日
本
法
学

　第
九
十
巻
第
四
号
（
二
〇
二
五
年
二
月
）

六

の
有
無
を
判
断
す
る
に
つ
い
て
は
、
立
証
の
便
宜
の
観
点
か
ら
不
法
行
為
地
に
特
別
裁
判
籍
を
認
め
た
民
事
訴
訟
法
一
五
条
一
項
の
趣
旨

を
斟
酌
し
、
不
法
行
為
地
が
我
が
国
内
に
あ
る
と
き
は
、
我
が
国
の
裁
判
所
が
管
轄
権
を
有
す
る
も
の
と
解
す
る
こ
と
が
右
条
理
に
適
う

も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
別
紙
目
録
一
記
載
の
事
実
の
う
ち
、
Ｘ
が
訴
外
会
社
Ａ
と
の
間
で
、
銅
箔
の
表
面
処
理
に
関
す

る
新
し
い
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
の
本
件
契
約
を
締
結
し
、
右
契
約
に
基
づ
き
訴
外
会
社
Ａ
か
ら
技
術
指
導
を
受
け
た
こ
と
並
び
に
右
契
約

を
締
結
す
る
た
め
の
交
渉
、
契
約
書
の
作
成
及
び
技
術
指
導
が
い
ず
れ
も
日
本
の
東
京
で
行
わ
れ
た
こ
と
は
、
当
事
者
間
に
争
い
が
な
い
。

右
事
実
に
よ
れ
ば
、
本
件
不
法
行
為
の
加
害
行
為
と
さ
れ
て
い
る
も
の
の
う
ち
専
有
情
報
の
入
手
と
い
う
重
要
な
行
為
が
日
本
の
東
京
で

行
わ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
件
に
お
い
て
は
、
我
が
国
の
裁
判
所
に
不
法
行
為
地
の
裁
判
所
と
し
て
国
際
的
裁
判
管
轄
権

を
認
め
る
こ
と
が
条
理
に
適
う
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。」
と
判
示
し
た
。

イ
　
コ
メ
ン
ト

本
件
の
主
な
論
点
は
訴
訟
競
合
と
な
り
（
１８
）

、
国
際
裁
判
管
轄
を
重
点
的
に
解
説
す
る
見
解
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。

⑵

　大
阪
地
裁
平
成
十
六
年
二
月
五
日（19）

ア
　
事
実
の
概
要

Ｘ
（
原
告
）
は
日
本
法
人
で
あ
り
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
は
そ
の
子
会
社
の
訴
外
会
社
Ａ
を
有
し
て
い
る
。
Ｙ
（
被
告
）
は
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
国
籍
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
在
住
の
人
で
あ
る
。
Ｙ
は
一
九
九
九
年
五
月
二
十
四
日
に
Ａ
に
採
用
さ
れ
、
二
〇
〇
一
年
五
月
二
十
一

日
か
ら
同
月
二
十
一
四
日
ま
で
日
本
へ
出
張
し
、
Ｘ
の
技
術
に
関
す
る
複
数
の
説
明
等
を
受
け
た
。
そ
の
後
、
Ｙ
は
、
Ａ
を
退
社
し
、
Ｘ
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七

の
競
争
会
社
に
あ
た
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
法
人
の
訴
外
会
社
Ｂ
に
転
職
し
た
。
そ
の
後
、
日
本
の
訴
外
会
社
Ｄ
は
商
品
の
採
用
を
入
札
コ

ン
ペ
方
式
に
よ
り
決
定
す
る
こ
と
と
し
、
Ｘ
と
、
Ｂ
の
関
連
会
社
で
あ
る
日
本
会
社
の
訴
外
Ｃ
等
は
そ
の
入
札
に
参
加
し
た
が
、
Ｃ
が
落

札
し
た
。
そ
こ
で
Ｘ
は
、
Ｙ
が
Ｂ
に
転
職
す
る
予
定
で
あ
る
こ
と
を
秘
匿
し
、
Ｘ
を
欺
罔
し
て
、
Ｘ
の
営
業
秘
密
を
不
正
に
取
得
・
開
示

し
、
又
は
Ｘ
か
ら
在
職
中
に
示
さ
れ
た
営
業
秘
密
を
不
正
の
利
益
を
得
る
目
的
若
し
く
は
Ｘ
に
損
害
を
加
え
る
目
的
で
開
示
し
た
と
し
、

不
正
競
争
防
止
法
二
条
一
項
四
号
又
は
七
号
、
四
条
に
基
づ
き
、
損
害
賠
償
等
を
請
求
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
Ｙ
は
本
件
に
つ
い
て

は
日
本
に
裁
判
管
轄
は
な
い
と
主
張
し
て
、
訴
え
の
却
下
を
求
め
て
い
る
。

イ
　
判
旨
と
コ
メ
ン
ト

ア
　
判
旨

訴
え
却
下
。
裁
判
所
は
営
業
秘
密
侵
害
の
国
際
裁
判
管
轄
に
つ
い
て
は
「
我
が
国
に
住
所
等
を
有
し
な
い
被
告
に
対
し
提
起
さ
れ
た
不

法
行
為
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
及
び
不
正
競
争
防
止
法
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
に
つ
き
、
民
事
訴
訟
法
の
不
法
行
為
地
の

裁
判
籍
の
規
定
（
民
事
訴
訟
法
五
条
九
号
）
に
依
拠
し
て
我
が
国
の
裁
判
所
の
国
際
裁
判
管
轄
を
肯
定
す
る
た
め
に
は
、
原
則
と
し
て
、
被

告
が
我
が
国
に
お
い
て
し
た
行
為
に
よ
り
原
告
の
法
益
に
つ
い
て
損
害
が
生
じ
た
と
の
客
観
的
事
実
関
係
が
証
明
さ
れ
れ
ば
足
り
る
と
解

す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。（
…
）
少
な
く
と
も
、
Ｙ
が
Ｘ
の
保
有
す
る
技
術
上
又
は
営
業
上
の
情
報
で
公
然
と
知
ら
れ
て
い
な
い
も
の
を

取
得
し
、
こ
れ
が
利
用
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
営
業
上
の
損
害
を
生
じ
た
と
い
う
客
観
的
事
実
関
係
が
証
明
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と

い
う
べ
き
で
あ
る
。」
と
し
た
上
で
、
そ
の
客
観
的
事
実
関
係
に
つ
い
て
証
明
さ
れ
て
い
な
い
と
判
断
し
た
。
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七

の
競
争
会
社
に
あ
た
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
法
人
の
訴
外
会
社
Ｂ
に
転
職
し
た
。
そ
の
後
、
日
本
の
訴
外
会
社
Ｄ
は
商
品
の
採
用
を
入
札
コ

ン
ペ
方
式
に
よ
り
決
定
す
る
こ
と
と
し
、
Ｘ
と
、
Ｂ
の
関
連
会
社
で
あ
る
日
本
会
社
の
訴
外
Ｃ
等
は
そ
の
入
札
に
参
加
し
た
が
、
Ｃ
が
落

札
し
た
。
そ
こ
で
Ｘ
は
、
Ｙ
が
Ｂ
に
転
職
す
る
予
定
で
あ
る
こ
と
を
秘
匿
し
、
Ｘ
を
欺
罔
し
て
、
Ｘ
の
営
業
秘
密
を
不
正
に
取
得
・
開
示

し
、
又
は
Ｘ
か
ら
在
職
中
に
示
さ
れ
た
営
業
秘
密
を
不
正
の
利
益
を
得
る
目
的
若
し
く
は
Ｘ
に
損
害
を
加
え
る
目
的
で
開
示
し
た
と
し
、

不
正
競
争
防
止
法
二
条
一
項
四
号
又
は
七
号
、
四
条
に
基
づ
き
、
損
害
賠
償
等
を
請
求
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
Ｙ
は
本
件
に
つ
い
て

は
日
本
に
裁
判
管
轄
は
な
い
と
主
張
し
て
、
訴
え
の
却
下
を
求
め
て
い
る
。

イ
　
判
旨
と
コ
メ
ン
ト

ア
　
判
旨

訴
え
却
下
。
裁
判
所
は
営
業
秘
密
侵
害
の
国
際
裁
判
管
轄
に
つ
い
て
は
「
我
が
国
に
住
所
等
を
有
し
な
い
被
告
に
対
し
提
起
さ
れ
た
不

法
行
為
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
及
び
不
正
競
争
防
止
法
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
に
つ
き
、
民
事
訴
訟
法
の
不
法
行
為
地
の

裁
判
籍
の
規
定
（
民
事
訴
訟
法
五
条
九
号
）
に
依
拠
し
て
我
が
国
の
裁
判
所
の
国
際
裁
判
管
轄
を
肯
定
す
る
た
め
に
は
、
原
則
と
し
て
、
被

告
が
我
が
国
に
お
い
て
し
た
行
為
に
よ
り
原
告
の
法
益
に
つ
い
て
損
害
が
生
じ
た
と
の
客
観
的
事
実
関
係
が
証
明
さ
れ
れ
ば
足
り
る
と
解

す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。（
…
）
少
な
く
と
も
、
Ｙ
が
Ｘ
の
保
有
す
る
技
術
上
又
は
営
業
上
の
情
報
で
公
然
と
知
ら
れ
て
い
な
い
も
の
を

取
得
し
、
こ
れ
が
利
用
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
営
業
上
の
損
害
を
生
じ
た
と
い
う
客
観
的
事
実
関
係
が
証
明
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と

い
う
べ
き
で
あ
る
。」
と
し
た
上
で
、
そ
の
客
観
的
事
実
関
係
に
つ
い
て
証
明
さ
れ
て
い
な
い
と
判
断
し
た
。

）
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日
本
法
学

　第
九
十
巻
第
四
号
（
二
〇
二
五
年
二
月
）

八

イ
　
コ
メ
ン
ト

こ
の
事
件
の
管
轄
原
因
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
（
２0
）

。
す
な
わ
ち
、
不
正
競
争
行
為
の
管
轄
原
因
は
不
正

競
争
行
為
の
準
拠
法
に
関
す
る
議
論
に
倣
い
、
不
正
競
争
行
為
を
類
型
化
し
た
上
で
認
定
で
き
る
と
解
し
得
る
。
営
業
秘
密
侵
害
の
準
拠

法
に
つ
い
て
は
、
不
正
競
争
行
為
は
特
定
の
相
手
に
向
け
ら
れ
た
行
為
と
、
市
場
に
向
け
ら
れ
た
行
為
に
分
け
ら
れ
、
前
者
は
単
な
る
一

般
不
法
行
為
に
該
当
し
、
後
者
は
不
正
競
争
行
為
に
該
当
す
る
と
解
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
鑑
み
て
、
こ
の
事
件
に
お
け
る
営
業
秘
密
侵

害
は
市
場
と
は
関
係
を
持
た
ず
、
当
事
者
間
に
し
か
関
わ
り
を
有
し
な
い
た
め
、
そ
の
管
轄
原
因
が
不
法
行
為
地
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
営
業
上
の
損
害
が
証
明
さ
れ
た
と
仮
定
す
れ
ば
、
こ
の
事
件
の
営
業
秘
密
が
不
正
に
取
得
さ
れ
た
の
は
日
本
だ
が
、
同
営
業

秘
密
が
開
示
・
使
用
さ
れ
た
の
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
あ
り
、
か
つ
、
営
業
秘
密
侵
害
に
よ
る
損
害
は
日
本
に
発
生
し
た
た
め
、
不
法
行

為
地
が
隔
地
的
な
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
関
す
る
国
際
裁
判
管
轄
は
日
本
に
限
ら
ず
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
も
認
め
ら
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
（
２１
）

。

⑶

　最
高
裁
第
一
小
法
廷
平
成
二
六
年
四
月
二
十
四
日（22）

ア
　
事
実
の
概
要

Ｘ
（
原
告
、
控
訴
人
、
上
告
人
）
は
、
肩
書
地
に
本
店
を
有
し
、
眉
の
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
を
扱
う
サ
ロ
ン
の
経
営
等
を
行
う
ア
メ
リ
カ
合

衆
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
法
人
で
あ
る
。
訴
外
会
社
Ａ
は
眉
の
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
を
扱
う
美
容
室
等
の
経
営
等
を
目
的
と
す
る
日
本
法
人

で
あ
り
、
Ｙ
１
～
Ｙ
５
（
被
告
、
被
控
訴
人
、
被
上
告
人
）
は
、
Ａ
の
取
締
役
（
Ｙ
１
と
Ｙ
２
）
と
そ
の
従
業
員
で
あ
る
。
Ｘ
は
、
訴
外
日
本

法
人
Ｂ
と
の
間
で
、
二
〇
〇
三
年
一
二
月
二
十
三
日
、
Ｘ
技
術
の
独
占
的
使
用
権
、
Ｘ
製
品
の
独
占
的
販
売
権
、
Ｘ
ロ
ゴ
の
独
占
的
使
用

権
を
Ｂ
に
付
与
し
、
そ
の
対
価
と
し
て
一
定
の
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
を
Ｂ
が
支
払
う
旨
の
導
入
契
約
を
締
結
し
た
。
Ｘ
は
二
〇
〇
四
年
四
月
頃
、
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九

導
入
契
約
に
基
づ
い
て
、
当
時
Ｂ
の
従
業
員
で
あ
っ
た
Ｙ
１
及
び
Ｙ
２
を
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
所
在
す
る
Ｘ
施
設
に
受
け
入
れ
、
自

己
の
技
術
の
教
示
と
指
導
を
行
っ
た
。
Ｙ
１
と
Ｙ
２
は
、
Ｂ
及
び
Ｘ
に
対
し
、
Ｂ
退
職
後
は
Ｘ
の
技
術
を
日
本
国
内
及
び
そ
の
他
の
地
域

で
使
用
し
な
い
こ
と
を
誓
約
す
る
旨
の
誓
約
書
を
差
し
入
れ
た
。
Ａ
は
、
ビ
ュ
ー
テ
ィ
サ
ロ
ン
及
び
エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
サ
ロ
ン
の
経
営
等

を
目
的
と
し
て
二
〇
〇
六
年
二
月
二
日
に
設
立
さ
れ
、
Ｙ
１
及
び
Ｙ
２
は
、
Ａ
設
立
の
時
か
ら
Ａ
の
取
締
役
に
就
任
し
た
。
Ｙ
１
と
Ｙ
２

は
、
同
月
以
降
Ｂ
を
退
職
し
、
Ａ
に
お
い
て
眉
の
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
を
実
施
す
る
サ
ロ
ン
の
運
営
を
開
始
し
た
。
Ｘ
は
、
二
〇
〇
七
年
五

月
七
日
、
Ｙ
ら
に
対
し
、
Ｙ
ら
が
Ｘ
の
営
業
秘
密
に
あ
た
る
眉
の
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
技
術
及
び
情
報
等
を
不
正
使
用
、
開
示
し
て
い
る
と

し
、
共
同
不
法
行
為
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
及
び
不
正
使
用
行
為
等
の
差
止
め
を
求
め
る
訴
え
を
米
国
裁
判
所
に
提
起
し
た
。
米
国
裁

判
所
は
、
二
〇
〇
八
年
十
月
八
日
、
米
国
訴
訟
に
つ
き
欠
席
判
決
を
求
め
る
Ｘ
の
申
立
て
を
一
部
認
め
る
命
令
を
し
、
こ
れ
に
基
づ
き
、

同
月
九
日
、
Ｙ
ら
に
対
し
、
損
害
賠
償
並
び
に
上
記
技
術
の
不
正
使
用
行
為
等
の
差
止
め
を
命
じ
る
判
決
を
言
い
渡
し
、
こ
の
判
決
は
確

定
し
た
。
そ
の
後
、
Ｘ
は
米
国
の
裁
判
所
が
Ｙ
ら
に
対
し
言
い
渡
し
た
判
決
の
う
ち
、
懲
罰
的
賠
償
命
令
部
分
を
除
い
た
損
害
賠
償
及
び

差
止
命
令
部
分
に
つ
い
て
日
本
の
裁
判
所
に
対
し
執
行
判
決
を
求
め
た
。

な
お
、
こ
の
事
件
で
は
、
直
接
管
轄
で
は
な
く
、
間
接
管
轄
が
問
題
に
な
る
が
、
間
接
管
轄
に
つ
い
て
は
民
事
訴
訟
法
一
一
八
条
が
適

用
さ
れ
、
同
条
一
号
は
通
説
に
よ
れ
ば
承
認
国
の
直
接
管
轄
規
定
を
当
該
事
件
に
適
用
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
判
決
国
裁
判
所
の
国
際
裁

判
管
轄
が
認
め
ら
れ
る
と
き
に
承
認
管
轄
要
件
も
満
た
さ
れ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
（
２３
）

。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
事
件
で
は
米
国
を
不
法
行
為

地
と
し
て
認
定
で
き
る
か
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
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九

導
入
契
約
に
基
づ
い
て
、
当
時
Ｂ
の
従
業
員
で
あ
っ
た
Ｙ
１
及
び
Ｙ
２
を
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
所
在
す
る
Ｘ
施
設
に
受
け
入
れ
、
自

己
の
技
術
の
教
示
と
指
導
を
行
っ
た
。
Ｙ
１
と
Ｙ
２
は
、
Ｂ
及
び
Ｘ
に
対
し
、
Ｂ
退
職
後
は
Ｘ
の
技
術
を
日
本
国
内
及
び
そ
の
他
の
地
域

で
使
用
し
な
い
こ
と
を
誓
約
す
る
旨
の
誓
約
書
を
差
し
入
れ
た
。
Ａ
は
、
ビ
ュ
ー
テ
ィ
サ
ロ
ン
及
び
エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
サ
ロ
ン
の
経
営
等

を
目
的
と
し
て
二
〇
〇
六
年
二
月
二
日
に
設
立
さ
れ
、
Ｙ
１
及
び
Ｙ
２
は
、
Ａ
設
立
の
時
か
ら
Ａ
の
取
締
役
に
就
任
し
た
。
Ｙ
１
と
Ｙ
２

は
、
同
月
以
降
Ｂ
を
退
職
し
、
Ａ
に
お
い
て
眉
の
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
を
実
施
す
る
サ
ロ
ン
の
運
営
を
開
始
し
た
。
Ｘ
は
、
二
〇
〇
七
年
五

月
七
日
、
Ｙ
ら
に
対
し
、
Ｙ
ら
が
Ｘ
の
営
業
秘
密
に
あ
た
る
眉
の
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
技
術
及
び
情
報
等
を
不
正
使
用
、
開
示
し
て
い
る
と

し
、
共
同
不
法
行
為
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
及
び
不
正
使
用
行
為
等
の
差
止
め
を
求
め
る
訴
え
を
米
国
裁
判
所
に
提
起
し
た
。
米
国
裁

判
所
は
、
二
〇
〇
八
年
十
月
八
日
、
米
国
訴
訟
に
つ
き
欠
席
判
決
を
求
め
る
Ｘ
の
申
立
て
を
一
部
認
め
る
命
令
を
し
、
こ
れ
に
基
づ
き
、

同
月
九
日
、
Ｙ
ら
に
対
し
、
損
害
賠
償
並
び
に
上
記
技
術
の
不
正
使
用
行
為
等
の
差
止
め
を
命
じ
る
判
決
を
言
い
渡
し
、
こ
の
判
決
は
確

定
し
た
。
そ
の
後
、
Ｘ
は
米
国
の
裁
判
所
が
Ｙ
ら
に
対
し
言
い
渡
し
た
判
決
の
う
ち
、
懲
罰
的
賠
償
命
令
部
分
を
除
い
た
損
害
賠
償
及
び

差
止
命
令
部
分
に
つ
い
て
日
本
の
裁
判
所
に
対
し
執
行
判
決
を
求
め
た
。

な
お
、
こ
の
事
件
で
は
、
直
接
管
轄
で
は
な
く
、
間
接
管
轄
が
問
題
に
な
る
が
、
間
接
管
轄
に
つ
い
て
は
民
事
訴
訟
法
一
一
八
条
が
適

用
さ
れ
、
同
条
一
号
は
通
説
に
よ
れ
ば
承
認
国
の
直
接
管
轄
規
定
を
当
該
事
件
に
適
用
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
判
決
国
裁
判
所
の
国
際
裁

判
管
轄
が
認
め
ら
れ
る
と
き
に
承
認
管
轄
要
件
も
満
た
さ
れ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
（
２３
）

。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
事
件
で
は
米
国
を
不
法
行
為

地
と
し
て
認
定
で
き
る
か
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

）
九
八
七
（



日
本
法
学

　第
九
十
巻
第
四
号
（
二
〇
二
五
年
二
月
）

一
〇

イ
　
第
一
審
（
２４
）

の
判
旨
と
コ
メ
ン
ト

ア
　
判
旨

請
求
棄
却
。
裁
判
所
は
営
業
秘
密
侵
害
の
不
法
行
為
地
に
つ
い
て
は
、「
米
国
訴
訟
に
つ
き
米
国
裁
判
所
が
国
際
裁
判
管
轄
を
有
す
る

と
認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
、
Ｘ
が
米
国
訴
訟
に
お
い
て
主
張
し
た
Ｙ
ら
に
よ
る
本
件
Ｘ
技
術
と
い
う
営
業
秘
密
の
不
正
使
用
・
開
示
に
よ

る
Ｘ
事
業
の
妨
害
等
の
不
法
行
為
の
事
実
、
Ｙ
ら
の
前
記
不
法
行
為
に
よ
り
本
件
Ｘ
技
術
の
価
値
が
毀
損
さ
れ
、
Ｘ
の
Ｂ
向
け
の
売
上
減

少
の
逸
失
利
益
及
び
Ｙ
ら
に
よ
る
売
上
げ
の
不
当
利
得
等
の
経
済
的
損
害
が
発
生
し
た
事
実
並
び
に
こ
れ
ら
の
う
ち
い
ず
れ
か
が
米
国
裁

判
所
の
土
地
管
轄
内
に
お
い
て
発
生
し
た
事
実
と
い
う
客
観
的
事
実
関
係
の
証
明
が
原
則
と
し
て
要
求
さ
れ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
」
と

し
た
上
で
、
そ
の
証
明
が
足
り
な
い
と
判
示
し
た
（
２５
）

。

イ
　
コ
メ
ン
ト

第
一
審
に
お
け
る
不
法
行
為
地
に
つ
い
て
は
、
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
て
い
な
い
。

ウ
　
原
審
（
２６
）

の
判
旨
と
コ
メ
ン
ト

ア
　
判
旨

控
訴
棄
却
。
裁
判
所
は
Ｙ
ら
の
加
害
行
為
地
が
日
本
で
あ
る
と
し
た
上
で
、
不
法
行
為
地
と
し
て
の
結
果
発
生
地
に
つ
い
て
は
「（
…
）

Ｘ
が
、
米
国
訴
訟
に
お
い
て
、
Ｙ
ら
に
よ
る
本
件
不
法
行
為
に
よ
り
Ｘ
に
生
じ
た
損
害
（
結
果
）
と
し
て
主
張
し
た
の
は
、
①
Ｂ
向
け
の

売
上
減
少
の
逸
失
利
益
、
②
ア
ジ
ア
以
外
の
地
域
に
お
け
る
ラ
イ
セ
ン
ス
料
の
低
下
、
③
Ｙ
ら
に
よ
る
売
上
げ
の
不
当
利
得
に
限
ら
れ
、

）
九
八
八
（

営
業
秘
密
侵
害
の
国
際
裁
判
管
轄
（
セ
レ
ナ
）

一
一

米
国
判
決
に
お
い
て
、
損
害
と
し
て
認
容
さ
れ
た
の
は
そ
の
う
ち
の
①
の
損
害
と
③
の
損
害
の
一
部
で
あ
り
、
②
の
損
害
の
請
求
は
棄
却

さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
米
国
判
決
に
お
い
て
は
、
本
件
Ｘ
技
術
が
我
が
国
に
お
い
て
も
保
護
に
値
す
る
被
侵
害
利
益
で
あ
る
こ
と

を
前
提
と
し
て
、
Ｙ
ら
の
我
が
国
に
お
け
る
行
為
に
よ
っ
て
、
我
が
国
で
も
保
護
さ
れ
る
本
件
Ｘ
技
術
（
本
件
営
業
秘
密
）
が
侵
害
さ
れ

た
こ
と
を
理
由
に
、
我
が
国
に
お
い
て
Ｘ
製
品
の
売
上
げ
が
減
少
し
た
損
害
と
我
が
国
で
営
業
活
動
を
行
う
Ｙ
ら
の
売
上
げ
の
一
部
を
損

害
と
し
て
認
容
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
米
国
判
決
に
お
い
て
認
容
さ
れ
た
上
記
①
及
び
③
の
各
損
害
の
発
生
地
は
、
い
ず
れ

も
日
本
国
内
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
Ｘ
の
主
張
す
る
上
記
①
及
び
③
の
各
損
害
は
、
Ｘ
の
本
店
所
在
地
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で

は
、
単
に
会
社
経
理
上
そ
の
他
で
経
済
的
損
失
が
発
生
し
た
に
す
ぎ
ず
、
二
次
的
・
派
生
的
な
損
害
で
あ
る
か
ら
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

は
、
不
法
行
為
地
管
轄
に
お
け
る
損
害
（
結
果
）
発
生
地
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
す
な
わ
ち
、
不
法
行
為
地
管
轄
の
損
害
（
結
果
）

発
生
地
は
、
直
接
的
な
損
害
（
結
果
）
が
発
生
し
た
地
に
限
ら
れ
、
二
次
的
・
派
生
的
な
損
害
（
結
果
）
発
生
地
は
含
ま
れ
な
い
と
解
す

べ
き
で
あ
る
。」
と
し
、
米
国
に
間
接
管
轄
を
認
め
る
余
地
は
な
い
と
判
断
し
た
。

イ
　
コ
メ
ン
ト

原
審
の
判
断
に
つ
い
て
は
以
下
の
よ
う
な
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
（
２７
）

。
す
な
わ
ち
、
原
審
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
が
二
次
的
損
害

発
生
地
に
過
ぎ
ず
、
結
果
発
生
地
に
当
た
ら
な
い
と
し
て
い
る
が
、
営
業
秘
密
は
無
形
の
も
の
で
あ
る
た
め
、
そ
の
侵
害
に
よ
る
経
済
的

侵
害
が
生
じ
る
こ
と
が
多
く
、
物
理
的
な
損
害
と
区
別
す
る
の
が
困
難
で
あ
る
。
ま
た
、
営
業
秘
密
侵
害
に
よ
る
損
害
は
広
範
に
わ
た
る

こ
と
が
多
く
、
不
正
な
開
示
・
使
用
が
行
わ
れ
た
地
に
そ
の
範
囲
を
限
定
す
る
こ
と
が
不
合
理
で
あ
る
。
そ
れ
よ
り
も
、
侵
害
行
為
に
よ

り
結
果
が
生
じ
た
国
家
か
ら
当
事
者
の
予
見
可
能
性
を
基
準
に
合
理
的
な
関
連
の
あ
る
国
家
に
お
い
て
救
済
申
立
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る

）
九
八
三
（



営
業
秘
密
侵
害
の
国
際
裁
判
管
轄
（
セ
レ
ナ
）

一
一

米
国
判
決
に
お
い
て
、
損
害
と
し
て
認
容
さ
れ
た
の
は
そ
の
う
ち
の
①
の
損
害
と
③
の
損
害
の
一
部
で
あ
り
、
②
の
損
害
の
請
求
は
棄
却

さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
米
国
判
決
に
お
い
て
は
、
本
件
Ｘ
技
術
が
我
が
国
に
お
い
て
も
保
護
に
値
す
る
被
侵
害
利
益
で
あ
る
こ
と

を
前
提
と
し
て
、
Ｙ
ら
の
我
が
国
に
お
け
る
行
為
に
よ
っ
て
、
我
が
国
で
も
保
護
さ
れ
る
本
件
Ｘ
技
術
（
本
件
営
業
秘
密
）
が
侵
害
さ
れ

た
こ
と
を
理
由
に
、
我
が
国
に
お
い
て
Ｘ
製
品
の
売
上
げ
が
減
少
し
た
損
害
と
我
が
国
で
営
業
活
動
を
行
う
Ｙ
ら
の
売
上
げ
の
一
部
を
損

害
と
し
て
認
容
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
米
国
判
決
に
お
い
て
認
容
さ
れ
た
上
記
①
及
び
③
の
各
損
害
の
発
生
地
は
、
い
ず
れ

も
日
本
国
内
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
Ｘ
の
主
張
す
る
上
記
①
及
び
③
の
各
損
害
は
、
Ｘ
の
本
店
所
在
地
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で

は
、
単
に
会
社
経
理
上
そ
の
他
で
経
済
的
損
失
が
発
生
し
た
に
す
ぎ
ず
、
二
次
的
・
派
生
的
な
損
害
で
あ
る
か
ら
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

は
、
不
法
行
為
地
管
轄
に
お
け
る
損
害
（
結
果
）
発
生
地
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
す
な
わ
ち
、
不
法
行
為
地
管
轄
の
損
害
（
結
果
）

発
生
地
は
、
直
接
的
な
損
害
（
結
果
）
が
発
生
し
た
地
に
限
ら
れ
、
二
次
的
・
派
生
的
な
損
害
（
結
果
）
発
生
地
は
含
ま
れ
な
い
と
解
す

べ
き
で
あ
る
。」
と
し
、
米
国
に
間
接
管
轄
を
認
め
る
余
地
は
な
い
と
判
断
し
た
。

イ
　
コ
メ
ン
ト

原
審
の
判
断
に
つ
い
て
は
以
下
の
よ
う
な
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
（
２７
）

。
す
な
わ
ち
、
原
審
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
が
二
次
的
損
害

発
生
地
に
過
ぎ
ず
、
結
果
発
生
地
に
当
た
ら
な
い
と
し
て
い
る
が
、
営
業
秘
密
は
無
形
の
も
の
で
あ
る
た
め
、
そ
の
侵
害
に
よ
る
経
済
的

侵
害
が
生
じ
る
こ
と
が
多
く
、
物
理
的
な
損
害
と
区
別
す
る
の
が
困
難
で
あ
る
。
ま
た
、
営
業
秘
密
侵
害
に
よ
る
損
害
は
広
範
に
わ
た
る

こ
と
が
多
く
、
不
正
な
開
示
・
使
用
が
行
わ
れ
た
地
に
そ
の
範
囲
を
限
定
す
る
こ
と
が
不
合
理
で
あ
る
。
そ
れ
よ
り
も
、
侵
害
行
為
に
よ

り
結
果
が
生
じ
た
国
家
か
ら
当
事
者
の
予
見
可
能
性
を
基
準
に
合
理
的
な
関
連
の
あ
る
国
家
に
お
い
て
救
済
申
立
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る

）
九
八
三
（



日
本
法
学

　第
九
十
巻
第
四
号
（
二
〇
二
五
年
二
月
）

一
二

と
さ
れ
て
い
る
（
２８
）

。

エ
　
最
高
裁
判
所
の
判
旨
と
コ
メ
ン
ト

ア
　
判
旨

破
棄
差
戻
し
。
裁
判
所
は
営
業
秘
密
侵
害
の
不
法
行
為
地
に
つ
い
て
は
「
民
訴
法
三
条
の
三
第
八
号
の
「
不
法
行
為
に
関
す
る
訴
え
」

は
、（
…
）
民
法
所
定
の
不
法
行
為
に
基
づ
く
訴
え
に
限
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
違
法
行
為
に
よ
り
権
利
利
益
を
侵
害
さ
れ
、
又
は
侵

害
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
者
が
提
起
す
る
差
止
請
求
に
関
す
る
訴
え
を
も
含
む
も
の
と
解
さ
れ
る
（
最
高
裁
平
成
十
五
年
（
許
）
第
四
四
号

同
一
六
年
四
月
八
日
第
一
小
法
廷
決
定
・
民
集
五
八
巻
四
号
八
二
五
頁
参
照
）。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
差
止
請
求
に
関
す
る
訴
え
に
つ
い
て
は
、

違
法
行
為
に
よ
り
権
利
利
益
を
侵
害
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
に
す
ぎ
な
い
者
も
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
以
上
は
、
民
訴
法
三
条
の
三
第

八
号
の
「
不
法
行
為
が
あ
っ
た
地
」
は
、
違
法
行
為
が
行
わ
れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
地
や
、
権
利
利
益
を
侵
害
さ
れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
地
を

も
含
む
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。（
…
）」
と
し
た
上
で
、
本
件
の
米
国
判
決
は
日
本
国
内
だ
け
で
な
く
米
国
内
に
お
い
て
も
Ｙ

ら
の
不
正
行
為
の
差
止
め
を
命
じ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
て
も
、
Ｙ
ら
が
Ｘ
の
権
利
利
益
を
侵
害
す
る
行
為
を
米
国
内
で
行
う
お
そ
れ
が
あ

る
か
、
Ｘ
の
権
利
利
益
が
米
国
内
で
侵
害
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
の
客
観
的
事
実
関
係
が
証
明
さ
れ
た
場
合
に
は
、
本
件
米
国
判
決
の

う
ち
差
止
め
を
命
じ
た
部
分
に
つ
い
て
は
、
民
訴
法
三
条
の
三
第
八
号
に
準
拠
し
つ
つ
、
条
理
に
照
ら
し
て
間
接
管
轄
を
認
め
る
余
地
が

あ
る
と
判
断
し
た
。

）
九
三
三
（

営
業
秘
密
侵
害
の
国
際
裁
判
管
轄
（
セ
レ
ナ
）

一
三

イ
　
コ
メ
ン
ト

最
高
裁
判
所
の
判
決
に
つ
い
て
は
、
不
法
行
為
地
の
判
断
を
め
ぐ
っ
て
以
下
の
よ
う
な
意
見
が
寄
せ
ら
れ
る
（
２９
）

。
す
な
わ
ち
、
営
業
秘
密

侵
害
の
不
正
開
示
の
差
止
請
求
は
不
作
為
を
求
め
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
場
所
的
範
囲
を
特
定
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
不

法
行
為
地
を
画
定
で
き
な
い
こ
と
が
多
い
が
、
こ
の
事
件
を
例
に
と
れ
ば
、
営
業
秘
密
の
不
正
な
開
示
・
使
用
を
内
容
と
す
る
加
害
行
為

は
行
為
者
の
随
意
に
よ
り
そ
の
場
所
を
変
更
で
き
る
た
め
、
開
示
の
行
為
地
よ
り
不
作
為
義
務
自
体
の
場
所
的
関
連
に
注
目
す
べ
き
で
あ

り
、
特
定
の
国
家
内
に
守
秘
管
理
さ
れ
て
い
る
営
業
秘
密
に
関
し
て
は
そ
の
国
に
守
秘
義
務
に
関
す
る
原
則
的
管
轄
を
認
め
る
こ
と
が
適

当
で
あ
る
と
解
す
る
見
解
が
あ
る
（
３0
）

。
ほ
か
に
は
、
ブ
ラ
ッ
セ
ル
Ⅰ
改
正
規
則
の
不
法
行
為
地
の
解
釈
に
か
か
る
欧
州
連
合
司
法
裁
判
所

（C
ourt of Justice of the E

uropean U
nion

、
以
下
は
「
Ｃ
Ｊ
Ｅ
Ｕ
」
と
い
う
）
の
先
決
裁
定
に
鑑
み
て
、
結
果
発
生
地
を
被
害
者
の
利
益
の

中
心
地
と
す
る
見
解
（
３１
）

が
あ
る
。
そ
の
先
決
裁
定
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
侵
害
さ
れ
た
人
格
権
に
つ
い
て
、
加
害
行
為
地
は
加
害

者
の
設
立
地
、
結
果
発
生
地
は
被
害
者
の
利
益
の
中
心
地
（
通
常
は
被
害
者
の
常
居
所
地
）
及
び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
コ
ン
テ
ン
ツ
に
ア

ク
セ
ス
が
で
き
る
場
所
と
判
断
し
た
（
３２
）

。
こ
れ
に
対
し
、
商
標
権
と
著
作
権
に
関
わ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
侵
害
に
つ
い
て
、
Ｃ
Ｊ
Ｅ
Ｕ

は
こ
れ
ら
の
権
利
に
つ
い
て
属
地
主
義
を
採
用
す
べ
く
、
人
格
権
侵
害
と
同
様
な
ア
プ
ロ
ー
チ
は
と
れ
な
い
と
解
し
た
（
３３
）

。
し
た
が
っ
て
、

営
業
秘
密
侵
害
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
行
わ
れ
た
侵
害
と
同
じ
で
は
な
い
も
の
の
、
通
常
属
地
性
が
認
め
ら
れ
な
い
知
的
財
産
で
あ

り
、
世
界
中
ど
こ
で
で
も
侵
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
人
格
権
侵
害
と
同
様
に
拡
散
型
の
性
質

を
有
し
て
お
り
、
営
業
秘
密
侵
害
の
結
果
発
生
地
も
被
害
者
の
利
益
の
中
心
地
と
考
え
ら
れ
、
本
件
の
結
果
発
生
地
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

州
に
該
当
す
る
と
解
さ
れ
得
る
と
し
て
い
る
（
３４
）

。
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三
三
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イ
　
コ
メ
ン
ト

最
高
裁
判
所
の
判
決
に
つ
い
て
は
、
不
法
行
為
地
の
判
断
を
め
ぐ
っ
て
以
下
の
よ
う
な
意
見
が
寄
せ
ら
れ
る
（
２９
）

。
す
な
わ
ち
、
営
業
秘
密

侵
害
の
不
正
開
示
の
差
止
請
求
は
不
作
為
を
求
め
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
場
所
的
範
囲
を
特
定
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
不

法
行
為
地
を
画
定
で
き
な
い
こ
と
が
多
い
が
、
こ
の
事
件
を
例
に
と
れ
ば
、
営
業
秘
密
の
不
正
な
開
示
・
使
用
を
内
容
と
す
る
加
害
行
為

は
行
為
者
の
随
意
に
よ
り
そ
の
場
所
を
変
更
で
き
る
た
め
、
開
示
の
行
為
地
よ
り
不
作
為
義
務
自
体
の
場
所
的
関
連
に
注
目
す
べ
き
で
あ

り
、
特
定
の
国
家
内
に
守
秘
管
理
さ
れ
て
い
る
営
業
秘
密
に
関
し
て
は
そ
の
国
に
守
秘
義
務
に
関
す
る
原
則
的
管
轄
を
認
め
る
こ
と
が
適

当
で
あ
る
と
解
す
る
見
解
が
あ
る
（
３0
）

。
ほ
か
に
は
、
ブ
ラ
ッ
セ
ル
Ⅰ
改
正
規
則
の
不
法
行
為
地
の
解
釈
に
か
か
る
欧
州
連
合
司
法
裁
判
所

（C
ourt of Justice of the E

uropean U
nion

、
以
下
は
「
Ｃ
Ｊ
Ｅ
Ｕ
」
と
い
う
）
の
先
決
裁
定
に
鑑
み
て
、
結
果
発
生
地
を
被
害
者
の
利
益
の

中
心
地
と
す
る
見
解
（
３１
）

が
あ
る
。
そ
の
先
決
裁
定
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
侵
害
さ
れ
た
人
格
権
に
つ
い
て
、
加
害
行
為
地
は
加
害

者
の
設
立
地
、
結
果
発
生
地
は
被
害
者
の
利
益
の
中
心
地
（
通
常
は
被
害
者
の
常
居
所
地
）
及
び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
コ
ン
テ
ン
ツ
に
ア

ク
セ
ス
が
で
き
る
場
所
と
判
断
し
た
（
３２
）

。
こ
れ
に
対
し
、
商
標
権
と
著
作
権
に
関
わ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
侵
害
に
つ
い
て
、
Ｃ
Ｊ
Ｅ
Ｕ

は
こ
れ
ら
の
権
利
に
つ
い
て
属
地
主
義
を
採
用
す
べ
く
、
人
格
権
侵
害
と
同
様
な
ア
プ
ロ
ー
チ
は
と
れ
な
い
と
解
し
た
（
３３
）

。
し
た
が
っ
て
、

営
業
秘
密
侵
害
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
行
わ
れ
た
侵
害
と
同
じ
で
は
な
い
も
の
の
、
通
常
属
地
性
が
認
め
ら
れ
な
い
知
的
財
産
で
あ

り
、
世
界
中
ど
こ
で
で
も
侵
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
人
格
権
侵
害
と
同
様
に
拡
散
型
の
性
質

を
有
し
て
お
り
、
営
業
秘
密
侵
害
の
結
果
発
生
地
も
被
害
者
の
利
益
の
中
心
地
と
考
え
ら
れ
、
本
件
の
結
果
発
生
地
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

州
に
該
当
す
る
と
解
さ
れ
得
る
と
し
て
い
る
（
３４
）

。
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日
本
法
学

　第
九
十
巻
第
四
号
（
二
〇
二
五
年
二
月
）

一
四

⑷

　横
浜
地
裁
平
成
二
六
年
八
月
六
日（35）

ア
　
事
実
の
概
要

Ｘ
（
原
告
）
は
医
薬
品
の
研
究
開
発
等
を
目
的
と
す
る
日
本
法
人
で
あ
り
、
Ｙ
（
被
告
）
は
医
薬
品
の
製
造
販
売
等
を
目
的
と
し
、
本

店
を
ソ
ウ
ル
に
置
き
、
日
本
国
内
に
営
業
所
を
持
た
な
い
大
韓
民
国
法
人
で
あ
る
。
Ｙ
は
、
か
つ
て
訴
外
Ｃ
（
ア
メ
リ
カ
在
住
の
ア
メ
リ
カ

の
大
学
教
授
）
と
協
力
関
係
に
あ
り
、
そ
の
研
究
に
資
金
を
提
供
し
て
い
た
。
Ｃ
は
、
そ
の
研
究
の
成
果
で
あ
る
「
β
」
と
い
う
化
合
物

に
つ
い
て
米
国
で
特
許
を
登
録
し
、
そ
の
権
利
を
Ｙ
に
譲
渡
し
た
。
し
か
し
、
Ｙ
と
Ｃ
は
二
〇
〇
五
年
以
降
対
立
関
係
に
な
り
、
Ｙ
は
、

二
〇
〇
六
年
七
月
、
米
国
の
ワ
シ
ン
ト
ン
州
西
部
地
区
合
衆
国
連
邦
地
方
裁
判
所
に
お
い
て
、
契
約
違
反
、
営
業
秘
密
の
不
正
使
用
等
を

理
由
に
、
Ｃ
及
び
そ
の
研
究
所
を
相
手
方
に
提
訴
し
た
が
、
訴
訟
は
和
解
に
よ
り
終
了
し
た
。
一
方
、
Ｘ
は
、
米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

に
お
い
て
、
Ｃ
の
協
力
の
下
、
遅
く
と
も
二
〇
一
一
年
春
以
降
、「
α
」
と
い
う
抗
癌
剤
の
臨
床
試
験
を
行
っ
て
い
る
。
Ｘ
は
二
〇
〇
九

年
六
月
五
日
、
α
に
つ
い
て
日
本
の
特
許
庁
に
対
し
、
国
際
出
願
を
し
た
。
Ｙ
は
、
二
〇
〇
九
年
一
〇
月
六
日
、
Ｘ
が
行
っ
て
い
る
α
の

開
発
行
為
に
関
し
、
α
は
β
と
関
連
し
て
お
り
、
Ｙ
が
独
占
的
実
施
権
を
保
有
す
る
特
許
権
を
侵
害
す
る
も
の
で
あ
る
と
Ｘ
に
通
知
し
た
。

そ
の
後
Ｘ
と
Ｙ
は
こ
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
協
議
を
行
い
、
二
〇
一
〇
年
七
月
二
一
日
発
効
の
相
互
秘
密
保
持
契
約
を
締
結
し
た
。
Ｙ
は
、

二
〇
一
二
年
二
月
六
日
、
米
国
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
中
部
地
区
合
衆
国
連
邦
地
方
裁
判
所
に
、
Ｃ
及
び
Ｘ
を
相
手
方
と
し
て
、
契
約
違

反
、
詐
欺
、
守
秘
義
務
違
反
及
び
営
業
秘
密
不
正
使
用
の
訴
え
（
以
下
は
「
連
邦
訴
訟
」
と
い
う
）
を
提
起
し
、
Ｘ
に
対
し
、
Ｙ
が
関
係
す

る
機
密
の
情
報
又
は
材
料
に
つ
い
て
の
特
許
出
願
手
続
の
差
止
め
、
当
該
特
許
出
願
に
よ
る
権
利
の
Ｙ
へ
の
譲
渡
、
Ｙ
が
関
係
す
る
機
密

の
情
報
及
び
材
料
を
使
用
す
る
こ
と
の
差
止
め
、
不
当
に
得
た
利
益
の
返
還
、
損
害
賠
償
等
を
求
め
た
。
こ
れ
に
対
し
、
Ｘ
は
Ｙ
を
相
手

方
と
し
て
、
二
〇
一
二
年
一
一
月
五
日
に
日
本
で
提
訴
し
、
連
邦
訴
訟
に
お
け
る
各
請
求
の
不
存
在
確
認
を
求
め
た
（
以
下
は
「
本
件
」
と

）
九
三
三
（

営
業
秘
密
侵
害
の
国
際
裁
判
管
轄
（
セ
レ
ナ
）

一
五

い
う
）。

そ
の
後
、
Ｙ
は
、
連
邦
訴
訟
の
相
手
方
か
ら
Ｘ
を
外
し
た
が
、
二
〇
一
三
年
一
月
九
日
、
米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス

郡
上
位
裁
判
所
に
、
Ｘ
及
び
氏
名
不
詳
者
二
〇
名
（
従
業
員
、
代
理
人
等
）
を
相
手
方
と
し
、
訴
え
を
提
起
し
、
連
邦
訴
訟
と
同
様
の
請
求

を
行
っ
た
。
Ｘ
は
こ
の
訴
訟
を
受
け
、
本
件
の
請
求
内
容
を
変
更
し
た
。
な
か
で
も
、
Ｘ
に
よ
れ
ば
、
Ｙ
は
二
〇
〇
九
年
一
〇
月
、
Ｘ
が

行
っ
て
い
る
α
の
開
発
行
為
に
関
し
、
Ｙ
が
独
占
的
実
施
権
を
保
有
す
る
β
の
特
許
権
を
侵
害
す
る
も
の
で
あ
る
と
Ｘ
に
通
知
し
た
後
、

Ｘ
は
、
Ｘ
と
Ｙ
が
協
議
し
た
際
に
Ｙ
と
合
意
し
た
上
、
Ｘ
の
営
業
秘
密
の
部
分
を
マ
ス
キ
ン
グ
し
た
「
特
許
調
査
報
告
書
」
を
Ｙ
に
送
付

し
た
。
と
こ
ろ
が
Ｙ
が
、
当
該
報
告
書
か
ら
得
ら
れ
た
技
術
情
報
を
米
国
に
お
け
る
Ｙ
の
別
の
特
許
出
願
と
の
対
比
検
討
と
当
該
特
許
の

ク
レ
ー
ム
変
更
に
利
用
し
た
こ
と
か
ら
、
Ｘ
は
、
Ｙ
の
そ
の
行
為
が
Ｘ
が
有
す
る
営
業
秘
密
の
侵
害
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。

イ
　
判
旨
と
コ
メ
ン
ト

ア
　
判
旨

訴
え
却
下
。
裁
判
所
は
Ｘ
が
主
張
し
て
い
る
不
正
競
争
行
為
に
つ
い
て
民
訴
法
三
条
の
三
第
八
号
が
適
用
さ
れ
る
と
し
た
上
で
、
そ
れ

に
つ
い
て
「
Ｘ
が
そ
こ
で
問
題
と
し
て
い
る
Ｙ
の
行
為
は
、（
…
）
ク
レ
ー
ム
の
削
除
、
追
加
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
米
国
に
お
け
る
特
許

出
願
に
係
る
行
為
で
あ
る
か
ら
、
Ｙ
が
米
国
内
に
お
い
て
し
た
行
為
で
あ
る
。（
…
）
ま
た
、（
…
）
ク
レ
ー
ム
の
削
除
、
追
加
に
よ
っ
て

Ｙ
の
特
許
出
願
に
よ
る
権
利
に
変
更
が
生
ず
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
権
利
が
米
国
の
特
許
法
に
基
づ
く
権
利
で
あ
る
以
上
、
こ
れ
に
よ
っ

て
影
響
が
及
ぶ
の
は
Ｘ
の
営
業
活
動
の
う
ち
米
国
内
に
お
け
る
も
の
に
限
ら
れ
、
日
本
国
内
に
お
け
る
も
の
が
影
響
を
受
け
る
こ
と
は
あ

り
得
な
い
。
Ｘ
に
損
害
が
生
じ
た
と
す
れ
ば
そ
れ
は
米
国
内
で
生
じ
た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
き
、
Ｘ
は
、
Ｘ
に
財
産

）
九
三
九
（
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そ
の
後
、
Ｙ
は
、
連
邦
訴
訟
の
相
手
方
か
ら
Ｘ
を
外
し
た
が
、
二
〇
一
三
年
一
月
九
日
、
米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス

郡
上
位
裁
判
所
に
、
Ｘ
及
び
氏
名
不
詳
者
二
〇
名
（
従
業
員
、
代
理
人
等
）
を
相
手
方
と
し
、
訴
え
を
提
起
し
、
連
邦
訴
訟
と
同
様
の
請
求

を
行
っ
た
。
Ｘ
は
こ
の
訴
訟
を
受
け
、
本
件
の
請
求
内
容
を
変
更
し
た
。
な
か
で
も
、
Ｘ
に
よ
れ
ば
、
Ｙ
は
二
〇
〇
九
年
一
〇
月
、
Ｘ
が

行
っ
て
い
る
α
の
開
発
行
為
に
関
し
、
Ｙ
が
独
占
的
実
施
権
を
保
有
す
る
β
の
特
許
権
を
侵
害
す
る
も
の
で
あ
る
と
Ｘ
に
通
知
し
た
後
、

Ｘ
は
、
Ｘ
と
Ｙ
が
協
議
し
た
際
に
Ｙ
と
合
意
し
た
上
、
Ｘ
の
営
業
秘
密
の
部
分
を
マ
ス
キ
ン
グ
し
た
「
特
許
調
査
報
告
書
」
を
Ｙ
に
送
付

し
た
。
と
こ
ろ
が
Ｙ
が
、
当
該
報
告
書
か
ら
得
ら
れ
た
技
術
情
報
を
米
国
に
お
け
る
Ｙ
の
別
の
特
許
出
願
と
の
対
比
検
討
と
当
該
特
許
の

ク
レ
ー
ム
変
更
に
利
用
し
た
こ
と
か
ら
、
Ｘ
は
、
Ｙ
の
そ
の
行
為
が
Ｘ
が
有
す
る
営
業
秘
密
の
侵
害
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。

イ
　
判
旨
と
コ
メ
ン
ト

ア
　
判
旨

訴
え
却
下
。
裁
判
所
は
Ｘ
が
主
張
し
て
い
る
不
正
競
争
行
為
に
つ
い
て
民
訴
法
三
条
の
三
第
八
号
が
適
用
さ
れ
る
と
し
た
上
で
、
そ
れ

に
つ
い
て
「
Ｘ
が
そ
こ
で
問
題
と
し
て
い
る
Ｙ
の
行
為
は
、（
…
）
ク
レ
ー
ム
の
削
除
、
追
加
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
米
国
に
お
け
る
特
許

出
願
に
係
る
行
為
で
あ
る
か
ら
、
Ｙ
が
米
国
内
に
お
い
て
し
た
行
為
で
あ
る
。（
…
）
ま
た
、（
…
）
ク
レ
ー
ム
の
削
除
、
追
加
に
よ
っ
て

Ｙ
の
特
許
出
願
に
よ
る
権
利
に
変
更
が
生
ず
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
権
利
が
米
国
の
特
許
法
に
基
づ
く
権
利
で
あ
る
以
上
、
こ
れ
に
よ
っ

て
影
響
が
及
ぶ
の
は
Ｘ
の
営
業
活
動
の
う
ち
米
国
内
に
お
け
る
も
の
に
限
ら
れ
、
日
本
国
内
に
お
け
る
も
の
が
影
響
を
受
け
る
こ
と
は
あ

り
得
な
い
。
Ｘ
に
損
害
が
生
じ
た
と
す
れ
ば
そ
れ
は
米
国
内
で
生
じ
た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
き
、
Ｘ
は
、
Ｘ
に
財
産

）
九
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九
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一
六

的
損
害
が
発
生
し
た
以
上
そ
れ
は
Ｘ
の
本
店
所
在
地
で
あ
る
横
浜
市
内
で
発
生
し
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
し
か
し
、
民
訴

法
三
条
の
三
第
八
号
に
い
う
『
外
国
で
行
わ
れ
た
加
害
行
為
の
結
果
が
日
本
国
内
で
発
生
し
た
』
と
は
、
法
益
侵
害
の
直
接
の
結
果
が
日

本
で
発
生
し
た
こ
と
を
い
う
と
解
す
べ
き
で
あ
り
、
こ
の
観
点
か
ら
み
る
限
り
、
Ｘ
の
主
張
す
る
Ｙ
の
加
害
行
為
の
結
果
は
上
記
の
と
お

り
米
国
内
で
発
生
し
た
と
み
る
ほ
か
な
い
。
ほ
か
に
、『
加
害
行
為
の
結
果
が
日
本
国
内
で
発
生
し
た
』
こ
と
に
関
し
具
体
的
な
主
張
は

な
く
、
そ
の
証
明
も
な
い
。
し
た
が
っ
て
、「
Ｙ
が
し
た
行
為
に
よ
り
Ｘ
の
権
利
利
益
に
つ
い
て
日
本
国
内
で
損
害
が
生
じ
た
」
と
の

（
…
）
の
客
観
的
事
実
関
係
は
証
明
さ
れ
て
い
な
い
。」
と
判
示
し
た
。

イ
　
コ
メ
ン
ト

こ
の
事
件
に
関
す
る
コ
メ
ン
ト
（
３６
）

は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
本
件
で
は
、
Ｘ
は
自
己
の
営
業
秘
密
が
侵
害
さ
れ
た
と
主

張
し
て
い
る
が
、
営
業
秘
密
に
つ
い
て
は
属
地
的
主
義
を
採
用
で
き
ず
、
特
許
権
等
の
い
わ
ゆ
る
知
的
財
産
権
と
は
異
な
る
要
素
が
あ
る
。

な
か
で
も
、
こ
の
事
件
の
よ
う
な
営
業
秘
密
を
考
え
る
に
あ
た
り
、
研
究
開
発
に
か
か
る
市
場
を
念
頭
に
置
い
て
お
く
べ
き
で
あ
り
、
そ

の
市
場
は
、
営
業
秘
密
自
体
の
価
値
を
対
象
と
す
る
技
術
市
場
と
、
営
業
秘
密
を
用
い
て
提
供
さ
れ
る
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
製
品
市
場
に

分
け
ら
れ
る
。
後
者
は
国
ご
と
に
分
割
で
き
、
そ
の
侵
害
行
為
に
よ
る
損
害
は
国
家
ご
と
に
区
切
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
前
者
は
、
世
界

規
模
に
な
り
得
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
れ
に
鑑
み
て
、
こ
の
事
件
の
営
業
秘
密
は
技
術
市
場
に
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
範
囲
が
極
め
て

広
く
、
そ
の
侵
害
結
果
に
つ
い
て
も
単
に
特
許
が
申
請
さ
れ
た
国
に
お
い
て
の
み
だ
け
で
な
く
、
世
界
中
に
瞬
時
に
広
が
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
Ｘ
の
営
業
秘
密
を
利
用
し
た
米
国
特
許
に
関
す
る
ク
レ
ー
ム
の
書
き
換
え
に
よ
っ
て
生
じ
る
損
害
は
、
米
国
内

に
限
ら
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
遍
在
的
な
損
害
発
生
の
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
に
お
い
て
管
轄
も
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
原
則

）
九
三
三
（

営
業
秘
密
侵
害
の
国
際
裁
判
管
轄
（
セ
レ
ナ
）

一
七

と
し
て
、
被
害
者
の
利
益
の
中
心
地
、
つ
ま
り
そ
の
本
拠
地
に
該
当
す
る
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
り
、
本
件
に
お
い
て
は
そ
の
本
拠
地

が
日
本
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
（
３７
）

。

２
　
学
説

学
説
で
は
、
国
際
裁
判
管
轄
の
有
無
の
判
断
に
つ
い
て
、
営
業
秘
密
侵
害
に
お
け
る
不
法
行
為
地
の
解
釈
が
分
か
れ
て
い
る
（
３８
）

。
す
な
わ

ち
、
第
一
に
、
加
害
行
為
地
を
重
視
す
べ
き
で
は
な
い
と
し
つ
つ
、
結
果
発
生
地
は
営
業
秘
密
の
保
持
者
が
そ
の
秘
密
を
管
理
し
て
い
る

地
と
す
る
見
解
が
あ
る
（
３９
）

。
こ
れ
に
よ
る
と
、
営
業
秘
密
侵
害
を
、
加
害
者
が
被
害
者
の
守
秘
管
理
を
破
り
、
不
正
に
営
業
秘
密
を
取

得
・
開
示
・
使
用
す
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
不
法
行
為
と
捉
え
た
場
合
、
管
轄
原
因
と
し
て
の
不
法
行
為
地
を
認
定
す
る
際
、
上
記
判
例

⑴
と
同
様
に
侵
害
者
側
の
行
為
が
行
わ
れ
た
地
に
比
重
を
置
く
べ
き
と
す
る
こ
と
に
な
る
。
特
に
、
守
秘
管
理
を
破
り
不
正
に
情
報
を
取

得
・
開
示
・
使
用
す
る
こ
と
は
当
該
不
法
行
為
の
違
法
性
の
根
源
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
秘
密
保
持
者
が
そ
の
営
業
秘
密
技
術
を
守
秘
管
理

し
て
い
る
地
は
原
則
的
な
結
果
発
生
地
に
あ
た
る
と
解
さ
れ
る
。
他
方
、
営
業
秘
密
侵
害
の
具
体
的
な
開
示
と
取
得
は
、
完
全
に
は
排
除

さ
れ
る
こ
と
は
な
い
も
の
の
、
そ
の
偶
然
性
に
よ
り
被
害
者
の
予
見
可
能
性
に
適
わ
ず
、
大
き
な
意
味
を
与
え
る
べ
き
で
は
な
い
と
さ
れ

て
い
る
（
４0
）

。

第
二
に
、
加
害
行
為
地
が
営
業
秘
密
の
最
終
的
な
取
得
地
、
並
び
に
侵
害
の
準
備
行
為
地
に
も
該
当
し
得
る
と
と
も
に
、
保
持
者
が
秘

密
を
管
理
す
る
地
を
結
果
発
生
地
と
す
る
見
解
（
４１
）

が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
営
業
秘
密
侵
害
に
よ
る
損
害
は
、
二
次
的
・
派
生
的
な
経
済

的
損
害
を
除
け
ば
、
第
三
者
の
不
正
な
取
得
に
よ
る
情
報
の
秘
密
性
・
独
占
性
の
喪
失
、
つ
ま
り
、
そ
の
経
済
的
な
価
値
の
毀
損
で
あ
る
。

こ
れ
に
基
づ
け
ば
、
結
果
発
生
地
と
し
て
は
ま
ず
、
営
業
秘
密
の
保
有
者
の
優
位
性
が
毀
損
さ
れ
た
市
場
地
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
こ
の
地

）
九
三
三
（



営
業
秘
密
侵
害
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際
裁
判
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轄
（
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ナ
）

一
七

と
し
て
、
被
害
者
の
利
益
の
中
心
地
、
つ
ま
り
そ
の
本
拠
地
に
該
当
す
る
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
り
、
本
件
に
お
い
て
は
そ
の
本
拠
地

が
日
本
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
（
３７
）

。

２
　
学
説

学
説
で
は
、
国
際
裁
判
管
轄
の
有
無
の
判
断
に
つ
い
て
、
営
業
秘
密
侵
害
に
お
け
る
不
法
行
為
地
の
解
釈
が
分
か
れ
て
い
る
（
３８
）

。
す
な
わ

ち
、
第
一
に
、
加
害
行
為
地
を
重
視
す
べ
き
で
は
な
い
と
し
つ
つ
、
結
果
発
生
地
は
営
業
秘
密
の
保
持
者
が
そ
の
秘
密
を
管
理
し
て
い
る

地
と
す
る
見
解
が
あ
る
（
３９
）

。
こ
れ
に
よ
る
と
、
営
業
秘
密
侵
害
を
、
加
害
者
が
被
害
者
の
守
秘
管
理
を
破
り
、
不
正
に
営
業
秘
密
を
取

得
・
開
示
・
使
用
す
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
不
法
行
為
と
捉
え
た
場
合
、
管
轄
原
因
と
し
て
の
不
法
行
為
地
を
認
定
す
る
際
、
上
記
判
例

⑴
と
同
様
に
侵
害
者
側
の
行
為
が
行
わ
れ
た
地
に
比
重
を
置
く
べ
き
と
す
る
こ
と
に
な
る
。
特
に
、
守
秘
管
理
を
破
り
不
正
に
情
報
を
取

得
・
開
示
・
使
用
す
る
こ
と
は
当
該
不
法
行
為
の
違
法
性
の
根
源
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
秘
密
保
持
者
が
そ
の
営
業
秘
密
技
術
を
守
秘
管
理

し
て
い
る
地
は
原
則
的
な
結
果
発
生
地
に
あ
た
る
と
解
さ
れ
る
。
他
方
、
営
業
秘
密
侵
害
の
具
体
的
な
開
示
と
取
得
は
、
完
全
に
は
排
除

さ
れ
る
こ
と
は
な
い
も
の
の
、
そ
の
偶
然
性
に
よ
り
被
害
者
の
予
見
可
能
性
に
適
わ
ず
、
大
き
な
意
味
を
与
え
る
べ
き
で
は
な
い
と
さ
れ

て
い
る
（
４0
）

。

第
二
に
、
加
害
行
為
地
が
営
業
秘
密
の
最
終
的
な
取
得
地
、
並
び
に
侵
害
の
準
備
行
為
地
に
も
該
当
し
得
る
と
と
も
に
、
保
持
者
が
秘

密
を
管
理
す
る
地
を
結
果
発
生
地
と
す
る
見
解
（
４１
）

が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
営
業
秘
密
侵
害
に
よ
る
損
害
は
、
二
次
的
・
派
生
的
な
経
済

的
損
害
を
除
け
ば
、
第
三
者
の
不
正
な
取
得
に
よ
る
情
報
の
秘
密
性
・
独
占
性
の
喪
失
、
つ
ま
り
、
そ
の
経
済
的
な
価
値
の
毀
損
で
あ
る
。

こ
れ
に
基
づ
け
ば
、
結
果
発
生
地
と
し
て
は
ま
ず
、
営
業
秘
密
の
保
有
者
の
優
位
性
が
毀
損
さ
れ
た
市
場
地
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
こ
の
地

）
九
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一
八

は
営
業
秘
密
に
お
け
る
損
害
を
適
切
に
把
握
で
き
な
い
。
次
に
、
結
果
発
生
地
と
し
て
は
営
業
所
の
所
在
地
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

そ
の
場
合
に
は
損
害
の
内
容
が
不
明
確
で
あ
り
、
ま
た
、
損
害
が
営
業
秘
密
の
ラ
イ
セ
ン
ス
料
相
当
額
や
営
業
秘
密
を
含
ん
だ
製
品
の
利

益
減
少
に
該
当
し
た
と
し
て
も
、
結
果
発
生
地
が
企
業
会
計
上
の
帰
属
先
と
な
る
場
合
、
情
報
の
秘
密
性
が
喪
失
さ
れ
た
場
所
と
は
無
関

係
に
認
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
に
く
わ
え
て
、
営
業
秘
密
侵
害
の
結
果
発
生
地
を
市
場
地
ま
た
は
営
業
所
在
地
と
捉
え
た
場
合
は
、

加
害
者
が
複
数
の
国
々
に
お
い
て
当
該
営
業
秘
密
を
用
い
て
販
売
行
為
を
行
っ
た
場
合
、
販
売
各
国
ま
た
は
各
営
業
所
の
所
在
国
に
お
い

て
生
じ
た
損
害
も
日
本
に
お
け
る
訴
訟
の
審
理
対
象
に
な
る
か
が
不
明
確
で
あ
り
、
そ
し
て
被
害
者
は
複
数
の
国
に
お
い
て
提
訴
す
る
可

能
性
も
あ
り
、
そ
れ
は
訴
訟
経
済
に
適
わ
な
い
の
み
な
ら
ず
、
各
国
の
裁
判
所
の
国
際
裁
判
管
轄
と
準
拠
法
規
則
の
違
い
に
よ
り
跛
行
的

法
律
関
係
の
可
能
性
も
孕
ん
で
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
結
果
発
生
地
は
営
業
秘
密
の
保
持
者
が
そ
れ
を
管
理
し
て
い
た
地
と
し
て
考
え
る

べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
日
本
に
お
い
て
取
得
さ
れ
た
営
業
秘
密
を
不
正
に
取
得
し
た
加
害
者
が
そ
の
秘
密
を
海
外
に
お
い
て
用
い
て

利
益
を
得
た
と
し
て
も
、
海
外
に
生
じ
た
損
害
が
秘
密
性
の
排
除
を
起
点
と
し
て
拡
大
し
て
い
る
と
解
し
、
営
業
秘
密
侵
害
に
よ
る
利
益

の
減
少
に
関
し
て
は
日
本
の
国
際
裁
判
管
轄
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
（
４２
）

。
加
害
行
為
地
に
つ
い
て
は
、
加
害
行
為
に
含
ま
れ
る
行
為
の

中
か
ら
ど
の
よ
う
な
行
為
を
重
視
す
べ
き
か
、
そ
し
て
ど
の
範
囲
の
行
為
が
加
害
行
為
に
含
ま
れ
る
か
が
問
題
と
な
る
。
上
記
判
決
⑴
は

「
重
要
な
行
為
」
が
日
本
で
行
わ
れ
て
い
れ
ば
、
加
害
行
為
地
が
日
本
に
認
め
ら
れ
る
と
し
、
加
害
行
為
は
営
業
秘
密
を
最
終
的
に
取
得

す
る
行
為
の
み
な
ら
ず
、
営
業
秘
密
の
取
得
の
根
拠
と
な
る
契
約
の
締
結
、
当
該
契
約
締
結
に
向
け
た
交
渉
等
の
行
為
も
含
ま
れ
る
と
し

て
い
る
。
も
っ
と
も
、
営
業
秘
密
は
最
終
的
に
は
ど
こ
で
取
得
さ
れ
る
か
が
偶
然
的
で
あ
る
一
方
、
営
業
秘
密
の
侵
害
行
為
は
計
画
の
下

で
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
準
備
行
為
の
方
が
結
果
に
大
き
い
影
響
を
齎
す
場
合
も
想
定
で
き
る
。
加
え
て
、
加
害
行
為
に
つ
い
て
の
証

拠
方
法
は
準
備
行
為
に
関
わ
る
こ
と
が
多
い
。
し
た
が
っ
て
、
加
害
行
為
地
と
し
て
は
、
最
終
取
得
行
為
地
の
み
で
は
な
く
、
民
事
訴
訟

）
九
三
三
（

営
業
秘
密
侵
害
の
国
際
裁
判
管
轄
（
セ
レ
ナ
）

一
九

法
三
条
の
三
第
八
号
の
上
記
趣
旨
に
鑑
み
て
、
そ
の
準
備
行
為
が
行
わ
れ
た
地
も
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
解
さ
れ
て
い
る
（
４３
）

。

第
三
に
、
加
害
行
為
地
を
営
業
秘
密
の
取
得
・
使
用
・
開
示
行
為
が
行
わ
れ
た
地
と
し
つ
つ
、
結
果
発
生
地
を
営
業
秘
密
管
理
地
と
す

る
見
解
が
あ
る
（
４４
）

。
こ
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
結
果
発
生
地
に
つ
い
て
は
、
法
の
適
用
に
関
す
る
通
則
法
（
以
下
は
「
通
則
法
」
と
い
う
）
十
七

条
の
結
果
発
生
地
と
同
様
に
解
し
得
る
が
、
準
拠
法
に
つ
い
て
は
最
も
密
接
な
関
係
の
地
の
法
を
一
つ
に
絞
り
選
択
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
一
方
、
国
際
裁
判
管
轄
は
事
件
に
関
係
を
有
す
る
複
数
の
国
の
裁
判
所
に
認
め
ら
れ
る
。
そ
れ
に
、
当
事
者
間
の
衡
平
、
適
正
・
迅
速

な
審
理
の
実
現
、
証
拠
収
集
の
容
易
性
等
を
考
え
れ
ば
、
通
則
法
と
民
訴
法
と
に
お
け
る
結
果
発
生
地
を
同
様
の
基
準
で
解
釈
す
る
必
要

は
な
い
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
背
景
に
、
結
果
発
生
地
を
加
害
行
為
地
と
す
れ
ば
、
加
害
者
の
予
見
可
能
性
に
適
い
、
侵
害
行
為

の
証
拠
の
所
在
も
容
易
に
予
測
で
き
る
が
、
そ
の
反
面
、
侵
害
行
為
が
複
数
の
国
家
を
跨
り
行
わ
れ
た
場
合
に
は
、
併
合
管
轄
に
直
面
す

る
こ
と
と
な
る
。
次
に
、
結
果
発
生
地
は
不
正
競
争
法
諸
法
の
目
的
で
あ
る
市
場
の
調
整
か
つ
証
拠
方
法
を
考
慮
す
れ
ば
市
場
地
と
解
さ

れ
得
る
が
、
こ
の
立
場
で
は
営
業
秘
密
が
取
得
さ
れ
て
も
、
直
ち
に
被
害
者
の
利
益
喪
失
が
生
じ
て
い
な
い
場
合
に
は
市
場
地
を
確
定
で

き
な
い
こ
と
と
、
市
場
が
複
数
の
国
家
に
わ
た
っ
て
拡
大
し
て
い
る
場
合
に
併
合
管
轄
の
問
題
が
現
れ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
さ

ら
に
、
結
果
発
生
地
が
被
害
企
業
の
所
在
地
と
し
て
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
立
場
は
原
告
住
所
地
管
轄
を
肯
定
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
当

事
者
間
の
衡
平
に
反
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
ほ
か
に
、
結
果
発
生
地
を
損
害
発
生
営
業
所
の
所
在
地
と
し
て
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る

が
、
そ
れ
に
従
え
ば
、
ど
の
損
害
が
指
定
さ
れ
て
い
る
か
が
不
明
で
あ
り
、
結
果
発
生
地
が
、
情
報
の
秘
密
性
が
失
わ
れ
た
場
所
と
は
関

係
な
く
、
営
業
秘
密
侵
害
に
よ
る
企
業
会
計
上
の
帰
属
先
と
な
る
こ
と
、
営
業
所
が
複
数
存
在
し
て
い
れ
ば
営
業
所
の
特
定
が
困
難
で
あ

る
こ
と
と
、
併
合
管
轄
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
異
な
る
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
営
業
秘
密

保
護
の
本
質
が
そ
の
秘
密
管
理
性
で
あ
る
た
め
、
結
果
発
生
地
は
秘
密
管
理
地
と
し
て
捉
え
ら
れ
、
そ
れ
に
よ
り
秘
密
管
理
性
に
関
す
る

）
九
三
七
（



営
業
秘
密
侵
害
の
国
際
裁
判
管
轄
（
セ
レ
ナ
）

一
九

法
三
条
の
三
第
八
号
の
上
記
趣
旨
に
鑑
み
て
、
そ
の
準
備
行
為
が
行
わ
れ
た
地
も
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
解
さ
れ
て
い
る
（
４３
）

。

第
三
に
、
加
害
行
為
地
を
営
業
秘
密
の
取
得
・
使
用
・
開
示
行
為
が
行
わ
れ
た
地
と
し
つ
つ
、
結
果
発
生
地
を
営
業
秘
密
管
理
地
と
す

る
見
解
が
あ
る
（
４４
）

。
こ
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
結
果
発
生
地
に
つ
い
て
は
、
法
の
適
用
に
関
す
る
通
則
法
（
以
下
は
「
通
則
法
」
と
い
う
）
十
七

条
の
結
果
発
生
地
と
同
様
に
解
し
得
る
が
、
準
拠
法
に
つ
い
て
は
最
も
密
接
な
関
係
の
地
の
法
を
一
つ
に
絞
り
選
択
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
一
方
、
国
際
裁
判
管
轄
は
事
件
に
関
係
を
有
す
る
複
数
の
国
の
裁
判
所
に
認
め
ら
れ
る
。
そ
れ
に
、
当
事
者
間
の
衡
平
、
適
正
・
迅
速

な
審
理
の
実
現
、
証
拠
収
集
の
容
易
性
等
を
考
え
れ
ば
、
通
則
法
と
民
訴
法
と
に
お
け
る
結
果
発
生
地
を
同
様
の
基
準
で
解
釈
す
る
必
要

は
な
い
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
背
景
に
、
結
果
発
生
地
を
加
害
行
為
地
と
す
れ
ば
、
加
害
者
の
予
見
可
能
性
に
適
い
、
侵
害
行
為

の
証
拠
の
所
在
も
容
易
に
予
測
で
き
る
が
、
そ
の
反
面
、
侵
害
行
為
が
複
数
の
国
家
を
跨
り
行
わ
れ
た
場
合
に
は
、
併
合
管
轄
に
直
面
す

る
こ
と
と
な
る
。
次
に
、
結
果
発
生
地
は
不
正
競
争
法
諸
法
の
目
的
で
あ
る
市
場
の
調
整
か
つ
証
拠
方
法
を
考
慮
す
れ
ば
市
場
地
と
解
さ

れ
得
る
が
、
こ
の
立
場
で
は
営
業
秘
密
が
取
得
さ
れ
て
も
、
直
ち
に
被
害
者
の
利
益
喪
失
が
生
じ
て
い
な
い
場
合
に
は
市
場
地
を
確
定
で

き
な
い
こ
と
と
、
市
場
が
複
数
の
国
家
に
わ
た
っ
て
拡
大
し
て
い
る
場
合
に
併
合
管
轄
の
問
題
が
現
れ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
さ

ら
に
、
結
果
発
生
地
が
被
害
企
業
の
所
在
地
と
し
て
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
立
場
は
原
告
住
所
地
管
轄
を
肯
定
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
当

事
者
間
の
衡
平
に
反
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
ほ
か
に
、
結
果
発
生
地
を
損
害
発
生
営
業
所
の
所
在
地
と
し
て
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る

が
、
そ
れ
に
従
え
ば
、
ど
の
損
害
が
指
定
さ
れ
て
い
る
か
が
不
明
で
あ
り
、
結
果
発
生
地
が
、
情
報
の
秘
密
性
が
失
わ
れ
た
場
所
と
は
関

係
な
く
、
営
業
秘
密
侵
害
に
よ
る
企
業
会
計
上
の
帰
属
先
と
な
る
こ
と
、
営
業
所
が
複
数
存
在
し
て
い
れ
ば
営
業
所
の
特
定
が
困
難
で
あ

る
こ
と
と
、
併
合
管
轄
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
異
な
る
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
営
業
秘
密

保
護
の
本
質
が
そ
の
秘
密
管
理
性
で
あ
る
た
め
、
結
果
発
生
地
は
秘
密
管
理
地
と
し
て
捉
え
ら
れ
、
そ
れ
に
よ
り
秘
密
管
理
性
に
関
す
る

）
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九
十
巻
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四
号
（
二
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五
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二
月
）

二
〇

証
拠
の
所
在
が
予
測
さ
れ
、
ま
た
被
害
者
は
国
際
裁
判
管
轄
を
想
定
し
た
上
で
管
理
地
を
自
ら
指
定
で
き
る
。
そ
れ
に
、
こ
の
立
場
は
営

業
秘
密
侵
害
に
関
す
る
事
件
に
お
い
て
は
そ
の
秘
密
管
理
性
が
争
点
に
な
る
こ
と
が
多
く
あ
る
こ
と
か
ら
、
民
事
訴
訟
法
三
条
の
三
第
八

号
に
お
け
る
、
訴
訟
資
料
や
証
拠
方
法
等
が
所
在
し
て
い
る
地
を
考
慮
す
る
と
い
う
趣
旨
に
も
配
慮
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。
他
方
、

こ
の
立
場
に
対
し
て
は
、
秘
密
管
理
性
が
争
点
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
裁
判
が
終
わ
る
ま
で
は
秘
密
管
理
性
の
有
無
や
管
理
地
が
確
定
で

き
な
い
と
の
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
４５
）

。
ま
た
、
業
界
に
お
け
る
通
常
の
注
意
を
払
え
ば
、
秘
密
管
理
地
は
被
害
者
が
管
理
し
て
い
る

秘
密
で
あ
り
、
そ
の
秘
密
に
つ
い
て
不
正
取
得
が
介
在
し
た
こ
と
を
知
り
え
た
と
き
に
限
っ
て
結
果
発
生
地
と
な
る
と
い
う
見
解
も
述
べ

ら
れ
て
い
る
（
４６
）

。

第
四
に
、
加
害
行
為
地
を
営
業
秘
密
の
取
得
・
使
用
・
開
示
行
為
が
行
わ
れ
た
地
と
す
る
と
と
も
に
、
結
果
発
生
地
の
総
合
的
な
判
断

を
提
唱
す
る
見
解
（
４７
）

が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
準
拠
法
の
決
定
の
場
合
と
同
様
に
、
結
果
発
生
地
を
営
業
秘
密
の
秘
密
管
理
地
と
解
し
得

る
が
、
管
轄
規
則
の
場
合
に
は
、
必
ず
し
も
そ
の
地
に
限
定
さ
れ
ず
、
市
場
地
ま
た
は
被
害
者
の
所
在
地
等
も
結
果
発
生
地
と
解
す
る
こ

と
に
よ
り
、
事
件
に
応
じ
た
柔
軟
な
認
定
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
営
業
秘
密
の
取
得
ま
た
は
開

示
の
結
果
は
秘
密
性
の
喪
失
に
限
ら
ず
、
市
場
喪
失
も
考
慮
す
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
、
営
業
秘
密
侵
害
の
損
害
は
直
接
法
益
侵
害
地
に
お

い
て
だ
け
で
な
く
、
最
終
的
に
被
害
企
業
に
も
経
済
的
損
失
と
し
て
及
ぶ
こ
と
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
対
し
て
は
、

請
求
訴
訟
の
場
合
に
は
原
告
住
所
地
管
轄
を
肯
定
す
る
こ
と
に
な
る
と
の
批
判
が
あ
り
得
る
が
、
不
法
行
為
地
管
轄
に
つ
い
て
客
観
的
事

実
関
係
証
明
説
が
採
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
（
４８
）

、
民
事
訴
訟
法
三
条
の
九
に
よ
り
例
外
的
に
日
本
の
国
際
裁
判
管
轄
を
否
定
で
き
る
こ
と
に

鑑
み
て
、
日
本
の
過
剰
管
轄
を
十
分
に
回
避
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
（
４９
）

。
こ
の
学
説
の
根
拠
と
し
て
は
、
不
正
競
争
行
為
に
関
す
る
諸
法
の

法
益
は
事
業
者
の
営
業
上
の
私
益
と
公
正
な
競
争
秩
序
と
い
う
公
益
を
保
護
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
国
際
裁
判
管
轄
を
認
定
す
る
に
あ

）
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二
一

た
り
、
い
ず
れ
の
法
益
を
基
準
に
す
べ
き
か
、
結
果
発
生
地
に
お
け
る
直
接
的
結
果
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
か
で
見
解
が
分
か
れ
得
る

が
、
こ
の
見
解
で
は
、
そ
の
法
益
の
い
ず
れ
も
考
慮
す
べ
き
で
あ
り
、
経
済
的
な
損
害
に
も
配
慮
し
、
結
果
発
生
地
を
一
つ
に
絞
ら
ず
に

柔
軟
な
解
釈
を
可
能
と
す
べ
き
で
あ
る
と
解
さ
れ
て
い
る
（
５0
）

。

第
五
に
、
加
害
行
為
地
を
営
業
秘
密
の
取
得
・
使
用
・
開
示
行
為
が
行
わ
れ
た
地
と
す
る
と
と
も
に
、
結
果
発
生
地
を
被
害
者
の
事
業

主
体
本
拠
地
と
解
す
る
見
解
が
あ
る
（
５１
）

。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
結
果
発
生
地
を
認
定
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
日
本
に
お
け
る
権
益
に
害
を
与
え

た
地
を
特
定
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
準
拠
法
の
議
論
が
参
考
に
な
り
（
５２
）

、
こ
れ
に
基
づ
い
て
、
以
下
の
よ
う
な
見
解
が
述
べ
ら
れ
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
諸
外
国
の
実
質
法
に
お
い
て
営
業
秘
密
を
保
護
す
る
た
め
に
は
一
定
の
管
理
状
態
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
、
営

業
秘
密
侵
害
の
保
護
法
益
が
そ
の
管
理
状
態
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
営
業
秘
密
管
理
地
を
結
果
発
生
地
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、

秘
密
管
理
が
整
備
さ
れ
て
い
る
か
が
争
点
と
な
る
侵
害
事
件
で
は
、
営
業
秘
密
管
理
地
を
最
初
か
ら
適
切
に
把
握
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
、

営
業
秘
密
が
他
国
に
所
在
す
る
サ
ー
バ
ー
上
に
お
い
て
管
理
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
サ
ー
バ
ー
の
所
在
地
を
結
果
発
生
地
と
解
す

る
こ
と
は
適
切
で
は
な
い
。
次
に
、
結
果
発
生
地
を
加
害
行
為
地
と
解
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
加
害
行
為
地
は
加
害
者
の
恣
意
的

な
選
択
に
よ
る
こ
と
も
あ
る
こ
と
か
ら
結
果
発
生
地
特
有
の
、
被
害
者
保
護
と
い
う
趣
旨
か
ら
逸
脱
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。
同
時
に
、
メ

タ
バ
ー
ス
空
間
に
お
い
て
行
わ
れ
る
侵
害
も
想
定
さ
れ
る
た
め
、
加
害
行
為
地
を
結
果
発
生
地
と
し
て
採
用
す
べ
き
で
は
な
い
。
さ
ら
に
、

市
場
地
を
結
果
発
生
地
と
解
す
る
こ
と
も
考
え
得
る
が
、
営
業
秘
密
侵
害
は
か
か
る
秘
密
の
開
示
や
内
部
使
用
に
該
当
す
る
場
合
、
市
場

に
影
響
を
与
え
な
い
場
合
が
あ
る
。
ま
た
、
メ
タ
バ
ー
ス
空
間
の
よ
う
な
市
場
で
は
、
市
場
の
所
在
地
を
特
定
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
見
解
で
は
、
被
害
者
の
本
拠
地
を
結
果
発
生
地
と
解
す
る
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
は
結
果
発
生
地
を
、
営
業
秘
密
が
保

有
さ
れ
て
い
る
事
業
体
の
本
拠
地
に
で
は
な
く
、
営
業
上
の
利
益
が
侵
害
さ
れ
た
本
拠
地
に
あ
る
と
解
す
る
も
の
で
、
営
業
秘
密
の
保
持

）
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二
一

た
り
、
い
ず
れ
の
法
益
を
基
準
に
す
べ
き
か
、
結
果
発
生
地
に
お
け
る
直
接
的
結
果
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
か
で
見
解
が
分
か
れ
得
る

が
、
こ
の
見
解
で
は
、
そ
の
法
益
の
い
ず
れ
も
考
慮
す
べ
き
で
あ
り
、
経
済
的
な
損
害
に
も
配
慮
し
、
結
果
発
生
地
を
一
つ
に
絞
ら
ず
に

柔
軟
な
解
釈
を
可
能
と
す
べ
き
で
あ
る
と
解
さ
れ
て
い
る
（
５0
）

。

第
五
に
、
加
害
行
為
地
を
営
業
秘
密
の
取
得
・
使
用
・
開
示
行
為
が
行
わ
れ
た
地
と
す
る
と
と
も
に
、
結
果
発
生
地
を
被
害
者
の
事
業

主
体
本
拠
地
と
解
す
る
見
解
が
あ
る
（
５１
）

。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
結
果
発
生
地
を
認
定
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
日
本
に
お
け
る
権
益
に
害
を
与
え

た
地
を
特
定
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
準
拠
法
の
議
論
が
参
考
に
な
り
（
５２
）

、
こ
れ
に
基
づ
い
て
、
以
下
の
よ
う
な
見
解
が
述
べ
ら
れ
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
諸
外
国
の
実
質
法
に
お
い
て
営
業
秘
密
を
保
護
す
る
た
め
に
は
一
定
の
管
理
状
態
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
、
営

業
秘
密
侵
害
の
保
護
法
益
が
そ
の
管
理
状
態
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
営
業
秘
密
管
理
地
を
結
果
発
生
地
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、

秘
密
管
理
が
整
備
さ
れ
て
い
る
か
が
争
点
と
な
る
侵
害
事
件
で
は
、
営
業
秘
密
管
理
地
を
最
初
か
ら
適
切
に
把
握
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
、

営
業
秘
密
が
他
国
に
所
在
す
る
サ
ー
バ
ー
上
に
お
い
て
管
理
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
サ
ー
バ
ー
の
所
在
地
を
結
果
発
生
地
と
解
す

る
こ
と
は
適
切
で
は
な
い
。
次
に
、
結
果
発
生
地
を
加
害
行
為
地
と
解
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
加
害
行
為
地
は
加
害
者
の
恣
意
的

な
選
択
に
よ
る
こ
と
も
あ
る
こ
と
か
ら
結
果
発
生
地
特
有
の
、
被
害
者
保
護
と
い
う
趣
旨
か
ら
逸
脱
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。
同
時
に
、
メ

タ
バ
ー
ス
空
間
に
お
い
て
行
わ
れ
る
侵
害
も
想
定
さ
れ
る
た
め
、
加
害
行
為
地
を
結
果
発
生
地
と
し
て
採
用
す
べ
き
で
は
な
い
。
さ
ら
に
、

市
場
地
を
結
果
発
生
地
と
解
す
る
こ
と
も
考
え
得
る
が
、
営
業
秘
密
侵
害
は
か
か
る
秘
密
の
開
示
や
内
部
使
用
に
該
当
す
る
場
合
、
市
場

に
影
響
を
与
え
な
い
場
合
が
あ
る
。
ま
た
、
メ
タ
バ
ー
ス
空
間
の
よ
う
な
市
場
で
は
、
市
場
の
所
在
地
を
特
定
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
見
解
で
は
、
被
害
者
の
本
拠
地
を
結
果
発
生
地
と
解
す
る
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
は
結
果
発
生
地
を
、
営
業
秘
密
が
保

有
さ
れ
て
い
る
事
業
体
の
本
拠
地
に
で
は
な
く
、
営
業
上
の
利
益
が
侵
害
さ
れ
た
本
拠
地
に
あ
る
と
解
す
る
も
の
で
、
営
業
秘
密
の
保
持

）
九
三
三
（



日
本
法
学

　第
九
十
巻
第
四
号
（
二
〇
二
五
年
二
月
）

二
二

者
は
そ
の
本
拠
地
に
お
い
て
同
秘
密
を
独
占
す
る
こ
と
に
よ
り
有
形
無
形
の
営
業
上
の
利
益
を
獲
得
で
き
る
こ
と
を
根
拠
と
す
る
。
こ
れ

に
よ
り
、
海
外
の
サ
ー
バ
ー
に
お
い
て
営
業
秘
密
が
管
理
さ
れ
、
遠
隔
で
不
正
に
使
用
さ
れ
た
場
合
、
あ
る
い
は
侵
害
者
が
営
業
秘
密
を

内
部
に
お
い
て
使
用
し
た
場
合
、
サ
イ
バ
ー
空
間
に
お
け
る
開
示
や
使
用
の
場
合
で
も
結
果
発
生
地
を
合
理
的
に
確
定
で
き
る
と
解
さ
れ

て
い
る
（
５３
）

。

３
　
ま
と
め

以
上
、
営
業
秘
密
侵
害
の
国
際
裁
判
管
轄
を
判
断
す
る
に
あ
た
り
、
同
侵
害
の
不
法
行
為
地
を
管
轄
原
因
と
す
る
可
能
性
と
不
法
行
為

地
の
解
釈
に
つ
い
て
の
日
本
の
判
例
と
学
説
で
行
わ
れ
て
き
た
議
論
を
概
観
し
た
。
判
例
に
つ
い
て
み
る
と
、
ま
ず
二
〇
一
一
年
改
正
前

の
民
事
訴
訟
法
の
事
件
と
し
て
上
記
判
例
⑴
・
⑵
・
⑶
が
挙
げ
ら
れ
る
。
⑴
で
は
、
営
業
秘
密
侵
害
事
案
の
国
際
裁
判
管
轄
を
認
定
す
る

に
あ
た
り
、
契
約
締
結
、
営
業
秘
密
開
示
、
契
約
交
渉
等
の
加
害
行
為
に
関
す
る
一
連
の
重
要
な
行
為
を
重
視
し
、
そ
の
中
の
営
業
秘
密

開
示
が
行
わ
れ
た
地
が
管
轄
原
因
と
な
る
不
法
行
為
地
と
し
て
認
定
さ
れ
た
。
⑵
に
つ
い
て
は
、
不
法
行
為
地
の
証
明
は
足
り
な
か
っ
た

が
、
国
際
裁
判
管
轄
の
判
断
に
際
し
て
は
営
業
秘
密
侵
害
を
不
正
競
争
行
為
と
し
て
見
る
べ
き
で
あ
り
、
こ
の
場
合
の
不
正
競
争
行
為
は

特
定
の
相
手
に
向
け
ら
れ
た
行
為
に
該
当
す
る
た
め
、
通
常
の
不
法
行
為
と
し
て
見
る
べ
き
で
あ
る
と
の
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

判
例
⑶
は
、
営
業
秘
密
侵
害
の
場
合
に
お
け
る
管
轄
原
因
と
し
て
の
不
法
行
為
地
を
認
定
す
る
に
あ
た
り
、
経
済
的
損
害
を
受
け
た
被
害

者
の
本
拠
地
は
考
慮
す
る
必
要
は
な
い
と
判
断
し
た
が
、
こ
れ
に
対
し
営
業
秘
密
侵
害
の
範
囲
は
容
易
に
拡
大
す
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
の

結
果
発
生
地
を
認
定
す
る
と
き
に
は
当
事
者
の
予
見
可
能
性
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
と
の
批
判
が
あ
る
。
ま
た
、
営
業
秘
密
侵
害
の
国
際

裁
判
管
轄
に
つ
い
て
は
被
害
者
の
利
益
の
中
心
地
を
管
轄
原
因
と
す
べ
き
で
あ
る
と
の
見
解
が
あ
る
。
最
後
に
、
改
正
後
の
民
事
訴
訟
の

）
三
三
三
（

営
業
秘
密
侵
害
の
国
際
裁
判
管
轄
（
セ
レ
ナ
）

二
三

対
象
と
な
っ
た
⑷
事
件
で
は
、
当
該
業
秘
密
侵
害
は
特
許
権
に
係
る
問
題
と
さ
れ
、
国
際
裁
判
管
轄
に
つ
い
て
は
属
地
主
義
が
採
用
さ
れ

た
と
同
時
に
、
結
果
発
生
地
か
ら
経
済
的
損
害
が
生
じ
た
被
害
者
の
本
拠
地
が
外
さ
れ
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
は
、
本
件
に
お
け
る
損
害

は
世
界
規
模
の
技
術
市
場
に
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、
結
果
発
生
地
は
被
害
者
の
利
益
の
中
心
地
に
あ
る
と
の
批
判
が
あ
る
。

学
説
で
は
、
国
際
裁
判
管
轄
の
判
断
に
お
け
る
営
業
秘
密
侵
害
の
不
法
行
為
地
は
加
害
行
為
地
と
結
果
発
生
地
を
包
含
し
て
い
る
前
提

で
見
解
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
な
か
で
も
、
加
害
行
為
地
に
つ
い
て
は
、
そ
の
偶
然
性
を
理
由
に
そ
れ
を
重
視
す
べ
き
で
は
な
い
と
い
う

見
解
、
最
終
的
取
得
地
と
侵
害
の
準
備
行
為
地
を
重
視
す
る
見
解
、
加
害
行
為
地
を
営
業
秘
密
の
取
得
・
開
示
・
使
用
が
行
わ
れ
た
地
と

す
る
見
解
が
見
受
け
ら
れ
る
。
結
果
発
生
地
の
解
釈
に
つ
い
て
は
よ
り
複
数
の
見
解
が
示
さ
れ
て
お
り
、
ま
ず
、
営
業
秘
密
の
管
理
地
を

結
果
発
生
地
と
解
す
る
立
場
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
は
単
に
営
業
秘
密
の
守
秘
管
理
が
行
わ
れ
て
い
る
地
、
あ
る
い
は
営
業
秘
密
の

保
持
者
が
そ
れ
を
管
理
し
て
い
る
地
と
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
は
、
結
果
発
生
地
の
概
念
を
固
定
さ
せ
ず
、
事
件
ご
と
に
そ
れ

を
検
討
す
る
こ
と
を
勧
め
る
学
説
と
、
結
果
発
生
地
を
営
業
上
の
利
益
が
侵
害
さ
れ
た
被
害
者
の
本
拠
地
と
す
る
学
説
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
民
事
訴
訟
法
三
条
の
三
第
八
号
に
基
づ
い
て
営
業
秘
密
侵
害
の
国
際
裁
判
管
轄
を
認
定
す
る
場
合
に
は
、
不
法
行
為
地

の
解
釈
論
は
紛
糾
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
解
釈
論
に
対
し
示
唆
を
得
る
た
め
に
、
Ｅ
Ｕ
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
る
議

論
を
見
る
こ
と
と
す
る
。

第
三
章
　
ブ
ラ
ッ
セ
ル
Ⅰ
改
正
規
則
下
の
議
論

１
　
一
般
論

Ｅ
Ｕ
諸
国
は
従
来
、
そ
れ
ぞ
れ
の
民
事
訴
訟
法
を
制
定
し
適
用
し
て
い
る
が
、
Ｅ
Ｕ
の
前
身
た
る
欧
州
共
同
体
は
一
九
六
〇
年
代
よ
り

）
三
三
三
（



営
業
秘
密
侵
害
の
国
際
裁
判
管
轄
（
セ
レ
ナ
）

二
三

対
象
と
な
っ
た
⑷
事
件
で
は
、
当
該
業
秘
密
侵
害
は
特
許
権
に
係
る
問
題
と
さ
れ
、
国
際
裁
判
管
轄
に
つ
い
て
は
属
地
主
義
が
採
用
さ
れ

た
と
同
時
に
、
結
果
発
生
地
か
ら
経
済
的
損
害
が
生
じ
た
被
害
者
の
本
拠
地
が
外
さ
れ
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
は
、
本
件
に
お
け
る
損
害

は
世
界
規
模
の
技
術
市
場
に
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、
結
果
発
生
地
は
被
害
者
の
利
益
の
中
心
地
に
あ
る
と
の
批
判
が
あ
る
。

学
説
で
は
、
国
際
裁
判
管
轄
の
判
断
に
お
け
る
営
業
秘
密
侵
害
の
不
法
行
為
地
は
加
害
行
為
地
と
結
果
発
生
地
を
包
含
し
て
い
る
前
提

で
見
解
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
な
か
で
も
、
加
害
行
為
地
に
つ
い
て
は
、
そ
の
偶
然
性
を
理
由
に
そ
れ
を
重
視
す
べ
き
で
は
な
い
と
い
う

見
解
、
最
終
的
取
得
地
と
侵
害
の
準
備
行
為
地
を
重
視
す
る
見
解
、
加
害
行
為
地
を
営
業
秘
密
の
取
得
・
開
示
・
使
用
が
行
わ
れ
た
地
と

す
る
見
解
が
見
受
け
ら
れ
る
。
結
果
発
生
地
の
解
釈
に
つ
い
て
は
よ
り
複
数
の
見
解
が
示
さ
れ
て
お
り
、
ま
ず
、
営
業
秘
密
の
管
理
地
を

結
果
発
生
地
と
解
す
る
立
場
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
は
単
に
営
業
秘
密
の
守
秘
管
理
が
行
わ
れ
て
い
る
地
、
あ
る
い
は
営
業
秘
密
の

保
持
者
が
そ
れ
を
管
理
し
て
い
る
地
と
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
は
、
結
果
発
生
地
の
概
念
を
固
定
さ
せ
ず
、
事
件
ご
と
に
そ
れ

を
検
討
す
る
こ
と
を
勧
め
る
学
説
と
、
結
果
発
生
地
を
営
業
上
の
利
益
が
侵
害
さ
れ
た
被
害
者
の
本
拠
地
と
す
る
学
説
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
民
事
訴
訟
法
三
条
の
三
第
八
号
に
基
づ
い
て
営
業
秘
密
侵
害
の
国
際
裁
判
管
轄
を
認
定
す
る
場
合
に
は
、
不
法
行
為
地

の
解
釈
論
は
紛
糾
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
解
釈
論
に
対
し
示
唆
を
得
る
た
め
に
、
Ｅ
Ｕ
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
る
議

論
を
見
る
こ
と
と
す
る
。

第
三
章
　
ブ
ラ
ッ
セ
ル
Ⅰ
改
正
規
則
下
の
議
論

１
　
一
般
論

Ｅ
Ｕ
諸
国
は
従
来
、
そ
れ
ぞ
れ
の
民
事
訴
訟
法
を
制
定
し
適
用
し
て
い
る
が
、
Ｅ
Ｕ
の
前
身
た
る
欧
州
共
同
体
は
一
九
六
〇
年
代
よ
り

）
三
三
三
（



日
本
法
学

　第
九
十
巻
第
四
号
（
二
〇
二
五
年
二
月
）

二
四

判
決
の
承
認
・
執
行
の
み
な
ら
ず
、
国
際
裁
判
管
轄
に
関
す
る
統
一
規
則
の
起
草
作
業
に
取
り
組
ん
で
い
た
。
そ
の
作
業
は
一
九
六
八
年

に
ブ
ラ
ッ
セ
ル
条
約
（
５４
）

と
し
て
結
実
し
、
同
条
約
は
数
回
に
わ
た
り
改
正
さ
れ
、
そ
の
役
割
を
引
き
継
ぐ
Ｅ
Ｕ
の
規
則
と
し
て
、「
民
事
及

び
商
事
事
件
に
お
け
る
裁
判
管
轄
及
び
裁
判
の
執
行
に
関
す
る
二
〇
〇
〇
年
一
二
月
二
二
日
の
理
事
会
の
規
則
（
Ｅ
Ｃ
）
四
四
号
・

二
〇
〇
一
年
（
５５
））」

が
二
〇
〇
二
年
三
月
一
日
に
施
行
さ
れ
た
。
こ
の
規
則
は
さ
ら
に
改
正
を
経
て
、
そ
の
成
果
と
な
る
ブ
ラ
ッ
セ
ル
Ⅰ
改

正
規
則
は
二
〇
一
三
年
三
月
一
日
に
施
行
さ
れ
た
（
５６
）

。
こ
の
規
則
の
解
釈
は
通
常
Ｅ
Ｕ
の
各
構
成
国
の
裁
判
所
に
よ
り
行
わ
れ
る
が
、
そ
の

裁
判
所
は
必
要
に
応
じ
て
Ｃ
Ｊ
Ｅ
Ｕ
に
対
し
解
釈
の
指
導
を
求
め
、
Ｃ
Ｊ
Ｅ
Ｕ
は
先
決
裁
定
に
よ
り
そ
の
解
釈
を
統
一
し
て
い
る
（
５７
）

。

ブ
ラ
ッ
セ
ル
Ⅰ
改
正
規
則
は
、
一
般
管
轄
原
因
と
し
て
、
４
条
（
５８
）

に
お
い
て
被
告
住
所
地
を
採
用
し
て
い
る
と
と
も
に
、
裁
判
所
と
法
的

紛
争
と
の
間
の
密
接
な
関
連
性
、
あ
る
い
は
秩
序
あ
る
司
法
の
促
進
に
配
慮
す
る
た
め
に
特
別
管
轄
原
因
を
定
め
る
規
則
も
設
け
て
い
る
。

そ
の
密
接
な
関
連
性
は
特
に
、
法
的
安
定
性
を
も
た
ら
し
、
相
手
方
当
事
者
が
合
理
的
に
予
測
し
得
な
い
よ
う
な
構
成
国
の
裁
判
所
に
訴

え
ら
れ
る
こ
と
を
阻
止
す
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
（
５９
）

。

特
別
管
轄
に
関
す
る
規
則
の
な
か
で
は
、
ブ
ラ
ッ
セ
ル
Ⅰ
改
正
規
則
７
条
２
項
は
不
法
行
為
地
を
管
轄
原
因
と
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
以

下
の
よ
う
に
定
め
て
い
る
。

「
構
成
国
の
主
権
領
域
に
住
所
を
有
す
る
者
に
対
し
て
は
、
以
下
の
場
合
、
他
の
構
成
国
に
お
い
て
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
…
）
２
不
法
行
為
若
し
く
は
不
法
行
為
に
相
当
す
る
行
為
又
は
そ
う
し
た
行
為
に
基
づ
く
請
求
権
が
手
続
の
対
象
で
あ
る
と
き
は
、
損

害
結
果
が
発
生
し
又
は
発
生
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
地
の
裁
判
所
（
…
（
６0
））」

）
三
三
三
（

営
業
秘
密
侵
害
の
国
際
裁
判
管
轄
（
セ
レ
ナ
）

二
五

こ
の
７
条
２
項
は
以
下
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
同
項
は
債
権
者
に
対
し
債
務
者
が
負
う
契
約
外
債
務
を
根
拠
と
す

る
管
轄
原
因
を
定
め
て
お
り
、
こ
の
管
轄
原
因
は
証
拠
方
法
に
つ
い
て
適
切
で
あ
る
と
と
も
に
、
準
拠
実
質
法
と
の
密
接
な
関
係
も
保
障

し
て
い
る
（
６１
）

。
次
に
、
同
項
に
お
け
る
不
法
行
為
地
と
い
う
概
念
は
Ｅ
Ｕ
の
各
構
成
国
の
国
内
法
に
よ
る
こ
と
な
く
独
立
し
て
お
り
、
Ｅ
Ｕ

構
成
国
に
お
け
る
契
約
外
債
務
の
概
念
を
統
一
し
て
い
る
（
６２
）

。
さ
ら
に
、
同
項
は
損
害
賠
償
の
み
な
ら
ず
、
差
止
め
、
債
務
不
存
在
確
認
等

被
告
の
契
約
外
債
務
に
関
す
る
請
求
の
全
て
を
包
含
す
る
。
な
お
、
本
項
の
不
法
行
為
地
は
契
約
債
務
の
不
履
行
地
と
い
う
管
轄
原
因
を

排
斥
す
る
た
め
、
訴
訟
に
際
し
て
は
ま
ず
、
争
点
が
契
約
関
係
ま
た
は
不
法
行
為
に
関
わ
る
か
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
説
明
さ

れ
て
い
る
（
６３
）

。

７
条
２
項
を
適
用
す
る
際
、
損
害
結
果
が
発
生
し
又
は
発
生
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
地
を
認
定
す
る
必
要
は
あ
る
が
、
そ
の
地
の
内
容
は

条
文
上
で
は
明
確
に
定
義
さ
れ
て
い
な
い
。
も
っ
と
も
、
そ
の
地
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
Ｃ
Ｊ
Ｅ
Ｕ
は
長
年
に
わ
た
っ
て
先
決
裁
定
を
重

ね
、
そ
の
地
を
損
害
の
加
害
行
為
地
と
し
て
も
、
結
果
発
生
地
と
し
て
も
捉
え
ら
れ
、
原
告
は
そ
れ
ら
か
ら
選
択
で
き
る
と
解
し
て
い

る
（
６４
）

。
こ
の
よ
う
な
解
釈
で
は
一
見
、
不
法
行
為
に
よ
り
些
細
な
損
害
が
あ
る
地
で
も
そ
の
地
を
結
果
発
生
地
と
し
て
国
際
裁
判
管
轄
権
を

有
す
る
よ
う
に
み
え
、
こ
の
立
場
は
原
告
に
対
し
有
利
に
働
い
て
お
り
、
法
廷
地
漁
り
に
つ
な
が
る
と
指
摘
さ
れ
得
る
が
、
Ｃ
Ｊ
Ｅ
Ｕ
は

そ
の
地
に
生
じ
た
損
害
に
限
っ
て
請
求
で
き
る
と
い
う
モ
ザ
イ
ク
理
論
を
提
示
し
た
（
６５
）

。
他
方
、
加
害
行
為
地
に
基
づ
き
国
際
裁
判
管
轄
権

を
有
す
る
裁
判
所
は
全
て
の
損
害
に
つ
い
て
国
際
裁
判
管
轄
権
を
有
す
る
と
さ
れ
て
い
る
（
６６
）

。

加
害
行
為
は
一
連
の
行
為
で
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
加
害
行
為
地
を
特
定
す
る
に
あ
た
り
、
そ
れ
は
単
に
損
害
を
発
生
さ
せ
る
一
連
の

行
為
が
開
始
さ
れ
た
地
と
解
さ
れ
る
見
解
（
６７
）

と
、
最
初
ま
た
は
最
後
の
行
為
の
み
で
は
な
く
、
当
該
加
害
行
為
は
準
備
行
為
も
含
め
て
、
損

害
を
起
こ
す
過
程
の
中
で
同
損
害
の
必
然
的
な
原
因
と
な
る
行
為
が
行
わ
れ
た
地
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
見
解
も
あ
る
（
６８
）

。
不
正
競
争

）
三
三
九
（
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業
秘
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害
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際
裁
判
管
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（
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二
五

こ
の
７
条
２
項
は
以
下
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
同
項
は
債
権
者
に
対
し
債
務
者
が
負
う
契
約
外
債
務
を
根
拠
と
す

る
管
轄
原
因
を
定
め
て
お
り
、
こ
の
管
轄
原
因
は
証
拠
方
法
に
つ
い
て
適
切
で
あ
る
と
と
も
に
、
準
拠
実
質
法
と
の
密
接
な
関
係
も
保
障

し
て
い
る
（
６１
）

。
次
に
、
同
項
に
お
け
る
不
法
行
為
地
と
い
う
概
念
は
Ｅ
Ｕ
の
各
構
成
国
の
国
内
法
に
よ
る
こ
と
な
く
独
立
し
て
お
り
、
Ｅ
Ｕ

構
成
国
に
お
け
る
契
約
外
債
務
の
概
念
を
統
一
し
て
い
る
（
６２
）

。
さ
ら
に
、
同
項
は
損
害
賠
償
の
み
な
ら
ず
、
差
止
め
、
債
務
不
存
在
確
認
等

被
告
の
契
約
外
債
務
に
関
す
る
請
求
の
全
て
を
包
含
す
る
。
な
お
、
本
項
の
不
法
行
為
地
は
契
約
債
務
の
不
履
行
地
と
い
う
管
轄
原
因
を

排
斥
す
る
た
め
、
訴
訟
に
際
し
て
は
ま
ず
、
争
点
が
契
約
関
係
ま
た
は
不
法
行
為
に
関
わ
る
か
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
説
明
さ

れ
て
い
る
（
６３
）

。

７
条
２
項
を
適
用
す
る
際
、
損
害
結
果
が
発
生
し
又
は
発
生
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
地
を
認
定
す
る
必
要
は
あ
る
が
、
そ
の
地
の
内
容
は

条
文
上
で
は
明
確
に
定
義
さ
れ
て
い
な
い
。
も
っ
と
も
、
そ
の
地
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
Ｃ
Ｊ
Ｅ
Ｕ
は
長
年
に
わ
た
っ
て
先
決
裁
定
を
重

ね
、
そ
の
地
を
損
害
の
加
害
行
為
地
と
し
て
も
、
結
果
発
生
地
と
し
て
も
捉
え
ら
れ
、
原
告
は
そ
れ
ら
か
ら
選
択
で
き
る
と
解
し
て
い

る
（
６４
）

。
こ
の
よ
う
な
解
釈
で
は
一
見
、
不
法
行
為
に
よ
り
些
細
な
損
害
が
あ
る
地
で
も
そ
の
地
を
結
果
発
生
地
と
し
て
国
際
裁
判
管
轄
権
を

有
す
る
よ
う
に
み
え
、
こ
の
立
場
は
原
告
に
対
し
有
利
に
働
い
て
お
り
、
法
廷
地
漁
り
に
つ
な
が
る
と
指
摘
さ
れ
得
る
が
、
Ｃ
Ｊ
Ｅ
Ｕ
は

そ
の
地
に
生
じ
た
損
害
に
限
っ
て
請
求
で
き
る
と
い
う
モ
ザ
イ
ク
理
論
を
提
示
し
た
（
６５
）

。
他
方
、
加
害
行
為
地
に
基
づ
き
国
際
裁
判
管
轄
権

を
有
す
る
裁
判
所
は
全
て
の
損
害
に
つ
い
て
国
際
裁
判
管
轄
権
を
有
す
る
と
さ
れ
て
い
る
（
６６
）

。

加
害
行
為
は
一
連
の
行
為
で
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
加
害
行
為
地
を
特
定
す
る
に
あ
た
り
、
そ
れ
は
単
に
損
害
を
発
生
さ
せ
る
一
連
の

行
為
が
開
始
さ
れ
た
地
と
解
さ
れ
る
見
解
（
６７
）

と
、
最
初
ま
た
は
最
後
の
行
為
の
み
で
は
な
く
、
当
該
加
害
行
為
は
準
備
行
為
も
含
め
て
、
損

害
を
起
こ
す
過
程
の
中
で
同
損
害
の
必
然
的
な
原
因
と
な
る
行
為
が
行
わ
れ
た
地
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
見
解
も
あ
る
（
６８
）

。
不
正
競
争

）
三
三
九
（
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二
六

行
為
に
つ
い
て
は
加
害
行
為
地
は
企
業
の
一
方
的
な
不
正
競
争
行
為
の
場
合
、
加
害
者
の
営
業
所
所
在
地
に
該
当
し
、
独
禁
法
に
反
す
る

競
争
制
限
を
及
ぼ
す
合
意
は
そ
の
合
意
が
成
立
し
た
地
、
あ
る
い
は
そ
の
合
意
が
実
施
さ
れ
た
地
に
あ
る
と
解
す
る
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
（
６９
）

。

結
果
発
生
地
と
は
、
侵
害
行
為
が
被
害
者
の
主
な
財
産
に
損
害
を
与
え
た
地
で
あ
り
、
物
理
的
損
害
・
経
済
的
損
害
と
と
も
に
、
利
益

の
損
失
や
市
場
利
益
の
減
少
も
含
ん
で
お
り
、
損
害
と
そ
れ
を
発
生
さ
せ
た
侵
害
行
為
の
間
に
は
因
果
関
係
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

も
っ
と
も
、
結
果
発
生
地
を
確
認
す
る
と
き
は
、
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
損
害
が
直
接
的
な
も
の
に
限
っ
て
お
り
、
損
害
が
最
初
に
発
生
し

た
地
を
探
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
一
つ
の
国
家
に
お
い
て
は
す
で
に
生
じ
た
損
害
に
よ
り
別
の
国
家
に
対
し
金
銭
的
な

損
害
ま
た
は
不
利
な
結
果
が
及
ん
だ
と
し
て
も
、
後
者
の
損
害
は
考
慮
さ
れ
な
い
（
７0
）

。
な
お
、
場
合
に
よ
り
経
済
的
損
害
は
、
直
接
的
な
も

の
で
あ
れ
ば
、
対
象
と
な
る
こ
と
も
あ
る
。
例
え
ば
、
カ
ル
テ
ル
に
よ
り
被
害
者
が
被
っ
た
追
加
費
用
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（
７１
）

。
不
正
競
争

行
為
の
結
果
発
生
地
に
つ
い
て
は
、
ロ
ー
マ
Ⅱ
規
則
６
条
の
よ
う
に
特
定
の
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
に
関
し
て
は
ロ
ー
マ

Ⅱ
規
則
と
同
様
に
、
市
場
に
向
け
ら
れ
た
不
正
競
争
行
為
に
つ
い
て
は
市
場
地
を
管
轄
原
因
と
し
、
特
定
の
相
手
に
向
け
ら
れ
た
不
正
競

争
行
為
に
つ
い
て
は
通
常
の
不
法
行
為
と
解
す
る
立
場
が
採
用
で
き
る
が
、
こ
の
立
場
は
Ｃ
Ｊ
Ｅ
Ｕ
に
よ
り
い
ま
だ
に
認
め
ら
れ
て
い
な

い
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
７２
）

。

２
　
営
業
秘
密
侵
害
の
不
法
行
為
地
に
関
す
る
学
説

７
条
２
項
を
適
用
し
た
場
合
、
営
業
秘
密
侵
害
の
結
果
発
生
地
と
加
害
行
為
地
は
ど
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
る
か
が
問
題
と
な
ろ
う
。
こ

れ
に
関
し
て
は
、
Ｃ
Ｊ
Ｅ
Ｕ
は
現
時
点
に
お
い
て
は
先
決
裁
定
を
出
し
て
な
い
が
（
７３
）

、
い
く
つ
か
の
学
説
（
７４
）

が
見
受
け
ら
れ
る
。

）
三
三
三
（

営
業
秘
密
侵
害
の
国
際
裁
判
管
轄
（
セ
レ
ナ
）

二
七

⑴

　

O
hly

教
授

O
hly

教
授
は
加
害
行
為
地
に
つ
い
て
加
害
行
為
を
複
数
の
行
為
に
区
別
し
た
上
で
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
と
し
つ
つ
、
結
果
発
生
地
と

し
て
営
業
秘
密
侵
害
行
為
の
影
響
が
及
ん
だ
市
場
で
あ
る
と
解
し
て
い
る
（
７５
）

。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
営
業
秘
密
侵
害
は
一
般
に
不
法
行
為
と
し

て
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
不
法
行
為
と
同
時
に
契
約
の
債
務
不
履
行
と
解
し
得
る
た
め
、
営
業
秘
密
侵
害
は
い
ず
れ

の
法
律
関
係
に
該
当
す
る
か
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
に
関
し
、
Ｅ
Ｕ
の
「
非
開
示
の
ノ
ウ
ハ
ウ
及
び
企
業
情
報
（
営
業
秘
密
）

の
違
法
な
取
得
、
使
用
及
び
開
示
に
対
す
る
保
護
に
関
す
る
欧
州
議
会
及
び
理
事
会
の
二
〇
一
六
年
年
六
月
八
日
の
指
令
（
Ｅ
Ｕ
）

二
〇
一
六
年
・
九
四
三
号
（
７６
）（

以
下
は
「
営
業
秘
密
保
護
指
令
」
と
い
う
（
７７
））」

は
そ
の
４
条
３
項
ａ
～
ｃ
号
（
７８
）

に
よ
れ
ば
、
営
業
秘
密
の
使
用
と
開

示
は
保
持
者
の
同
意
な
し
に
不
正
に
そ
の
秘
密
を
取
得
さ
せ
た
場
合
、
あ
る
い
は
秘
密
保
持
契
約
ま
た
は
営
業
秘
密
を
開
示
ま
た
は
使
用

し
な
い
と
い
う
他
の
法
的
な
義
務
に
違
反
し
た
場
合
に
は
違
法
で
あ
る
と
し
て
い
る
が
、
上
述
の
よ
う
に
、
ブ
ラ
ッ
セ
ル
Ⅰ
改
正
規
則
で

は
契
約
債
務
の
不
履
行
地
と
不
法
行
為
地
の
管
轄
原
因
を
相
互
的
に
排
斥
す
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
営
業
秘
密
侵
害
は
ど
れ
に
該
当
す
る

か
が
問
題
と
な
る
。
こ
れ
に
関
し
、M
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事
件
の
先
決
裁
定
（
７９
）

で
は
、
Ｃ
Ｊ
Ｅ
Ｕ
は
契
約
と
不
法
行
為
と
い
う
概
念
は
各
国
の
法
律
か
ら
離
れ
て
独
自
的
に
解
釈
す
べ
き
で
あ
る
と
し

た
上
で
、
当
該
行
為
の
不
正
を
認
定
す
る
に
は
当
事
者
間
に
成
立
し
て
い
る
契
約
が
必
要
と
な
っ
た
と
き
は
、
契
約
に
基
づ
い
て
国
際
裁

判
管
轄
を
確
認
す
べ
き
で
あ
る
と
判
断
し
た
。
こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
営
業
秘
密
侵
害
に
関
す
る
事
件
に
お
い
て
は
秘
密
保
持
契
約
等

が
関
わ
っ
て
い
れ
ば
、
契
約
不
履
行
地
の
管
轄
原
因
に
基
づ
い
て
国
際
裁
判
管
轄
を
確
認
す
る
こ
と
が
多
く
な
る
が
、
こ
の
先
決
裁
定
が

出
さ
れ
た
と
き
は
、
Ｅ
Ｕ
は
営
業
秘
密
侵
害
に
関
す
る
扱
い
の
調
和
に
至
っ
て
お
ら
ず
、
営
業
秘
密
侵
害
の
性
質
決
定
を
準
拠
実
質
法
に

委
ね
て
い
た
が
、
営
業
秘
密
保
護
指
令
の
導
入
に
よ
り
同
法
の
４
条
３
項
ｂ
に
お
け
る
行
為
は
国
内
法
に
お
け
る
同
概
念
と
は
関
係
な
く
、

）
三
三
三
（
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二
七

⑴

　

O
hly

教
授

O
hly

教
授
は
加
害
行
為
地
に
つ
い
て
加
害
行
為
を
複
数
の
行
為
に
区
別
し
た
上
で
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
と
し
つ
つ
、
結
果
発
生
地
と

し
て
営
業
秘
密
侵
害
行
為
の
影
響
が
及
ん
だ
市
場
で
あ
る
と
解
し
て
い
る
（
７５
）

。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
営
業
秘
密
侵
害
は
一
般
に
不
法
行
為
と
し

て
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
不
法
行
為
と
同
時
に
契
約
の
債
務
不
履
行
と
解
し
得
る
た
め
、
営
業
秘
密
侵
害
は
い
ず
れ

の
法
律
関
係
に
該
当
す
る
か
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
に
関
し
、
Ｅ
Ｕ
の
「
非
開
示
の
ノ
ウ
ハ
ウ
及
び
企
業
情
報
（
営
業
秘
密
）

の
違
法
な
取
得
、
使
用
及
び
開
示
に
対
す
る
保
護
に
関
す
る
欧
州
議
会
及
び
理
事
会
の
二
〇
一
六
年
年
六
月
八
日
の
指
令
（
Ｅ
Ｕ
）

二
〇
一
六
年
・
九
四
三
号
（
７６
）（

以
下
は
「
営
業
秘
密
保
護
指
令
」
と
い
う
（
７７
））」

は
そ
の
４
条
３
項
ａ
～
ｃ
号
（
７８
）

に
よ
れ
ば
、
営
業
秘
密
の
使
用
と
開

示
は
保
持
者
の
同
意
な
し
に
不
正
に
そ
の
秘
密
を
取
得
さ
せ
た
場
合
、
あ
る
い
は
秘
密
保
持
契
約
ま
た
は
営
業
秘
密
を
開
示
ま
た
は
使
用

し
な
い
と
い
う
他
の
法
的
な
義
務
に
違
反
し
た
場
合
に
は
違
法
で
あ
る
と
し
て
い
る
が
、
上
述
の
よ
う
に
、
ブ
ラ
ッ
セ
ル
Ⅰ
改
正
規
則
で

は
契
約
債
務
の
不
履
行
地
と
不
法
行
為
地
の
管
轄
原
因
を
相
互
的
に
排
斥
す
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
営
業
秘
密
侵
害
は
ど
れ
に
該
当
す
る

か
が
問
題
と
な
る
。
こ
れ
に
関
し
、M
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rogsitter v F

abrication de M
ontres N
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andes E

U
R

L
 and K

arsten F
räßdorf

事
件
の
先
決
裁
定
（
７９
）

で
は
、
Ｃ
Ｊ
Ｅ
Ｕ
は
契
約
と
不
法
行
為
と
い
う
概
念
は
各
国
の
法
律
か
ら
離
れ
て
独
自
的
に
解
釈
す
べ
き
で
あ
る
と
し

た
上
で
、
当
該
行
為
の
不
正
を
認
定
す
る
に
は
当
事
者
間
に
成
立
し
て
い
る
契
約
が
必
要
と
な
っ
た
と
き
は
、
契
約
に
基
づ
い
て
国
際
裁

判
管
轄
を
確
認
す
べ
き
で
あ
る
と
判
断
し
た
。
こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
営
業
秘
密
侵
害
に
関
す
る
事
件
に
お
い
て
は
秘
密
保
持
契
約
等

が
関
わ
っ
て
い
れ
ば
、
契
約
不
履
行
地
の
管
轄
原
因
に
基
づ
い
て
国
際
裁
判
管
轄
を
確
認
す
る
こ
と
が
多
く
な
る
が
、
こ
の
先
決
裁
定
が

出
さ
れ
た
と
き
は
、
Ｅ
Ｕ
は
営
業
秘
密
侵
害
に
関
す
る
扱
い
の
調
和
に
至
っ
て
お
ら
ず
、
営
業
秘
密
侵
害
の
性
質
決
定
を
準
拠
実
質
法
に

委
ね
て
い
た
が
、
営
業
秘
密
保
護
指
令
の
導
入
に
よ
り
同
法
の
４
条
３
項
ｂ
に
お
け
る
行
為
は
国
内
法
に
お
け
る
同
概
念
と
は
関
係
な
く
、

）
三
三
三
（



日
本
法
学

　第
九
十
巻
第
四
号
（
二
〇
二
五
年
二
月
）

二
八

不
法
行
為
と
し
て
扱
う
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
る
（
８0
）

。
く
わ
え
て
、
営
業
秘
密
保
護
指
令
６
条
２
項
ｃ
号
（
８１
）

は
「
効
果
的
か
つ
抑
止
効
果
が
あ

る
」
保
護
を
求
め
て
お
り
、
そ
の
結
果
、
営
業
秘
密
の
開
示
が
行
わ
れ
、
あ
る
い
は
行
わ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
国
家
に
お
い
て
は
被
害
者

が
そ
の
開
示
を
阻
止
す
べ
く
、
営
業
秘
密
侵
害
を
不
法
行
為
と
す
る
こ
と
が
合
理
的
で
あ
る
。
こ
れ
に
鑑
み
て
、
営
業
秘
密
侵
害
の
特
別

管
轄
は
７
条
２
項
に
よ
る
こ
と
と
な
り
、
同
侵
害
の
不
法
行
為
地
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
（
８２
）

。
そ
れ
ゆ
え
、O

hly

教
授
は
不
法
行
為
地

を
加
害
行
為
地
と
結
果
発
生
地
に
分
け
た
上
で
以
下
の
よ
う
な
解
釈
を
行
っ
て
い
る
。

ア
　
加
害
行
為
地

加
害
行
為
地
に
つ
い
て
は
、
不
正
に
競
争
を
妨
げ
る
商
品
の
販
売
ま
で
は
、
一
連
の
行
為
が
行
わ
れ
る
た
め
、
加
害
行
為
地
を
特
定
す

る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
Ｃ
Ｊ
Ｅ
Ｕ
は
共
同
不
法
行
為
の
場
合
に
は
単
一
の
加
害
者
の
行
為
は
損
害
を
発
生
さ
せ

る
も
の
で
は
な
い
と
判
断
し
た
が
（
８３
）

、
営
業
秘
密
侵
害
は
因
果
関
係
に
あ
る
行
為
を
経
て
最
終
的
に
損
害
を
生
じ
さ
せ
る
も
の
で
は
な
く
、

取
得
、
開
示
、
商
品
の
製
造
等
の
行
為
が
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
、
そ
の
内
容
に
よ
り
区
別
で
き
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
営
業
秘
密
を
内
容
と
す
る

そ
れ
ぞ
れ
の
行
為
を
個
別
に
考
慮
し
、
そ
れ
に
よ
る
損
害
を
判
断
す
る
こ
と
に
な
り
得
る
が
、
そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
裁
判

所
は
そ
の
地
に
限
っ
て
生
じ
た
損
害
を
考
慮
す
る
。
な
お
、
証
拠
の
所
在
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
不
法
行
為
の
場
合
に
は
、

Ｃ
Ｊ
Ｅ
Ｕ
は
サ
ー
バ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い
る
地
で
は
な
く
、
侵
害
行
為
が
開
始
さ
れ
た
地
が
加
害
行
為
地
に
該
当
す
る
と
判
断
し
た
（
８４
）

が
、

営
業
秘
密
が
ハ
ッ
キ
ン
グ
に
よ
り
取
得
さ
れ
た
場
合
に
は
そ
の
行
為
が
開
始
さ
れ
た
地
を
特
定
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
（
８５
）

。

）
三
三
三
（

営
業
秘
密
侵
害
の
国
際
裁
判
管
轄
（
セ
レ
ナ
）

二
九

イ
　
結
果
発
生
地

結
果
発
生
地
に
関
し
て
は
、
Ｃ
Ｊ
Ｅ
Ｕ
は
知
的
財
産
権
に
つ
い
て
属
地
主
義
を
採
用
し
、
結
果
発
生
地
を
権
利
が
登
記
さ
れ
て
い
る
地

で
あ
る
と
判
断
し
て
お
り
（
８６
）

、
他
人
の
商
品
と
混
同
を
生
じ
さ
せ
る
行
為
や
比
較
広
告
の
よ
う
な
不
正
競
争
行
為
に
つ
い
て
は
７
条
２
項
で

は
直
接
的
な
効
果
の
み
が
考
慮
さ
れ
る
た
め
、
結
果
発
生
地
は
消
費
者
が
そ
の
広
告
を
読
み
、
理
解
で
き
る
地
と
な
る
と
判
断
し
た
（
８７
）

。
他

方
、
Ｃ
Ｊ
Ｅ
Ｕ
は
、
人
格
権
の
侵
害
に
つ
い
て
は
結
果
発
生
地
を
被
害
者
の
利
益
が
集
中
し
て
い
る
地
と
し
た
（
８８
）

。
こ
れ
に
鑑
み
て
、
営
業

秘
密
侵
害
は
市
場
に
向
け
ら
れ
た
場
合
が
あ
り
、
知
的
財
産
権
ま
た
は
上
記
不
正
競
争
行
為
と
し
て
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
他
方
、
営
業

秘
密
侵
害
は
機
密
情
報
の
開
示
に
よ
り
そ
の
情
報
を
管
理
し
て
い
た
企
業
に
影
響
が
出
る
こ
と
や
、
産
業
ス
パ
イ
等
の
行
為
が
行
わ
れ
る

こ
と
等
人
格
権
が
侵
害
さ
れ
て
い
る
場
合
に
類
似
し
て
お
り
、
人
格
権
が
侵
害
さ
れ
る
場
合
と
同
様
に
、
原
告
は
自
分
の
国
で
訴
え
る
こ

と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
立
場
は
本
来
な
ら
ば
国
際
裁
判
管
轄
の
原
則
で
あ
る
被
告
住
所
地
主
義
に
反
す
る
こ
と
と
な
る
が
、

人
格
権
、
ま
た
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
を
対
象
と
す
る
諸
法
は
人
間
の
尊
厳
を
保
護
す
る
趣
旨
を
有
す
る
た
め
、
原
告
は
自
分
の
国
で
訴
え

る
こ
と
が
肯
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
を
考
え
れ
ば
、
営
業
秘
密
の
よ
う
な
商
業
的
情
報
に
つ
い
て
は
人
格
権
と
同
じ
立
場
を
採

用
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
結
果
発
生
地
は
市
場
に
影
響
ま
た
は
第
三
者
に
影
響
を
与
え
る
地
と
な
る
と
さ
れ
て
い
る
（
８９
）

。

⑵

　

Lundstedt

教
授

L
undstedt

教
授
は
、
加
害
行
為
地
を
加
害
者
が
侵
害
行
為
に
着
手
し
た
地
と
し
、
結
果
発
生
地
は
秘
密
保
持
者
の
所
在
地
と
な
り
つ

つ
も
場
合
に
よ
り
市
場
地
と
し
て
も
考
え
ら
れ
る
と
の
見
解
を
示
し
て
い
る
（
９0
）

。
こ
の
学
説
に
よ
れ
ば
、
７
条
２
項
を
適
用
す
る
に
あ
た
り
、

営
業
秘
密
侵
害
は
不
法
行
為
に
該
当
す
る
か
、
該
当
す
る
と
す
れ
ば
不
法
行
為
地
を
ど
の
よ
う
に
確
認
で
き
る
か
と
い
う
二
つ
の
問
題
が

）
三
三
七
（



営
業
秘
密
侵
害
の
国
際
裁
判
管
轄
（
セ
レ
ナ
）

二
九

イ
　
結
果
発
生
地

結
果
発
生
地
に
関
し
て
は
、
Ｃ
Ｊ
Ｅ
Ｕ
は
知
的
財
産
権
に
つ
い
て
属
地
主
義
を
採
用
し
、
結
果
発
生
地
を
権
利
が
登
記
さ
れ
て
い
る
地

で
あ
る
と
判
断
し
て
お
り
（
８６
）

、
他
人
の
商
品
と
混
同
を
生
じ
さ
せ
る
行
為
や
比
較
広
告
の
よ
う
な
不
正
競
争
行
為
に
つ
い
て
は
７
条
２
項
で

は
直
接
的
な
効
果
の
み
が
考
慮
さ
れ
る
た
め
、
結
果
発
生
地
は
消
費
者
が
そ
の
広
告
を
読
み
、
理
解
で
き
る
地
と
な
る
と
判
断
し
た
（
８７
）

。
他

方
、
Ｃ
Ｊ
Ｅ
Ｕ
は
、
人
格
権
の
侵
害
に
つ
い
て
は
結
果
発
生
地
を
被
害
者
の
利
益
が
集
中
し
て
い
る
地
と
し
た
（
８８
）

。
こ
れ
に
鑑
み
て
、
営
業

秘
密
侵
害
は
市
場
に
向
け
ら
れ
た
場
合
が
あ
り
、
知
的
財
産
権
ま
た
は
上
記
不
正
競
争
行
為
と
し
て
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
他
方
、
営
業

秘
密
侵
害
は
機
密
情
報
の
開
示
に
よ
り
そ
の
情
報
を
管
理
し
て
い
た
企
業
に
影
響
が
出
る
こ
と
や
、
産
業
ス
パ
イ
等
の
行
為
が
行
わ
れ
る

こ
と
等
人
格
権
が
侵
害
さ
れ
て
い
る
場
合
に
類
似
し
て
お
り
、
人
格
権
が
侵
害
さ
れ
る
場
合
と
同
様
に
、
原
告
は
自
分
の
国
で
訴
え
る
こ

と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
立
場
は
本
来
な
ら
ば
国
際
裁
判
管
轄
の
原
則
で
あ
る
被
告
住
所
地
主
義
に
反
す
る
こ
と
と
な
る
が
、

人
格
権
、
ま
た
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
を
対
象
と
す
る
諸
法
は
人
間
の
尊
厳
を
保
護
す
る
趣
旨
を
有
す
る
た
め
、
原
告
は
自
分
の
国
で
訴
え

る
こ
と
が
肯
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
を
考
え
れ
ば
、
営
業
秘
密
の
よ
う
な
商
業
的
情
報
に
つ
い
て
は
人
格
権
と
同
じ
立
場
を
採

用
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
結
果
発
生
地
は
市
場
に
影
響
ま
た
は
第
三
者
に
影
響
を
与
え
る
地
と
な
る
と
さ
れ
て
い
る
（
８９
）

。

⑵

　

Lundstedt

教
授

L
undstedt

教
授
は
、
加
害
行
為
地
を
加
害
者
が
侵
害
行
為
に
着
手
し
た
地
と
し
、
結
果
発
生
地
は
秘
密
保
持
者
の
所
在
地
と
な
り
つ

つ
も
場
合
に
よ
り
市
場
地
と
し
て
も
考
え
ら
れ
る
と
の
見
解
を
示
し
て
い
る
（
９0
）

。
こ
の
学
説
に
よ
れ
ば
、
７
条
２
項
を
適
用
す
る
に
あ
た
り
、

営
業
秘
密
侵
害
は
不
法
行
為
に
該
当
す
る
か
、
該
当
す
る
と
す
れ
ば
不
法
行
為
地
を
ど
の
よ
う
に
確
認
で
き
る
か
と
い
う
二
つ
の
問
題
が

）
三
三
七
（



日
本
法
学

　第
九
十
巻
第
四
号
（
二
〇
二
五
年
二
月
）

三
〇

あ
る
。
前
者
に
関
し
て
は
、
上
述
の
よ
う
に
、
Ｃ
Ｊ
Ｅ
Ｕ
は
国
際
裁
判
管
轄
を
確
認
す
る
に
あ
た
り
、
問
題
と
な
る
債
務
が
契
約
に
属
す

る
か
、
契
約
外
債
務
で
あ
る
か
を
決
め
る
必
要
が
あ
る
と
解
し
て
い
る
。
営
業
秘
密
侵
害
に
つ
い
て
は
ま
だ
先
決
裁
定
は
出
さ
れ
て
い
な

い
も
の
の
、
近
似
性
の
あ
る
判
例
を
見
る
限
り
で
は
、
７
条
２
項
の
適
用
範
囲
は
広
く
捉
え
ら
れ
、
不
正
競
争
行
為
（
９１
）

、
知
的
財
産
権
侵
害
（
９２
）

、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
侵
害
な
ら
び
に
名
誉
毀
損
等
（
９３
）

、
有
形
の
侵
害
に
該
当
し
な
い
行
為
に
も
及
ん
で
い
る
。
く
わ
え
て
、
営
業
秘
密
侵
害
は

国
内
法
に
よ
っ
て
は
不
当
利
得
に
基
づ
く
返
還
請
求
を
及
ぼ
す
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
Ｅ
Ｕ
法
上
の
法
的
概
念
は
国
内

法
か
ら
独
立
し
て
考
え
る
べ
き
で
あ
り
、
営
業
秘
密
侵
害
は
一
般
に
７
条
２
項
の
適
用
範
囲
に
含
ま
れ
る
と
解
さ
れ
る
（
９４
）

。
し
た
が
っ
て
、

L
undstedt

教
授
は
営
業
秘
密
侵
害
を
不
法
行
為
と
し
た
上
で
、
そ
の
加
害
行
為
地
と
結
果
発
生
地
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
解
釈
し
て

い
る
。

ア
　
加
害
行
為
地

こ
の
学
説
で
は
、
営
業
秘
密
侵
害
の
加
害
行
為
地
は
加
害
者
で
あ
る
被
告
が
侵
害
に
及
ん
だ
場
所
に
該
当
す
る
が
、
営
業
秘
密
保
護
指

令
４
条
３
項
～
５
条
に
基
づ
い
て
そ
の
行
為
が
行
わ
れ
た
地
は
事
件
に
よ
っ
て
は
営
業
秘
密
侵
害
の
取
得
、
開
示
地
、
使
用
地
及
び
営
業

秘
密
を
含
ん
だ
商
品
の
製
造
地
、
そ
の
宣
伝
ま
た
は
販
売
が
行
わ
れ
た
地
、
そ
の
商
品
が
輸
入
、
輸
出
さ
れ
た
地
等
に
該
当
し
得
る
（
９５
）

。
そ

の
結
果
、
営
業
秘
密
の
保
持
者
に
は
多
く
の
裁
判
所
に
お
い
て
提
訴
し
、
法
廷
地
漁
り
の
蓋
然
性
が
浮
上
し
得
る
が
、
加
害
行
為
地
に
お

け
る
証
拠
と
証
言
は
異
な
る
国
家
の
請
求
に
つ
い
て
は
関
連
性
を
持
つ
こ
と
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
法
廷
地
漁
り
の
蓋
然
性
を
抑
え
る
こ

と
が
で
き
る
。
ま
た
、
侵
害
行
為
に
関
す
る
証
拠
の
所
在
地
を
重
視
す
れ
ば
、
営
業
秘
密
侵
害
の
加
害
行
為
地
は
営
業
秘
密
が
最
初
に
不

正
に
取
得
さ
れ
た
地
と
な
り
、
そ
の
地
の
裁
判
所
は
全
て
の
損
害
に
つ
い
て
国
際
裁
判
管
轄
権
を
有
す
る
こ
と
と
な
る
（
９６
）

。
イ
ン
タ
ー

）
三
三
八
（

営
業
秘
密
侵
害
の
国
際
裁
判
管
轄
（
セ
レ
ナ
）

三
一

ネ
ッ
ト
上
の
侵
害
に
つ
い
て
は
、
Ｃ
Ｊ
Ｅ
Ｕ
は
商
標
権
侵
害
の
事
件
に
お
い
て
加
害
行
為
地
は
結
果
を
及
ぼ
し
た
過
程
へ
の
着
手
行
為
が

あ
っ
た
地
に
該
当
す
る
と
し
て
い
る
（
９７
）

。
こ
れ
に
基
づ
い
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
営
業
秘
密
侵
害
の
場
合
に
も
、
侵
害
に
着
手
し
た
地

を
加
害
行
為
地
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
行
為
の
特
定
が
困
難
に
な
り
得
る
こ
と
と
、
加
害
者
が
恣
意
的
に
こ
の
着
手

行
為
を
操
作
し
得
る
こ
と
か
ら
、
加
害
者
の
、
加
害
行
為
に
着
手
す
る
意
思
を
重
視
し
、
法
人
に
関
し
て
判
断
さ
れ
た
よ
う
に
（
９８
）

、
加
害
行

為
地
を
加
害
者
の
営
業
所
所
在
地
と
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
場
合
に
は
サ
ー
バ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い
る
地
を

加
害
行
為
地
と
す
る
こ
と
も
提
示
で
き
る
が
、
Ｃ
Ｊ
Ｅ
Ｕ
は
、
加
害
行
為
が
行
わ
れ
る
地
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
地
を
当
事
者
の

予
見
可
能
性
を
制
限
す
る
と
し
、
そ
の
立
場
を
認
め
て
い
な
（
９９
）い
（
１00
）

。

イ
　
結
果
発
生
地

結
果
発
生
地
に
つ
い
て
は
、
営
業
秘
密
侵
害
の
損
害
を
ど
の
よ
う
に
適
切
に
画
定
で
き
る
か
、
そ
し
て
ど
こ
に
発
生
す
る
か
が
主
な
問

題
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
営
業
秘
密
に
対
す
る
権
利
の
性
質
を
捉
え
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
、
こ
れ
に
関
し
て
ま
ず
は
、

営
業
秘
密
は
人
格
権
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
こ
と
が
一
つ
の
可
能
性
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
し
、
Ｃ
Ｊ
Ｅ
Ｕ
の
先
決
裁
定
は
、
名
誉
毀
損
の
場

合
に
は
、
結
果
発
生
地
は
、
被
害
者
が
認
知
さ
れ
て
お
り
、
名
誉
毀
損
を
内
容
と
す
る
出
版
物
が
配
布
さ
れ
る
地
に
生
じ
て
い
る
と
解
し

て
い
る
（
１0１
）

。
そ
の
結
果
、
名
誉
毀
損
が
主
張
さ
れ
て
い
る
各
国
家
は
そ
の
国
家
に
お
い
て
生
じ
た
損
害
に
つ
い
て
国
際
裁
判
管
轄
権
を
有
す

る
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
名
誉
毀
損
の
場
合
に
は
、
名
誉
毀
損
に
あ
た
る
内
容
が
閲
覧
で
き
る
各
国
家
は
そ
の
国
内
に
お
い
て

生
じ
た
損
害
に
つ
い
て
国
際
裁
判
管
轄
権
を
有
す
る
と
判
断
さ
れ
た
（
１0２
）

。
く
わ
え
て
、
Ｃ
Ｊ
Ｅ
Ｕ
は
、
被
害
者
は
自
然
人
で
あ
れ
、
法
人
で

あ
れ
、
そ
の
利
益
の
中
心
地
（C

entre of Interest

）
に
お
い
て
も
全
損
害
に
つ
い
て
提
訴
で
き
る
と
判
断
し
た
（
１0３
）

。
な
お
、
利
益
中
心
地
は

）
三
三
三
（
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三
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Ｃ
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Ｕ
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過
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の
着
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地
に
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す
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と
し
て
い
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（
９７
）

。
こ
れ
に
基
づ
い
て
、
イ
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タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
営
業
秘
密
侵
害
の
場
合
に
も
、
侵
害
に
着
手
し
た
地

を
加
害
行
為
地
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
行
為
の
特
定
が
困
難
に
な
り
得
る
こ
と
と
、
加
害
者
が
恣
意
的
に
こ
の
着
手

行
為
を
操
作
し
得
る
こ
と
か
ら
、
加
害
者
の
、
加
害
行
為
に
着
手
す
る
意
思
を
重
視
し
、
法
人
に
関
し
て
判
断
さ
れ
た
よ
う
に
（
９８
）

、
加
害
行

為
地
を
加
害
者
の
営
業
所
所
在
地
と
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
場
合
に
は
サ
ー
バ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い
る
地
を

加
害
行
為
地
と
す
る
こ
と
も
提
示
で
き
る
が
、
Ｃ
Ｊ
Ｅ
Ｕ
は
、
加
害
行
為
が
行
わ
れ
る
地
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
地
を
当
事
者
の

予
見
可
能
性
を
制
限
す
る
と
し
、
そ
の
立
場
を
認
め
て
い
な
（
９９
）い
（
１00
）

。

イ
　
結
果
発
生
地

結
果
発
生
地
に
つ
い
て
は
、
営
業
秘
密
侵
害
の
損
害
を
ど
の
よ
う
に
適
切
に
画
定
で
き
る
か
、
そ
し
て
ど
こ
に
発
生
す
る
か
が
主
な
問

題
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
営
業
秘
密
に
対
す
る
権
利
の
性
質
を
捉
え
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
、
こ
れ
に
関
し
て
ま
ず
は
、

営
業
秘
密
は
人
格
権
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
こ
と
が
一
つ
の
可
能
性
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
し
、
Ｃ
Ｊ
Ｅ
Ｕ
の
先
決
裁
定
は
、
名
誉
毀
損
の
場

合
に
は
、
結
果
発
生
地
は
、
被
害
者
が
認
知
さ
れ
て
お
り
、
名
誉
毀
損
を
内
容
と
す
る
出
版
物
が
配
布
さ
れ
る
地
に
生
じ
て
い
る
と
解
し

て
い
る
（
１0１
）

。
そ
の
結
果
、
名
誉
毀
損
が
主
張
さ
れ
て
い
る
各
国
家
は
そ
の
国
家
に
お
い
て
生
じ
た
損
害
に
つ
い
て
国
際
裁
判
管
轄
権
を
有
す

る
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
名
誉
毀
損
の
場
合
に
は
、
名
誉
毀
損
に
あ
た
る
内
容
が
閲
覧
で
き
る
各
国
家
は
そ
の
国
内
に
お
い
て

生
じ
た
損
害
に
つ
い
て
国
際
裁
判
管
轄
権
を
有
す
る
と
判
断
さ
れ
た
（
１0２
）

。
く
わ
え
て
、
Ｃ
Ｊ
Ｅ
Ｕ
は
、
被
害
者
は
自
然
人
で
あ
れ
、
法
人
で

あ
れ
、
そ
の
利
益
の
中
心
地
（C

entre of Interest

）
に
お
い
て
も
全
損
害
に
つ
い
て
提
訴
で
き
る
と
判
断
し
た
（
１0３
）

。
な
お
、
利
益
中
心
地
は

）
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三
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二

自
然
人
の
場
合
に
は
常
居
所
地
に
該
当
し
、
法
人
に
関
し
て
は
活
動
の
主
な
部
分
が
行
わ
れ
る
営
業
所
地
と
な
る
と
解
さ
れ
て
い
る
（
１0４
）

。

Ｃ
Ｊ
Ｅ
Ｕ
は
こ
の
利
益
中
心
地
の
概
念
を
打
ち
立
て
た
と
き
、
出
版
物
が
配
布
さ
れ
た
地
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
は
特
定
で
き
て
い
な

い
が
、
利
益
中
心
地
で
は
適
切
に
損
害
を
図
る
こ
と
が
で
き
、
両
当
事
者
の
予
見
可
能
性
に
も
適
う
と
判
断
し
（
１0５
）た
（
１0６
）

。

次
に
、
営
業
秘
密
侵
害
は
知
的
財
産
権
の
一
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
知
的
財
産
権
の
侵
害
は
属
地
主
義
に

基
づ
き
、
当
該
知
的
財
産
権
が
登
録
さ
れ
て
い
る
国
家
の
裁
判
所
が
国
際
裁
判
管
轄
権
を
有
す
る
こ
と
と
な
る
（
１0７
）

。
そ
の
結
果
、
各
国
家
は

そ
の
国
内
に
生
じ
た
損
害
に
つ
い
て
の
み
判
断
で
き
る
（
１0８
）

。
つ
ま
り
、
営
業
秘
密
侵
害
を
知
的
財
産
権
侵
害
と
し
て
見
る
の
で
あ
れ
ば
、
被

害
者
は
営
業
秘
密
が
不
正
に
取
得
・
開
示
・
使
用
さ
れ
た
各
国
に
お
い
て
そ
の
国
家
に
生
じ
た
損
害
に
限
っ
て
提
訴
で
き
る
。
な
お
、
こ

の
場
合
に
は
、
人
格
権
侵
害
の
場
合
と
違
っ
て
利
益
の
中
心
地
に
お
い
て
は
提
訴
で
き
な
い
と
さ
れ
て
い
る
（
１0９
）

。

最
後
に
、
ロ
ー
マ
Ⅱ
規
則
６
条
の
下
で
不
正
競
争
行
為
に
つ
い
て
行
わ
れ
て
い
る
議
論
と
の
整
合
性
を
図
り
（
１１0
）

、
営
業
秘
密
侵
害
を
不
正

競
争
行
為
の
一
つ
と
し
て
扱
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
場
合
に
は
、
不
正
競
争
行
為
を
市
場
に
向
け
ら
れ
た
行
為
と
特
定
の
相
手
に

向
け
ら
れ
た
行
為
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
市
場
に
向
け
た
不
正
競
争
行
為
に
つ
い
て
は
、
Ｃ
Ｊ
Ｅ
Ｕ
は
、
各
国
は
不
正
競
争
行
為
を

防
止
す
る
諸
法
を
制
定
し
、
国
内
に
生
じ
た
損
害
に
つ
い
て
は
国
際
裁
判
管
轄
権
を
有
す
る
と
判
断
し
て
い
る
（
上
述
の
モ
ザ
イ
ク
理
論
（
１１１
））。

こ
の
よ
う
な
立
場
は
知
的
財
産
権
、
そ
し
て
人
格
権
侵
害
の
場
合
と
類
似
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
が
、
必
ず
し
も
同
じ
で
は
な
い
。
そ

の
理
由
と
し
て
は
、
ま
ず
、
市
場
に
向
け
た
不
正
競
争
行
為
を
認
め
る
に
は
当
該
市
場
に
対
し
て
被
害
者
が
利
益
を
有
し
て
お
り
、
そ
し

て
当
該
市
場
に
は
損
害
が
発
生
し
得
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
（
１１２
）

。
同
時
に
、
当
該
不
正
競
争
行
為
は
市
場
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
も
必

要
で
あ
る
（
１１３
）

。
こ
れ
に
く
わ
え
て
、
人
格
権
に
よ
る
損
害
と
市
場
に
向
け
た
不
正
競
争
行
為
の
区
別
は
容
易
で
な
い
。
例
え
ば
、G

tflix 

T
v v D

R

事
件
に
お
い
て
は
、
チ
ェ
コ
法
人
の
原
告
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
の
被
告
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
名
誉
毀
損
を
主
張
し
、
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際
裁
判
管
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レ
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）

三
三

国
際
裁
判
管
轄
が
問
題
と
な
り
、
Ｃ
Ｊ
Ｅ
Ｕ
は
名
誉
毀
損
を
内
容
と
す
る
記
載
が
閲
覧
で
き
る
各
国
に
お
い
て
、
同
国
に
生
じ
た
損
害
に

限
っ
て
提
訴
で
き
る
と
判
断
し
た
が
（
１１４
）

、
こ
の
解
釈
に
対
し
意
見
を
述
べ
て
い
る
Ｅ
Ｕ
法
務
官
（A

dvocate G
eneral

）
は
、
こ
の
事
件
は
人

格
権
で
は
な
く
、
不
正
競
争
行
為
の
問
題
と
し
て
考
え
る
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
（
１１５
）た
（
１１６
）

。

他
方
、
ロ
ー
マ
Ⅱ
６
条
で
は
営
業
秘
密
侵
害
は
特
定
の
相
手
に
向
け
た
不
正
競
争
行
為
と
し
て
一
般
不
法
行
為
と
性
質
決
定
さ
れ
る
こ

と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
た
め
、
そ
れ
と
同
様
に
結
果
発
生
地
を
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
（
１１７
）

、
そ
の
場
合
に
は
秘
密
保
持
者
の
損
害
は
経

済
的
な
も
の
に
過
ぎ
ず
、
人
格
や
財
産
に
対
す
る
よ
う
な
物
理
的
な
損
害
は
な
い
こ
と
か
ら
、
損
害
の
場
所
を
特
定
す
る
こ
と
が
困
難
で

あ
る
。
こ
れ
に
関
し
、
Ｃ
Ｊ
Ｅ
Ｕ
は
、
結
果
発
生
地
は
損
害
が
実
際
に
発
生
し
た
地
に
該
当
す
る
と
判
断
し
た
が
（
１１８
）

、
知
的
財
産
と
は
異
な

り
、
営
業
秘
密
は
属
地
主
義
に
基
づ
い
て
権
利
化
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
そ
の
不
正
な
取
得
・
使
用
・
開
示
に
よ
り
営
業
秘
密
侵
害
が

保
護
さ
れ
て
い
る
全
て
の
国
家
に
お
い
て
損
害
が
生
じ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
損
害
の
特
定
が
困
難
で
あ
る
（
１１９
）

。
も
っ
と
も
、
営
業
秘
密
侵

害
に
よ
る
損
害
は
通
常
、
秘
密
保
持
者
の
営
業
所
、
つ
ま
り
、
営
業
秘
密
が
直
結
し
て
い
る
管
理
地
に
お
い
て
生
じ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら

ば
、
そ
の
場
所
に
お
い
て
は
保
持
者
の
利
益
と
競
争
力
が
侵
害
さ
れ
、
そ
し
て
保
持
者
が
営
業
秘
密
を
保
管
す
る
基
準
が
練
り
直
さ
れ
て

お
り
、
ま
た
新
し
い
営
業
秘
密
侵
害
と
競
争
に
お
い
て
優
位
な
地
位
を
維
持
す
る
策
略
が
設
定
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
見
解
に
対
し

て
は
、
秘
密
保
持
者
が
所
在
す
る
管
理
地
に
は
間
接
的
で
し
か
な
い
経
済
的
損
害
が
生
じ
て
お
り
、
最
初
に
生
じ
た
損
害
は
営
業
秘
密
が

不
正
に
開
示
ま
た
は
使
用
さ
れ
た
地
に
あ
り
、
か
つ
、
情
報
を
、
具
体
的
・
物
理
的
に
保
管
で
き
る
財
産
と
し
て
扱
う
こ
と
が
適
切
で
は

な
い
と
の
批
判
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
営
業
秘
密
の
管
理
地
は
恣
意
的
に
操
作
で
き
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
世
界
で
は
そ
れ
を
特
定
す

る
こ
と
が
困
難
で
あ
り
、
そ
し
て
、
こ
れ
を
管
轄
原
因
と
し
て
採
用
す
れ
ば
、
原
告
は
自
己
の
国
で
提
訴
で
き
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ

は
Ｃ
Ｊ
Ｅ
Ｕ
の
判
例
に
鑑
み
て
、
人
格
権
の
場
合
に
限
定
さ
れ
て
い
る
場
合
で
あ
る
と
の
批
判
も
あ
り
得
る
。
も
っ
と
も
、
Ｃ
Ｊ
Ｅ
Ｕ
は

）
三
三
三
（



営
業
秘
密
侵
害
の
国
際
裁
判
管
轄
（
セ
レ
ナ
）

三
三

国
際
裁
判
管
轄
が
問
題
と
な
り
、
Ｃ
Ｊ
Ｅ
Ｕ
は
名
誉
毀
損
を
内
容
と
す
る
記
載
が
閲
覧
で
き
る
各
国
に
お
い
て
、
同
国
に
生
じ
た
損
害
に

限
っ
て
提
訴
で
き
る
と
判
断
し
た
が
（
１１４
）

、
こ
の
解
釈
に
対
し
意
見
を
述
べ
て
い
る
Ｅ
Ｕ
法
務
官
（A

dvocate G
eneral

）
は
、
こ
の
事
件
は
人

格
権
で
は
な
く
、
不
正
競
争
行
為
の
問
題
と
し
て
考
え
る
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
（
１１５
）た
（
１１６
）

。

他
方
、
ロ
ー
マ
Ⅱ
６
条
で
は
営
業
秘
密
侵
害
は
特
定
の
相
手
に
向
け
た
不
正
競
争
行
為
と
し
て
一
般
不
法
行
為
と
性
質
決
定
さ
れ
る
こ

と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
た
め
、
そ
れ
と
同
様
に
結
果
発
生
地
を
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
（
１１７
）

、
そ
の
場
合
に
は
秘
密
保
持
者
の
損
害
は
経

済
的
な
も
の
に
過
ぎ
ず
、
人
格
や
財
産
に
対
す
る
よ
う
な
物
理
的
な
損
害
は
な
い
こ
と
か
ら
、
損
害
の
場
所
を
特
定
す
る
こ
と
が
困
難
で

あ
る
。
こ
れ
に
関
し
、
Ｃ
Ｊ
Ｅ
Ｕ
は
、
結
果
発
生
地
は
損
害
が
実
際
に
発
生
し
た
地
に
該
当
す
る
と
判
断
し
た
が
（
１１８
）

、
知
的
財
産
と
は
異
な

り
、
営
業
秘
密
は
属
地
主
義
に
基
づ
い
て
権
利
化
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
そ
の
不
正
な
取
得
・
使
用
・
開
示
に
よ
り
営
業
秘
密
侵
害
が

保
護
さ
れ
て
い
る
全
て
の
国
家
に
お
い
て
損
害
が
生
じ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
損
害
の
特
定
が
困
難
で
あ
る
（
１１９
）

。
も
っ
と
も
、
営
業
秘
密
侵

害
に
よ
る
損
害
は
通
常
、
秘
密
保
持
者
の
営
業
所
、
つ
ま
り
、
営
業
秘
密
が
直
結
し
て
い
る
管
理
地
に
お
い
て
生
じ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら

ば
、
そ
の
場
所
に
お
い
て
は
保
持
者
の
利
益
と
競
争
力
が
侵
害
さ
れ
、
そ
し
て
保
持
者
が
営
業
秘
密
を
保
管
す
る
基
準
が
練
り
直
さ
れ
て

お
り
、
ま
た
新
し
い
営
業
秘
密
侵
害
と
競
争
に
お
い
て
優
位
な
地
位
を
維
持
す
る
策
略
が
設
定
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
見
解
に
対
し

て
は
、
秘
密
保
持
者
が
所
在
す
る
管
理
地
に
は
間
接
的
で
し
か
な
い
経
済
的
損
害
が
生
じ
て
お
り
、
最
初
に
生
じ
た
損
害
は
営
業
秘
密
が

不
正
に
開
示
ま
た
は
使
用
さ
れ
た
地
に
あ
り
、
か
つ
、
情
報
を
、
具
体
的
・
物
理
的
に
保
管
で
き
る
財
産
と
し
て
扱
う
こ
と
が
適
切
で
は

な
い
と
の
批
判
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
営
業
秘
密
の
管
理
地
は
恣
意
的
に
操
作
で
き
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
世
界
で
は
そ
れ
を
特
定
す

る
こ
と
が
困
難
で
あ
り
、
そ
し
て
、
こ
れ
を
管
轄
原
因
と
し
て
採
用
す
れ
ば
、
原
告
は
自
己
の
国
で
提
訴
で
き
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ

は
Ｃ
Ｊ
Ｅ
Ｕ
の
判
例
に
鑑
み
て
、
人
格
権
の
場
合
に
限
定
さ
れ
て
い
る
場
合
で
あ
る
と
の
批
判
も
あ
り
得
る
。
も
っ
と
も
、
Ｃ
Ｊ
Ｅ
Ｕ
は
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三
四

裁
判
所
の
密
接
性
と
国
際
裁
判
管
轄
に
対
す
る
当
事
者
の
予
見
可
能
性
に
鑑
み
て
、
人
格
権
侵
害
に
つ
い
て
、
法
人
に
は
そ
の
利
益
の
中

心
地
に
お
い
て
提
訴
で
き
る
と
判
断
し
た
。
ま
た
、
独
占
禁
止
諸
法
に
関
し
て
も
、
カ
ル
テ
ル
に
よ
る
損
害
が
複
数
の
国
家
に
生
じ
た
と

し
て
も
、
損
害
の
発
生
地
が
被
害
者
の
営
業
所
地
に
該
当
す
る
と
判
断
し
た
。
特
に
、
Ｃ
Ｊ
Ｅ
Ｕ
は
購
入
者
で
あ
る
被
害
者
の
状
況
に
鑑

み
て
事
件
と
裁
判
所
の
間
の
密
接
性
を
認
め
、
そ
れ
に
加
害
者
に
と
っ
て
も
不
正
に
競
争
を
制
限
し
よ
う
と
し
た
と
き
に
そ
の
不
正
競
争

行
為
の
影
響
が
及
ぶ
市
場
に
お
け
る
被
害
者
の
所
在
地
を
認
知
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
し
、
加
害
者
の
予
見
可
能
性
に
も
配
慮
し
て
い
る
（
１２0
）

。

こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
営
業
秘
密
の
保
持
者
の
所
在
地
は
営
業
秘
密
の
管
理
方
法
に
関
す
る
証
拠
に
つ
い
て
は
適
切
で
あ
り
、
加
害
者

が
通
常
保
持
者
を
知
り
、
保
持
者
の
地
で
訴
え
ら
れ
る
こ
と
を
予
測
で
き
る
こ
と
か
ら
結
果
発
生
地
と
し
て
考
え
ら
れ
る
（
１２１
）

。
な
お
、
加
害

者
は
場
合
に
よ
っ
て
は
、
最
初
に
不
正
に
取
得
し
た
者
で
は
な
く
、
被
害
者
を
意
識
し
て
い
な
い
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
場
合
に
は
被
害
者

は
容
易
に
営
業
秘
密
侵
害
と
は
直
接
的
な
関
係
の
な
い
者
に
提
訴
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
が
、
加
害
者
の
予
見
可
能
性
に
基
づ
き
７
条
２
項

の
例
外
を
可
能
と
す
れ
ば
、
裁
判
所
は
国
際
裁
判
管
轄
を
確
認
す
る
時
点
に
お
い
て
加
害
者
の
予
見
可
能
性
を
判
断
す
る
こ
と
と
な
り
、

適
切
で
は
な
い
。
も
っ
と
も
、
営
業
秘
密
保
護
指
令
は
７
条
２
項
（
１２２
）

に
お
い
て
Ｅ
Ｕ
の
国
々
に
は
、
営
業
秘
密
保
持
者
が
明
ら
か
に
根
拠
は

な
い
、
濫
用
に
あ
た
る
訴
え
、
あ
る
い
は
信
義
則
に
反
す
る
訴
え
が
で
き
な
い
よ
う
に
政
策
を
講
じ
る
義
務
を
個
別
に
課
し
て
い
る
た
め
、

加
害
者
が
被
害
者
を
意
識
し
て
い
な
い
こ
の
場
合
に
は
法
的
安
定
性
と
証
拠
方
法
は
加
害
者
の
予
見
可
能
性
に
優
る
と
解
さ
れ
る
（
１２３
）

。

さ
ら
に
は
、
営
業
秘
密
侵
害
は
市
場
に
お
け
る
、
営
業
秘
密
保
持
者
の
利
益
へ
の
影
響
と
し
て
現
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
例
え
ば
、
営
業

秘
密
を
侵
害
す
る
商
品
を
提
供
し
、
販
売
し
た
場
合
は
、
そ
の
損
害
と
し
て
失
っ
た
利
益
あ
る
い
は
ラ
イ
セ
ン
ス
料
金
の
喪
失
が
挙
げ
ら

れ
る
。
加
害
者
が
複
数
の
侵
害
を
行
っ
た
場
合
、
営
業
秘
密
保
持
者
は
そ
の
本
拠
地
で
は
全
て
の
損
害
に
つ
い
て
提
訴
で
き
る
か
、
あ
る

い
は
そ
の
利
益
が
不
正
に
妨
げ
ら
れ
た
各
国
に
お
い
て
は
そ
の
国
家
で
生
じ
た
損
害
に
つ
い
て
提
訴
で
き
る
か
が
問
題
と
な
る
。

）
三
三
三
（

営
業
秘
密
侵
害
の
国
際
裁
判
管
轄
（
セ
レ
ナ
）

三
五

Ｃ
Ｊ
Ｅ
Ｕ
は
、
人
格
権
に
つ
い
て
両
方
を
可
能
と
し
て
お
り
、
市
場
に
向
け
ら
れ
た
不
正
競
争
行
為
に
つ
い
て
は
モ
ザ
イ
ク
理
論
を
否
定

す
る
先
決
裁
定
も
あ
る
が
、
そ
れ
に
関
す
る
文
言
は
明
ら
か
で
は
な
い
（
１２４
）

。
営
業
秘
密
侵
害
に
つ
い
て
は
、
人
格
権
侵
害
と
同
様
に
両
方
を

可
能
と
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
理
由
と
し
て
は
こ
の
裁
判
所
が
損
害
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
ほ
か
に
は
、
加

害
者
は
、
不
正
に
取
得
さ
れ
た
営
業
秘
密
を
含
む
商
品
を
売
る
と
き
は
、
営
業
秘
密
侵
害
の
存
在
を
知
ら
な
い
場
合
、
同
侵
害
に
よ
る
損

害
は
そ
の
商
品
が
販
売
さ
れ
た
と
き
に
生
じ
る
。
こ
の
場
合
に
は
商
品
が
発
売
さ
れ
た
市
場
地
を
結
果
発
生
地
と
す
れ
ば
、
売
主
は
ど
こ

で
訴
え
ら
れ
る
か
を
予
見
で
き
て
、
そ
の
商
品
が
複
数
の
市
場
に
お
い
て
売
ら
れ
た
場
合
に
は
、
損
害
は
そ
れ
ぞ
れ
の
市
場
に
お
い
て
生

じ
る
こ
と
と
な
る
（
１２５
）

。

こ
れ
を
背
景
に
、
こ
の
学
説
で
は
、
加
害
行
為
地
は
加
害
者
が
侵
害
行
為
に
着
手
し
た
地
で
あ
り
、
そ
の
裁
判
所
は
全
て
の
損
害
に
つ

い
て
国
際
裁
判
管
轄
権
を
有
す
る
。
結
果
発
生
地
は
、
ロ
ー
マ
Ⅱ
規
則
と
の
整
合
性
を
図
る
べ
く
、
営
業
秘
密
侵
害
が
特
定
の
相
手
に
向

け
た
不
法
行
為
と
さ
れ
た
上
で
、
秘
密
保
持
者
の
所
在
地
で
あ
る
。
こ
の
地
に
は
全
て
の
証
拠
が
あ
り
、
裁
判
所
は
全
て
の
損
害
に
つ
い

て
判
断
で
き
る
。
そ
れ
以
外
で
は
、
営
業
秘
密
の
保
持
者
は
加
害
行
為
が
そ
の
利
益
に
影
響
を
与
え
る
地
に
提
訴
し
、
そ
の
裁
判
所
は
そ

の
国
家
内
に
生
じ
た
損
害
に
つ
い
て
の
み
判
断
で
き
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
証
拠
方
法
と
裁
判
所
と
の
密
接
性
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（
１２６
）

。

第
四
章
　
検
討

以
上
、
ブ
ラ
ッ
セ
ル
Ⅰ
改
正
規
則
下
で
、
不
法
行
為
地
を
営
業
秘
密
侵
害
の
管
轄
原
因
と
し
た
場
合
に
関
す
る
学
説
を
紹
介
し
た
。
次

に
、
民
事
訴
訟
法
に
お
け
る
国
際
裁
判
管
轄
規
則
と
ブ
ラ
ッ
セ
ル
Ⅰ
改
正
規
則
に
お
け
る
不
法
行
為
地
の
接
続
性
を
図
り
、
両
法
制
度
の

営
業
秘
密
侵
害
の
議
論
を
比
較
し
た
上
で
、
ブ
ラ
ッ
セ
ル
Ⅰ
改
正
規
則
下
の
解
釈
論
か
ら
ど
の
よ
う
な
示
唆
を
得
て
民
事
訴
訟
法
三
条
の

）
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際
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三
五

Ｃ
Ｊ
Ｅ
Ｕ
は
、
人
格
権
に
つ
い
て
両
方
を
可
能
と
し
て
お
り
、
市
場
に
向
け
ら
れ
た
不
正
競
争
行
為
に
つ
い
て
は
モ
ザ
イ
ク
理
論
を
否
定

す
る
先
決
裁
定
も
あ
る
が
、
そ
れ
に
関
す
る
文
言
は
明
ら
か
で
は
な
い
（
１２４
）

。
営
業
秘
密
侵
害
に
つ
い
て
は
、
人
格
権
侵
害
と
同
様
に
両
方
を

可
能
と
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
理
由
と
し
て
は
こ
の
裁
判
所
が
損
害
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
ほ
か
に
は
、
加

害
者
は
、
不
正
に
取
得
さ
れ
た
営
業
秘
密
を
含
む
商
品
を
売
る
と
き
は
、
営
業
秘
密
侵
害
の
存
在
を
知
ら
な
い
場
合
、
同
侵
害
に
よ
る
損

害
は
そ
の
商
品
が
販
売
さ
れ
た
と
き
に
生
じ
る
。
こ
の
場
合
に
は
商
品
が
発
売
さ
れ
た
市
場
地
を
結
果
発
生
地
と
す
れ
ば
、
売
主
は
ど
こ

で
訴
え
ら
れ
る
か
を
予
見
で
き
て
、
そ
の
商
品
が
複
数
の
市
場
に
お
い
て
売
ら
れ
た
場
合
に
は
、
損
害
は
そ
れ
ぞ
れ
の
市
場
に
お
い
て
生

じ
る
こ
と
と
な
る
（
１２５
）

。

こ
れ
を
背
景
に
、
こ
の
学
説
で
は
、
加
害
行
為
地
は
加
害
者
が
侵
害
行
為
に
着
手
し
た
地
で
あ
り
、
そ
の
裁
判
所
は
全
て
の
損
害
に
つ

い
て
国
際
裁
判
管
轄
権
を
有
す
る
。
結
果
発
生
地
は
、
ロ
ー
マ
Ⅱ
規
則
と
の
整
合
性
を
図
る
べ
く
、
営
業
秘
密
侵
害
が
特
定
の
相
手
に
向

け
た
不
法
行
為
と
さ
れ
た
上
で
、
秘
密
保
持
者
の
所
在
地
で
あ
る
。
こ
の
地
に
は
全
て
の
証
拠
が
あ
り
、
裁
判
所
は
全
て
の
損
害
に
つ
い

て
判
断
で
き
る
。
そ
れ
以
外
で
は
、
営
業
秘
密
の
保
持
者
は
加
害
行
為
が
そ
の
利
益
に
影
響
を
与
え
る
地
に
提
訴
し
、
そ
の
裁
判
所
は
そ

の
国
家
内
に
生
じ
た
損
害
に
つ
い
て
の
み
判
断
で
き
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
証
拠
方
法
と
裁
判
所
と
の
密
接
性
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（
１２６
）

。

第
四
章
　
検
討

以
上
、
ブ
ラ
ッ
セ
ル
Ⅰ
改
正
規
則
下
で
、
不
法
行
為
地
を
営
業
秘
密
侵
害
の
管
轄
原
因
と
し
た
場
合
に
関
す
る
学
説
を
紹
介
し
た
。
次

に
、
民
事
訴
訟
法
に
お
け
る
国
際
裁
判
管
轄
規
則
と
ブ
ラ
ッ
セ
ル
Ⅰ
改
正
規
則
に
お
け
る
不
法
行
為
地
の
接
続
性
を
図
り
、
両
法
制
度
の

営
業
秘
密
侵
害
の
議
論
を
比
較
し
た
上
で
、
ブ
ラ
ッ
セ
ル
Ⅰ
改
正
規
則
下
の
解
釈
論
か
ら
ど
の
よ
う
な
示
唆
を
得
て
民
事
訴
訟
法
三
条
の
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三
六

三
第
八
号
の
解
釈
論
に
貢
献
で
き
る
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

ブ
ラ
ッ
セ
ル
Ⅰ
改
正
規
則
に
は
民
事
訴
訟
法
と
同
様
に
営
業
秘
密
侵
害
は
と
も
か
く
と
し
て
、
一
般
に
同
侵
害
を
含
む
不
正
競
争
行
為

の
特
別
管
轄
を
定
め
る
規
則
さ
え
も
な
い
。
他
方
で
は
、
日
本
法
で
も
Ｅ
Ｕ
法
で
も
営
業
秘
密
侵
害
の
不
法
行
為
地
に
基
づ
い
て
国
際
裁

判
管
轄
を
認
め
る
可
能
性
が
示
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
Ｅ
Ｕ
に
お
い
て
は
不
法
行
為
の
管
轄
原
因
が
契
約
債
務
の
不
履
行
を
根
拠
と
す
る

管
轄
原
因
を
排
斥
す
る
た
め
、
ま
ず
、
当
該
営
業
秘
密
侵
害
は
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
営
業
秘

密
侵
害
は
学
説
を
見
る
か
ぎ
り
で
は
不
法
行
為
に
該
当
す
る
と
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
次
に
、
両
法
制
度
に
と
っ
て
も
、
不
法
行
為

地
と
い
う
概
念
は
加
害
行
為
地
と
結
果
発
生
地
の
双
方
を
内
容
と
し
て
お
り
、
日
本
法
で
は
加
害
行
為
地
は
準
備
行
為
だ
け
で
は
な
く
、

実
行
行
為
の
少
な
く
と
も
一
部
が
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
一
般
的
に
認
め
ら
れ
る
が
、
結
果
発
生
地
は
そ
の
結
果
が
直
接
な
も
の
に
限

ら
れ
る
と
す
る
見
解
が
あ
る
一
方
、
そ
の
結
果
の
区
別
に
頼
る
必
要
は
な
く
、
予
見
可
能
性
に
基
づ
い
て
結
果
を
確
認
す
れ
ば
よ
い
と
の

見
解
も
あ
り
、
議
論
の
余
地
が
残
っ
て
い
る
。
Ｅ
Ｕ
法
で
は
、
加
害
行
為
地
は
加
害
行
為
が
始
ま
っ
た
地
か
、
あ
る
い
は
準
備
行
為
も
含

め
て
、
損
害
を
起
こ
す
過
程
の
中
で
同
損
害
の
必
然
的
な
原
因
と
な
る
行
為
が
行
わ
れ
た
地
か
で
見
解
が
分
か
れ
て
い
る
が
、
結
果
発
生

地
は
直
接
的
な
損
害
に
限
定
し
認
定
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
Ｃ
Ｊ
Ｅ
Ｕ
が
解
釈
を
統
一
し
て
い
る
。
こ
れ
に
鑑
み
て
、
民
事
訴

訟
法
三
条
の
三
第
八
号
は
加
害
行
為
地
と
し
て
の
不
法
行
為
地
に
つ
い
て
、
Ｅ
Ｕ
法
に
お
け
る
加
害
行
為
地
の
概
念
の
趣
旨
と
比
し
て
一

見
異
な
る
が
、
Ｅ
Ｕ
法
中
の
概
念
は
、
準
備
行
為
も
含
め
実
行
行
為
の
一
部
分
が
行
わ
れ
て
い
る
地
と
い
う
日
本
の
概
念
を
、
損
害
を
起

こ
す
過
程
の
中
で
同
損
害
の
必
然
的
な
原
因
と
な
る
行
為
が
行
わ
れ
た
地
と
す
る
こ
と
に
よ
り
精
緻
化
さ
せ
て
い
る
と
考
え
れ
ば
、
日
本

法
と
Ｅ
Ｕ
法
に
お
け
る
概
念
の
間
に
は
接
続
性
が
認
め
ら
れ
、
ブ
ラ
ッ
セ
ル
Ⅰ
改
正
規
則
７
条
２
項
の
学
説
か
ら
示
唆
を
得
る
こ
と
が
で

き
る
と
い
え
よ
う
。
同
様
に
、
結
果
発
生
地
に
つ
い
て
は
、
そ
の
地
を
直
接
的
な
損
害
が
生
じ
た
地
と
考
え
れ
ば
、
両
制
度
の
概
念
の
間

）
三
三
三
（

営
業
秘
密
侵
害
の
国
際
裁
判
管
轄
（
セ
レ
ナ
）

三
七

に
は
接
続
性
が
認
め
ら
れ
る
と
い
え
よ
う
。

次
に
、
営
業
秘
密
侵
害
の
不
法
行
為
地
に
つ
い
て
の
Ｅ
Ｕ
法
と
日
本
法
の
議
論
を
比
較
す
る
。
ブ
ラ
ッ
セ
ル
Ⅰ
改
正
規
則
に
関
す
る
議

論
に
お
い
て
は
、
営
業
秘
密
侵
害
の
不
法
行
為
地
を
加
害
行
為
地
と
考
え
る
と
す
れ
ば
、
営
業
秘
密
侵
害
の
加
害
行
為
地
は
取
得
、
開
示
、

使
用
等
、
個
々
の
侵
害
行
為
が
行
わ
れ
た
地
に
な
り
得
る
と
の
見
解
が
あ
る
が
、
日
本
の
議
論
に
お
い
て
も
そ
の
よ
う
な
見
解
が
み
ら
れ

る
。
も
っ
と
も
、
Ｅ
Ｕ
法
に
お
い
て
は
、
加
害
行
為
地
を
よ
り
細
か
く
特
定
す
べ
く
、
加
害
者
が
侵
害
行
為
に
着
手
し
た
地
と
さ
れ
る
が
、

そ
の
地
の
恣
意
性
も
考
慮
さ
れ
、
加
害
行
為
地
と
し
て
は
加
害
者
の
侵
害
へ
着
手
す
る
意
思
に
基
づ
い
て
加
害
者
の
営
業
所
所
在
地
を
想

定
す
る
見
解
が
述
べ
ら
れ
る
が
、
同
じ
見
解
は
日
本
に
お
い
て
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。
他
方
、
日
本
で
は
、
加
害
行
為
の
偶
然
性
が
問
題

視
さ
れ
、
不
法
行
為
地
に
基
づ
い
て
営
業
秘
密
侵
害
の
国
際
裁
判
管
轄
を
確
認
す
る
際
に
加
害
行
為
地
を
重
視
す
べ
き
で
は
な
い
と
の
見

解
と
、
あ
ら
か
じ
め
加
害
行
為
地
を
特
定
す
る
こ
と
な
く
、
加
害
行
為
の
一
連
の
中
で
の
重
要
な
行
為
を
重
視
し
た
上
で
加
害
行
為
地
を

認
定
す
る
見
解
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
日
本
の
議
論
特
有
の
見
解
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
さ
ら
に
、
日
本
に
お
い
て
は
最
終

的
な
取
得
地
並
び
に
、
侵
害
の
準
備
行
為
地
に
も
該
当
し
得
る
と
す
る
見
解
が
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
立
場
は
Ｅ
Ｕ
法
の
議
論
に
お
い
て

は
見
ら
れ
な
い
。

結
果
発
生
地
に
つ
い
て
は
、
ブ
ラ
ッ
セ
ル
Ⅰ
改
正
規
則
の
議
論
に
お
い
て
は
営
業
秘
密
侵
害
が
影
響
を
与
え
た
市
場
地
と
す
る
見
解
が

あ
る
。
こ
の
見
解
は
民
事
訴
訟
法
三
条
の
三
第
八
号
の
議
論
に
お
い
て
は
、
総
合
判
断
を
提
案
す
る
見
解
の
中
で
は
見
受
け
ら
れ
る
が
、

日
本
の
見
解
で
は
結
果
発
生
地
が
市
場
地
に
該
当
し
な
い
こ
と
も
想
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ブ
ラ
ッ
セ
ル
Ⅰ
改
正
規
則
の
議
論
に
お
い

て
は
不
正
競
争
行
為
の
準
拠
法
を
定
め
る
抵
触
規
則
に
関
す
る
議
論
も
相
俟
っ
て
営
業
秘
密
を
特
定
の
相
手
に
向
け
ら
れ
た
不
正
競
争
行

為
と
し
て
結
果
発
生
地
を
秘
密
保
持
者
が
実
際
に
管
理
し
て
い
る
地
と
し
、
営
業
秘
密
侵
害
を
含
む
商
品
が
販
売
に
至
っ
た
場
合
に
は
、
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三
七

に
は
接
続
性
が
認
め
ら
れ
る
と
い
え
よ
う
。

次
に
、
営
業
秘
密
侵
害
の
不
法
行
為
地
に
つ
い
て
の
Ｅ
Ｕ
法
と
日
本
法
の
議
論
を
比
較
す
る
。
ブ
ラ
ッ
セ
ル
Ⅰ
改
正
規
則
に
関
す
る
議

論
に
お
い
て
は
、
営
業
秘
密
侵
害
の
不
法
行
為
地
を
加
害
行
為
地
と
考
え
る
と
す
れ
ば
、
営
業
秘
密
侵
害
の
加
害
行
為
地
は
取
得
、
開
示
、

使
用
等
、
個
々
の
侵
害
行
為
が
行
わ
れ
た
地
に
な
り
得
る
と
の
見
解
が
あ
る
が
、
日
本
の
議
論
に
お
い
て
も
そ
の
よ
う
な
見
解
が
み
ら
れ

る
。
も
っ
と
も
、
Ｅ
Ｕ
法
に
お
い
て
は
、
加
害
行
為
地
を
よ
り
細
か
く
特
定
す
べ
く
、
加
害
者
が
侵
害
行
為
に
着
手
し
た
地
と
さ
れ
る
が
、

そ
の
地
の
恣
意
性
も
考
慮
さ
れ
、
加
害
行
為
地
と
し
て
は
加
害
者
の
侵
害
へ
着
手
す
る
意
思
に
基
づ
い
て
加
害
者
の
営
業
所
所
在
地
を
想

定
す
る
見
解
が
述
べ
ら
れ
る
が
、
同
じ
見
解
は
日
本
に
お
い
て
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。
他
方
、
日
本
で
は
、
加
害
行
為
の
偶
然
性
が
問
題

視
さ
れ
、
不
法
行
為
地
に
基
づ
い
て
営
業
秘
密
侵
害
の
国
際
裁
判
管
轄
を
確
認
す
る
際
に
加
害
行
為
地
を
重
視
す
べ
き
で
は
な
い
と
の
見

解
と
、
あ
ら
か
じ
め
加
害
行
為
地
を
特
定
す
る
こ
と
な
く
、
加
害
行
為
の
一
連
の
中
で
の
重
要
な
行
為
を
重
視
し
た
上
で
加
害
行
為
地
を

認
定
す
る
見
解
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
日
本
の
議
論
特
有
の
見
解
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
さ
ら
に
、
日
本
に
お
い
て
は
最
終

的
な
取
得
地
並
び
に
、
侵
害
の
準
備
行
為
地
に
も
該
当
し
得
る
と
す
る
見
解
が
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
立
場
は
Ｅ
Ｕ
法
の
議
論
に
お
い
て

は
見
ら
れ
な
い
。

結
果
発
生
地
に
つ
い
て
は
、
ブ
ラ
ッ
セ
ル
Ⅰ
改
正
規
則
の
議
論
に
お
い
て
は
営
業
秘
密
侵
害
が
影
響
を
与
え
た
市
場
地
と
す
る
見
解
が

あ
る
。
こ
の
見
解
は
民
事
訴
訟
法
三
条
の
三
第
八
号
の
議
論
に
お
い
て
は
、
総
合
判
断
を
提
案
す
る
見
解
の
中
で
は
見
受
け
ら
れ
る
が
、

日
本
の
見
解
で
は
結
果
発
生
地
が
市
場
地
に
該
当
し
な
い
こ
と
も
想
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ブ
ラ
ッ
セ
ル
Ⅰ
改
正
規
則
の
議
論
に
お
い

て
は
不
正
競
争
行
為
の
準
拠
法
を
定
め
る
抵
触
規
則
に
関
す
る
議
論
も
相
俟
っ
て
営
業
秘
密
を
特
定
の
相
手
に
向
け
ら
れ
た
不
正
競
争
行

為
と
し
て
結
果
発
生
地
を
秘
密
保
持
者
が
実
際
に
管
理
し
て
い
る
地
と
し
、
営
業
秘
密
侵
害
を
含
む
商
品
が
販
売
に
至
っ
た
場
合
に
は
、
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三
八

そ
の
販
売
に
よ
り
影
響
を
受
け
た
地
に
提
訴
で
き
る
と
す
る
見
解
が
あ
る
が
、
こ
の
見
解
は
、
不
正
に
使
用
さ
れ
た
営
業
秘
密
を
含
む
商

品
が
販
売
さ
れ
た
市
場
地
は
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
日
本
に
お
け
る
議
論
で
も
見
ら
れ
る
。
他
方
、
日
本
の
議
論
に
お
い
て
は
、

加
害
行
為
を
中
心
に
結
果
発
生
地
を
認
定
し
よ
う
と
し
て
い
る
見
解
、
結
果
発
生
地
を
被
害
者
の
利
益
の
中
心
地
と
す
る
見
解
、
ま
た
は

結
果
発
生
地
を
秘
密
保
持
者
の
所
在
地
と
は
関
係
な
く
営
業
秘
密
の
守
秘
管
理
が
行
わ
れ
て
い
る
地
と
す
る
見
解
、
総
合
的
な
判
断
を
提

案
す
る
見
解
、
結
果
発
生
地
を
被
害
者
の
本
拠
地
と
す
る
見
解
も
あ
る
が
、
ブ
ラ
ッ
セ
ル
Ⅰ
改
正
規
則
の
議
論
に
お
い
て
は
類
似
の
見
解

が
見
受
け
ら
れ
な
い
。

上
記
議
論
の
相
違
点
を
背
景
に
、
営
業
秘
密
侵
害
の
不
法
行
為
地
に
基
づ
い
て
国
際
裁
判
管
轄
を
認
め
る
場
合
に
は
ま
ず
、
加
害
行
為

地
に
つ
い
て
は
、
ブ
ラ
ッ
セ
ル
Ⅰ
改
正
規
則
の
議
論
に
基
づ
い
て
、
営
業
秘
密
の
取
得
地
、
開
示
地
や
使
用
地
等
の
地
は
営
業
秘
密
侵
害

と
い
う
侵
害
行
為
が
実
際
に
開
始
さ
れ
た
の
で
あ
れ
ば
加
害
行
為
地
に
該
当
す
る
と
の
見
解
を
支
持
し
た
い
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
ま

ず
、
こ
の
立
場
は
証
拠
方
法
を
重
視
し
、
ま
た
営
業
秘
密
が
単
に
取
得
、
開
示
、
使
用
さ
れ
た
か
ら
と
て
、
そ
の
行
為
は
必
ず
し
も
侵
害

行
為
に
該
当
す
る
の
で
は
な
く
、
不
正
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
重
視
す
る
た
め
、
妥
当
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

結
果
発
生
地
に
つ
い
て
は
、
秘
密
保
持
者
が
営
業
秘
密
を
管
理
す
る
地
を
結
果
発
生
地
と
す
る
学
説
の
立
場
を
支
持
し
た
い
。
そ
の
理

由
と
し
て
は
、
両
当
事
者
の
予
見
可
能
性
に
適
う
こ
と
が
こ
の
立
場
の
利
点
で
あ
り
、
な
ぜ
な
ら
営
業
秘
密
管
理
性
の
要
件
が
侵
害
の
時

点
で
両
当
事
者
に
も
意
識
さ
れ
て
お
り
、
加
害
者
と
被
害
者
の
予
見
可
能
性
に
適
う
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
立
場
に
よ
り
、
営
業
秘

密
の
管
理
地
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
を
管
理
す
る
保
持
者
も
想
定
さ
れ
る
た
め
、
管
理
地
が
複
数
存
在
し
た
と
し
て
も
、
保
持
者
の
所
在
に

基
づ
い
て
結
果
発
生
地
を
よ
り
正
確
に
認
定
で
き
る
。
そ
の
結
果
、
こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
営
業
秘
密
侵
害
に
つ
い
て
は
結
果
発
生
地

を
最
初
か
ら
確
認
で
き
る
と
い
え
よ
う
。
さ
ら
に
、
こ
の
立
場
は
保
持
者
が
実
際
に
営
業
秘
密
を
管
理
し
て
い
る
地
を
結
果
発
生
地
と
す
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際
裁
判
管
轄
（
セ
レ
ナ
）

三
九

る
た
め
、
証
拠
方
法
に
も
配
慮
し
、
そ
の
意
味
で
も
妥
当
で
あ
ろ
う
。

結
び

本
稿
に
お
い
て
は
日
本
法
下
の
議
論
に
貢
献
す
る
た
め
に
、
ブ
ラ
ッ
セ
ル
Ⅰ
改
正
規
則
の
学
説
で
は
不
法
行
為
地
を
管
轄
原
因
と
し
て

営
業
秘
密
侵
害
の
国
際
裁
判
管
轄
は
ど
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
て
い
る
か
を
紹
介
し
、
検
討
し
た
。
な
お
、
上
述
の
よ
う
に
、
現
在
に
お
い

て
は
、
営
業
秘
密
侵
害
の
国
際
裁
判
管
轄
に
つ
い
て
は
、
不
正
競
争
防
止
法
が
改
正
さ
れ
、
施
行
さ
れ
て
い
る
。
改
正
法
は
、
営
業
秘
密

に
対
し
不
正
競
争
防
止
法
二
条
一
項
四
号
、
五
号
、
七
号
ま
た
は
八
号
に
掲
げ
る
不
正
競
争
を
行
っ
た
者
に
対
す
る
訴
え
に
つ
い
て
、
日

本
の
裁
判
所
の
国
際
裁
判
管
轄
を
認
め
て
い
る
（
１２７
）

。
し
か
し
、
改
正
法
下
の
要
件
は
解
釈
の
余
地
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
国
際
裁
判
管
轄
を

認
め
る
に
は
、
当
該
営
業
秘
密
が
日
本
国
内
に
お
い
て
管
理
さ
れ
、
国
外
で
事
業
の
用
に
供
さ
れ
な
い
こ
と
が
要
件
と
な
っ
て
い
る
が
、

後
者
の
要
件
は
前
者
に
お
け
る
「
管
理
」
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
か
、
こ
の
規
則
に
お
け
る
営
業
秘
密
の
「
管
理
」
は
遠
隔
管
理

も
含
ん
で
い
る
か
等
は
解
釈
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
（
１２８
）

。
そ
こ
で
、
営
業
秘
密
侵
害
の
新
し
い
規
則
の
解
釈
を
明
確
に
す
る
た
め
に
は
Ｅ
Ｕ
法

が
ど
の
よ
う
な
示
唆
を
与
え
る
か
を
次
の
課
題
と
し
た
い
。

（
１
） 

茶
園
成
樹
『
不
正
競
争
防
止
法 

第
２
版
』（
有
斐
閣
・
二
〇
一
九
年
）
七
四
～
七
五
頁
。

（
２
） 

秋
山
幹
男
ほ
か
「
日
本
の
裁
判
所
の
管
轄
権
」
菊
井
維
大
・
村
松
俊
夫
原
著
『
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
民
事
訴
訟
法
Ⅰ
〔
第
三
版
〕』（
日
本
評
論

社
・
二
〇
二
一
年
）
九
八
～
九
九
頁
。

（
３
） 

秋
山
幹
男
ほ
か
・
前
掲
注（
２
）一
〇
九
頁
。

）
三
三
七
（



営
業
秘
密
侵
害
の
国
際
裁
判
管
轄
（
セ
レ
ナ
）

三
九

る
た
め
、
証
拠
方
法
に
も
配
慮
し
、
そ
の
意
味
で
も
妥
当
で
あ
ろ
う
。

結
び

本
稿
に
お
い
て
は
日
本
法
下
の
議
論
に
貢
献
す
る
た
め
に
、
ブ
ラ
ッ
セ
ル
Ⅰ
改
正
規
則
の
学
説
で
は
不
法
行
為
地
を
管
轄
原
因
と
し
て

営
業
秘
密
侵
害
の
国
際
裁
判
管
轄
は
ど
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
て
い
る
か
を
紹
介
し
、
検
討
し
た
。
な
お
、
上
述
の
よ
う
に
、
現
在
に
お
い

て
は
、
営
業
秘
密
侵
害
の
国
際
裁
判
管
轄
に
つ
い
て
は
、
不
正
競
争
防
止
法
が
改
正
さ
れ
、
施
行
さ
れ
て
い
る
。
改
正
法
は
、
営
業
秘
密

に
対
し
不
正
競
争
防
止
法
二
条
一
項
四
号
、
五
号
、
七
号
ま
た
は
八
号
に
掲
げ
る
不
正
競
争
を
行
っ
た
者
に
対
す
る
訴
え
に
つ
い
て
、
日

本
の
裁
判
所
の
国
際
裁
判
管
轄
を
認
め
て
い
る
（
１２７
）

。
し
か
し
、
改
正
法
下
の
要
件
は
解
釈
の
余
地
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
国
際
裁
判
管
轄
を

認
め
る
に
は
、
当
該
営
業
秘
密
が
日
本
国
内
に
お
い
て
管
理
さ
れ
、
国
外
で
事
業
の
用
に
供
さ
れ
な
い
こ
と
が
要
件
と
な
っ
て
い
る
が
、

後
者
の
要
件
は
前
者
に
お
け
る
「
管
理
」
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
か
、
こ
の
規
則
に
お
け
る
営
業
秘
密
の
「
管
理
」
は
遠
隔
管
理

も
含
ん
で
い
る
か
等
は
解
釈
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
（
１２８
）

。
そ
こ
で
、
営
業
秘
密
侵
害
の
新
し
い
規
則
の
解
釈
を
明
確
に
す
る
た
め
に
は
Ｅ
Ｕ
法

が
ど
の
よ
う
な
示
唆
を
与
え
る
か
を
次
の
課
題
と
し
た
い
。

（
１
） 

茶
園
成
樹
『
不
正
競
争
防
止
法 

第
２
版
』（
有
斐
閣
・
二
〇
一
九
年
）
七
四
～
七
五
頁
。

（
２
） 

秋
山
幹
男
ほ
か
「
日
本
の
裁
判
所
の
管
轄
権
」
菊
井
維
大
・
村
松
俊
夫
原
著
『
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
民
事
訴
訟
法
Ⅰ
〔
第
三
版
〕』（
日
本
評
論

社
・
二
〇
二
一
年
）
九
八
～
九
九
頁
。

（
３
） 

秋
山
幹
男
ほ
か
・
前
掲
注（
２
）一
〇
九
頁
。

）
三
三
七
（



日
本
法
学

　第
九
十
巻
第
四
号
（
二
〇
二
五
年
二
月
）

四
〇

（
４
） 

佐
藤
達
文
・
小
林
康
彦
『
一
問
一
答
・
平
成
２３
年
民
事
訴
訟
法
等
改
正
　
─
　
国
際
裁
判
管
轄
法
制
の
整
備
』（
商
事
法
務
・
二
〇
一
二
年
）

六
七
頁；

道
垣
内
正
人
「
不
正
競
争
を
め
ぐ
る
国
際
民
事
訴
訟
事
件
の
国
際
裁
判
管
轄
と
準
拠
法
」
小
野
昌
延
ほ
か
編
『
不
正
競
争
の
法
律
相
談

Ⅰ
』（
青
林
書
院
・
二
〇
一
六
年
）
三
九
～
四
四
頁；

髙
部
眞
規
子
『
実
務
詳
説
　
不
正
競
争
訴
訟
』（
き
ん
ざ
い
・
二
〇
二
〇
年
）
二
七
～
二
八
頁
。

（
５
） R

egulation 

（E
U

） N
o １２１５/２0１２ of the E

uropean P
arliam

ent and of the C
ouncil of １２ D

ecem
ber ２0１２ on jurisdiction and 

the recognition and enforcem
ent of judgm

ents in civil and com
m

ercial m
atters 

（recast

）.

（
６
） 

長
田
真
里
・
Ｊ
Ｃ
Ａ
ジ
ャ
ー
ナ
ル 

六
二
巻
四
号
（
二
〇
一
五
年
）
一
〇
頁
以
下
。

（
７
） 

経
済
産
業
省
知
的
財
産
政
策
室
編
『
逐
条
解
説
・
不
正
競
争
防
止
法
〔
第
三
版
〕』（
商
事
法
務
・
二
〇
二
四
年
）
二
六
一
～
二
六
二
頁
。

（
８
） 

佐
野
寛
「
不
法
行
為
地
の
管
轄
権
」
高
桑
昭
＝
道
垣
内
正
人
編
『
新
・
裁
判
実
務
大
系
　
第
三
巻
　
国
際
民
事
訴
訟
（
財
産
法
関
係
）』（
青
林

書
院
・
二
〇
〇
二
年
）
九
一
～
九
三
頁；

秋
山
幹
男
ほ
か
・
前
掲
注（
２
）一
二
四
頁
。

（
９
） 

佐
藤
達
文
ほ
か
・
前
掲
注（
４
）六
八
頁；

秋
山
幹
男
ほ
か
・
前
掲
注（
２
）一
二
四
頁
。

（
１0
） 

最
高
裁
第
一
小
法
廷
平
成
一
六
年
四
月
八
日
民
集
五
八
巻
四
号
八
二
五
頁；

最
高
裁
第
一
小
法
廷
平
成
二
六
年
四
月
二
四
日
民
集
六
八
巻
四
号

三
二
九
頁
を
参
照
。

（
１１
） 

新
堂
幸
司
＝
高
橋
宏
志
＝
高
田
裕
成
「
第
１
節
　
日
本
の
裁
判
所
の
管
轄
権
」
兼
子
一
原
著
『
条
解
民
事
訴
訟
法
』（
弘
文
堂
・
二
〇
一
一
年
）

五
六
頁；

佐
藤
達
文
ほ
か
・
前
掲
注（
４
）六
八
～
六
九
頁；

澤
木
＝
道
垣
内
『
国
際
私
法
入
門
〔
第
八
版
〕』（
有
斐
閣
双
書
・
二
〇
一
八
年
）

二
八
一
～
二
八
二
頁；

秋
山
幹
男
ほ
か
・
前
掲
注（
２
）一
二
五
頁
。
債
務
不
存
在
確
認
に
つ
い
て
は
従
来
は
議
論
が
あ
り
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
佐

野
・
前
掲
注（
６
）九
六
頁
を
参
照
。

（
１２
） 

秋
山
幹
男
ほ
か
・
前
掲
注（
２
）一
二
五
頁
。

（
１３
） 

東
京
地
方
裁
判
所
一
八
年
十
月
三
一
日
判
タ
一
二
四
一
号
三
三
八
頁；
東
京
地
方
裁
判
所
昭
和
五
九
年
二
月
一
五
日
判
時
一
一
三
五
号
七
〇；

新
堂
幸
司
ほ
か
・
前
掲
注（
１１
）五
七
頁；

江
泉
芳
信
「
国
際
裁
判
管
轄
ル
ー
ル
の
定
立
」
木
棚
照
一
編
『
国
際
私
法
』（
成
文
堂
・
二
〇
一
六
年
）

三
七
二
頁；

奥
田
安
弘
『
国
際
財
産
法
』（
明
石
書
店
・
二
〇
一
九
年
）
二
五
四
頁；

本
間
靖
規
ほ
か
『
国
際
民
事
手
続
法
〔
第
三
版
〕』（
有
斐

閣
・
二
〇
二
四
年
）
五
四
～
五
五
頁
。

）
三
三
八
（

営
業
秘
密
侵
害
の
国
際
裁
判
管
轄
（
セ
レ
ナ
）

四
一

（
１４
） 

秋
山
幹
男
ほ
か
・
前
掲
注（
２
）一
二
六
頁
。

（
１５
） 

澤
木
＝
道
垣
内
・
前
掲
注（
１１
）二
八
一
頁；

櫻
田
嘉
章
『
国
際
私
法
〔
第
七
版
〕』（
有
斐
閣
双
書
・
二
〇
二
〇
年
）
三
六
二
頁；
種
村
佑
介

「
財
産
法
領
域
の
国
際
裁
判
管
轄
」
嶋
拓
哉
＝
高
杉
直
編
『
国
際
民
事
手
続
法
』（
勁
草
書
房
・
二
〇
二
二
年
）
五
五
頁
。

（
１６
） 

秋
山
幹
男
ほ
か
・
前
掲
注（
２
）一
二
五
～
一
二
七
頁
。

（
１７
） 

判
タ
七
〇
三
号
二
四
〇
頁
、
判
時
一
三
四
八
号
九
一
頁
。

（
１８
） 

こ
の
事
例
の
評
釈
に
つ
い
て
は
、
瀬
木
比
呂
志
・
判
タ
臨
増
（
平
元
主
要
民
事
判
例
解
説
）
判
例
タ
イ
ム
ズ
七
三
五
号
（
一
九
九
〇
年
）

三
四
八
頁
以
下
、
不
破
茂
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
九
五
九
号
（
一
九
九
〇
）
一
二
二
頁
以
下
、
出
口
耕
自
「
評
釈
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
臨
増
九
五
七
号
（
平
元
重

判
解
）（
一
九
九
〇
年
）
二
七
一
頁
以
下
、
石
黒
一
憲
「
評
釈
」
判
例
評
論
三
八
二
号
（
一
九
九
〇
年
）
四
六
頁
以
下
（
判
時
一
三
六
一
号
二
〇
八

頁
以
下
）、
道
垣
内
正
人
「
評
釈
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
別
冊
一
四
五
号
（
民
事
訴
訟
法
判
例
百
選
Ⅰ 

新
法
対
応
補
正
版
）（
一
九
九
八
年
）
五
〇
頁
以
下
、 

小
林
秀
之
「
評
釈
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
別
冊
一
三
三
号
（
渉
外
判
例
百
選
第
三
版
）（
一
九
九
五
年
）
二
三
八
頁
以
下
、
道
垣
内
正
人
「
評
釈
」
ジ
ュ
リ

ス
ト
別
冊
一
一
四
号
（
一
九
九
二
年
）
五
〇
頁
以
下
、
長
谷
川
俊
明
「
評
釈
」
国
際
商
事
法
務
一
七
巻
一
〇
号
（
一
九
八
九
年
）
一
〇
九
〇
頁
以
下
、

栂
善
夫
「
評
釈
」
法
セ
ミ
ナ
ー
四
三
一
号
（
一
九
九
〇
年
）
一
三
六
頁
以
下
を
参
照
。

（
１９
） 

裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
。

（
２0
） M

. K
ataoka, R

itsum
eikan L

aw
 R

eview
 ２４,２00８,pp.７９-８３.

（
２１
） K

ataoka, su
pra note １８,pp.７９-８２.

（
２２
） 

民
集
六
八
巻
四
号
三
二
九
頁；

裁
時
一
六
〇
三
号
一
頁；

裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト；

判
タ
一
四
〇
一
号
一
五
七
頁；

判
時
二
二
二
一
号
三
五

頁；

金
法
二
〇
〇
六
号
七
六
頁；

金
商
一
四
五
七
号
三
一
頁
。

（
２３
） 

佐
藤
達
文
ほ
か
・
前
掲
注（
４
）一
八
頁；

秋
山
幹
男
ほ
か
「
訴
訟
手
続
」
菊
井
維
大
・
村
松
俊
夫
原
著
『
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
民
事
訴
訟
法
Ⅱ

〔
第
三
版
〕』（
日
本
評
論
社
・
二
〇
二
二
年
）
五
五
五
～
五
五
六
、
五
六
〇
頁
。

（
２４
） 

東
京
地
裁
平
成
二
二
年
四
月
一
五
日
判
タ
一
三
三
五
号
二
七
三
頁
・
判
時
二
一
〇
一
号
六
七
頁
・
金
商
一
四
五
七
号
四
七
頁
・
ウ
エ
ス
ト

ロ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン
。

）
三
三
三
（



営
業
秘
密
侵
害
の
国
際
裁
判
管
轄
（
セ
レ
ナ
）

四
一

（
１４
） 

秋
山
幹
男
ほ
か
・
前
掲
注（
２
）一
二
六
頁
。

（
１５
） 

澤
木
＝
道
垣
内
・
前
掲
注（
１１
）二
八
一
頁；

櫻
田
嘉
章
『
国
際
私
法
〔
第
七
版
〕』（
有
斐
閣
双
書
・
二
〇
二
〇
年
）
三
六
二
頁；

種
村
佑
介

「
財
産
法
領
域
の
国
際
裁
判
管
轄
」
嶋
拓
哉
＝
高
杉
直
編
『
国
際
民
事
手
続
法
』（
勁
草
書
房
・
二
〇
二
二
年
）
五
五
頁
。

（
１６
） 
秋
山
幹
男
ほ
か
・
前
掲
注（
２
）一
二
五
～
一
二
七
頁
。

（
１７
） 

判
タ
七
〇
三
号
二
四
〇
頁
、
判
時
一
三
四
八
号
九
一
頁
。

（
１８
） 

こ
の
事
例
の
評
釈
に
つ
い
て
は
、
瀬
木
比
呂
志
・
判
タ
臨
増
（
平
元
主
要
民
事
判
例
解
説
）
判
例
タ
イ
ム
ズ
七
三
五
号
（
一
九
九
〇
年
）

三
四
八
頁
以
下
、
不
破
茂
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
九
五
九
号
（
一
九
九
〇
）
一
二
二
頁
以
下
、
出
口
耕
自
「
評
釈
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
臨
増
九
五
七
号
（
平
元
重

判
解
）（
一
九
九
〇
年
）
二
七
一
頁
以
下
、
石
黒
一
憲
「
評
釈
」
判
例
評
論
三
八
二
号
（
一
九
九
〇
年
）
四
六
頁
以
下
（
判
時
一
三
六
一
号
二
〇
八

頁
以
下
）、
道
垣
内
正
人
「
評
釈
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
別
冊
一
四
五
号
（
民
事
訴
訟
法
判
例
百
選
Ⅰ 

新
法
対
応
補
正
版
）（
一
九
九
八
年
）
五
〇
頁
以
下
、 

小
林
秀
之
「
評
釈
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
別
冊
一
三
三
号
（
渉
外
判
例
百
選
第
三
版
）（
一
九
九
五
年
）
二
三
八
頁
以
下
、
道
垣
内
正
人
「
評
釈
」
ジ
ュ
リ

ス
ト
別
冊
一
一
四
号
（
一
九
九
二
年
）
五
〇
頁
以
下
、
長
谷
川
俊
明
「
評
釈
」
国
際
商
事
法
務
一
七
巻
一
〇
号
（
一
九
八
九
年
）
一
〇
九
〇
頁
以
下
、

栂
善
夫
「
評
釈
」
法
セ
ミ
ナ
ー
四
三
一
号
（
一
九
九
〇
年
）
一
三
六
頁
以
下
を
参
照
。

（
１９
） 

裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
。

（
２0
） M

. K
ataoka, R

itsum
eikan L

aw
 R

eview
 ２４,２00８,pp.７９-８３.

（
２１
） K

ataoka, su
pra note １８,pp.７９-８２.

（
２２
） 

民
集
六
八
巻
四
号
三
二
九
頁；

裁
時
一
六
〇
三
号
一
頁；
裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト；

判
タ
一
四
〇
一
号
一
五
七
頁；

判
時
二
二
二
一
号
三
五

頁；

金
法
二
〇
〇
六
号
七
六
頁；

金
商
一
四
五
七
号
三
一
頁
。

（
２３
） 

佐
藤
達
文
ほ
か
・
前
掲
注（
４
）一
八
頁；

秋
山
幹
男
ほ
か
「
訴
訟
手
続
」
菊
井
維
大
・
村
松
俊
夫
原
著
『
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
民
事
訴
訟
法
Ⅱ

〔
第
三
版
〕』（
日
本
評
論
社
・
二
〇
二
二
年
）
五
五
五
～
五
五
六
、
五
六
〇
頁
。

（
２４
） 

東
京
地
裁
平
成
二
二
年
四
月
一
五
日
判
タ
一
三
三
五
号
二
七
三
頁
・
判
時
二
一
〇
一
号
六
七
頁
・
金
商
一
四
五
七
号
四
七
頁
・
ウ
エ
ス
ト

ロ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン
。

）
三
三
三
（



日
本
法
学

　第
九
十
巻
第
四
号
（
二
〇
二
五
年
二
月
）

四
二

（
２５
） 

こ
の
判
決
の
評
釈
に
つ
い
て
は
、
安
達
栄
司
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
臨
増
（
二
〇
一
二
年
）
一
四
四
〇
号
（
平
二
三
重
判
解
）
三
一
七
頁
以
下；

長
谷

川
俊
明
・
国
際
商
事
法
務
三
九
巻
三
号
（
二
〇
一
一
年
）
三
五
四
頁；

横
溝
大
・
私
法
判
例
リ
マ
ー
ク
ス
四
四
号
（
二
〇
一
二
年
〈
上
〉）
一
三
八

頁
を
参
照
。

（
２６
） 
東
京
高
裁
平
成
二
三
年
五
月
一
一
日
金
商
一
四
五
七
号
三
九
頁
。

（
２７
） 

こ
の
判
決
の
評
釈
に
つ
い
て
は
、
渡
辺
惺
之
・
Ｊ
Ｃ
Ａ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
五
九
巻
七
・
八
号
（
二
〇
一
二
年
）
二
五
以
下
、
一
四
以
下
を
参
照
。

（
２８
） 

渡
辺
・
前
掲
注（
２７
）一
八
頁
。

（
２９
） 

こ
の
判
決
の
評
釈
に
つ
い
て
は
、
安
達
栄
司
・
法
教
別
冊
四
一
四
号
（
付
録
・
判
例
セ
レ
ク
ト
二
〇
一
四
Ⅱ
）（
二
〇
一
四
年
）
三
一
頁
以

下；

高
杉
直
・
Ｎ
Ｂ
Ｌ
一
〇
三
二
号
（
二
〇
一
四
年
）
一
八
頁
以
下；

高
杉
直
・
Ｗ
Ｌ
Ｊ
判
例
コ
ラ
ム
二
七
号
（２0１４W

L
JC

C
00９

）（
二
〇
一
四

年
）；

高
田
寛
・
Ｎ
Ｂ
Ｌ
一
〇
三
七
号
（
二
〇
一
四
年
）
八
八
頁
以
下；

長
谷
川
俊
明
・
国
際
商
事
法
務
四
二
巻
一
一
号
（
二
〇
一
四
年
）

一
六
八
四
頁
以
下；

柳
沢
雄
二
・
名
城
法
学
六
四
巻
一
・
二
号
（
二
〇
一
四
年
）
二
〇
九
頁
以
下；

W
estlaw

 Japan

・
新
判
例
解
説
一
〇
〇
七
号

（２0１４W
L

JC
C

１0６

）（
二
〇
一
四
年
）；
一
場
和
之
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
増
刊
（
実
務
に
効
く
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
判
例
精
選
）（
二
〇
一
五
年
）
一
六
二
頁

以
下；

岡
田
幸
宏
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
臨
増
一
四
七
九
（
平
二
六
重
判
解
）（
二
〇
一
五
年
）
一
三
九
頁
以
下；

川
嶋
四
郎
・
法
セ
ミ
ナ
ー
七
二
七
号

（
二
〇
一
五
年
）
一
二
〇
頁
以
下；

河
村
寛
治
・
明
治
学
院
大
学
法
科
大
学
院
ロ
ー
レ
ビ
ュ
ー
二
二
号
（
二
〇
一
五
年
）
一
三
頁
以
下；

金
彦
叔
・

法
協
一
三
二
巻
九
号
（
二
〇
一
五
年
）
一
七
八
三
頁
以
下；

高
田
寛
・
富
山
大
学
紀
要
・
富
大
経
済
論
集
六
〇
巻
三
号
（
二
〇
一
五
年
）
一
一
三
頁

以
下；

髙
部
眞
規
子
・
金
商
一
四
五
八
（
二
〇
一
五
年
）
八
頁
以
下；

寺
村
信
道
・
同
志
社
法
学
六
七
巻
六
号
（
二
〇
一
五
年
）
二
一
一
頁
以
下；

道
垣
内
正
人
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
臨
増
一
四
七
九
号
（
二
〇
一
五
年
）
三
〇
〇
頁
以
下；

長
田
真
里
・
前
掲
注（
８
）一
〇
頁
以
下；

中
西
康
・
民
商

一
五
二
巻
二
号
（
二
〇
一
五
年
）
一
三
七
頁
以
下；

中
野
俊
一
郎
・
判
例
判
評
六
七
二
号
（
判
例
時
報
二
二
四
一
号
）（
二
〇
一
五
年
）
二
〇
頁
以

下
（
一
八
二
頁
以
下
）；

廣
瀬
孝
・
曹
時
六
七
巻
九
号
（
二
〇
一
五
年
）
三
三
九
頁
以
下；

本
間
学
・
金
沢
法
学
五
八
巻
一
号
（
二
〇
一
五
年
）

一
二
七
頁
以
下；

山
木
戸
勇
一
郎
・
法
学
研
究
（
慶
應
義
塾
大
学
）
八
八
巻
四
号
（
二
〇
一
五
年
）
八
三
頁
以
下；

横
溝
大
・
知
的
財
産
法
政
策
学

研
究
（
北
海
道
大
学
）
四
六
号
（
二
〇
一
五
年
）
三
八
七
頁
以
下；

渡
辺
惺
之
・
リ
マ
ー
ク
ス
五
一
号
（
二
〇
一
五
年
）
一
四
四
頁
以
下；

宇
都
宮

遼
平
・
早
稲
田
法
学
九
一
巻
二
号
（
二
〇
一
六
年
）
八
九
頁
以
下；

河
村
寛
治
・
国
際
商
事
法
務
四
四
巻
七
号
（
二
〇
一
六
年
）
一
〇
一
二
頁
以

）
三
三
三
（

営
業
秘
密
侵
害
の
国
際
裁
判
管
轄
（
セ
レ
ナ
）

四
三

下；

林
依
利
子
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
五
〇
〇
号
（
二
〇
一
六
年
）
一
二
一
頁
以
下；

山
田
恒
久
・
法
セ
ミ
ナ
ー
増
刊
（
新
判
例
解
説W

atch

）
一
八

号
（
二
〇
一
六
年
）
三
二
五
頁
以
下；

廣
瀬
孝
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
五
〇
一
号
（
二
〇
一
七
年
）
七
八
頁
以
下；

廣
瀬
孝
・
最
高
裁
判
所
判
例
解
説
民

事
篇
（
平
成
二
六
年
度
）（
二
〇
一
七
年
）
一
八
〇
頁
以
下；

小
林
秀
之
＝
山
本
浩
美
・
受
験
新
報
八
二
三
号
（
二
〇
一
九
年
）
二
頁
以
下；
廣
瀬

孝
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
増
刊
（
最
高
裁
時
の
判
例
八
）（
二
〇
一
八
年
）
一
九
三
頁
以
下；

長
田
真
里
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
別
冊
二
五
六
号
（
国
際
私
法
判
例

百
選 

第
三
版
）（
二
〇
二
一
年
）
一
八
六
頁
以
下
を
参
照
。

（
３0
） 

渡
辺
惺
之
・
前
掲
注（
２９
）一
四
六
～
一
四
七
頁
。

（
３１
） 

長
田
真
里
・
前
掲
注（
６
）一
五
～
一
六
頁
。

（
３２
） C

ases C
-５0９/0９ and C

-１６１/１0, eD
ate A

dvertising G
m

bH
 v X

 and O
livier M

artinez, R
obert M

artinez v M
G

N
 L

im
ited, 

E
C

L
I:E

U
:C

:２0１１:６８５,paras ４２,４８,４９,５１.

（
３３
） C

ase C
-５２３/１0 W

intersteiger v P
roducts ４U

 S
onderm

aschinenbau, E
C

L
I:E

U
:C

:２0２１:２00, paras ２２-２３-２４; C
ase C

-１７0/１２ 

P
eter P

inckney v K
D

G
 M

ediatech A
G

, E
C

L
I:E

U
:C

:２0１３:６３５, paras ３６-３７-３９; C
-４４１/１３, P

ez H
ejduk v E

nergieA
gentur.N

R
W

 

G
m

bH
, E

C
L

I:E
U

:C
:２0１５:２８, para ２９.

（
３４
） 

長
田
真
里
・
前
掲
注（
６
）一
五
～
一
六
頁
。

（
３５
） 

判
時
二
二
六
四
号
六
二
頁
以
下
。

（
３６
） 

伊
藤
亮
介
＝
大
江
修
子
＝
佐
藤
力
哉
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
四
九
八
号
（
二
〇
一
六
年
）
一
〇
七
頁
以
下
、
長
田
真
里
・
私
法
判
例
リ
マ
ー
ク
ス

五
三
条
号
（
二
〇
一
六
年
〈
下
〉）
一
四
二
頁
以
下；

竹
下
啓
介
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
五
〇
四
号
（
二
〇
一
七
年
）
一
三
五
頁
以
下
。

（
３７
） 

長
田
・
前
掲
注（
３６
）一
四
四
～
一
四
五
頁
。

（
３８
） 

渡
辺
惺
之
「
断
想
　
営
業
秘
密
技
術
の
国
際
的
侵
害
と
裁
判
管
轄
」
日
本
知
財
学
会
誌
九
巻
一
号
（
二
〇
一
二
年
）
四
八
頁
以
下；

川
合
弘

浩
・
根
本
拓
「
営
業
秘
密
と
不
法
行
為
地
管
轄
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
四
九
五
号
（
二
〇
一
六
年
）
八
五
頁
以
下；

道
垣
内
・
前
掲
注（
４
）四
二
頁；

望

月
孝
洋
＝
渡
邉
遼
太
郎
＝
黒
木
麻
里
「
渉
外
的
な
営
業
秘
密
侵
害
事
案
に
お
け
る
準
拠
法
・
国
際
裁
判
管
轄
の
考
え
方
」
Ｎ
Ｂ
Ｌ
一
一
七
六
号

（
二
〇
二
〇
年
）
三
六
頁
以
下；

嶋
拓
哉
「
国
境
を
越
え
る
営
業
秘
密
侵
害
に
関
す
る
抵
触
法
的
考
察
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
五
六
〇
号
（
二
〇
二
一
年
）

）
三
三
三
（



営
業
秘
密
侵
害
の
国
際
裁
判
管
轄
（
セ
レ
ナ
）

四
三

下；

林
依
利
子
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
五
〇
〇
号
（
二
〇
一
六
年
）
一
二
一
頁
以
下；

山
田
恒
久
・
法
セ
ミ
ナ
ー
増
刊
（
新
判
例
解
説W

atch

）
一
八

号
（
二
〇
一
六
年
）
三
二
五
頁
以
下；

廣
瀬
孝
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
五
〇
一
号
（
二
〇
一
七
年
）
七
八
頁
以
下；

廣
瀬
孝
・
最
高
裁
判
所
判
例
解
説
民

事
篇
（
平
成
二
六
年
度
）（
二
〇
一
七
年
）
一
八
〇
頁
以
下；

小
林
秀
之
＝
山
本
浩
美
・
受
験
新
報
八
二
三
号
（
二
〇
一
九
年
）
二
頁
以
下；

廣
瀬

孝
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
増
刊
（
最
高
裁
時
の
判
例
八
）（
二
〇
一
八
年
）
一
九
三
頁
以
下；

長
田
真
里
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
別
冊
二
五
六
号
（
国
際
私
法
判
例

百
選 

第
三
版
）（
二
〇
二
一
年
）
一
八
六
頁
以
下
を
参
照
。

（
３0
） 

渡
辺
惺
之
・
前
掲
注（
２９
）一
四
六
～
一
四
七
頁
。

（
３１
） 

長
田
真
里
・
前
掲
注（
６
）一
五
～
一
六
頁
。

（
３２
） C

ases C
-５0９/0９ and C

-１６１/１0, eD
ate A

dvertising G
m

bH
 v X

 and O
livier M

artinez, R
obert M

artinez v M
G

N
 L

im
ited, 

E
C

L
I:E

U
:C

:２0１１:６８５,paras ４２,４８,４９,５１.

（
３３
） C

ase C
-５２３/１0 W

intersteiger v P
roducts ４U

 S
onderm

aschinenbau, E
C

L
I:E

U
:C

:２0２１:２00, paras ２２-２３-２４; C
ase C

-１７0/１２ 

P
eter P

inckney v K
D

G
 M

ediatech A
G

, E
C

L
I:E

U
:C

:２0１３:６３５, paras ３６-３７-３９; C
-４４１/１３, P

ez H
ejduk v E

nergieA
gentur.N

R
W

 

G
m

bH
, E

C
L

I:E
U

:C
:２0１５:２８, para ２９.

（
３４
） 

長
田
真
里
・
前
掲
注（
６
）一
五
～
一
六
頁
。

（
３５
） 

判
時
二
二
六
四
号
六
二
頁
以
下
。

（
３６
） 

伊
藤
亮
介
＝
大
江
修
子
＝
佐
藤
力
哉
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
四
九
八
号
（
二
〇
一
六
年
）
一
〇
七
頁
以
下
、
長
田
真
里
・
私
法
判
例
リ
マ
ー
ク
ス

五
三
条
号
（
二
〇
一
六
年
〈
下
〉）
一
四
二
頁
以
下；

竹
下
啓
介
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
五
〇
四
号
（
二
〇
一
七
年
）
一
三
五
頁
以
下
。

（
３７
） 

長
田
・
前
掲
注（
３６
）一
四
四
～
一
四
五
頁
。

（
３８
） 

渡
辺
惺
之
「
断
想
　
営
業
秘
密
技
術
の
国
際
的
侵
害
と
裁
判
管
轄
」
日
本
知
財
学
会
誌
九
巻
一
号
（
二
〇
一
二
年
）
四
八
頁
以
下；

川
合
弘

浩
・
根
本
拓
「
営
業
秘
密
と
不
法
行
為
地
管
轄
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
四
九
五
号
（
二
〇
一
六
年
）
八
五
頁
以
下；

道
垣
内
・
前
掲
注（
４
）四
二
頁；

望

月
孝
洋
＝
渡
邉
遼
太
郎
＝
黒
木
麻
里
「
渉
外
的
な
営
業
秘
密
侵
害
事
案
に
お
け
る
準
拠
法
・
国
際
裁
判
管
轄
の
考
え
方
」
Ｎ
Ｂ
Ｌ
一
一
七
六
号

（
二
〇
二
〇
年
）
三
六
頁
以
下；

嶋
拓
哉
「
国
境
を
越
え
る
営
業
秘
密
侵
害
に
関
す
る
抵
触
法
的
考
察
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
五
六
〇
号
（
二
〇
二
一
年
）

）
三
三
三
（



日
本
法
学

　第
九
十
巻
第
四
号
（
二
〇
二
五
年
二
月
）

四
四

二
七
頁
以
下；

北
坂
尚
洋
「
営
業
秘
密
侵
害
事
件
の
国
際
裁
判
管
轄
権
　
─
国
際
裁
判
管
轄
規
定
等
の
新
設
の
議
論
に
至
る
状
況
」
日
本
国
際
経
済

法
学
年
報
三
一
号
（
二
〇
二
二
年
）
四
一
頁
以
下；

飯
塚
卓
也
「
営
業
秘
密
侵
害
紛
争
の
国
際
裁
判
管
轄
・
準
拠
法
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
五
七
五
号

（
二
〇
二
二
年
）
三
四
頁
以
下
。

（
３９
） 
渡
辺
・
前
掲
注（
３８
）五
一
～
五
二
頁
。

（
４0
） 

渡
辺
・
前
掲
注（
３８
）五
一
～
五
二
頁
。

（
４１
） 

川
合
弘
浩
ほ
か
・
前
掲
注（
３８
）八
五
～
八
七
頁
。

（
４２
） 

川
合
弘
浩
ほ
か
・
前
掲
注（
３８
）八
五
～
八
七
頁
。

（
４３
） 

川
合
弘
浩
ほ
か
・
前
掲
注（
３８
）八
七
～
八
八
頁
。

（
４４
） 

望
月
ほ
か
・
前
掲
注（
３８
）四
〇
～
四
一
頁；

道
垣
内
・
前
掲
注（
４
）四
二
頁
。

（
４５
） 

望
月
ほ
か
・
前
掲
注（
３８
）四
〇
～
四
一
頁
。

（
４６
） 

道
垣
内
・
前
掲
注（
４
）四
二
頁
。

（
４７
） 

嶋
拓
哉
・
前
掲
注（
３８
）三
一
～
三
二
頁；
結
果
発
生
地
に
つ
い
て
は
、
北
坂
尚
洋
・
前
掲
注（
３８
）四
四
～
四
五
、
四
九
～
五
〇
頁
も
参
照
。

（
４８
） 

最
高
裁
第
二
小
法
廷
平
成
一
三
年
六
月
八
日
民
集
五
五
巻
四
号
七
二
七
頁
を
参
照
。

（
４９
） 

嶋
拓
哉
・
前
掲
注（
３８
）三
一
～
三
二
頁
。

（
５0
） 

北
坂
尚
洋
・
前
掲
注（
３８
）四
九
～
五
〇
頁
。

（
５１
） 

飯
塚
・
前
掲
注（
３８
）三
四
～
三
九
頁
。

（
５２
） 

飯
塚
・
前
掲
注（
３８
）三
八
～
三
九
頁
。

（
５３
） 

飯
塚
・
前
掲
注（
３８
）三
六
、
三
八
～
三
九
頁
。

（
５４
） １９６８ B

russels C
onvention on jurisdiction and the enforcem

ent of judgm
ents in civil and com

m
ercial m

atters.

（
５５
） C

ouncil R
egulation 

（E
C

） N
o ４４/２00１ of ２２ D

ecem
ber ２000 on Jurisdiction and the R

ecognition and E
nforcem

ent of 

Judgm
ents in C

ivil and C
om

m
ercial M

atters.

）
三
三
三
（

営
業
秘
密
侵
害
の
国
際
裁
判
管
轄
（
セ
レ
ナ
）

四
五

（
５６
） A

.D
ickinson, ”B

ackground and Introduction to the R
egulation ”, in:A

.D
ickinson and E

.L
ein 

（eds

）, T
he B

russels I 

R
egulation R

ecast,O
xford:O

xford U
niversity P

ress, ２0１５,pp.４,６-７,８-１３; U
.M

agnus, ”Introduction ”, in: U
.M

agnus and P
.

M
ankow

ski 

（eds

）, E
uropean C

om
m

entaries on P
rivate International L

aw
 E

C
P

IL
 C

om
m

entary B
russels Ibis R

egulation ２
nd 

R
evised E

dition R
egulation, M

unich: S
ellier E

uropean L
aw

 P
ublishers, ２0２３,p.１６-２１.

（
５７
） A

.D
ickinson, su

pra note ５６, p.１６-１７; U
.M

agnus, su
pra note ５６, p.１７.

（
５８
） 

「
第
４
条
①
本
規
則
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
構
成
国
の
主
権
領
域
に
住
所
を
有
す
る
者
に
対
し
て
は
、
そ
の
国
籍
に
関
係
な
く
、

そ
の
構
成
国
の
裁
判
所
に
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
②
住
所
を
有
す
る
構
成
国
に
国
籍
を
有
し
て
い
な
い
者
に
対
し
て
は
、
そ
の
構
成
国

の
国
民
に
つ
い
て
基
準
と
な
る
管
轄
規
定
が
適
用
さ
れ
る
。
─
法
務
省
大
臣
官
房
司
法
法
制
部
「
法
務
資
料
」
第
四
六
四
号
（
二
〇
一
五
年
）
五
八

頁
。

（
５９
） 

ブ
ラ
ッ
セ
ル
Ⅰ
改
正
規
則
前
文
１６
項
、
法
務
省
大
臣
官
房
司
法
法
制
部
・
前
掲
注（
５８
）五
〇
～
五
一
頁
。

（
６0
） 

法
務
省
大
臣
官
房
司
法
法
制
部
・
前
掲
注（
５８
）五
九
頁
。

（
６１
） E

. L
ein, ”Jurisdiction in M

atters R
elating to T

ort, D
elict, or Q

uasi-D
elict

（A
rt ７ 

（２

））”, in:A
.D

ickinson and E
.L

ein 

（eds

）, 

T
he B

russels I R
egulation R

ecast,O
xford:O

xford U
niversity P

ress, ２0１５,pp.１５６; P
.M

ankow
ski, ”A

rt.７ B
russels Ibis ”, in:U

.

M
agnus and P

.M
ankow

ski 

（eds

）, E
uropean C

om
m

entaries on P
rivate International L

aw
 E

C
P

IL
 C

om
m

entary B
russels Ibis 

R
egulation ２

nd R
evised E

dition R
egulation, M

unich:S
ellier E

uropean L
aw

 P
ublishers, ２0２３,p.２４５.

（
６２
） E

. L
ein, su

pra note ６１, p.１５７; P
.M

ankow
ski, su

pra note ６１,pp.２４９.

（
６３
） E

. L
ein, su

pra note ６１, p.１５７-１６１; P
.M

ankow
ski, su

pra note ６１,pp.２４９-２５３.

（
６４
） E

. L
ein, su

pra note ６１, p.１５６; P
.M

ankow
ski, su

pra note ６１,pp.２５８-２６0.

（
６５
） E

. L
ein, su

pra note ６１, p.１６９; P
.M

ankow
ski, su

pra note ６１,pp.２６１-２６３.

（
６６
） E

. L
ein, su

pra note ６１, p.１６９; P
.M

ankow
ski, su

pra note ６１,pp.２７２-２７３.

（
６７
） E

. L
ein, su

pra note ６１, p.１６２-１６３.

）
三
三
九
（



営
業
秘
密
侵
害
の
国
際
裁
判
管
轄
（
セ
レ
ナ
）

四
五

（
５６
） A

.D
ickinson, ”B

ackground and Introduction to the R
egulation ”, in:A

.D
ickinson and E

.L
ein 

（eds

）, T
he B

russels I 

R
egulation R

ecast,O
xford:O

xford U
niversity P

ress, ２0１５,pp.４,６-７,８-１３; U
.M

agnus, ”Introduction ”, in: U
.M

agnus and P
.

M
ankow

ski 

（eds

）, E
uropean C

om
m

entaries on P
rivate International L

aw
 E

C
P

IL
 C

om
m

entary B
russels Ibis R

egulation ２
nd 

R
evised E

dition R
egulation, M

unich: S
ellier E

uropean L
aw

 P
ublishers, ２0２３,p.１６-２１.

（
５７
） A

.D
ickinson, su

pra note ５６, p.１６-１７; U
.M

agnus, su
pra note ５６, p.１７.

（
５８
） 

「
第
４
条
①
本
規
則
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
構
成
国
の
主
権
領
域
に
住
所
を
有
す
る
者
に
対
し
て
は
、
そ
の
国
籍
に
関
係
な
く
、

そ
の
構
成
国
の
裁
判
所
に
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
②
住
所
を
有
す
る
構
成
国
に
国
籍
を
有
し
て
い
な
い
者
に
対
し
て
は
、
そ
の
構
成
国

の
国
民
に
つ
い
て
基
準
と
な
る
管
轄
規
定
が
適
用
さ
れ
る
。
─
法
務
省
大
臣
官
房
司
法
法
制
部
「
法
務
資
料
」
第
四
六
四
号
（
二
〇
一
五
年
）
五
八

頁
。

（
５９
） 

ブ
ラ
ッ
セ
ル
Ⅰ
改
正
規
則
前
文
１６
項
、
法
務
省
大
臣
官
房
司
法
法
制
部
・
前
掲
注（
５８
）五
〇
～
五
一
頁
。

（
６0
） 

法
務
省
大
臣
官
房
司
法
法
制
部
・
前
掲
注（
５８
）五
九
頁
。

（
６１
） E

. L
ein, ”Jurisdiction in M

atters R
elating to T

ort, D
elict, or Q

uasi-D
elict

（A
rt ７ 

（２

））”, in:A
.D

ickinson and E
.L

ein 

（eds

）, 

T
he B

russels I R
egulation R

ecast,O
xford:O

xford U
niversity P

ress, ２0１５,pp.１５６; P
.M

ankow
ski, ”A

rt.７ B
russels Ibis ”, in:U

.

M
agnus and P

.M
ankow

ski 

（eds

）, E
uropean C

om
m

entaries on P
rivate International L

aw
 E

C
P

IL
 C

om
m

entary B
russels Ibis 

R
egulation ２

nd R
evised E

dition R
egulation, M

unich:S
ellier E

uropean L
aw

 P
ublishers, ２0２３,p.２４５.

（
６２
） E

. L
ein, su

pra note ６１, p.１５７; P
.M

ankow
ski, su

pra note ６１,pp.２４９.

（
６３
） E

. L
ein, su

pra note ６１, p.１５７-１６１; P
.M

ankow
ski, su

pra note ６１,pp.２４９-２５３.

（
６４
） E

. L
ein, su

pra note ６１, p.１５６; P
.M

ankow
ski, su

pra note ６１,pp.２５８-２６0.

（
６５
） E

. L
ein, su

pra note ６１, p.１６９; P
.M

ankow
ski, su

pra note ６１,pp.２６１-２６３.

（
６６
） E

. L
ein, su

pra note ６１, p.１６９; P
.M

ankow
ski, su

pra note ６１,pp.２７２-２７３.

（
６７
） E

. L
ein, su

pra note ６１, p.１６２-１６３.

）
三
三
九
（



日
本
法
学

　第
九
十
巻
第
四
号
（
二
〇
二
五
年
二
月
）

四
六

（
６８
） P

.M
ankow

ski, su
pra note ６１,pp.２６３-２７0.

（
６９
） P

.M
ankow

ski, su
pra note ６１,pp.２８３-２８６.

（
７0
） E

. L
ein, su

pra note ６１, p.１６７-１６８; P
.M

ankow
ski, su

pra note ６１,pp.２８８-２９0.

（
７１
） E

. L
ein, su

pra note ６１, p.１６８; P
.M

ankow
ski, su

pra note ６１,pp.２９２-３0１.

（
７２
） P

.M
ankow

ski, su
pra note ６１,pp.３２２-３２４.

（
７３
） https://curia.europa.eu/jcm

s/jcm
s/j_６/en/

を
参
照
（
二
〇
二
四
年
四
月
十
六
日
閲
覧
）。

（
７４
） A

.O
hly, ”Jurisdiction and C

hoice of L
aw

 in T
rade S

ecrets C
ases: T

he E
U

 P
erspective ”,in:S

.K
.S

andeen et al 

（eds

）, 

R
esearch H

andbook on Inform
ation L

aw
 and G

overnance, C
heltenham

:E
dw

ard E
lgar,２0２１,pp.２３６-２４３; L

.L
undstedt, C

ross-

B
order T

rade S
ecret D

isputes in the E
uropean U

nion, C
heltenham

:E
dw

ard E
lgar,２0２３,pp.１６９-１８６,１９0.

（
７５
） A

.O
hly, su

pra note ７４,pp.２３６-２４３.

（
７６
） D

irective 

（E
U

） ２0１６/９４３ of the E
uropean P

arliam
ent and of the C

ouncil of ８ June ２0１６ on the protection of undisclosed 

know
-how

 and business inform
ation 

（trade secrets

） against their unlaw
ful acquisition, use and disclosure.

（
７７
） 

夏
井
・
高
人
「
営
業
秘
密
指
令
（
Ｅ
Ｕ
） ２0１６/９４３

［
参
考
訳
］」
法
と
情
報
雑
誌
第
二
巻
九
号
（
二
〇
一
七
年
）
四
八
九
～
五
一
四
。

（
７８
） 

営
業
秘
密
保
護
指
令
４
条
３
項
：「
以
下
に
該
当
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
よ
っ
て
そ
の
営
業
秘
密
の
保
有
者
の
同
意
な
く
行
わ
れ
た
場
合
、
営

業
秘
密
の
開
示
行
為
は
、
違
法
と
み
な
さ
れ
る
：
⒜
営
業
秘
密
を
違
法
に
取
得
さ
せ
る
行
為；

⒝
そ
の
営
業
秘
密
を
開
示
し
な
い
守
秘
合
意
上
の
義

務
ま
た
は
そ
の
他
の
義
務
に
背
く
こ
と；

⒞
そ
の
営
業
秘
密
の
使
用
を
制
限
す
る
契
約
上
の
義
務
ま
た
は
そ
の
他
の
義
務
に
背
く
こ
と
。」。
夏
井
・

前
掲
注（
７７
）五
〇
一
頁
。

（
７９
） C

ase C
-５４８/１２, M

arc B
rogsitter v F

abrication de M
ontres N

orm
andes E

U
R

L
 and K

arsten F
räßdorf, 

E
C

L
I:E

U
:C

:２0１４:１４８,paras ２１-２５.

（
８0
） 

営
業
秘
密
保
護
指
令
前
文
３９
項
：「
こ
の
指
令
は
、
知
的
財
産
権
及
び
契
約
法
を
含
め
、
他
の
分
野
に
あ
る
他
の
関
連
法
律
の
適
用
を
害
し
な

い
（
…
）」。
夏
井
・
前
掲
注（
７７
）五
〇
三
頁
。

）
三
三
三
（

営
業
秘
密
侵
害
の
国
際
裁
判
管
轄
（
セ
レ
ナ
）

四
七

（
８１
） 

６
条
２
項
：「
２
．
第
１
項
に
示
す
措
置
、
訴
訟
手
続
及
び
司
法
救
済
は
：
⒜
公
正
か
つ
公
平
で
あ
り；

⒝
不
必
要
に
複
雑
で
費
用
の
か
か
る

も
の
で
は
な
く
、
不
合
理
な
期
間
制
限
ま
た
は
不
当
な
遅
延
が
な
く；

か
つ
、
⒞
効
果
的
か
つ
抑
止
力
の
あ
る
も
の
と
す
る
。」。
夏
井
・
前
掲
注

（
７７
）五
〇
七
頁
。

（
８２
） A

.O
hly, su

pra note ７４,pp.２３６-２４１.

（
８３
） C

ase C
-２２８/１１, M

elzer v M
F

 G
lobal U

K
 L

td, E
C

L
I:E

U
:C

:２0１３:３0５, para ４１.

（
８４
） C

ase C
-５２３/１0, W

intersteiger A
G

 v P
roducts ４U

 S
onderm

aschinenbau G
m

bH
, E

C
L

I:E
U

:C
:２0１２:２２0, paras ３６-３７.

（
８５
） A

.O
hly, su

pra note ７４,pp.２４１-２４２.

（
８６
） C

ase C
-１７0/１２, P

eter P
inckney v K

D
G

 M
ediatech A

G
, E

C
L

I:E
U

:C
:２0１３:６３５, para ３７.

（
８７
） C

ase C
-３６0/１２, C

oty G
erm

any G
m

bH
, form

erly C
oty P

restige L
ancaster G

roup G
m

bH
 v F

irst N
ote P

erfum
es N

V
, 

E
C

L
I:E

U
:C

:２0１４:１３１８, paras ５５-５６.

（
８８
） C

ases C
-５0９/0９ and C

-１６１/１0, eD
ate A

dvertising G
m

bH
 v X

 and O
livier M

artinez, R
obert M

artinez v M
G

N
 L

im
ited, 

E
C

L
I:E

U
:C

:２0１１:６８５, paras ４８-５0; C
-１９４/１６, B

olagsupplysningen O
Ü

 and Ingrid Ilsjan v S
vensk H

andel A
B

, 

E
C

L
I:E

U
:C

:２0１７:７６６,paras ３３-４３.

（
８９
） A

.O
hly, su

pra note ７４,pp.２３６-２４３.

（
９0
） L

.L
undstedt, su

pra note ７４,pp. １６９-１８６,１９0.

（
９１
） C

ase C
-３６0/１２, C

oty G
erm

any G
m

bH
 v F

irst N
ote P

erfum
es N

V
, E

C
L

I:E
U

:C
:２0１４:１３１８; C

ase C
-６１８/１５, C

oncurrence 

S
àrl v S

am
sung E

lectronics F
rance S

A
S

 and A
m

azon S
ervices E

urope S
àrl, E

C
L

I:E
U

:C
:２0１６:９７６; C

ase C
-３４３/１９, V

erein 

für K
onsum

enteninform
ation v V

olksw
agen A

G
, E

C
L

I:E
U

:C
:２0２0:５３４.

（
９２
） C

ase C
-５２３/１0, W

intersteiger v P
roducts ４U

 S
onderm

aschinenbau, E
C

L
I:E

U
:C

:２0２１:（２00

）, C
ase C

-１７0/１２, P
eter 

P
inckney v K

D
G

 M
ediatech A

G
, E

C
L

I:E
U

:C
:２0１３:６３５; C

ase C
-４４１/１３, P

ez H
ejduk v E

nergieA
gentur.N

R
W

 G
m

bH
, 

E
C

L
I:E

U
:C

:２0１５:２８.

）
三
三
三
（



営
業
秘
密
侵
害
の
国
際
裁
判
管
轄
（
セ
レ
ナ
）

四
七

（
８１
） 

６
条
２
項
：「
２
．
第
１
項
に
示
す
措
置
、
訴
訟
手
続
及
び
司
法
救
済
は
：
⒜
公
正
か
つ
公
平
で
あ
り；

⒝
不
必
要
に
複
雑
で
費
用
の
か
か
る

も
の
で
は
な
く
、
不
合
理
な
期
間
制
限
ま
た
は
不
当
な
遅
延
が
な
く；

か
つ
、
⒞
効
果
的
か
つ
抑
止
力
の
あ
る
も
の
と
す
る
。」。
夏
井
・
前
掲
注

（
７７
）五
〇
七
頁
。

（
８２
） A

.O
hly, su

pra note ７４,pp.２３６-２４１.

（
８３
） C

ase C
-２２８/１１, M

elzer v M
F

 G
lobal U

K
 L

td, E
C

L
I:E

U
:C

:２0１３:３0５, para ４１.

（
８４
） C

ase C
-５２３/１0, W

intersteiger A
G

 v P
roducts ４U

 S
onderm

aschinenbau G
m

bH
, E

C
L

I:E
U

:C
:２0１２:２２0, paras ３６-３７.

（
８５
） A

.O
hly, su

pra note ７４,pp.２４１-２４２.

（
８６
） C

ase C
-１７0/１２, P

eter P
inckney v K

D
G

 M
ediatech A

G
, E

C
L

I:E
U

:C
:２0１３:６３５, para ３７.

（
８７
） C

ase C
-３６0/１２, C

oty G
erm

any G
m

bH
, form

erly C
oty P

restige L
ancaster G

roup G
m

bH
 v F

irst N
ote P

erfum
es N

V
, 

E
C

L
I:E

U
:C

:２0１４:１３１８, paras ５５-５６.

（
８８
） C

ases C
-５0９/0９ and C

-１６１/１0, eD
ate A

dvertising G
m

bH
 v X

 and O
livier M

artinez, R
obert M

artinez v M
G

N
 L

im
ited, 

E
C

L
I:E

U
:C

:２0１１:６８５, paras ４８-５0; C
-１９４/１６, B

olagsupplysningen O
Ü

 and Ingrid Ilsjan v S
vensk H

andel A
B

, 

E
C

L
I:E

U
:C

:２0１７:７６６,paras ３３-４３.

（
８９
） A

.O
hly, su

pra note ７４,pp.２３６-２４３.

（
９0
） L

.L
undstedt, su

pra note ７４,pp. １６９-１８６,１９0.

（
９１
） C

ase C
-３６0/１２, C

oty G
erm

any G
m

bH
 v F

irst N
ote P

erfum
es N

V
, E

C
L

I:E
U

:C
:２0１４:１３１８; C

ase C
-６１８/１５, C

oncurrence 

S
àrl v S

am
sung E

lectronics F
rance S

A
S

 and A
m

azon S
ervices E

urope S
àrl, E

C
L

I:E
U

:C
:２0１６:９７６; C

ase C
-３４３/１９, V

erein 

für K
onsum

enteninform
ation v V

olksw
agen A

G
, E

C
L

I:E
U

:C
:２0２0:５３４.

（
９２
） C

ase C
-５２３/１0, W

intersteiger v P
roducts ４U

 S
onderm

aschinenbau, E
C

L
I:E

U
:C

:２0２１:（２00

）, C
ase C

-１７0/１２, P
eter 

P
inckney v K

D
G

 M
ediatech A

G
, E

C
L

I:E
U

:C
:２0１３:６３５; C

ase C
-４４１/１３, P

ez H
ejduk v E

nergieA
gentur.N

R
W

 G
m

bH
, 

E
C

L
I:E

U
:C

:２0１５:２８.

）
三
三
三
（



日
本
法
学

　第
九
十
巻
第
四
号
（
二
〇
二
五
年
二
月
）

四
八

（
９３
） C

ases C
-５0９/0９ and C

-１６１/１0, eD
ate A

dvertising G
m

bH
 v X

 and O
livier M

artinez, R
obert M

artinez v M
G

N
 L

im
ited, 

E
C

L
I:E

U
:C

:２0１１:６８５.
（
９４
） L

.L
undstedt, su

pra note ７４,pp.１７１-１７２.

（
９５
） 
夏
井
・
前
掲
注（
７７
）五
〇
六
～
五
〇
七
頁
。

（
９６
） L

.L
undstedt, su

pra note ７４,pp.１７２-１７４.

（
９７
） C

ase C
-１７２/１８, A

M
S

 N
eve L

td, B
arnett W

addingham
 T

rustees, M
ark C

rabtree v H
eritage A

udio S
L

, P
edro R

odríguez 

A
rribas, E

C
L

I:E
U

:C
:２0１９:６７４, para ６１; C

ase C
-５２３/１0, W

intersteiger v P
roducts ４U

 S
onderm

aschinenbau, 

E
C

L
I:E

U
:C

:２0２１:２00, para ３４; P
ez H

ejduk v E
nergieA

gentur.N
R

W
 G

m
bH

, E
C

L
I:E

U
:C

:２0１５:２８, para ２４.

（
９８
） C

ases C
-５0９/0９ and C

-１６１/１0, eD
ate A

dvertising G
m

bH
 v X

 and O
livier M

artinez, R
obert M

artinez v M
G

N
 L

im
ited, 

E
C

L
I:E

U
:C

:２0１１:６８５,para ４２; C
ase C

-４４１/１３, P
ez H

ejduk v E
nergieA

gentur.N
R

W
 G

m
bH

, E
C

L
I:E

U
:C

:２0１５:２８, para ２６.

（
９９
） C

ase C
-５２３/１0 W

intersteiger v P
roducts ４U

 S
onderm

aschinenbau, E
C

L
I:E

U
:C

:２0２１:２00, para ３６.

（
１00
） L

.L
undstedt, su

pra note ７４,pp.１７２-１７５.

（
１0１
） C

ase C
-６８/９３, F

iona S
hevill, Ixora T

rading Inc., C
hequepoint S

A
R

L
 and C

hequepoint International L
td v P

resse 

A
lliance S

A
, E

C
L

I:E
U

:C
:１９９５:６１, para ２９; eD

ate A
dvertising G

m
bH

 v X
 and O

livier M
artinez, R

obert M
artinez v M

G
N

 

L
im

ited, E
C

L
I:E

U
:C

:２0１１:６８５, para ５１.

（
１0２
） eD

ate A
dvertising G

m
bH

 v X
 and O

livier M
artinez, R

obert M
artinez v M

G
N

 L
im

ited, E
C

L
I:E

U
:C

:２0１１:６８５, para ５１.

（
１0３
） C

-５0９/0９ e C
-１６１/１0, eD

ate A
dvertising G

m
bH

 v X
 and O

livier M
artinez, R

obert M
artinez v M

G
N

 L
im

ited, 

E
C

L
I:E

U
:C

:２0１１:６８５, para ４８; C
-１９４/１６, B

olagsupplysningen O
Ü

 and Ingrid Ilsjan v S
vensk H

andel A
B

, E
C

L
I:E

U
:C

:２0１７:７６６, 

para ３８.

（
１0４
） L

.L
undstedt, su

pra note ７４,pp.１７６-１７７.

（
１0５
） C

-１９４/１６, B
olagsupplysningen O

Ü
 and Ingrid Ilsjan v S

vensk H
andel A

B
, E

C
L

I:E
U

:C
:２0１７:７６６, paras ３３,３５,３８,４２.

）
三
三
三
（

営
業
秘
密
侵
害
の
国
際
裁
判
管
轄
（
セ
レ
ナ
）

四
九

（
１0６
） L

.L
undstedt, su

pra note ７４,pp.１７６-１７７.

（
１0７
） 

例
え
ば
、C

ase C
-５２３/１0 W

intersteiger v P
roducts ４U

 S
onderm

aschinenbau, E
C

L
I:E

U
:C

:２0２１:２00, para ２９.

（
１0８
） 

例
え
ば
、C

ase C
-５２３/１0 W

intersteiger v P
roducts ４U

 S
onderm

aschinenbau, E
C

L
I:E

U
:C

:２0２１:２00, para ２８.

（
１0９
） L

.L
undstedt, su

pra note ７４, pp.１７７-１７９.

（
１１0
） 

拙
稿
「
営
業
秘
密
侵
害
の
準
拠
法
：
Ｅ
Ｕ
の
契
約
外
債
務
の
準
拠
法
に
関
す
る
ロ
ー
マ
Ⅱ
規
則
を
め
ぐ
る
議
論
を
参
考
に
」
法
學
政
治
學
論
究

一
三
七
号
（
二
〇
二
三
年
）
一
頁
以
下
。

（
１１１
） C

ase C
-３６0/１２, C

oty G
erm

any G
m

bH
, form

erly C
oty P

restige L
ancaster G

roup G
m

bH
 v F

irst N
ote P

erfum
es N

V
, 

E
C

L
I:E

U
:C

:２0１４:１３１８, paras ５５-５６.

（
１１２
） O

pinion O
f A

dvocate G
eneral H

ogan, delivered on １６ S
eptem

ber ２0２, C
ase C

-２５１/２0, G
tflix T

v v D
R

, 

E
C

L
I:E

U
:C

:２0２１:７４５, paras ９９-１00.

（
１１３
） L

.L
undstedt, su

pra note ７４, pp.１７９-１８0.

（
１１４
） C

ase C
-２５１/２0, G

tflix T
v v D

R
, E

C
L

I:E
U

:C
:２0２１:７４５, para ４３.

（
１１５
） O

pinion O
f A

dvocate G
eneral H

ogan, delivered on １６ S
eptem

ber ２0２, C
ase C

-２５１/２0, G
tflix T

v v D
R

, 

E
C

L
I:E

U
:C

:２0２１:７４５, paras ９,９６,９７.

（
１１６
） L

.L
undstedt, su

pra note ７４, pp.１７９-１８１.

（
１１７
） 

拙
稿
・
前
掲
注（
１１0
）三
一
頁
。

（
１１８
） C

ase ２１-７６, H
andelskw

ekerij G
. J. B

ier B
V

 v M
ines de potasse d ’A

lsace S
A

, E
C

L
I:E

U
:C

: １９７６:１６６, para １５; C
ase 

C
-１８９/0８, Z

uid-C
hem

ie B
V

 v P
hilippo ’s M

ineralenfabriek N
V

/S
A

, E
C

L
I:E

U
:C

:２00９:４７５, para ２７; C
ase C

-３５２/１３, C
artel 

D
am

age C
laim

s 

（C
D

C

） H
ydrogen P

eroxide S
A

 v E
vonik D

egussa G
m

bH
 and O

thers, E
C

L
I:E

U
:C

:２0１５:３３５, para ５２; C
ase 

C
-３0４/１７, H

elga L
öber v B

arclays B
ank P

L
C

, E
C

L
I:E

U
:C

:２0１８:７0１, para ２７; C
ase C

-７0９/１９,V
ereniging van E

ffectenbezitters 

v B
P

 plc., E
C

L
I:E

U
:C

:２0２１:３７７, para ３１.

）
三
三
七
（



営
業
秘
密
侵
害
の
国
際
裁
判
管
轄
（
セ
レ
ナ
）

四
九

（
１0６
） L

.L
undstedt, su

pra note ７４,pp.１７６-１７７.
（
１0７
） 

例
え
ば
、C

ase C
-５２３/１0 W

intersteiger v P
roducts ４U

 S
onderm

aschinenbau, E
C

L
I:E

U
:C

:２0２１:２00, para ２９.
（
１0８
） 
例
え
ば
、C

ase C
-５２３/１0 W

intersteiger v P
roducts ４U

 S
onderm

aschinenbau, E
C

L
I:E

U
:C

:２0２１:２00, para ２８.

（
１0９
） L

.L
undstedt, su

pra note ７４, pp.１７７-１７９.

（
１１0
） 

拙
稿
「
営
業
秘
密
侵
害
の
準
拠
法
：
Ｅ
Ｕ
の
契
約
外
債
務
の
準
拠
法
に
関
す
る
ロ
ー
マ
Ⅱ
規
則
を
め
ぐ
る
議
論
を
参
考
に
」
法
學
政
治
學
論
究

一
三
七
号
（
二
〇
二
三
年
）
一
頁
以
下
。

（
１１１
） C

ase C
-３６0/１２, C

oty G
erm

any G
m

bH
, form

erly C
oty P

restige L
ancaster G

roup G
m

bH
 v F

irst N
ote P

erfum
es N

V
, 

E
C

L
I:E

U
:C

:２0１４:１３１８, paras ５５-５６.

（
１１２
） O

pinion O
f A

dvocate G
eneral H

ogan, delivered on １６ S
eptem

ber ２0２, C
ase C

-２５１/２0, G
tflix T

v v D
R

, 

E
C

L
I:E

U
:C

:２0２１:７４５, paras ９９-１00.

（
１１３
） L

.L
undstedt, su

pra note ７４, pp.１７９-１８0.

（
１１４
） C

ase C
-２５１/２0, G

tflix T
v v D

R
, E

C
L

I:E
U

:C
:２0２１:７４５, para ４３.

（
１１５
） O

pinion O
f A

dvocate G
eneral H

ogan, delivered on １６ S
eptem

ber ２0２, C
ase C

-２５１/２0, G
tflix T

v v D
R

, 

E
C

L
I:E

U
:C

:２0２１:７４５, paras ９,９６,９７.

（
１１６
） L

.L
undstedt, su

pra note ７４, pp.１７９-１８１.

（
１１７
） 

拙
稿
・
前
掲
注（
１１0
）三
一
頁
。

（
１１８
） C

ase ２１-７６, H
andelskw

ekerij G
. J. B

ier B
V

 v M
ines de potasse d ’A

lsace S
A

, E
C

L
I:E

U
:C

: １９７６:１６６, para １５; C
ase 

C
-１８９/0８, Z

uid-C
hem

ie B
V

 v P
hilippo ’s M

ineralenfabriek N
V

/S
A

, E
C

L
I:E

U
:C

:２00９:４７５, para ２７; C
ase C

-３５２/１３, C
artel 

D
am

age C
laim

s 

（C
D

C

） H
ydrogen P

eroxide S
A

 v E
vonik D

egussa G
m

bH
 and O

thers, E
C

L
I:E

U
:C

:２0１５:３３５, para ５２; C
ase 

C
-３0４/１７, H

elga L
öber v B

arclays B
ank P

L
C

, E
C

L
I:E

U
:C

:２0１８:７0１, para ２７; C
ase C

-７0９/１９,V
ereniging van E

ffectenbezitters 

v B
P

 plc., E
C

L
I:E

U
:C

:２0２１:３７７, para ３１.

）
三
三
七
（



日
本
法
学

　第
九
十
巻
第
四
号
（
二
〇
二
五
年
二
月
）

五
〇

（
１１９
） L

.L
undstedt, su

pra note ７４,pp.１８１-１８２.
（
１２0
） C

ase C
-３５２/１３, C

artel D
am

age C
laim

s 

（C
D

C

） H
ydrogen P

eroxide S
A

 v A
kzo N

obel N
V

, S
olvay S

A
/N

V
, K

em
ira O

yj, 

F
M

C
 F

oret S
A

, E
C

L
I:E

U
:C

:２0１５:３３５, paras ５２-５３; C
ase C

-３0/２0, R
H

 v A
B

 V
olvo,V

olvo G
roup T

rucks C
entral E

urope 

G
m

bH
,V

olvo L
astvagnar A

B
,V

olvo G
roup E

spaña S
A

, E
C

L
I:E

U
:C

:２0２１:６0４, para ４２.

（
１２１
） L

.L
undstedt, su

pra note ７４,pp.１８２-１８４.

（
１２２
） 

７
条
２
項
：「
営
業
秘
密
の
違
法
な
取
得
、
使
用
ま
た
は
開
示
と
関
係
す
る
申
立
て
が
明
ら
か
に
理
由
の
な
い
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
濫
用
的

ま
た
は
不
誠
実
に
そ
の
訴
訟
手
続
を
開
始
さ
せ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
場
合
、
構
成
国
は
、
職
務
権
限
を
有
す
る
司
法
機
関
が
、
被
告
の
申
立
て
に

基
づ
き
、
国
内
法
に
定
め
る
適
切
な
措
置
を
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
確
保
す
る
。
そ
の
よ
う
な
措
置
は
、
被
告
に
対
し
て
損
害
賠
償
を
与

え
る
こ
と
、
申
立
人
に
対
し
て
制
裁
を
加
え
る
こ
と
、
ま
た
は
、
第
１５
条
に
示
す
決
定
に
関
す
る
情
報
の
公
表
を
命
ず
る
こ
と
を
、
し
か
る
べ
く
含

め
る
こ
と
が
で
き
る
。」
夏
井
・
前
掲
注（
７７
）五
〇
八
頁
。

（
１２３
） L

.L
undstedt, su

pra note ７４,pp.１８４.

（
１２４
） C

ase C
-３0/２0, R

H
 v A

B
 V

olvo,V
olvo G

roup T
rucks C

entral E
urope G

m
bH

,V
olvo L

astvagnar A
B

,V
olvo G

roup E
spaña 

S
A

, E
C

L
I:E

U
:C

:２0２１:６0４, paras ４0-４１.

（
１２５
） L

.L
undstedt, su

pra note ７４,pp.１８４-１８５.

（
１２６
） L

.L
undstedt, su

pra note ７４,pp.１９0.

（
１２７
） 

経
済
産
業
省
知
的
財
産
政
策
室
編
・
前
掲
注（
７
）二
六
一
～
二
六
二
頁
。

（
１２８
） 

飯
塚
卓
也
「
営
業
秘
密
関
連
訴
訟
の
国
際
裁
判
管
轄
・
準
拠
法
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
五
九
〇
号
（
二
〇
二
三
年
）
三
五
～
三
六
頁
。

）
三
三
八
（

災
害
復
興
関
係
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
関
す
る
研
究
（
小
野
寺
）

五
一

目
次

Ⅰ�

．
は
じ
め
に

Ⅱ�

．
第
一
報
告
「
金
融
庁
の
定
め
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
概
要
と

そ
の
対
応
」

Ⅲ�

．
第
二
報
告
「
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）
の
策
定
が
会
社
法
領
域

に
与
え
る
影
響
〜
取
締
役
の
法
的
責
任
の
有
無
に
関
す
る
検
討
を

通
じ
て
〜
」

Ⅳ�

．
第
一
報
告
、
第
二
報
告
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト

Ⅴ�

．
第
三
報
告
「
自
然
災
害
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
関
す
る
一
考
察
」

Ⅵ�

．
第
三
報
告
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト

Ⅰ
．
は
じ
め
に�

（
小
野
寺
千
世
）

本
研
究
は
、
災
害
復
興
関
係
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
う
ち
、

金
融
庁
の
定
め
る
「
Ｂ
Ｃ
Ｐ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」、
中
小
企
業
庁
に

よ
る
「
中
小
企
業
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
運
用
指
針
」
及
び
「
自
然
災
害
に

よ
る
被
災
者
の
債
務
整
理
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
以
下
「
自

然
災
害
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」）」
を
取
り
上
げ
、
商
事
法
及
び
民
事
手

続
法
の
観
点
か
ら
法
的
検
討
を
加
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、

令
和
六
年
八
月
三
〇
日
、
高
岡
法
科
大
学
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た

研
究
会
を
ベ
ー
ス
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

第
一
報
告
（
大
久
保
拓
也
担
当
、
Ⅱ
．）
は
、
金
融
庁
の
定
め

災
害
復
興
関
係
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
関
す
る
研
究

小
野
寺
　
千
　
世
　
　
編

資
　
料

）
九
二
四
（



災
害
復
興
関
係
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
関
す
る
研
究
（
小
野
寺
）

五
一

目
次

Ⅰ�

．
は
じ
め
に

Ⅱ�

．
第
一
報
告
「
金
融
庁
の
定
め
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
概
要
と

そ
の
対
応
」

Ⅲ�

．
第
二
報
告
「
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）
の
策
定
が
会
社
法
領
域

に
与
え
る
影
響
〜
取
締
役
の
法
的
責
任
の
有
無
に
関
す
る
検
討
を

通
じ
て
〜
」

Ⅳ�

．
第
一
報
告
、
第
二
報
告
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト

Ⅴ�

．
第
三
報
告
「
自
然
災
害
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
関
す
る
一
考
察
」

Ⅵ�

．
第
三
報
告
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト

Ⅰ
．
は
じ
め
に�

（
小
野
寺
千
世
）

本
研
究
は
、
災
害
復
興
関
係
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
う
ち
、

金
融
庁
の
定
め
る
「
Ｂ
Ｃ
Ｐ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」、
中
小
企
業
庁
に

よ
る
「
中
小
企
業
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
運
用
指
針
」
及
び
「
自
然
災
害
に

よ
る
被
災
者
の
債
務
整
理
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
以
下
「
自

然
災
害
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」）」
を
取
り
上
げ
、
商
事
法
及
び
民
事
手

続
法
の
観
点
か
ら
法
的
検
討
を
加
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、

令
和
六
年
八
月
三
〇
日
、
高
岡
法
科
大
学
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た

研
究
会
を
ベ
ー
ス
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

第
一
報
告
（
大
久
保
拓
也
担
当
、
Ⅱ
．）
は
、
金
融
庁
の
定
め

災
害
復
興
関
係
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
関
す
る
研
究

小
野
寺
　
千
　
世
　
　
編

資
　
料

）
九
二
四
（



日
本
法
学

　第
九
十
巻
第
四
号
（
二
〇
二
五
年
二
月
）

五
二

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
令
和
六
年
度
日
本
大
学
特
別
研

究
「『
災
害
に
強
く
人
に
や
さ
し
い
地
域
共
創
拠
点
』
の
構
築
を

目
指
し
たC

yber-P
hysical�S

ystem

の
開
発
」（
研
究
代
表
者
　

浅
井
朋
彦
）
の
支
援
を
も
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
本
報
告
は
、
わ

れ
わ
れ
の
共
同
研
究
の
現
在
ま
で
の
成
果
を
中
間
報
告
す
る
べ
く
、

資
料
と
し
て
公
表
す
る
も
の
で
あ
る
。
今
後
、
さ
ら
に
研
究
を
深

め
、
令
和
七
年
二
月
二
一
日
に
実
践
経
営
学
会
東
北
部
会
で
本
件

に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、
そ
の
結
果
を
取
り
ま
と
め

た
上
、
最
終
成
果
と
す
る
予
定
で
あ
る
。

Ⅱ
．
第
一
報
告
「
金
融
庁
の
定
め
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
概
要
と
そ
の
対
応
」�

�

（
大
久
保
拓
也
）

一
．
は
じ
め
に

Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
（B

usiness�C
ontinuity�P

lanning

））

と
は
、
企
業
等
の
組
織
体
が
災
害
等
の
緊
急
事
態
に
遭
遇
し
た
場

合
に
お
い
て
、
組
織
体
の
事
業
を
継
続
で
き
る
よ
う
に
、
平
常
時

や
緊
急
時
の
対
応
方
法
等
を
取
り
決
め
て
お
く
計
画
の
こ
と
を
い

う
。

る
「
Ｂ
Ｃ
Ｐ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
、
第
二
報
告
（
鬼
頭
俊
泰
担
当
、

Ⅲ
．）
は
、
中
小
企
業
庁
に
よ
る
「
中
小
企
業
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
運
用

指
針
」
を
取
り
上
げ
、
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
い
う

と
、
第
一
報
告
は
、
金
融
庁
が
定
め
る
「
Ｂ
Ｃ
Ｐ
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
全
般
を
鳥
瞰
す
る
も
の
で
あ
り
、
第
二
報
告
は
、
主
に
会
社

法
の
観
点
か
ら
、「
中
小
企
業
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
運
用
指
針
」
が
会
社

法
の
領
域
に
与
え
る
影
響
に
つ
き
検
討
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

る
。第

一
報
告
及
び
第
二
報
告
に
関
す
る
研
究
会
で
の
質
疑
の
結
果

は
、
両
報
告
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
（
松
嶋
隆
弘
担
当
、
Ⅳ
．）
と

し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

次
い
で
第
三
報
告
（
金
澤
大
祐
担
当
、
Ⅴ
．）
は
、
自
然
災
害

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
き
、
そ
の
全
体
を
俯
瞰
す
る
と
と
も
に
そ
の

法
的
課
題
を
取
り
上
げ
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。
第
三
報
告
に
対

す
る
コ
メ
ン
ト
（
中
島
弘
雅
担
当
）
で
は
、
主
に
民
事
手
続
法
的

観
点
か
ら
、
自
然
災
害
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
及
び
金
澤
報
告
に
関
す
る

検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
。

本
研
究
は
、
小
野
寺
が
代
表
を
務
め
る
共
同
研
究
令
和
六
年
度

法
学
部
研
究
費
［
学
術
研
究
費
（
共
同
研
究
費
）］「
災
害
時
の
被

災
者
賠
償
法
制
と
司
法
が
果
た
す
べ
き
役
割
」
に
基
づ
き
、
実
施

）
九
三
四
（

災
害
復
興
関
係
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
関
す
る
研
究
（
小
野
寺
）

五
三

を
定
め
て
い
る
（
１
）
。

本
報
告
で
は
、
金
融
庁
の
定
め
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
概

要
と
そ
れ
に
対
す
る
金
融
庁
・
金
融
機
関
等
の
対
応
を
分
析
す
る

も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
金
融
庁
防
災
業
務
計
画
、
金
融
庁

版
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
概
要
を
扱
う
と
と
も
に
、
金
融
庁
が
所
管
す
る
金
融

機
関
も
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
定
め
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ら
を
横
断
的
に
検
討

す
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
踏
ま
え
、
金
融
庁
版
Ｂ
Ｃ
Ｐ
が
、
金
融

機
関
か
ら
融
資
を
受
け
る
多
く
の
事
業
体
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
に
与
え
る
影

響
を
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

二
．
金
融
庁
の
定
め
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ

１
．
金
融
庁
の
目
標
と
金
融
庁
Ｂ
Ｃ
Ｐ

金
融
庁
は
、
金
融
を
取
り
巻
く
環
境
が
急
激
に
変
化
す
る
中
に

あ
っ
て
も
、
⑴
金
融
シ
ス
テ
ム
の
安
定
／
金
融
仲
介
機
能
の
発
揮
、

⑵
利
用
者
保
護
／
利
用
者
利
便
、
⑶
市
場
の
公
正
性
・
透
明
性
／

市
場
の
活
力
の
そ
れ
ぞ
れ
を
両
立
さ
せ
る
こ
と
を
通
じ
て
、
企

業
・
経
済
の
持
続
的
成
長
と
安
定
的
な
資
産
形
成
等
に
よ
る
国
民

の
厚
生
の
増
大
を
目
指
す
こ
と
を
目
標
と
し
て
、
金
融
行
政
に
取

り
組
む
も
の
と
し
て
い
る
（
２
）
。

金
融
庁
Ｂ
Ｃ
Ｐ
は
、
一
で
述
べ
た
防
災
業
務
計
画
で
大
枠
を
定

め
、
個
別
的
に
「
首
都
直
下
地
震
対
応
編
」、「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

災
害
の
多
い
日
本
に
お
い
て
は
、
災
害
時
に
お
い
て
も
国
や
地

方
の
行
政
機
関
が
適
切
に
機
能
す
べ
き
対
応
方
法
を
計
画
し
て
お

く
必
要
が
あ
る
。
災
害
対
策
基
本
法
は
、
内
閣
府
や
金
融
庁
等
の

指
定
行
政
機
関
が
防
災
業
務
計
画
を
定
め
る
こ
と
を
求
め
る
（
同

法
三
六
条
一
項
）。
国
土
並
び
に
国
民
の
生
命
、
身
体
及
び
財
産

を
災
害
か
ら
保
護
す
る
た
め
、
防
災
に
関
し
、
基
本
理
念
を
定
め
、

国
、
地
方
公
共
団
体
及
び
そ
の
他
の
公
共
機
関
を
通
じ
て
必
要
な

体
制
を
確
立
し
、
責
任
の
所
在
を
明
確
に
す
る
と
と
も
に
、
防
災

計
画
の
作
成
、
災
害
予
防
、
災
害
応
急
対
策
、
災
害
復
旧
及
び
防

災
に
関
す
る
財
政
金
融
措
置
そ
の
他
必
要
な
災
害
対
策
の
基
本
を

定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
防
災
行
政
の
整
備

及
び
推
進
を
図
り
、
も
つ
て
社
会
の
秩
序
の
維
持
と
公
共
の
福
祉

の
確
保
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
か
ら
で
あ
る
（
同
法
一

条
）。こ

の
防
災
業
務
計
画
を
も
と
に
、
金
融
庁
は
防
災
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
定
め
て
い
る
（
金
融
庁
防
災
業
務
計
画
）。
金
融
は
資
金

が
適
切
に
供
給
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
経
済
や
国
民
の
生
活
を
循

環
さ
せ
る
役
割
を
果
た
す
た
め
の
装
置
で
あ
り
、
災
害
等
の
緊
急

事
態
に
お
い
て
も
資
金
の
循
環
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
す
る

必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
金
融
庁
は
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

）
九
三
四
（



災
害
復
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ガ
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ド
ラ
イ
ン
に
関
す
る
研
究
（
小
野
寺
）

五
三

を
定
め
て
い
る
（
１
）
。

本
報
告
で
は
、
金
融
庁
の
定
め
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
概

要
と
そ
れ
に
対
す
る
金
融
庁
・
金
融
機
関
等
の
対
応
を
分
析
す
る

も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
金
融
庁
防
災
業
務
計
画
、
金
融
庁

版
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
概
要
を
扱
う
と
と
も
に
、
金
融
庁
が
所
管
す
る
金
融

機
関
も
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
定
め
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ら
を
横
断
的
に
検
討

す
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
踏
ま
え
、
金
融
庁
版
Ｂ
Ｃ
Ｐ
が
、
金
融

機
関
か
ら
融
資
を
受
け
る
多
く
の
事
業
体
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
に
与
え
る
影

響
を
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

二
．
金
融
庁
の
定
め
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ

１
．
金
融
庁
の
目
標
と
金
融
庁
Ｂ
Ｃ
Ｐ

金
融
庁
は
、
金
融
を
取
り
巻
く
環
境
が
急
激
に
変
化
す
る
中
に

あ
っ
て
も
、
⑴
金
融
シ
ス
テ
ム
の
安
定
／
金
融
仲
介
機
能
の
発
揮
、

⑵
利
用
者
保
護
／
利
用
者
利
便
、
⑶
市
場
の
公
正
性
・
透
明
性
／

市
場
の
活
力
の
そ
れ
ぞ
れ
を
両
立
さ
せ
る
こ
と
を
通
じ
て
、
企

業
・
経
済
の
持
続
的
成
長
と
安
定
的
な
資
産
形
成
等
に
よ
る
国
民

の
厚
生
の
増
大
を
目
指
す
こ
と
を
目
標
と
し
て
、
金
融
行
政
に
取

り
組
む
も
の
と
し
て
い
る
（
２
）
。

金
融
庁
Ｂ
Ｃ
Ｐ
は
、
一
で
述
べ
た
防
災
業
務
計
画
で
大
枠
を
定

め
、
個
別
的
に
「
首
都
直
下
地
震
対
応
編
」、「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

災
害
の
多
い
日
本
に
お
い
て
は
、
災
害
時
に
お
い
て
も
国
や
地

方
の
行
政
機
関
が
適
切
に
機
能
す
べ
き
対
応
方
法
を
計
画
し
て
お

く
必
要
が
あ
る
。
災
害
対
策
基
本
法
は
、
内
閣
府
や
金
融
庁
等
の

指
定
行
政
機
関
が
防
災
業
務
計
画
を
定
め
る
こ
と
を
求
め
る
（
同

法
三
六
条
一
項
）。
国
土
並
び
に
国
民
の
生
命
、
身
体
及
び
財
産

を
災
害
か
ら
保
護
す
る
た
め
、
防
災
に
関
し
、
基
本
理
念
を
定
め
、

国
、
地
方
公
共
団
体
及
び
そ
の
他
の
公
共
機
関
を
通
じ
て
必
要
な

体
制
を
確
立
し
、
責
任
の
所
在
を
明
確
に
す
る
と
と
も
に
、
防
災

計
画
の
作
成
、
災
害
予
防
、
災
害
応
急
対
策
、
災
害
復
旧
及
び
防

災
に
関
す
る
財
政
金
融
措
置
そ
の
他
必
要
な
災
害
対
策
の
基
本
を

定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
防
災
行
政
の
整
備

及
び
推
進
を
図
り
、
も
つ
て
社
会
の
秩
序
の
維
持
と
公
共
の
福
祉

の
確
保
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
か
ら
で
あ
る
（
同
法
一

条
）。こ

の
防
災
業
務
計
画
を
も
と
に
、
金
融
庁
は
防
災
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
定
め
て
い
る
（
金
融
庁
防
災
業
務
計
画
）。
金
融
は
資
金

が
適
切
に
供
給
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
経
済
や
国
民
の
生
活
を
循

環
さ
せ
る
役
割
を
果
た
す
た
め
の
装
置
で
あ
り
、
災
害
等
の
緊
急

事
態
に
お
い
て
も
資
金
の
循
環
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
す
る

必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
金
融
庁
は
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

）
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な
る
。
こ
れ
ら
が
対
象
と
な
る
の
は
、
災
害
発
生
後
に
被
害
の
回

復
と
業
務
継
続
の
た
め
の
司
令
塔
と
な
る
金
融
庁
と
、
災
害
か
ら

の
復
旧
に
は
金
融
を
通
じ
て
金
融
機
関
等
が
資
金
を
供
給
し
て
経

済
を
円
滑
に
回
す
仕
組
み
を
保
持
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
。

金
融
機
関
等
に
該
当
す
る
の
は
、
預
金
等
取
扱
金
融
機
関
、
銀

行
協
会
等
（
預
金
等
取
扱
金
融
機
関
を
会
員
と
す
る
協
会
を
い

う
）、
保
険
会
社
、
少
額
短
期
保
険
業
者
、
電
子
債
権
記
録
機
関
、

金
融
商
品
取
引
業
者
、
金
融
商
品
取
引
所
、
金
融
商
品
取
引
業
協

会
、
保
管
振
替
機
関
、
振
替
機
関
及
び
清
算
機
関
で
あ
る
（
金
融

庁
計
画
二
条
二
項
二
号
）。
銀
行
、
金
融
商
品
取
引
に
関
す
る
機

関
、
決
済
に
関
す
る
機
関
は
資
金
の
移
動
に
大
き
く
関
わ
り
、
ま

た
保
険
会
社
は
損
害
に
対
す
る
保
険
金
の
支
払
で
復
興
に
関
わ
る

こ
と
に
な
る
。

金
融
庁
防
災
業
務
計
画
は
、
平
時
の
体
制
整
備
（
第
二
章
）
と

有
時
の
体
制
整
備
（
第
三
章
〜
第
五
章
）
を
定
め
る
。

前
者
（
平
時
）
に
つ
い
て
は
、
主
に
金
融
庁
内
の
対
応
を
定
め

る
が
、
金
融
機
関
等
と
の
連
携
を
と
る
旨
を
定
め
て
い
る
の
が
特

徴
的
で
あ
る
。
例
え
ば
、
日
本
銀
行
等
の
関
係
機
関
と
の
連
携
を

と
る
こ
と
（
金
融
庁
計
画
四
条
三
項
）、
金
融
機
関
等
と
の
間
で

災
害
発
生
時
に
お
け
る
連
絡
方
法
の
確
認
等
を
行
う
こ
と
（
金
融

ン
ザ
対
応
編
」
と
い
う
計
画
を
定
め
て
い
る
。
こ
こ
で
は
災
害
に

係
る
前
二
者
を
み
て
ゆ
く
。

２
．
金
融
庁
防
災
業
務
計
画

金
融
庁
防
災
業
務
計
画
（
金
融
庁
訓
令
第
二
五
号
・
平
成
一
三

年
一
月
六
日
、
以
下
「
金
融
庁
計
画
」
と
い
う
（
３
））
は
、
第
一
章 

総

則
、
第
二
章 

防
災
体
制
の
確
立
、
第
三
章 

災
害
応
急
対
策
及
び

災
害
復
旧
、
第
四
章 
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
係
る
防
災
強
化
計
画

等
、
第
五
章 

日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震
に
係
る

地
震
防
災
対
策
推
進
計
画
、
第
六
章 
地
域
防
災
計
画
の
作
成
の

基
準
、
第
七
章 

補
則
の
章
立
て
で
あ
る
。

金
融
庁
防
災
業
務
計
画
は
、
災
害
対
策
基
本
法
三
六
条
第
一
項
、

大
規
模
地
震
対
策
特
別
措
置
法
六
条
一
項
等
の
規
定
に
基
づ
き
、

金
融
庁
の
所
掌
事
務
に
つ
い
て
、「
防
災
に
関
し
採
る
べ
き
措
置
」

の
基
本
を
定
め
る
と
と
も
に
、
地
域
防
災
計
画
の
作
成
の
た
め
の

基
準
を
示
す
こ
と
を
目
的
と
す
る
（
金
融
庁
計
画
一
条
）。「
防
災

に
関
し
採
る
べ
き
措
置
」
と
は
、
災
害
の
発
生
時
等
に
お
い
て
金

融
庁
及
び
金
融
機
関
等
が
、
早
期
に
被
害
の
回
復
を
図
り
、
金
融

シ
ス
テ
ム
の
機
能
の
維
持
に
必
要
な
最
低
限
度
の
業
務
を
継
続
す

る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
含
む
も
の
と
し
て
い
る
の
で
、
措
置
の

名
宛
人
は
金
融
庁
を
は
じ
め
と
す
る
行
政
機
関
と
金
融
機
関
等
に

）
九
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害
復
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イ
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イ
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す
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研
究
（
小
野
寺
）

五
五

も
っ
て
被
災
者
の
預
貯
金
払
戻
し
の
利
便
を
図
る
こ
と
、
及
び
事

情
や
む
を
得
な
い
と
認
め
ら
れ
る
被
災
者
に
つ
い
て
は
、
定
期
預

金
、
定
期
積
金
等
の
中
途
解
約
又
は
当
該
預
貯
金
を
担
保
と
す
る

貸
出
に
応
ず
る
等
の
適
宜
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
を
い
う
）、
③

手
形
交
換
、
休
日
営
業
等
に
関
す
る
措
置
（
災
害
時
に
お
け
る
手

形
交
換
又
は
不
渡
処
分
、
金
融
機
関
の
休
日
営
業
又
は
平
常
時
間

外
の
営
業
に
つ
い
て
も
適
宜
配
慮
す
る
こ
と
、
並
び
に
窓
口
に
お

け
る
営
業
が
で
き
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
顧
客
及
び
従
業
員
の

安
全
に
十
分
配
慮
し
た
上
で
現
金
自
動
預
払
機
等
に
お
い
て
預
金

の
払
戻
し
を
行
う
等
、
被
災
者
の
便
宜
を
考
慮
し
た
措
置
を
講
ず

る
こ
と
を
い
う
）
が
挙
げ
ら
れ
る
（
一
二
条
）。
①
・
②
は
国
民

の
生
活
の
回
復
に
必
要
な
措
置
で
あ
り
、
具
体
的
な
対
策
は
金
融

庁
か
ら
各
金
融
機
関
に
融
資
や
預
貯
金
の
対
応
を
促
す
こ
と
と
な

る
。
③
は
ビ
ジ
ネ
ス
上
の
決
済
や
オ
ン
ラ
イ
ン
決
済
で
求
め
ら
れ

る
対
策
で
あ
る
。
手
形
交
換
は
電
子
交
換
所
で
の
決
済
に
な
り
、

オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
が
稼
働
し
て
い
る
か
、
稼
働
し
て
い
な
い

場
合
に
紙
の
手
形
に
基
づ
く
交
換
を
行
う
と
い
う
技
術
的
な
問
題

が
生
じ
て
く
る
。
現
金
自
動
預
払
機
も
オ
ン
ラ
イ
ン
決
済
稼
働
状

況
次
第
と
な
る
。

金
融
庁
防
災
業
務
計
画
は
概
括
的
に
規
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、

庁
計
画
六
条
三
項
）、
災
害
時
等
に
お
い
て
早
期
の
被
害
回
復
と

金
融
シ
ス
テ
ム
の
維
持
に
必
要
な
最
低
限
度
の
業
務
の
継
続
が
可

能
と
な
る
よ
う
体
制
整
備
を
図
る
こ
と
（
金
融
庁
計
画
八
条
の

二
）
が
定
め
ら
れ
る
。

後
者
（
有
時
）
に
つ
い
て
は
、
金
融
庁
内
で
は
、
応
急
措
置
の

実
施
と
金
融
機
関
等
に
対
し
報
告
を
求
め
る
こ
と
で
情
報
収
集
手

段
が
求
め
ら
れ
る
。
金
融
商
品
取
引
業
に
関
す
る
措
置
（
金
融
庁

計
画
一
三
条
）
や
地
震
対
策
も
定
め
る
が
、
金
融
商
品
取
引
に
つ

い
て
は
金
融
商
品
の
売
買
対
応
や
取
引
所
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス

テ
ム
の
稼
働
が
主
な
問
題
と
な
る
の
で
、
論
点
が
絞
ら
れ
る
こ
と
、

地
震
対
策
に
つ
い
て
は
３
で
後
述
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は
金

融
に
関
す
る
措
置
（
金
融
庁
計
画
一
二
条
）
を
取
り
上
げ
る
。

金
融
に
関
す
る
措
置
（
金
融
庁
計
画
一
二
条
）
の
重
点
項
目
と

し
て
は
、
①
災
害
関
係
の
融
資
に
関
す
る
措
置
（
災
害
の
状
況
、

応
急
資
金
の
需
要
等
を
勘
案
し
て
融
資
相
談
所
の
開
設
、
審
査
手

続
の
簡
便
化
、
貸
出
の
迅
速
化
、
貸
出
金
の
返
済
猶
予
等
被
災
者

の
便
宜
を
考
慮
し
た
適
時
的
確
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
を
い
う
）、

②
預
貯
金
の
払
戻
し
及
び
中
途
解
約
に
関
す
る
措
置
（
預
金
通
帳
、

届
出
印
鑑
等
を
焼
失
又
は
流
失
し
た
預
貯
金
者
に
つ
い
て
は
、
り

災
証
明
書
の
提
示
そ
の
他
実
情
に
即
す
る
簡
易
な
確
認
方
法
を
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災
害
復
興
関
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五
五

も
っ
て
被
災
者
の
預
貯
金
払
戻
し
の
利
便
を
図
る
こ
と
、
及
び
事

情
や
む
を
得
な
い
と
認
め
ら
れ
る
被
災
者
に
つ
い
て
は
、
定
期
預

金
、
定
期
積
金
等
の
中
途
解
約
又
は
当
該
預
貯
金
を
担
保
と
す
る

貸
出
に
応
ず
る
等
の
適
宜
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
を
い
う
）、
③

手
形
交
換
、
休
日
営
業
等
に
関
す
る
措
置
（
災
害
時
に
お
け
る
手

形
交
換
又
は
不
渡
処
分
、
金
融
機
関
の
休
日
営
業
又
は
平
常
時
間

外
の
営
業
に
つ
い
て
も
適
宜
配
慮
す
る
こ
と
、
並
び
に
窓
口
に
お

け
る
営
業
が
で
き
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
顧
客
及
び
従
業
員
の

安
全
に
十
分
配
慮
し
た
上
で
現
金
自
動
預
払
機
等
に
お
い
て
預
金

の
払
戻
し
を
行
う
等
、
被
災
者
の
便
宜
を
考
慮
し
た
措
置
を
講
ず

る
こ
と
を
い
う
）
が
挙
げ
ら
れ
る
（
一
二
条
）。
①
・
②
は
国
民

の
生
活
の
回
復
に
必
要
な
措
置
で
あ
り
、
具
体
的
な
対
策
は
金
融

庁
か
ら
各
金
融
機
関
に
融
資
や
預
貯
金
の
対
応
を
促
す
こ
と
と
な

る
。
③
は
ビ
ジ
ネ
ス
上
の
決
済
や
オ
ン
ラ
イ
ン
決
済
で
求
め
ら
れ

る
対
策
で
あ
る
。
手
形
交
換
は
電
子
交
換
所
で
の
決
済
に
な
り
、

オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
が
稼
働
し
て
い
る
か
、
稼
働
し
て
い
な
い

場
合
に
紙
の
手
形
に
基
づ
く
交
換
を
行
う
と
い
う
技
術
的
な
問
題

が
生
じ
て
く
る
。
現
金
自
動
預
払
機
も
オ
ン
ラ
イ
ン
決
済
稼
働
状

況
次
第
と
な
る
。

金
融
庁
防
災
業
務
計
画
は
概
括
的
に
規
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、

庁
計
画
六
条
三
項
）、
災
害
時
等
に
お
い
て
早
期
の
被
害
回
復
と

金
融
シ
ス
テ
ム
の
維
持
に
必
要
な
最
低
限
度
の
業
務
の
継
続
が
可

能
と
な
る
よ
う
体
制
整
備
を
図
る
こ
と
（
金
融
庁
計
画
八
条
の

二
）
が
定
め
ら
れ
る
。

後
者
（
有
時
）
に
つ
い
て
は
、
金
融
庁
内
で
は
、
応
急
措
置
の

実
施
と
金
融
機
関
等
に
対
し
報
告
を
求
め
る
こ
と
で
情
報
収
集
手

段
が
求
め
ら
れ
る
。
金
融
商
品
取
引
業
に
関
す
る
措
置
（
金
融
庁

計
画
一
三
条
）
や
地
震
対
策
も
定
め
る
が
、
金
融
商
品
取
引
に
つ

い
て
は
金
融
商
品
の
売
買
対
応
や
取
引
所
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス

テ
ム
の
稼
働
が
主
な
問
題
と
な
る
の
で
、
論
点
が
絞
ら
れ
る
こ
と
、

地
震
対
策
に
つ
い
て
は
３
で
後
述
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は
金

融
に
関
す
る
措
置
（
金
融
庁
計
画
一
二
条
）
を
取
り
上
げ
る
。

金
融
に
関
す
る
措
置
（
金
融
庁
計
画
一
二
条
）
の
重
点
項
目
と

し
て
は
、
①
災
害
関
係
の
融
資
に
関
す
る
措
置
（
災
害
の
状
況
、

応
急
資
金
の
需
要
等
を
勘
案
し
て
融
資
相
談
所
の
開
設
、
審
査
手

続
の
簡
便
化
、
貸
出
の
迅
速
化
、
貸
出
金
の
返
済
猶
予
等
被
災
者

の
便
宜
を
考
慮
し
た
適
時
的
確
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
を
い
う
）、

②
預
貯
金
の
払
戻
し
及
び
中
途
解
約
に
関
す
る
措
置
（
預
金
通
帳
、

届
出
印
鑑
等
を
焼
失
又
は
流
失
し
た
預
貯
金
者
に
つ
い
て
は
、
り

災
証
明
書
の
提
示
そ
の
他
実
情
に
即
す
る
簡
易
な
確
認
方
法
を

）
九
三
三
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五
六

を
確
保
し
、
必
要
な
執
行
体
制
を
整
備
し
た
上
で
、
行
政
資
源
を

適
切
に
配
分
す
る
。

金
融
庁
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
構
成
は
、
次
の
４
章
で
構
成
さ
れ
る
。
第
１

章 

適
用
範
囲
、
想
定
す
る
災
害
・
被
害
等
、
第
２
章 

発
災
時
に

お
け
る
対
応
、
第
３
章 

業
務
継
続
へ
の
備
え
、
第
４
章 

教
育
・

訓
練
及
び
計
画
の
見
直
し
、
で
あ
る
。

そ
の
対
応
策
を
み
る
と
、
地
震
発
生
直
後
か
ら
、
安
否
確
認
・

報
告
、
災
害
対
策
本
部
の
設
置
、
担
当
者
の
参
集
を
始
め
、
情
報

管
理
体
制
を
確
立
、
災
害
対
策
本
部
の
設
営
、
情
報
発
信
体
制
の

確
立
、
海
外
当
局
者
等
へ
の
情
報
発
信
、
金
融
機
関
の
被
災
状
況

に
係
る
情
報
発
信
と
対
応
す
べ
き
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
担
当

者
・
担
当
機
関
を
明
示
し
て
い
る
。

ま
ず
金
融
庁
内
の
職
員
に
対
す
る
計
画
と
し
て
、
職
員
の
初
動

対
応
と
し
て
何
を
な
す
べ
き
か
明
確
に
し
て
い
る
。
地
震
は
い
つ

発
生
す
る
か
わ
か
ら
な
い
た
め
、
就
業
時
間
内
だ
け
で
な
く
、
就

業
時
間
外
の
対
応
、
災
害
対
策
本
部
へ
の
参
集
が
困
難
な
者
へ
の

対
応
も
定
め
る
。

金
融
庁
内
の
職
員
が
災
害
対
応
本
部
を
設
置
し
て
災
害
へ
の
対

応
で
き
る
体
制
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
情
報
収
集
、
情
報
発
信

体
制
を
順
次
確
立
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
金
融
庁
外
部
と
の
関

オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
へ
の
対
応
が
ど
う
な
る
か
は
明
ら
か
で
は

な
い
。
た
だ
、
金
融
取
引
や
金
融
商
品
取
引
は
オ
ン
ラ
イ
ン
化
さ

れ
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
介
し
て
デ
ー
タ
が
つ
な
が
っ
て
い
る
た
め
、

業
務
の
継
続
に
つ
い
て
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
復
旧
が
迅
速
に
行
わ

れ
る
よ
う
に
体
制
を
整
え
る
必
要
が
あ
る
こ
と
は
重
視
す
べ
き
で

あ
る
。

３
．
金
融
庁
Ｂ
Ｃ
Ｐ
「
首
都
直
下
地
震
対
応
編
」

金
融
庁
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
首
都
直
下
地
震
対
応
編
・
令
和
五
年
六
月

二
三
日
）
は
、
日
本
で
頻
発
す
る
地
震
が
発
生
し
た
場
合
に
、
日

本
経
済
の
基
礎
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
金
融
シ
ス
テ
ム
の
機
能
を
維
持

す
る
た
め
に
、
平
成
二
〇
年
六
月
に
策
定
さ
れ
た
金
融
庁
Ｂ
Ｃ
Ｐ

（
首
都
直
下
地
震
対
応
編
）
を
改
訂
し
た
も
の
で
あ
る
（
４
）
。

金
融
庁
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
基
本
方
針
は
、
想
定
災
害
等
発
生
時
に
お
い

て
金
融
シ
ス
テ
ム
の
機
能
の
維
持
を
図
る
べ
く
、
次
の
①
・
②
の

方
針
に
基
づ
い
て
、
業
務
継
続
に
向
け
た
取
組
み
を
進
め
て
い
く

も
の
と
す
る
。

①
国
民
の
金
融
資
産
の
保
全
を
図
り
、
国
民
生
活
や
民
間
の
金

融
・
経
済
活
動
が
中
断
す
る
事
態
を
で
き
る
だ
け
避
け
、
そ
の
早

期
回
復
に
努
め
る
。

②
金
融
庁
の
業
務
継
続
体
制
の
確
保
に
向
け
て
、
職
員
の
安
全

）
九
三
九
（

災
害
復
興
関
係
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
関
す
る
研
究
（
小
野
寺
）

五
七

わ
り
で
は
、
非
常
時
優
先
業
務
等
の
実
施
（
第
２
章
３
⑵
）
に
つ

い
て
、
金
融
機
関
に
お
け
る
情
報
の
確
認
方
法
ⅲ
、
国
民
、
金
融

機
関
、
海
外
当
局
等
へ
の
情
報
発
信
ⅳ
、
金
融
機
関
に
対
す
る
被

災
者
支
援
の
要
請
に
係
る
業
務
ⅴ
、
Ｅ
Ｄ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
の
管
理
・
運

用
に
関
す
る
計
画
ⅶ
等
の
項
目
を
挙
げ
る
。
対
外
的
な
対
応
策
に

つ
い
て
は
、
金
融
庁
か
ら
、
政
府
災
害
対
策
本
部
、
財
務
省
、
日

本
銀
行
、
海
外
当
局
等
と
の
間
で
正
確
な
情
報
収
集
を
し
、
情
報

を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
金
融
機
関
、
取
引
所
、
決
済
機
関
、
振

替
機
関
等
か
ら
被
災
状
況
等
の
情
報
収
集
し
、
そ
れ
ら
の
機
能
維

持
・
復
旧
の
支
援
を
行
い
、
そ
れ
ら
を
も
と
に
、
国
民
に
対
し
て
、

金
融
・
経
済
活
動
が
中
断
し
な
い
よ
う
情
報
発
信
を
行
う
と
い
う

も
の
で
あ
る
（
図
表
１
参
照
）。

こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
金
融
庁
の
建
物
自
体
が
耐
震
化
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
金
融
庁
内
部

で
情
報
収
集
・
意
見
交
換
・
情
報
発
信
を
行
う
こ
と
に
な
る
。

も
っ
と
も
、
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
前
提
と
す
る
被
災
の
レ
ベ
ル

は
都
心
南
部
直
下
地
震
（
Ｍ
7.３
）
で
あ
る
。
金
融
庁
自
体
が
物
理

的
に
被
災
し
た
場
合
や
、
交
通
手
段
の
被
災
に
よ
り
職
員
が
来
庁

で
き
な
い
場
合
の
対
応
策
も
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
金
融
取
引
や

金
融
商
品
取
引
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
が
進
ん
だ
現
在
、
金
融
取
引
や

（図表 １）

（出所）金融庁ＢＣＰ「首都直下地震対応編」１6頁
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七

わ
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で
は
、
非
常
時
優
先
業
務
等
の
実
施
（
第
２
章
３
⑵
）
に
つ

い
て
、
金
融
機
関
に
お
け
る
情
報
の
確
認
方
法
ⅲ
、
国
民
、
金
融

機
関
、
海
外
当
局
等
へ
の
情
報
発
信
ⅳ
、
金
融
機
関
に
対
す
る
被

災
者
支
援
の
要
請
に
係
る
業
務
ⅴ
、
Ｅ
Ｄ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
の
管
理
・
運

用
に
関
す
る
計
画
ⅶ
等
の
項
目
を
挙
げ
る
。
対
外
的
な
対
応
策
に

つ
い
て
は
、
金
融
庁
か
ら
、
政
府
災
害
対
策
本
部
、
財
務
省
、
日

本
銀
行
、
海
外
当
局
等
と
の
間
で
正
確
な
情
報
収
集
を
し
、
情
報

を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
金
融
機
関
、
取
引
所
、
決
済
機
関
、
振

替
機
関
等
か
ら
被
災
状
況
等
の
情
報
収
集
し
、
そ
れ
ら
の
機
能
維

持
・
復
旧
の
支
援
を
行
い
、
そ
れ
ら
を
も
と
に
、
国
民
に
対
し
て
、

金
融
・
経
済
活
動
が
中
断
し
な
い
よ
う
情
報
発
信
を
行
う
と
い
う

も
の
で
あ
る
（
図
表
１
参
照
）。

こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
金
融
庁
の
建
物
自
体
が
耐
震
化
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
金
融
庁
内
部

で
情
報
収
集
・
意
見
交
換
・
情
報
発
信
を
行
う
こ
と
に
な
る
。

も
っ
と
も
、
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
前
提
と
す
る
被
災
の
レ
ベ
ル

は
都
心
南
部
直
下
地
震
（
Ｍ
7.３
）
で
あ
る
。
金
融
庁
自
体
が
物
理

的
に
被
災
し
た
場
合
や
、
交
通
手
段
の
被
災
に
よ
り
職
員
が
来
庁

で
き
な
い
場
合
の
対
応
策
も
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
金
融
取
引
や

金
融
商
品
取
引
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
が
進
ん
だ
現
在
、
金
融
取
引
や

（図表 １）

（出所）金融庁ＢＣＰ「首都直下地震対応編」１6頁
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五
八

２
．
日
本
銀
行
の
定
め
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ

日
本
銀
行
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
は
、
災
害
発
生
時
と
災
害
発
生
の
お
そ
れ

が
あ
る
場
合
に
、
中
央
銀
行
と
し
て
、
①
銀
行
券
の
発
行
な
ら
び

に
通
貨
お
よ
び
金
融
の
調
節
を
行
う
と
と
も
に
、
②
銀
行
そ
の
他

の
金
融
機
関
の
間
で
行
わ
れ
る
資
金
決
済
の
円
滑
の
確
保
を
図
る

こ
と
で
、
信
用
秩
序
の
維
持
を
目
的
と
し
て
い
る
（
第
１
）。
防

災
対
応
を
行
う
組
織
は
本
支
店
の
各
部
署
で
行
う
こ
と
と
し
て
本

店
だ
け
で
な
く
、
支
店
で
も
、
災
害
対
策
本
部
ま
た
は
準
本
部
を

設
け
て
応
急
体
制
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
定
め
る

（
第
３
）。

災
害
の
予
防
対
策
（
第
４
）
と
災
害
応
急
対
策
（
第
５
）
を
定

め
る
と
こ
ろ
は
金
融
庁
Ｂ
Ｃ
Ｐ
と
同
様
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
災

害
発
生
時
等
に
お
け
る
通
貨
供
給
に
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
に
、

日
本
銀
行
券
お
よ
び
貨
幣
の
保
有
高
の
充
実
を
図
る
と
し
て
い
る

と
こ
ろ
が
特
徴
で
あ
る
。
日
本
銀
行
が
通
貨
発
行
を
管
理
し
て
い

る
か
ら
、
各
支
店
で
常
時
適
正
な
保
有
高
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、

災
害
発
生
の
お
そ
れ
が
強
い
地
域
ま
た
は
地
理
上
要
衝
の
地
に
所

在
す
る
本
支
店
に
と
く
に
重
点
的
に
配
賦
す
る
ほ
か
、
必
要
に
応

じ
あ
ら
か
じ
め
当
該
地
所
在
の
金
融
機
関
に
発
行
元
銀
行
券
を
寄

託
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
（
第
４
の
２
⑵
）。
通
貨
保
有
高
に
つ

金
融
商
品
取
引
の
オ
ン
ラ
イ
ン
取
引
セ
ン
タ
ー
の
被
災
を
避
け
る

措
置
（
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
の
構
築
）
も
、
都
心
直
下
地
震

で
ど
こ
ま
で
対
応
で
き
る
の
か
さ
ら
な
る
検
討
が
必
要
に
な
ろ
う
。

金
融
庁
内
で
対
応
が
困
難
な
場
合
に
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
を
ど

こ
に
構
築
す
る
か
、
復
旧
時
の
対
外
関
係
の
対
応
の
整
備
が
今
後

求
め
ら
れ
よ
う
。

三
．
金
融
機
関
等
の
定
め
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ

１
．
金
融
機
関
等
の
定
め
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
重
要
性

被
災
直
後
に
金
融
機
関
が
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
の
は
、
債
務

の
支
払
等
の
資
金
決
済
体
制
の
復
旧
、
預
貯
金
の
払
い
戻
し
等
に

よ
る
資
金
取
扱
方
法
の
復
旧
、
他
金
融
機
関
や
国
内
外
の
金
融
機

関
へ
の
送
金
等
の
金
融
事
業
者
間
取
引
の
復
旧
が
あ
る
。
災
害
か

ら
時
間
が
経
つ
と
、
融
資
対
応
が
求
め
ら
れ
る
等
、
求
め
ら
れ
る

対
策
は
変
わ
っ
て
く
る
。

災
害
直
後
の
初
動
対
応
で
は
、
二
で
述
べ
た
金
融
庁
Ｂ
Ｃ
Ｐ
と

同
様
に
、
職
員
の
安
否
確
認
や
災
害
対
策
本
部
の
設
置
等
の
災
害

対
応
の
司
令
部
を
作
り
、
情
報
収
集
と
情
報
発
信
の
体
制
を
整
備

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
本
報
告
で
は
金
融
機
関
の
Ｈ
Ｐ
掲
載

の
も
の
を
も
と
に
、
各
金
融
機
関
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
特
徴
を
み
て
お
き

た
い
。

）
九
三
四
（

災
害
復
興
関
係
ガ
イ
ド
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（
小
野
寺
）

五
九

に
は
別
途
詳
細
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
作
成
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う

が
、
あ
く
ま
で
職
員
向
け
の
文
書
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

さ
ら
に
、
三
井
住
友
銀
行
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
で
は
自
行
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
作
成

の
要
点
を
示
す
と
と
も
に
、
顧
客
向
け
に
Ｂ
Ｃ
Ｐ
作
成
方
法
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
示
し
て
い
る
。
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
作
成
方
法
を
指
南
す
る

こ
と
で
、
顧
客
獲
得
に
つ
な
げ
よ
う
と
す
る
意
図
が
み
て
と
れ
る
。

こ
れ
と
同
様
の
取
り
組
み
を
す
る
も
の
と
し
て
、
北
陸
銀
行
の

Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）
支
援
が
あ
（
6
）
る
（
7
）
。
災
害
発
生
時
の
リ
ス

ク
対
策
の
た
め
に
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
応
を
行
っ
た
企
業
向
け
に
大
地
震

発
生
に
対
応
し
た
特
別
融
資
を
行
う
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

各
金
融
機
関
の
定
め
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ
へ
の
取
り
組
み
を
み
る
と
、

Ｂ
Ｃ
Ｐ
作
成
は
単
に
各
金
融
機
関
自
体
の
災
害
対
応
を
目
的
と
す

る
だ
け
で
は
な
く
、
金
融
機
関
に
よ
る
融
資
の
一
要
素
と
す
る
も

の
も
あ
る
。
後
者
は
、
各
企
業
の
経
営
の
改
善
に
資
す
る
も
の
で

あ
る
か
ら
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
定
め
る
こ
と
を
通
じ
て
業
務
改
善
に
つ
な

げ
る
と
い
う
積
極
的
な
取
り
組
み
も
み
て
と
れ
る
の
で
あ
る
。

四
．
金
融
庁
金
融
庁
・
金
融
機
関
等
の
定
め
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
特
徴

と
今
後
の
課
題

本
報
告
で
は
、
金
融
庁
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
検
討
し
た
。

二
で
述
べ
た
よ
う
に
、
金
融
庁
Ｂ
Ｃ
Ｐ
で
は
、
金
融
庁
防
災
業

き
分
散
保
有
す
る
こ
と
で
リ
ス
ク
管
理
を
行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

震
災
後
の
被
災
地
に
つ
い
て
は
、
現
金
供
給
の
た
め
に
現
金
を
郵

送
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
状
況
を
把
握
す
る
た
め
の
通
信
手
段
を

確
保
す
る
こ
と
も
求
め
て
い
る
（
第
５
の
２
⑵
）。

こ
の
よ
う
に
具
体
的
に
通
貨
を
運
搬
す
る
体
制
の
整
備
ま
で
定

め
る
と
こ
ろ
が
、
金
融
の
直
接
の
担
い
手
と
な
る
日
本
銀
行
の

Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
特
徴
と
い
え
る
。

３
．
各
金
融
機
関
の
定
め
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ

多
く
の
金
融
機
関
で
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
定
め
て
い
る
。

メ
ガ
バ
ン
ク
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
５
）
を
み
る
と
、
金
融
機
関
の
職
員
だ
け
で

は
な
く
、
顧
客
の
安
全
確
保
も
図
る
こ
と
を
謳
っ
て
い
る
と
こ
ろ

が
特
徴
で
あ
る
。
金
融
機
関
の
窓
口
に
は
不
特
定
多
数
の
多
く
の

顧
客
が
出
入
り
す
る
こ
と
か
ら
、
顧
客
に
対
し
て
も
建
物
の
耐
震

性
の
向
上
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
現
金
供
給
（
預
金

等
の
払
い
戻
し
）、
資
金
の
決
済
（
振
り
込
み
、
送
金
、
口
座
振

替
等
）、
資
金
の
融
通
等
の
項
目
を
具
体
的
に
挙
げ
て
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ

の
内
容
を
わ
か
り
や
す
く
明
示
す
る
。
こ
う
し
た
目
的
か
ら
、

Ｈ
Ｐ
上
で
は
金
融
庁
や
日
本
銀
行
の
よ
う
に
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
規
定
そ
の

も
の
を
明
示
す
る
の
で
は
な
く
、
要
点
を
ビ
ジ
ュ
ア
ル
化
し
て
わ

か
り
や
す
く
示
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
金
融
機
関
の
職
員
向
け

）
九
三
四
（
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法
学

　第
九
十
巻
第
四
号
（
二
〇
二
五
年
二
月
）

六
〇

つ
い
て
は
、
中
業
企
業
庁
の
「
中
小
企
業
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
運
用
指

針
（
８
）
」
を
踏
ま
え
た
取
り
組
み
が
重
要
で
あ
る
と
す
る
、
鬼
頭
俊
泰

教
授
の
第
二
報
告
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
１
）�

Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
業
務
継
続
計
画
）
等
に
つ
い
て
（https://w

w
w
.

fsa.go.jp/policy/B
C
P
/

［
最
終
閲
覧
二
〇
二
四
年
一
〇
月
四
日
］）。

金
融
庁
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
首
都
直
下
地
震
対
応
編
）、
金
融
庁
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
応
編
）
が
あ
る
。

（
２
）�

「
金
融
庁
の
概
要
」（https://w

w
w.fsa.go.jp/com

m
on/about/

fsainfo.htm
l

［
最
終
閲
覧
二
〇
二
四
年
一
〇
月
四
日
］）。

（
３
）�

金
融
庁
防
災
業
務
計
画
（https://w

w
w
.fsa.go.jp/policy/

B
C
P
/09.３.pdf

［
最
終
閲
覧
二
〇
二
四
年
一
〇
月
四
日
］）。

（
４
）�

金
融
庁
Ｂ
Ｃ
Ｐ
「
首
都
直
下
地
震
対
応
編
」（https://w

w
w
.

fsa.go.jp/policy/B
C
P
/07.２３.pdf

［
最
終
閲
覧
二
〇
二
四
年

一
〇
月
四
日
］）。

（
５
）�

み
ず
ほ
銀
行
（https://w

w
w
.m
izuho-fg.co.jp/com

pany/
internal/continuity/index.htm

l

）、
三
井
住
友
銀
行
（https://

w
w
w
.sm
bc.co.jp/hojin/m

agazine/planning/about-bcp.htm
l

）、

三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
（https://w

w
w
.bk.m

ufg.jp/kigyou/bcp.htm
l

）

の
各
Ｂ
Ｃ
Ｐ
［
最
終
閲
覧
二
〇
二
四
年
一
〇
月
四
日
］。

（
6
）�

日
本
銀
行
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（https://w

w
w
.boj.or.jp/about/bcp/

boj_bcp/bkeikaku.htm

［
最
終
閲
覧
二
〇
二
四
年
一
〇
月
四
日
］）。

（
7
）�
北
陸
銀
行
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）
支
援
に
つ
い
て

務
計
画
を
基
本
と
し
、
首
都
直
下
地
震
対
応
と
い
っ
た
個
別
の

Ｂ
Ｃ
Ｐ
で
具
体
的
な
対
策
を
定
め
て
い
る
。
金
融
庁
自
体
が
災
害

発
生
時
に
ど
の
よ
う
に
防
災
対
応
す
る
か
が
中
心
的
な
内
容
で
あ

る
。
金
融
シ
ス
テ
ム
は
オ
ン
ラ
イ
ン
化
さ
れ
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

つ
な
が
っ
て
い
る
た
め
、
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
の
復
旧
を
ど
う

す
る
か
が
課
題
と
な
る
が
、
金
融
庁
Ｂ
Ｃ
Ｐ
で
は
具
体
的
な
シ
ス

テ
ム
の
構
築
は
各
金
融
機
関
等
が
対
応
す
る
こ
と
で
あ
る
た
め
、

ど
う
対
応
す
る
か
ま
で
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
も
っ
と
も
、
シ
ス

テ
ム
の
問
題
は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
詳
細
に
記
載
す
れ
ば
直
ち
に
対

応
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
点
、
計
画
策
定
に
と
ど
ま
ら
ず

計
画
の
継
続
的
改
定
は
今
後
の
課
題
と
い
え
よ
う
。

金
融
庁
Ｂ
Ｃ
Ｐ
は
、
三
で
述
べ
た
よ
う
に
金
融
機
関
等
と
の
連

携
に
つ
い
て
も
定
め
て
い
る
。
日
本
銀
行
で
は
、
通
貨
の
管
理
を

強
調
し
て
、
対
応
す
べ
き
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
内
容
に
優
先
順
位
を
つ
け
て

い
る
。
日
本
銀
行
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
に
鑑
み
る
と
、
リ
ス
ク
分
散
の
仕
組

み
も
Ｂ
Ｃ
Ｐ
に
定
め
る
べ
き
重
要
な
要
素
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

各
金
融
機
関
で
は
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
作
成
は
顧
客
獲
得
や
顧
客
の
経
営

改
善
へ
の
方
法
と
し
て
も
活
用
さ
れ
て
い
る
。
顧
客
と
な
る
企
業

が
ど
の
よ
う
に
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
改
善
す
る
か
の
判
断
に
つ
い
て
は
、
企

業
の
内
部
統
制
の
問
題
と
し
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
に

）
九
三
四
（

災
害
復
興
関
係
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
関
す
る
研
究
（
小
野
寺
）

六
一

い
は
早
期
復
旧
を
可
能
と
す
る
た
め
に
、
平
常
時
に
行
う
べ
き
活

動
や
緊
急
時
に
お
け
る
事
業
継
続
の
た
め
の
方
法
、
手
段
な
ど
を

取
り
決
め
て
お
く
計
画
の
こ
と
と
さ
れ
る
（
１
）
。

た
だ
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
は
、
前
記
の
と
お
り
、
企
業
な
ど
の
組
織
が
緊

急
事
態
で
あ
っ
て
も
事
業
を
継
続
す
る
た
め
に
備
え
て
策
定
し
て

お
く
計
画
全
般
を
さ
す
た
め
、
現
状
、
統
一
的
な
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト

が
存
在
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
多
様
な
公
官
庁
に
お
い

て
指
針
が
示
さ
れ
て
は
い
る
（
２
）
も
の
の
、
そ
れ
ら
は
公
官
庁
の
役

割
・
区
分
に
応
じ
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ

策
定
の
対
象
と
な
る
多
様
な
組
織
体
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

組
織
体
に
お
い
て
想
定
さ
れ
る
緊
急
事
態
や
事
業
の
内
容
が
異
な

る
た
め
、
す
べ
て
の
組
織
体
に
と
っ
て
共
通
す
る
統
一
的
な

Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
方
針
の
策
定
は
困
難
で
あ
る
と
も
い
え
よ
う
。

本
稿
で
は
、
数
多
く
存
在
す
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ
運
用
指
針
の
う
ち
、
筆

者
が
主
な
研
究
対
象
と
す
る
事
業
体
と
深
く
関
係
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
中
小
企
業
庁
が
示
す
「
中
小
企
業
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
運
用
指

針
」
を
も
と
に
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定
が
会
社
法
領
域
、
と
り
わ
け
取

締
役
の
法
的
責
任
の
有
無
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る

の
か
に
つ
き
検
討
を
行
う
。

本
稿
の
検
討
手
順
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
ま
ず
、
中
小
企

（https://w
w
w
.hokugin.co.jp/info/files/pdf/１7１３.pdf

［
最
終

閲
覧
二
〇
二
四
年
一
〇
月
四
日
］）。

（
８
）�

中
業
企
業
庁
の
「
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
運
用
指
針
」（https://w

w
w
.

chusho.m
eti.go.jp/B

C
P
/

［
最
終
閲
覧
二
〇
二
四
年
一
〇
月
四

日
］）。Ⅲ

．
第
二
報
告
「
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）

の
策
定
が
会
社
法
領
域
に
与
え
る
影
響
〜
取
締

役
の
法
的
責
任
の
有
無
に
関
す
る
検
討
を
通
じ

て
〜
」�

（
鬼
頭
俊
泰
）

１
．
は
じ
め
に

本
稿
は
、B

usiness�C
ontinuity�P

lan

（
事
業
継
続
計
画
。

以
下
、「
Ｂ
Ｃ
Ｐ
」
と
い
う
）
の
策
定
が
、
会
社
法
領
域
に
与
え

る
影
響
、
と
り
わ
け
取
締
役
の
法
的
責
任
与
え
る
影
響
に
つ
き
検

討
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

中
小
企
業
庁
が
示
す
「
中
小
企
業
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
運
用
指
針
」
に

よ
れ
ば
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
と
は
、
企
業
が
自
然
災
害
、
大
火
災
、
テ
ロ
攻

撃
な
ど
の
緊
急
事
態
に
遭
遇
し
た
場
合
に
お
い
て
、
事
業
資
産
の

損
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
つ
つ
、
中
核
と
な
る
事
業
の
継
続
あ
る

）
九
三
四
（
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害
復
興
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係
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究
（
小
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寺
）

六
一

い
は
早
期
復
旧
を
可
能
と
す
る
た
め
に
、
平
常
時
に
行
う
べ
き
活

動
や
緊
急
時
に
お
け
る
事
業
継
続
の
た
め
の
方
法
、
手
段
な
ど
を

取
り
決
め
て
お
く
計
画
の
こ
と
と
さ
れ
る
（
１
）
。

た
だ
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
は
、
前
記
の
と
お
り
、
企
業
な
ど
の
組
織
が
緊

急
事
態
で
あ
っ
て
も
事
業
を
継
続
す
る
た
め
に
備
え
て
策
定
し
て

お
く
計
画
全
般
を
さ
す
た
め
、
現
状
、
統
一
的
な
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト

が
存
在
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
多
様
な
公
官
庁
に
お
い

て
指
針
が
示
さ
れ
て
は
い
る
（
２
）
も
の
の
、
そ
れ
ら
は
公
官
庁
の
役

割
・
区
分
に
応
じ
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ

策
定
の
対
象
と
な
る
多
様
な
組
織
体
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

組
織
体
に
お
い
て
想
定
さ
れ
る
緊
急
事
態
や
事
業
の
内
容
が
異
な

る
た
め
、
す
べ
て
の
組
織
体
に
と
っ
て
共
通
す
る
統
一
的
な

Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
方
針
の
策
定
は
困
難
で
あ
る
と
も
い
え
よ
う
。

本
稿
で
は
、
数
多
く
存
在
す
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ
運
用
指
針
の
う
ち
、
筆

者
が
主
な
研
究
対
象
と
す
る
事
業
体
と
深
く
関
係
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
中
小
企
業
庁
が
示
す
「
中
小
企
業
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
運
用
指

針
」
を
も
と
に
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定
が
会
社
法
領
域
、
と
り
わ
け
取

締
役
の
法
的
責
任
の
有
無
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る

の
か
に
つ
き
検
討
を
行
う
。

本
稿
の
検
討
手
順
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
ま
ず
、
中
小
企

（https://w
w
w
.hokugin.co.jp/info/files/pdf/１7１３.pdf

［
最
終

閲
覧
二
〇
二
四
年
一
〇
月
四
日
］）。

（
８
）�
中
業
企
業
庁
の
「
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
運
用
指
針
」（https://w

w
w
.

chusho.m
eti.go.jp/B

C
P
/

［
最
終
閲
覧
二
〇
二
四
年
一
〇
月
四

日
］）。Ⅲ

．
第
二
報
告
「
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）

の
策
定
が
会
社
法
領
域
に
与
え
る
影
響
〜
取
締

役
の
法
的
責
任
の
有
無
に
関
す
る
検
討
を
通
じ

て
〜
」�

（
鬼
頭
俊
泰
）

１
．
は
じ
め
に

本
稿
は
、B

usiness�C
ontinuity�P

lan

（
事
業
継
続
計
画
。

以
下
、「
Ｂ
Ｃ
Ｐ
」
と
い
う
）
の
策
定
が
、
会
社
法
領
域
に
与
え

る
影
響
、
と
り
わ
け
取
締
役
の
法
的
責
任
与
え
る
影
響
に
つ
き
検

討
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

中
小
企
業
庁
が
示
す
「
中
小
企
業
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
運
用
指
針
」
に

よ
れ
ば
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
と
は
、
企
業
が
自
然
災
害
、
大
火
災
、
テ
ロ
攻

撃
な
ど
の
緊
急
事
態
に
遭
遇
し
た
場
合
に
お
い
て
、
事
業
資
産
の

損
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
つ
つ
、
中
核
と
な
る
事
業
の
継
続
あ
る

）
九
三
四
（
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十
巻
第
四
号
（
二
〇
二
五
年
二
月
）

六
二

緊
急
事
態
に
お
い
て
企
業
が
倒
産
や
事
業
縮
小
を
回
避
し
つ
つ
、

事
業
の
継
続
・
早
期
復
旧
を
図
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。
Ｂ
Ｃ
Ｐ

を
事
前
か
つ
周
到
に
準
備
を
し
て
い
る
企
業
は
、
顧
客
の
信
用
を

維
持
し
、
市
場
関
係
者
か
ら
高
い
評
価
を
受
け
る
こ
と
と
な
り
、

株
主
に
と
っ
て
企
業
価
値
の
維
持
・
向
上
に
つ
な
が
る
（
４
）
。

こ
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
特
徴
は
、
①
優
先
し
て
継
続
・
復
旧
す
べ
き
中

核
事
業
を
特
定
す
る
、
②
緊
急
時
に
お
け
る
中
核
事
業
の
目
標
復

旧
時
間
を
定
め
て
お
く
、
③
緊
急
時
に
提
供
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
の

レ
ベ
ル
に
つ
い
て
顧
客
と
予
め
協
議
し
て
お
く
、
④
事
業
拠
点
や

生
産
設
備
、
仕
入
品
調
達
等
の
代
替
策
を
用
意
し
て
お
く
、
⑤
全

て
の
従
業
員
と
事
業
継
続
に
つ
い
て
コ
ニ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
っ
て
お
く
こ
と
に
あ
る
（
５
）
。

⑵
．
中
小
企
業
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
運
用
方
針

わ
が
国
で
は
毎
年
、
地
震
、
台
風
、
集
中
豪
雨
等
の
自
然
災
害

が
数
多
く
発
生
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
災
害
で
被
害
を
受
け
た

中
小
企
業
の
事
業
中
断
は
、
そ
の
ま
ま
廃
業
や
倒
産
と
い
っ
た
事

態
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
こ
と
、
さ
ら
に
、
そ
れ
が
長
期
に
わ
た

れ
ば
、
被
災
地
の
地
域
経
済
は
も
と
よ
り
、
わ
が
国
経
済
全
体
に

深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
中
小
企
業
庁

は
、
中
小
企
業
の
事
前
の
備
え
を
支
援
す
る
た
め
、「
中
小
企
業

業
庁
が
示
す
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
内
容
を
ま
と
め
た
う
え
で
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策

定
が
影
響
を
与
え
る
思
わ
れ
る
会
社
法
領
域
の
問
題
点
を
整
理
す

る
。
そ
こ
で
は
、
主
に
取
締
役
の
法
的
責
任
の
観
点
か
ら
状
況
を

整
理
し
、
取
締
役
の
法
的
責
任
の
有
無
な
ど
に
つ
き
検
討
を
加
え

た
い
。
最
後
に
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
が
会
社
法
領
域
以
外
に
与
え
る
と

思
わ
れ
る
点
を
い
く
つ
か
取
り
上
げ
た
い
。

２
．
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
概
要

⑴
．
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
概
要

前
述
し
た
と
お
り
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
と
は
、
企
業
が
自
然
災
害
、
大
火

災
、
テ
ロ
攻
撃
な
ど
の
緊
急
事
態
に
遭
遇
し
た
場
合
に
お
い
て
、

事
業
資
産
の
損
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
つ
つ
、
中
核
と
な
る
事
業

の
継
続
あ
る
い
は
早
期
復
旧
を
可
能
と
す
る
た
め
に
、
平
常
時
に

行
う
べ
き
活
動
や
緊
急
時
に
お
け
る
事
業
継
続
の
た
め
の
方
法
、

手
段
な
ど
を
取
り
決
め
て
お
く
計
画
の
こ
と
で
あ
る
（
３
）
。

か
か
る
緊
急
事
態
に
お
い
て
企
業
と
し
て
有
効
な
対
応
が
で
き

な
け
れ
ば
、
経
営
基
盤
が
脆
弱
な
中
小
企
業
を
中
心
に
、
廃
業
へ

追
い
込
ま
れ
る
お
そ
れ
が
生
じ
る
こ
と
と
な
る
。
ま
た
、
廃
業
に

至
ら
な
く
と
も
事
業
を
縮
小
し
従
業
員
を
解
雇
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
状
況
も
発
生
し
う
る
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
事
前
に
準
備
を
し
て
お
き
、

）
九
九
四
（

災
害
復
興
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係
ガ
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イ
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に
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す
る
研
究
（
小
野
寺
）

六
三

る
・
社
会
か
ら
の
需
要
に
応
え
る
な
ど
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
適
切
な
Ｂ
Ｃ
Ｐ
が
会
社
経
営
者
（
取
締
役
）
が

中
心
と
な
っ
て
策
定
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
最
高
意
思
決
定
者
不

在
時
の
緊
急
時
対
応
を
事
前
に
取
り
決
め
る
こ
と
が
で
き
、

Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定
・
運
用
に
よ
り
、
防
災
に
係
る
融
資
や
保
険
の
優

遇
が
受
け
ら
れ
る
場
合
も
あ
り
、
ま
た
、
取
引
先
や
社
外
か
ら
の

信
用
が
高
ま
り
中
長
期
的
な
業
績
向
上
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
と
な

る
（
7
）
。３

．
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
が
会
社
法
領
域
に
与
え
る
影
響
に
関
す
る
検

討
そ
れ
で
は
次
に
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
が
会
社
法
領
域
に
与
え
る
影
響

に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

⑴
．
取
締
役
に
よ
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
の
会
社
法
上
の
位
置
づ
け

Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
２
で
述
べ
た
よ
う
に
Ｂ
Ｃ
Ｐ

の
策
定
と
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
ど
の
よ
う
な
内
容
と
す
る
の
か
が
問
題
と
な

る
と
こ
ろ
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
策
定
す
る
会
社
に
つ
い
て
は
、
会
社
ご
と

に
置
か
れ
て
い
る
状
況
（
事
業
内
容
・
会
社
規
模
・
会
社
所
在
場

所
な
ど
）
が
異
な
る
た
め
、
各
会
社
に
と
っ
て
適
切
な
Ｂ
Ｃ
Ｐ
は

一
様
で
は
な
い
。

従
っ
て
、
各
会
社
に
お
け
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定
と
適
切
な
Ｂ
Ｃ
Ｐ

Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
運
用
指
針
」
を
公
開
し
て
い
る
（
6
）
。

同
指
針
に
よ
っ
て
、
わ
が
国
の
中
小
企
業
自
ら
が
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
策

定
し
運
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て

い
る
。

⑶
．
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
手
順
・
目
的
・
効
果

中
小
企
業
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
運
用
指
針
に
よ
れ
ば
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定

は
、
①
基
本
方
針
の
立
案
（
何
の
た
め
に
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
策
定
す
る
の

か
な
ど
）、
②
重
要
商
品
の
検
討
（
限
り
あ
る
人
員
や
資
機
材
の

中
で
優
先
的
に
製
造
や
販
売
す
る
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
あ
ら
か
じ

め
取
り
決
め
て
お
く
）、
③
被
害
状
況
の
確
認
（
災
害
等
に
よ
り

会
社
が
受
け
る
影
響
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
）、
④
事
前
対
策
の
実

施
（
緊
急
時
に
必
要
な
経
営
資
源
を
確
保
す
る
た
め
の
対
策
を
平

常
時
か
ら
検
討
・
実
施
）、
⑤
緊
急
時
の
体
制
の
整
備
（
会
社
の

事
業
継
続
の
た
め
に
適
切
な
行
動
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の

緊
急
時
の
対
応
と
そ
の
責
任
者
の
整
理
）、
と
い
う
手
順
を
踏
ん

で
進
行
さ
れ
る
。

前
記
①
は
、
会
社
の
経
営
方
針
の
延
長
に
位
置
す
る
も
の
で
、

Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
の
目
的
と
な
る
。
例
え
ば
、
人
命
の
安
全
を
守
る
・

自
社
の
経
営
を
維
持
す
る
・
供
給
責
任
を
果
た
し
、
顧
客
か
ら
の

信
用
を
守
る
・
従
業
員
の
雇
用
を
守
る
・
地
域
経
済
の
活
力
を
守

）
九
九
四
（



災
害
復
興
関
係
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
関
す
る
研
究
（
小
野
寺
）

六
三

る
・
社
会
か
ら
の
需
要
に
応
え
る
な
ど
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
適
切
な
Ｂ
Ｃ
Ｐ
が
会
社
経
営
者
（
取
締
役
）
が

中
心
と
な
っ
て
策
定
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
最
高
意
思
決
定
者
不

在
時
の
緊
急
時
対
応
を
事
前
に
取
り
決
め
る
こ
と
が
で
き
、

Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定
・
運
用
に
よ
り
、
防
災
に
係
る
融
資
や
保
険
の
優

遇
が
受
け
ら
れ
る
場
合
も
あ
り
、
ま
た
、
取
引
先
や
社
外
か
ら
の

信
用
が
高
ま
り
中
長
期
的
な
業
績
向
上
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
と
な

る
（
7
）
。３

．
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
が
会
社
法
領
域
に
与
え
る
影
響
に
関
す
る
検

討
そ
れ
で
は
次
に
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
が
会
社
法
領
域
に
与
え
る
影
響

に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

⑴
．
取
締
役
に
よ
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
の
会
社
法
上
の
位
置
づ
け

Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
２
で
述
べ
た
よ
う
に
Ｂ
Ｃ
Ｐ

の
策
定
と
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
ど
の
よ
う
な
内
容
と
す
る
の
か
が
問
題
と
な

る
と
こ
ろ
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
策
定
す
る
会
社
に
つ
い
て
は
、
会
社
ご
と

に
置
か
れ
て
い
る
状
況
（
事
業
内
容
・
会
社
規
模
・
会
社
所
在
場

所
な
ど
）
が
異
な
る
た
め
、
各
会
社
に
と
っ
て
適
切
な
Ｂ
Ｃ
Ｐ
は

一
様
で
は
な
い
。

従
っ
て
、
各
会
社
に
お
け
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定
と
適
切
な
Ｂ
Ｃ
Ｐ

Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
運
用
指
針
」
を
公
開
し
て
い
る
（
6
）
。

同
指
針
に
よ
っ
て
、
わ
が
国
の
中
小
企
業
自
ら
が
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
策

定
し
運
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て

い
る
。

⑶
．
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
手
順
・
目
的
・
効
果

中
小
企
業
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
運
用
指
針
に
よ
れ
ば
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定

は
、
①
基
本
方
針
の
立
案
（
何
の
た
め
に
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
策
定
す
る
の

か
な
ど
）、
②
重
要
商
品
の
検
討
（
限
り
あ
る
人
員
や
資
機
材
の

中
で
優
先
的
に
製
造
や
販
売
す
る
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
あ
ら
か
じ

め
取
り
決
め
て
お
く
）、
③
被
害
状
況
の
確
認
（
災
害
等
に
よ
り

会
社
が
受
け
る
影
響
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
）、
④
事
前
対
策
の
実

施
（
緊
急
時
に
必
要
な
経
営
資
源
を
確
保
す
る
た
め
の
対
策
を
平

常
時
か
ら
検
討
・
実
施
）、
⑤
緊
急
時
の
体
制
の
整
備
（
会
社
の

事
業
継
続
の
た
め
に
適
切
な
行
動
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の

緊
急
時
の
対
応
と
そ
の
責
任
者
の
整
理
）、
と
い
う
手
順
を
踏
ん

で
進
行
さ
れ
る
。

前
記
①
は
、
会
社
の
経
営
方
針
の
延
長
に
位
置
す
る
も
の
で
、

Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
の
目
的
と
な
る
。
例
え
ば
、
人
命
の
安
全
を
守
る
・

自
社
の
経
営
を
維
持
す
る
・
供
給
責
任
を
果
た
し
、
顧
客
か
ら
の

信
用
を
守
る
・
従
業
員
の
雇
用
を
守
る
・
地
域
経
済
の
活
力
を
守

）
九
九
四
（
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会
社
法
四
二
九
条
一
項
で
は
、
役
員
等
が
そ
の
職
務
を
行
う
に
つ

い
て
悪
意
又
は
重
大
な
過
失
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
役
員
等
は
、

こ
れ
に
よ
っ
て
第
三
者
に
生
じ
た
損
害
を
賠
償
す
る
責
任
を
負
う

旨
規
定
が
な
さ
れ
て
お
り
、
取
締
役
の
責
任
が
認
め
ら
れ
る
た
め

の
要
件
と
し
て
、
①
任
務
懈
怠
、
②
悪
意
ま
た
は
重
大
な
過
失
、

③
第
三
者
の
損
害
、
④
①
・
③
と
の
間
の
相
当
因
果
関
係
が
必
要

と
さ
れ
て
い
る
（
１0
）
。
取
締
役
が
策
定
し
た
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
行
為
に

よ
っ
て
、
前
記
①
か
ら
④
の
要
件
が
満
た
さ
れ
る
場
合
に
は
、
か

か
る
損
害
を
賠
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
も
生
じ
よ
う
。

一
方
、
自
然
災
害
等
、
と
り
わ
け
大
災
害
に
つ
い
て
は
、
そ
れ

ら
が
不
可
抗
力
で
あ
る
と
し
て
、
損
害
に
対
す
る
免
責
規
定
が
各

種
設
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
、
不
可
抗
力
に
つ
い
て
は
法
律

上
の
定
義
規
定
は
設
け
ら
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
学
説
上
は
「
外

部
か
ら
く
る
事
実
で
あ
っ
て
、
取
引
上
要
求
で
き
る
注
意
や
予
防

方
法
を
講
じ
て
も
防
止
で
き
な
い
も
の
（
１１
）
」
で
あ
っ
た
り
、「
単
に

過
失
が
な
い
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
よ
り
い
っ
そ
う
外
部
的
な

事
情
（
１２
）
」
な
ど
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
不
可
抗
力
（
帰
責
不
可
事

由
）
に
よ
る
損
害
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
民
法
四
一
五
条
但
書
、

同
法
五
六
七
条
一
項
、
商
法
五
九
六
条
一
項
（
反
対
解
釈
）
な
ど

に
よ
る
免
責
規
定
が
置
か
れ
て
い
る
。

の
内
容
に
つ
い
て
は
、
各
会
社
の
経
営
者
（
取
締
役
）
を
中
心
に

策
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
た
め
、
か
か
る
判
断
は
あ
く
ま
で
取
締

役
の
経
営
判
断
の
一
内
容
と
整
理
さ
れ
る
こ
と
と
な
ろ
う
。
取
締

役
の
経
営
判
断
に
つ
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
経
営
判
断
原
則
に
よ
っ

て
判
断
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
た
め
、
同
原
則
に
従
う
と
、
①
経
営

判
断
の
前
提
と
な
る
事
実
認
識
の
過
程
（
情
報
収
集
と
そ
の
分

析
・
検
討
）
に
お
け
る
不
注
意
な
誤
り
に
起
因
す
る
不
合
理
さ
の

有
無
、
②
事
実
認
識
に
基
づ
く
意
思
決
定
の
推
論
過
程
・
内
容
の

著
し
い
不
合
理
さ
の
存
否
、
と
い
う
点
が
、
取
締
役
の
善
管
注
意

義
務
違
反
の
判
断
の
中
心
要
素
と
な
る
（
８
）
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
は
取

締
役
の
責
任
に
つ
き
、
事
後
的
・
結
果
論
的
な
評
価
が
な
さ
れ
て

は
な
ら
な
い
こ
と
を
意
味
し
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定
に
あ
た
っ
て
前
記

①
②
に
問
題
が
な
け
れ
ば
、
策
定
を
主
導
し
た
取
締
役
の
責
任
は

問
わ
れ
な
い
こ
と
と
な
る
。
実
際
に
、
こ
の
判
断
基
準
に
よ
る
と
、

取
締
役
の
判
断
を
是
認
す
る
結
論
が
導
き
出
さ
れ
る
こ
と
が
多
い

と
さ
れ
る
（
9
）
。

取
締
役
に
善
管
注
意
義
務
・
忠
実
義
務
違
反
が
存
在
す
る
場
合

に
は
、
対
会
社
責
任
（
会
社
法
四
二
三
条
）、
対
第
三
者
責
任

（
同
法
四
二
九
条
）、
株
主
代
表
訴
訟
（
同
法
八
四
七
条
）
な
ど
に

よ
る
損
害
賠
償
責
任
（
追
及
）
の
可
能
性
が
生
ず
る
。
そ
の
う
ち

）
九
九
二
（

災
害
復
興
関
係
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
関
す
る
研
究
（
小
野
寺
）

六
五

Ｂ
Ｃ
Ｐ
基
本
方
針
と
し
て
、
従
業
員
の
安
全
を
守
る
と
設
定
し
た

場
合
に
は
、
会
社
・
取
締
役
の
安
全
配
慮
義
務
（
使
用
者
（
事
業

者
）
が
労
働
者
（
従
業
員
）
の
心
身
の
健
康
と
安
全
を
守
る
た
め

に
配
慮
す
べ
き
義
務
）
の
問
題
と
な
ろ
う
。

会
社
・
取
締
役
に
よ
る
従
業
員
の
安
全
配
慮
義
務
違
反
が
問
題

と
な
っ
た
事
案
と
し
て
、
肥
後
銀
行
事
件
（
１３
）
を
取
り
上
げ
た
い
。
同

事
件
は
、
銀
行
の
従
業
員
Ａ
が
、
長
時
間
労
働
に
従
事
さ
せ
ら
れ
、

う
つ
病
に
り
患
し
投
身
自
殺
し
た
こ
と
に
つ
き
、
Ｙ
銀
行
に
は
従

業
員
の
健
康
に
対
す
る
注
意
義
務
違
反
が
あ
る
と
し
て
、
遺
族
で

あ
る
Ｘ
ら
が
Ｙ
銀
行
に
対
し
て
主
位
的
に
不
法
行
為
（
民
法

七
〇
九
条
）、
予
備
的
に
債
務
不
履
行
（
同
法
四
一
五
条
）
に
基

づ
き
損
害
賠
償
お
よ
び
そ
の
遅
延
損
害
金
の
支
払
い
を
求
め
、
か

か
る
請
求
が
認
容
さ
れ
た
事
件
（
①
事
件
）
と
、
①
事
件
を
受
け
、

Ｙ
銀
行
株
主
が
Ｙ
銀
行
取
締
役
に
対
し
、
①
事
件
に
よ
っ
て
Ｙ
銀

行
の
信
用
が
著
し
く
損
ね
ら
れ
、
信
用
毀
損
に
よ
る
損
害
を
被
っ

た
の
は
、
当
時
Ｙ
銀
行
の
取
締
役
で
あ
っ
た
被
告
ら
が
、
従
業
員

の
労
働
時
間
管
理
体
制
の
構
築
に
係
る
善
管
注
意
義
務
を
懈
怠
し

た
た
め
で
あ
る
と
主
張
し
て
、
会
社
法
八
四
七
条
の
二
及
び
同
法

四
二
三
条
一
項
に
基
づ
き
損
害
賠
償
お
よ
び
そ
の
遅
延
損
害
金
の

支
払
を
求
め
、
か
か
る
請
求
が
棄
却
さ
れ
た
事
件
（
②
事
件
）
か

こ
う
し
た
規
定
の
存
在
・
趣
旨
か
ら
す
る
と
、
そ
も
そ
も
自
然

災
害
等
（
不
可
抗
力
）
に
よ
る
損
害
に
つ
き
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
（
不

備
）
に
基
づ
く
経
営
者
（
取
締
役
）
側
に
対
す
る
責
任
追
及
自
体

が
無
理
筋
な
主
張
と
な
ろ
う
。
む
し
ろ
、
経
営
者
（
取
締
役
）
に

法
的
責
任
が
発
生
し
う
る
例
外
的
な
局
面
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か

を
検
討
す
る
こ
と
の
方
が
有
益
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

⑵
．
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定
と
取
締
役
の
法
的
責
任
の
有
無

た
と
え
ば
３
⑴
で
触
れ
た
会
社
法
四
二
三
条
や
同
法
四
二
九
条

の
要
件
に
従
え
ば
、
自
然
災
害
等
が
発
生
し
た
場
合
を
想
定
し
た

Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
と
い
っ
た
対
策
の
必
要
性
を
認
識
し
つ
つ
、
何
ら
企

業
（
取
締
役
）
と
し
て
対
策
を
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
な
場
合
、

す
な
わ
ち
、
取
締
役
が
職
務
を
行
う
に
つ
い
て
悪
意
ま
た
は
重
大

な
過
失
が
あ
っ
た
と
き
に
は
、
当
該
取
締
役
に
つ
き
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定

に
伴
う
法
的
責
任
が
認
め
ら
れ
る
可
能
性
は
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、

各
会
社
に
お
け
る
適
切
な
対
策
の
具
体
的
内
容
は
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
基
本

方
針
で
設
定
し
た
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
目
的
に
よ
っ
て
変
動
す
る
こ
と
と

な
る
。

ま
た
、
そ
も
そ
も
大
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、「
企
業
の

継
続＜

個
人
（
従
業
員
）
の
継
続
」、
す
な
わ
ち
従
業
員
の
生
命

の
確
保
が
重
要
と
な
る
と
こ
ろ
、
２
⑶
で
掲
げ
た
よ
う
に
、

）
九
九
三
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Ｂ
Ｃ
Ｐ
基
本
方
針
と
し
て
、
従
業
員
の
安
全
を
守
る
と
設
定
し
た

場
合
に
は
、
会
社
・
取
締
役
の
安
全
配
慮
義
務
（
使
用
者
（
事
業

者
）
が
労
働
者
（
従
業
員
）
の
心
身
の
健
康
と
安
全
を
守
る
た
め

に
配
慮
す
べ
き
義
務
）
の
問
題
と
な
ろ
う
。

会
社
・
取
締
役
に
よ
る
従
業
員
の
安
全
配
慮
義
務
違
反
が
問
題

と
な
っ
た
事
案
と
し
て
、
肥
後
銀
行
事
件
（
１３
）
を
取
り
上
げ
た
い
。
同

事
件
は
、
銀
行
の
従
業
員
Ａ
が
、
長
時
間
労
働
に
従
事
さ
せ
ら
れ
、

う
つ
病
に
り
患
し
投
身
自
殺
し
た
こ
と
に
つ
き
、
Ｙ
銀
行
に
は
従

業
員
の
健
康
に
対
す
る
注
意
義
務
違
反
が
あ
る
と
し
て
、
遺
族
で

あ
る
Ｘ
ら
が
Ｙ
銀
行
に
対
し
て
主
位
的
に
不
法
行
為
（
民
法

七
〇
九
条
）、
予
備
的
に
債
務
不
履
行
（
同
法
四
一
五
条
）
に
基

づ
き
損
害
賠
償
お
よ
び
そ
の
遅
延
損
害
金
の
支
払
い
を
求
め
、
か

か
る
請
求
が
認
容
さ
れ
た
事
件
（
①
事
件
）
と
、
①
事
件
を
受
け
、

Ｙ
銀
行
株
主
が
Ｙ
銀
行
取
締
役
に
対
し
、
①
事
件
に
よ
っ
て
Ｙ
銀

行
の
信
用
が
著
し
く
損
ね
ら
れ
、
信
用
毀
損
に
よ
る
損
害
を
被
っ

た
の
は
、
当
時
Ｙ
銀
行
の
取
締
役
で
あ
っ
た
被
告
ら
が
、
従
業
員

の
労
働
時
間
管
理
体
制
の
構
築
に
係
る
善
管
注
意
義
務
を
懈
怠
し

た
た
め
で
あ
る
と
主
張
し
て
、
会
社
法
八
四
七
条
の
二
及
び
同
法

四
二
三
条
一
項
に
基
づ
き
損
害
賠
償
お
よ
び
そ
の
遅
延
損
害
金
の

支
払
を
求
め
、
か
か
る
請
求
が
棄
却
さ
れ
た
事
件
（
②
事
件
）
か

こ
う
し
た
規
定
の
存
在
・
趣
旨
か
ら
す
る
と
、
そ
も
そ
も
自
然

災
害
等
（
不
可
抗
力
）
に
よ
る
損
害
に
つ
き
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
（
不

備
）
に
基
づ
く
経
営
者
（
取
締
役
）
側
に
対
す
る
責
任
追
及
自
体

が
無
理
筋
な
主
張
と
な
ろ
う
。
む
し
ろ
、
経
営
者
（
取
締
役
）
に

法
的
責
任
が
発
生
し
う
る
例
外
的
な
局
面
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か

を
検
討
す
る
こ
と
の
方
が
有
益
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

⑵
．
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定
と
取
締
役
の
法
的
責
任
の
有
無

た
と
え
ば
３
⑴
で
触
れ
た
会
社
法
四
二
三
条
や
同
法
四
二
九
条

の
要
件
に
従
え
ば
、
自
然
災
害
等
が
発
生
し
た
場
合
を
想
定
し
た

Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
と
い
っ
た
対
策
の
必
要
性
を
認
識
し
つ
つ
、
何
ら
企

業
（
取
締
役
）
と
し
て
対
策
を
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
な
場
合
、

す
な
わ
ち
、
取
締
役
が
職
務
を
行
う
に
つ
い
て
悪
意
ま
た
は
重
大

な
過
失
が
あ
っ
た
と
き
に
は
、
当
該
取
締
役
に
つ
き
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定

に
伴
う
法
的
責
任
が
認
め
ら
れ
る
可
能
性
は
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、

各
会
社
に
お
け
る
適
切
な
対
策
の
具
体
的
内
容
は
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
基
本

方
針
で
設
定
し
た
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
目
的
に
よ
っ
て
変
動
す
る
こ
と
と

な
る
。

ま
た
、
そ
も
そ
も
大
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、「
企
業
の

継
続＜

個
人
（
従
業
員
）
の
継
続
」、
す
な
わ
ち
従
業
員
の
生
命

の
確
保
が
重
要
と
な
る
と
こ
ろ
、
２
⑶
で
掲
げ
た
よ
う
に
、

）
九
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六

た
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
を
整
備
す
る
義
務
を
負
わ
せ
て
い
る
（
会

社
法
三
四
八
条
四
項
）。
ま
た
、
取
締
役
会
設
置
会
社
で
は
、
取

締
役
会
決
議
に
よ
り
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
の
整
備
に
関
す
る
事
項

の
策
定
を
義
務
付
け
て
い
る
（
会
社
法
三
六
二
条
五
項
）。
一
方
、

大
会
社
以
外
の
会
社
（
に
お
け
る
取
締
役
）
に
つ
い
て
は
、
内
部

統
制
シ
ス
テ
ム
構
築
義
務
は
課
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
３
⑴
で

述
べ
た
通
り
、
取
締
役
に
善
管
注
意
義
務
・
忠
実
義
務
違
反
が
存

在
す
る
場
合
に
は
法
的
責
任
が
認
め
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

こ
の
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
構
築
義
務
違
反
の
判
断
基
準
に
つ
い

て
は
、
取
締
役
が
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
義
務
を
怠
り

（
任
務
懈
怠
）、
そ
れ
に
よ
り
損
害
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
損
害
賠

償
責
任
を
負
う
（
会
社
法
四
二
三
条
、
四
二
九
条
）。
ま
た
、
会

社
は
、
会
社
法
三
五
〇
条
に
基
づ
き
、
代
表
者
の
行
為
に
つ
い
て

損
害
賠
償
責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
（
１５
）
ほ
か
、
前
記
①
事
件
の

よ
う
に
、
民
法
七
〇
九
条
の
不
法
行
為
の
規
定
に
基
づ
き
、
損
害

賠
償
請
求
さ
れ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

以
上
か
ら
す
る
と
、
ま
ず
，
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
構
築
に
関
す

る
決
定
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
大
会
社
に
お
い
て
（
会
社
法

三
四
八
条
三
項
四
号
・
四
項
等
）、
そ
れ
を
し
な
か
っ
た
場
合
は

法
令
違
反
と
な
り
、
取
締
役
の
法
的
責
任
が
肯
定
さ
れ
る
こ
と
と

ら
成
る
。

①
事
件
・
②
事
件
と
も
に
、
会
社
（
Ｙ
銀
行
）
に
よ
る
労
務
管

理
体
制
構
築
（
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
（
１４
）
構
築
）
の
不
備
が
問
題
と

な
っ
て
お
り
、
運
用
を
想
定
し
て
い
る
局
面
が
平
時
も
含
め
た
も

の
な
の
か
緊
急
時
（
有
事
）
な
の
か
で
異
な
る
も
の
の
、
会
社
法

が
念
頭
に
置
い
て
い
る
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ

が
念
頭
に
置
い
て
い
る
緊
急
時
（
有
事
）
の
体
制
の
整
備
が
共
通

点
を
持
つ
こ
と
と
な
る
。

②
事
件
に
お
い
て
裁
判
所
は
、「
会
社
（
銀
行
）
の
取
締
役
に

対
し
、
適
切
な
労
務
管
理
の
体
制
の
構
築
・
運
用
を
怠
っ
た
こ
と

が
善
管
注
意
義
務
に
違
背
す
る
と
し
て
そ
の
責
任
を
追
及
す
る
た

め
に
は
、
代
表
取
締
役
お
よ
び
労
務
管
理
を
所
掌
す
る
取
締
役
の

判
断
の
前
提
と
な
っ
た
情
報
の
収
集
、
分
析
、
検
討
が
不
合
理
な

も
の
で
あ
っ
た
か
、
あ
る
い
は
、
そ
の
事
実
認
識
に
基
づ
く
判
断

の
過
程
お
よ
び
判
断
内
容
に
明
ら
か
に
不
合
理
な
点
が
あ
っ
た
こ

と
を
要
す
る
」
と
し
、
３
⑴
で
述
べ
た
経
営
判
断
原
則
に
お
け
る

善
管
注
意
義
務
違
反
等
と
同
様
の
判
断
基
準
を
用
い
て
判
断
（
取

締
役
の
法
的
責
任
を
否
定
）
を
下
し
て
い
る
。

会
社
法
は
、
大
会
社
の
取
締
役
に
対
し
、
会
社
の
業
務
が
法
令

を
遵
守
し
て
行
わ
れ
る
た
め
の
体
制
（
法
令
遵
守
体
制
）
を
含
め

）
九
九
九
（

災
害
復
興
関
係
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
関
す
る
研
究
（
小
野
寺
）

六
七

締
役
の
法
的
責
任
の
有
無
に
つ
い
て
は
、
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
構

築
義
務
の
判
断
枠
組
み
を
参
考
に
す
べ
き
と
考
え
る
。

会
社
法
上
、
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
構
築
義
務
は
大
会
社
（
の
取

締
役
）
に
限
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定

（
緊
急
時
の
体
制
整
備
）
に
つ
い
て
は
、
大
会
社
だ
け
で
な
く
中

小
会
社
を
含
め
た
す
べ
て
の
会
社
に
関
わ
る
事
柄
で
あ
り
、
取
締

役
を
中
心
に
、
各
会
社
に
お
い
て
最
適
と
思
わ
れ
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策

定
（
と
そ
の
た
め
の
検
討
）
を
し
て
い
た
か
否
か
が
重
要
と
な
る
。

な
お
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定
に
つ
い
て
は
、
①
実
体
法
と
手
続
法
と

の
関
係
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
に
あ
た
っ
て
の
責
任
に
つ
き
手
続
き
面
か

ら
の
検
討
）、
②
税
制
と
の
関
係
（
緊
急
事
態
に
お
け
る
各
種
税

制
を
活
用
で
き
ず
に
会
社
に
損
害
を
与
え
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
取

締
役
の
責
任
に
関
す
る
検
討
）、
③
保
険
・
約
款
規
制
と
の
関
係

（
不
可
抗
力
条
項
と
い
っ
た
契
約
法
理
か
ら
の
検
討
）、
④
国
・
自

治
体
と
の
関
係
（
国
・
自
治
体
へ
の
損
害
賠
償
請
求
局
面
の
検

討
）
な
ど
に
つ
い
て
は
別
途
検
討
の
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の

検
討
に
つ
い
て
は
他
日
を
期
す
こ
と
と
し
た
い
。

（
１
）�

中
小
企
業
庁H

P
 https://w

w
w
.chusho.m

eti.go.jp/bcp/
contents/level_c/bcpgl_0１_１.htm
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参
照

な
ろ
う
。
ま
た
、
取
締
役
が
当
該
会
社
の
規
模
や
特
性
に
応
じ
た

内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
善
管

注
意
義
務
違
反
と
な
る
。
過
去
に
会
社
に
お
い
て
不
正
行
為
が
発

生
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
そ
れ
に
対
応
し
う
る
内
部
統
制
シ

ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
な
か
っ
た
場
合
に
も
、
善
管
注
意
義
務
違

反
が
認
め
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
な
い
中
小

会
社
に
お
い
て
も
、
社
内
体
制
の
整
備
を
怠
り
、
会
社
に
損
害
が

生
じ
た
場
合
に
は
、
善
管
注
意
義
務
違
反
で
あ
る
と
し
て
損
害
賠

償
責
任
が
肯
定
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
ろ
う
。

か
か
る
議
論
を
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
局
面
に
当
て
は
め
る
と
、
会
社
に

と
っ
て
容
易
に
想
定
さ
れ
る
緊
急
事
態
に
対
し
、
事
前
に
取
締
役

が
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
策
定
し
な
い
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定
内
容
が
著
し
く
現
実

と
そ
ぐ
わ
な
い
な
ど
の
不
合
理
な
対
応
を
し
て
会
社
等
に
損
害
を

生
じ
さ
せ
た
よ
う
な
場
合
に
は
、
善
管
注
意
義
務
・
忠
実
義
務
違

反
で
あ
る
と
し
て
、
法
的
責
任
を
負
う
こ
と
と
な
ろ
う
。

４
．
ま
と
め
に
代
え
て

以
上
、
本
稿
で
は
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
と
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
内
容
が
取
締
役

の
法
的
責
任
に
与
え
る
影
響
に
つ
き
検
討
を
加
え
た
。

運
用
想
定
局
面
は
異
な
る
も
の
の
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
に
関
す
る
取

）
九
九
四
（



災
害
復
興
関
係
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
関
す
る
研
究
（
小
野
寺
）

六
七

締
役
の
法
的
責
任
の
有
無
に
つ
い
て
は
、
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
構

築
義
務
の
判
断
枠
組
み
を
参
考
に
す
べ
き
と
考
え
る
。

会
社
法
上
、
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
構
築
義
務
は
大
会
社
（
の
取

締
役
）
に
限
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定

（
緊
急
時
の
体
制
整
備
）
に
つ
い
て
は
、
大
会
社
だ
け
で
な
く
中

小
会
社
を
含
め
た
す
べ
て
の
会
社
に
関
わ
る
事
柄
で
あ
り
、
取
締

役
を
中
心
に
、
各
会
社
に
お
い
て
最
適
と
思
わ
れ
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策

定
（
と
そ
の
た
め
の
検
討
）
を
し
て
い
た
か
否
か
が
重
要
と
な
る
。

な
お
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定
に
つ
い
て
は
、
①
実
体
法
と
手
続
法
と

の
関
係
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
に
あ
た
っ
て
の
責
任
に
つ
き
手
続
き
面
か

ら
の
検
討
）、
②
税
制
と
の
関
係
（
緊
急
事
態
に
お
け
る
各
種
税

制
を
活
用
で
き
ず
に
会
社
に
損
害
を
与
え
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
取

締
役
の
責
任
に
関
す
る
検
討
）、
③
保
険
・
約
款
規
制
と
の
関
係

（
不
可
抗
力
条
項
と
い
っ
た
契
約
法
理
か
ら
の
検
討
）、
④
国
・
自

治
体
と
の
関
係
（
国
・
自
治
体
へ
の
損
害
賠
償
請
求
局
面
の
検

討
）
な
ど
に
つ
い
て
は
別
途
検
討
の
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の

検
討
に
つ
い
て
は
他
日
を
期
す
こ
と
と
し
た
い
。

（
１
）�
中
小
企
業
庁H

P
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w
w
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な
ろ
う
。
ま
た
、
取
締
役
が
当
該
会
社
の
規
模
や
特
性
に
応
じ
た

内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
善
管

注
意
義
務
違
反
と
な
る
。
過
去
に
会
社
に
お
い
て
不
正
行
為
が
発

生
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
そ
れ
に
対
応
し
う
る
内
部
統
制
シ

ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
な
か
っ
た
場
合
に
も
、
善
管
注
意
義
務
違

反
が
認
め
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
な
い
中
小

会
社
に
お
い
て
も
、
社
内
体
制
の
整
備
を
怠
り
、
会
社
に
損
害
が

生
じ
た
場
合
に
は
、
善
管
注
意
義
務
違
反
で
あ
る
と
し
て
損
害
賠

償
責
任
が
肯
定
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
ろ
う
。

か
か
る
議
論
を
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
局
面
に
当
て
は
め
る
と
、
会
社
に

と
っ
て
容
易
に
想
定
さ
れ
る
緊
急
事
態
に
対
し
、
事
前
に
取
締
役

が
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
策
定
し
な
い
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定
内
容
が
著
し
く
現
実

と
そ
ぐ
わ
な
い
な
ど
の
不
合
理
な
対
応
を
し
て
会
社
等
に
損
害
を

生
じ
さ
せ
た
よ
う
な
場
合
に
は
、
善
管
注
意
義
務
・
忠
実
義
務
違

反
で
あ
る
と
し
て
、
法
的
責
任
を
負
う
こ
と
と
な
ろ
う
。

４
．
ま
と
め
に
代
え
て

以
上
、
本
稿
で
は
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
と
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
内
容
が
取
締
役

の
法
的
責
任
に
与
え
る
影
響
に
つ
き
検
討
を
加
え
た
。

運
用
想
定
局
面
は
異
な
る
も
の
の
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
に
関
す
る
取

）
九
九
四
（



日
本
法
学

　第
九
十
巻
第
四
号
（
二
〇
二
五
年
二
月
）

六
八

（
１４
）�

取
締
役
の
職
務
の
執
行
が
法
令
・
定
款
に
適
合
す
る
こ
と
を

確
保
す
る
た
め
の
体
制
そ
の
他
会
社
の
業
務
及
び
当
該
会
社
・
そ

の
子
会
社
か
ら
成
る
企
業
集
団
の
業
務
の
適
正
を
確
保
す
る
た
め

に
必
要
な
も
の
と
し
て
法
務
省
令
で
定
め
る
体
制
（
会
社
法

三
四
八
条
三
項
四
号
・
四
項
、
会
社
法
施
行
規
則
九
八
条
）

（
１５
）�

最
判
平
成
二
一
年
七
月
九
日
・
判
時
二
〇
五
五
号
一
四
七
頁

Ⅳ
．
第
一
報
告
、
第
二
報
告
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト�

�

（
松
嶋
隆
弘
）

１
．
両
報
告
の
関
係
に
つ
い
て
の
整
理

Ｂ
Ｃ
Ｐ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
素
材
と
し
つ
つ
、
大
久
保
報
告
で
は

社
会
に
お
け
る
マ
ネ
ー
サ
プ
ラ
イ
の
安
定
と
い
う
マ
ク
ロ
な
観
点

か
ら
の
分
析
が
な
さ
れ
、
鬼
頭
報
告
で
は
、
個
々
の
企
業
の
活
動

の
継
続
性
と
い
う
ミ
ク
ロ
な
観
点
か
ら
の
検
討
が
な
さ
れ
た
も
の

と
理
解
す
る
。
以
下
、
か
か
る
前
提
に
立
っ
て
、
両
報
告
に
対
し

若
干
の
コ
メ
ン
ト
を
行
う
。

２
．
大
久
保
報
告
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト

⑴
．
社
会
に
お
け
る
血
流
た
る
マ
ネ
ー
サ
プ
ラ
イ
の
安
定
継
続

大
久
保
報
告
は
、
金
融
庁
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
鳥
瞰
的

に
分
析
し
、「
社
会
に
お
け
る
マ
ネ
ー
サ
プ
ラ
イ
の
安
定
に
資
す

（
２
）�

た
と
え
ば
、
内
閣
府
「
事
業
継
続
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」、
厚
生
労

働
省
「
介
護
施
設
・
事
業
所
に
お
け
る
業
務
継
続
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」、

東
京
都
「
東
京
都
業
務
継
続
計
画
（
都
政
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）」、
全
国
銀
行

協
会
「
震
災
対
応
に
か
か
る
業
務
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
に
関
す

る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
な
ど
が
あ
る
。

（
３
）�

中
小
企
業
庁
・
前
掲
注（
１
）

（
４
）�

中
小
企
業
庁
・
前
掲
注（
１
）

（
５
）�

中
小
企
業
庁
・
前
掲
注（
１
）

（
6
）�

中
小
企
業
庁
『
中
小
企
業
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
運
用
指
針
（
第
２

版
）』（
中
小
企
業
庁
、
二
〇
一
二
年
）

（
7
）�

中
小
企
業
庁
・
前
掲
注（
１
）

（
８
）�

髙
橋
美
加
ほ
か
『
会
社
法
（
第
３
版
）』（
弘
文
堂
、
二
〇
二
〇

年
）
二
二
二
頁
［
髙
橋
美
加
］

（
9
）�

江
頭
憲
治
郎
『
株
式
会
社
法
（
第
９
版
）』（
有
斐
閣
、

二
〇
二
四
年
）
四
九
九
頁

（
１0
）�

岩
原
紳
作
編
『
会
社
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
９
　
機
関
［
３
］』

（
商
事
法
務
、
二
〇
一
四
年
）
三
四
七
頁
［
吉
原
和
志
］

（
１１
）�

窪
田
充
見
『
不
法
行
為
法
（
第
２
版
）』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
八

年
）
一
一
頁

（
１２
）�

我
妻
榮
ほ
か
著
『
我
妻
・
有
泉
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
民
法
（
第

７
版
）』（
日
本
評
論
社
、
二
〇
二
一
年
）
八
〇
三
頁

（
１３
）�

熊
本
地
判
平
成
二
六
年
一
〇
月
一
七
日
・
判
時
二
二
四
九
号

八
一
頁
（
①
事
件
）、
福
岡
高
判
令
和
四
年
三
月
四
日
・
金
法

二
一
九
〇
号
九
四
頁
（
②
事
件
）
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研
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（
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野
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六
九

⑵
．
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
の
場
面
を
も
対
象
と
す
る
必
要

な
お
、
前
記
の
議
論
で
は
マ
ネ
ー
を
抽
象
的
な
も
の
と
理
解
し

て
分
析
し
て
い
た
。
電
子
マ
ネ
ー
等
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
の
決
済

手
段
が
普
及
し
て
い
る
現
在
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
議
論
す
る
際
に
は
、
物

理
的
な
デ
バ
イ
ス
と
し
て
の
マ
ネ
ー
（
紙
幣
、
硬
貨
）
だ
け
で
な

く
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
の
場
面
を
も
対
象
と
す
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
、
一
言
し
て
お
き
た
い
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
・
マ
ネ
ー
に
つ
い
て
は
、
電
気
が
使
え
な
く

な
っ
た
り
、
端
末
が
動
か
な
く
な
っ
て
し
ま
え
ば
ど
う
に
も
な
ら

な
く
な
る
一
方
、
携
帯
電
話
が
普
及
し
て
い
る
現
在
に
お
い
て
は
、

携
帯
と
関
連
の
ア
プ
リ
さ
え
動
い
て
い
れ
ば
ど
う
に
か
続
け
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
。
か
よ
う
な
観
点
か
ら
す
る
と
、
災
害
時
に
お

け
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
・
マ
ネ
ー
の
安
定
性
、
具
体
的
に
い
う
と

携
帯
電
話
と
ア
プ
リ
さ
え
動
い
て
い
れ
ば
、
動
か
し
続
け
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組

み
を
本
格
的
に
考
え
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
こ

の
点
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
一
環
と
し
て
、
現
金
の

使
用
を
制
限
し
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
・
マ
ネ
ー
の
利
用
を
強
く
推

奨
し
た
英
国
の
対
応
が
参
考
に
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
だ
、

そ
の
た
め
に
は
通
貨
の
強
制
通
用
力
を
規
定
す
る
通
貨
法
（
通
貨

る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
」
と
理
解
し
て
、
検
討
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
だ
が
、
マ
ネ
ー
サ
プ
ラ
イ
は
人

体
に
お
け
る
血
液
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
安
定
供
給
は
経

済
活
動
の
継
続
の
た
め
不
可
欠
で
あ
る
。
か
よ
う
な
観
点
か
ら
金

融
庁
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
眺
め
て
い
く
と
、
同
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
は
、
マ
ネ
ー
サ
プ
ラ
イ
の
安
定
の
た
め
、
マ
ネ
ー
を
供
給
す

る
バ
ン
ク
（
銀
行
）
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
継
続
性
と
所
轄
官
庁
で
あ
る

金
融
庁
自
身
の
活
動
の
継
続
性
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
も
の
と
理

解
さ
れ
る
。
自
然
災
害
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
は
、
後
で
金
澤

報
告
で
検
討
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
適

用
が
問
題
と
な
る
よ
う
な
状
況
で
は
、
金
融
機
関
自
身
が
被
災
し

て
い
る
と
い
っ
た
事
態
が
ま
ま
み
ら
れ
、
か
か
る
事
態
に
お
い
て
、

金
融
機
関
が
金
利
減
免
等
に
応
じ
る
の
が
困
難
と
な
る
場
面
が
生

じ
う
る
よ
う
で
あ
る
。
個
々
の
企
業
の
救
済
の
た
め
に
は
、
マ

ネ
ー
サ
プ
ラ
イ
を
司
る
金
融
機
関
自
体
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
が
確
保
さ
れ
て

い
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
金
融
機
関
全
体
を
監
督
す
る

金
融
庁
自
体
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
確
保
も
不
可
欠
と
な
る
。
金
融
庁
の

Ｂ
Ｃ
Ｐ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
か
よ
う
な
観
点
で
策
定
さ
れ
て
い
る

も
の
と
理
解
で
き
よ
う
。
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九
九
四
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日
本
法
学

　第
九
十
巻
第
四
号
（
二
〇
二
五
年
二
月
）

七
〇

経
営
で
あ
る
わ
け
だ
が
、
か
か
る
余
剰
や
ム
ダ
を
災
害
時
の
備
え

と
し
て
活
用
し
う
る
。
か
か
る
観
点
か
ら
、
意
図
的
に
余
剰
や
ム

ダ
を
残
し
て
お
く
経
営
こ
そ
が
「
平
時
」
に
お
け
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ
と
い

う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
法
的
に
い
う
と
、
か
か
る

余
剰
や
ム
ダ
を
単
な
る
余
剰
・
ム
ダ
に
過
ぎ
な
い
と
み
る
か
、

「
平
時
」
に
お
け
る
防
災
体
制
と
評
価
す
る
か
と
い
っ
た
見
方
の

違
い
で
あ
り
、
か
か
る
フ
ァ
ク
タ
ー
を
経
営
判
断
と
し
て
許
容
で

き
る
か
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。

次
に
第
二
の
点
と
し
て
、
有
事
に
備
え
た
権
限
分
配
秩
序
の
確

立
に
つ
き
指
摘
し
た
い
。
具
体
的
に
は
、
代
表
取
締
役
社
長
が
被

災
し
不
在
と
な
っ
た
場
合
、
次
順
位
の
者
が
代
表
取
締
役
社
長
に

代
わ
り
、
迅
速
に
意
思
決
定
を
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
く
必
要
が

あ
る
と
い
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
か
か
る
事
項
を
整
備
し
て
お
く
た

め
に
は
、
平
時
か
ら
、
定
款
な
り
取
締
役
会
規
程
な
り
を
整
備
し

て
お
く
必
要
が
あ
る
。
会
社
法
は
、
一
定
の
場
合
に
裁
判
所
が
関

与
す
る
場
面
を
用
意
し
て
い
る
（
例
え
ば
、
一
時
代
表
取
締
役
や

職
務
代
行
者
に
関
す
る
会
社
法
三
五
一
条
、
三
五
二
条
）。
た
だ
、

東
日
本
大
震
災
の
事
例
で
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
災
害
時
に
は
司
法

自
身
が
被
災
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
想
定
さ
れ
う
る
。
有
事
に

備
え
た
権
限
分
配
秩
序
の
確
立
を
行
う
際
に
は
、
司
法
が
機
能
し

の
単
位
及
び
貨
幣
の
発
行
等
に
関
す
る
法
律
）
の
見
直
し
等
、
法

的
整
備
を
必
要
と
す
る
場
面
も
出
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
料

す
る
。

３
．
鬼
頭
報
告
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト

⑴
．
は
じ
め
に

続
い
て
鬼
頭
報
告
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
に
移
る
。
大
久
保
報
告

と
の
対
比
で
い
う
と
、
鬼
頭
報
告
は
、
個
々
の
企
業
に
お
け
る

Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
取
り
扱
っ
た
も
の
と
整
理
で
き
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

前
記
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
個
々
の
企
業
に
お
け
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
さ

ら
に
「
平
時
」
と
「
有
事
」
と
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
以
下
、
か
か
る
観
点
か
ら
分
け
て
コ
メ
ン
ト
し
て
い

こ
う
。

⑵
．「
平
時
」
に
お
け
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ

「
平
時
」
に
お
け
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ
と
し
て
は
、
次
の
二
つ
を
指
摘
し

て
お
き
た
い
。
ま
ず
第
一
の
点
と
し
て
、
例
え
ば
、
本
店
機
能
の

分
散
、
工
場
の
分
散
と
い
っ
た
災
害
に
備
え
た
経
営
体
制
の
実
現

で
あ
る
。
言
い
換
え
る
と
、
意
図
的
に
一
元
化
し
な
い
経
営
、
意

図
的
に
余
剰
・
ム
ダ
を
生
じ
さ
せ
て
お
く
経
営
と
い
う
こ
と
も
で

き
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
本
店
機
能
な
生
産
体
制
を
複
線
化
し
て
お

く
こ
と
は
、
短
期
的
・
中
期
的
に
は
余
剰
や
ム
ダ
を
産
む
よ
う
な

）
九
九
四
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ガ
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七
一

の
問
題
と
な
る
も
の
の
（
会
社
法
三
六
二
条
四
項
二
号
）、
危
機

時
期
に
つ
い
て
特
別
の
取
り
扱
い
を
許
容
す
る
規
定
は
存
し
な
い
。

「
多
額
の
借
財
」
に
お
け
る
「
多
額
」
性
に
関
し
て
は
、
す
で
に

最
高
裁
判
決
が
あ
り
（
最
判
平
成
六
年
一
月
二
〇
日
民
集
四
八
巻

一
号
一
頁
（
１
））、
か
か
る
判
決
を
前
提
と
し
た
基
準
が
実
務
で
確
立

し
て
い
る
が
、
危
機
時
期
に
お
い
て
は
、
時
と
し
て
か
か
る
基
準

を
大
幅
に
超
え
る
借
り
入
れ
を
緊
急
か
つ
迅
速
に
で
き
る
よ
う
に

す
る
必
要
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
、「
多
額
」
性
に
つ

き
、
平
時
と
有
事
と
で
異
な
る
解
釈
を
し
て
い
く
か
、
そ
れ
と
も

有
事
に
お
け
る
多
額
の
借
り
入
れ
を
後
日
追
認
し
て
い
く
か
と

い
っ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
の
違
い
が
で
て
く
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

第
三
に
、
こ
れ
は
一
見
す
る
と
Ｂ
Ｃ
Ｐ
と
矛
盾
す
る
の
だ
が
、

時
と
し
て
事
業
の
移
転
や
廃
業
も
視
野
に
入
れ
る
べ
き
と
い
う
点

も
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
つ
と
に
倒
産
法
に
お
い
て
は
、
再
生
型

倒
産
処
理
の
ス
キ
ー
ム
と
し
て
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
レ
ス
キ
ュ
ー
と
ビ

ジ
ネ
ス
レ
ス
キ
ュ
ー
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
前
者
は
、

当
該
企
業
体
自
体
の
存
続
を
前
提
と
し
た
再
生
で
あ
る
が
、
後
者

は
、
当
該
企
業
体
と
そ
れ
が
営
む
事
業
と
を
切
り
離
し
、
事
業
の

み
の
存
続
を
企
図
す
る
ス
キ
ー
ム
で
あ
る
。
ビ
ジ
ネ
ス
レ
ス

キ
ュ
ー
に
お
い
て
は
、
事
業
譲
渡
や
会
社
分
割
等
に
よ
り
、
事
業

な
い
場
合
を
も
念
頭
に
置
く
必
要
が
あ
る
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。

⑶
．「
有
時
」
に
お
け
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ

次
に
「
有
時
」
に
お
け
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
三
点
を

指
摘
し
た
い
。
第
一
に
、
会
社
の
通
常
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
機
能
せ

ず
、
さ
ら
に
は
司
法
自
身
が
機
能
し
な
い
と
い
っ
た
場
面
に
お
い

て
、
実
際
の
会
社
経
営
に
あ
た
る
者
に
対
し
、
一
時
的
な
独
裁
を

許
容
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
当
該
会
社
に

お
け
る
戒
厳
令
と
い
っ
て
も
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。）。
会
社
法
的

に
は
、
有
事
に
お
け
る
経
営
判
断
は
平
時
に
お
け
る
の
と
違
い
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
問
題
と
な
っ
て
こ
よ
う
（
仮
に
平
時

と
有
事
と
で
違
い
が
な
い
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
有
事
に
お
け
る

越
権
行
為
を
平
時
に
お
い
て
事
後
的
に
追
認
す
る
と
い
っ
た
取
り

扱
い
に
な
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。）。

第
二
に
、
マ
ネ
ー
サ
プ
ラ
イ
の
問
題
で
あ
る
。
す
で
に
企
業
が

借
り
て
い
る
マ
ネ
ー
の
取
り
扱
い
は
、
自
然
災
害
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
絡
め
て
金
澤
報
告
で
検
討
さ
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
企
業
が
新

た
に
調
達
す
る
マ
ネ
ー
を
問
題
に
し
て
い
る
。
企
業
が
ニ
ュ
ー
マ

ネ
ー
を
新
株
に
よ
り
調
達
す
る
場
合
で
は
、
危
機
時
期
対
応
の
規

定
と
し
て
、
会
社
法
二
〇
六
条
の
二
第
四
項
但
書
の
よ
う
な
規
定

が
あ
る
が
、
借
入
に
よ
り
調
達
す
る
場
合
に
は
、「
多
額
の
借
財
」

）
九
九
四
（



災
害
復
興
関
係
ガ
イ
ド
ラ
イ
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に
関
す
る
研
究
（
小
野
寺
）

七
一

の
問
題
と
な
る
も
の
の
（
会
社
法
三
六
二
条
四
項
二
号
）、
危
機

時
期
に
つ
い
て
特
別
の
取
り
扱
い
を
許
容
す
る
規
定
は
存
し
な
い
。

「
多
額
の
借
財
」
に
お
け
る
「
多
額
」
性
に
関
し
て
は
、
す
で
に

最
高
裁
判
決
が
あ
り
（
最
判
平
成
六
年
一
月
二
〇
日
民
集
四
八
巻

一
号
一
頁
（
１
））、
か
か
る
判
決
を
前
提
と
し
た
基
準
が
実
務
で
確
立

し
て
い
る
が
、
危
機
時
期
に
お
い
て
は
、
時
と
し
て
か
か
る
基
準

を
大
幅
に
超
え
る
借
り
入
れ
を
緊
急
か
つ
迅
速
に
で
き
る
よ
う
に

す
る
必
要
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
、「
多
額
」
性
に
つ

き
、
平
時
と
有
事
と
で
異
な
る
解
釈
を
し
て
い
く
か
、
そ
れ
と
も

有
事
に
お
け
る
多
額
の
借
り
入
れ
を
後
日
追
認
し
て
い
く
か
と

い
っ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
の
違
い
が
で
て
く
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

第
三
に
、
こ
れ
は
一
見
す
る
と
Ｂ
Ｃ
Ｐ
と
矛
盾
す
る
の
だ
が
、

時
と
し
て
事
業
の
移
転
や
廃
業
も
視
野
に
入
れ
る
べ
き
と
い
う
点

も
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
つ
と
に
倒
産
法
に
お
い
て
は
、
再
生
型

倒
産
処
理
の
ス
キ
ー
ム
と
し
て
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
レ
ス
キ
ュ
ー
と
ビ

ジ
ネ
ス
レ
ス
キ
ュ
ー
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
前
者
は
、

当
該
企
業
体
自
体
の
存
続
を
前
提
と
し
た
再
生
で
あ
る
が
、
後
者

は
、
当
該
企
業
体
と
そ
れ
が
営
む
事
業
と
を
切
り
離
し
、
事
業
の

み
の
存
続
を
企
図
す
る
ス
キ
ー
ム
で
あ
る
。
ビ
ジ
ネ
ス
レ
ス

キ
ュ
ー
に
お
い
て
は
、
事
業
譲
渡
や
会
社
分
割
等
に
よ
り
、
事
業

な
い
場
合
を
も
念
頭
に
置
く
必
要
が
あ
る
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。

⑶
．「
有
時
」
に
お
け
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ

次
に
「
有
時
」
に
お
け
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
三
点
を

指
摘
し
た
い
。
第
一
に
、
会
社
の
通
常
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
機
能
せ

ず
、
さ
ら
に
は
司
法
自
身
が
機
能
し
な
い
と
い
っ
た
場
面
に
お
い

て
、
実
際
の
会
社
経
営
に
あ
た
る
者
に
対
し
、
一
時
的
な
独
裁
を

許
容
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
当
該
会
社
に

お
け
る
戒
厳
令
と
い
っ
て
も
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。）。
会
社
法
的

に
は
、
有
事
に
お
け
る
経
営
判
断
は
平
時
に
お
け
る
の
と
違
い
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
問
題
と
な
っ
て
こ
よ
う
（
仮
に
平
時

と
有
事
と
で
違
い
が
な
い
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
有
事
に
お
け
る

越
権
行
為
を
平
時
に
お
い
て
事
後
的
に
追
認
す
る
と
い
っ
た
取
り

扱
い
に
な
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。）。

第
二
に
、
マ
ネ
ー
サ
プ
ラ
イ
の
問
題
で
あ
る
。
す
で
に
企
業
が

借
り
て
い
る
マ
ネ
ー
の
取
り
扱
い
は
、
自
然
災
害
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
絡
め
て
金
澤
報
告
で
検
討
さ
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
企
業
が
新

た
に
調
達
す
る
マ
ネ
ー
を
問
題
に
し
て
い
る
。
企
業
が
ニ
ュ
ー
マ

ネ
ー
を
新
株
に
よ
り
調
達
す
る
場
合
で
は
、
危
機
時
期
対
応
の
規

定
と
し
て
、
会
社
法
二
〇
六
条
の
二
第
四
項
但
書
の
よ
う
な
規
定

が
あ
る
が
、
借
入
に
よ
り
調
達
す
る
場
合
に
は
、「
多
額
の
借
財
」

）
九
九
四
（
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巻
第
四
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（
二
〇
二
五
年
二
月
）

七
二

務
を
負
う
こ
と
と
な
る
、
い
わ
ゆ
る
二
重
ロ
ー
ン
問
題
に
直
面
す

る
こ
と
と
な
る
。
個
人
の
二
重
ロ
ー
ン
問
題
を
放
置
す
る
こ
と
は
、

二
重
ロ
ー
ン
を
負
っ
た
個
人
が
被
災
地
で
生
活
す
る
こ
と
を
困
難

に
し
、
被
災
地
の
復
興
を
妨
げ
る
こ
と
と
な
る
。
そ
こ
で
、
個
人

の
二
重
ロ
ー
ン
問
題
に
対
処
す
べ
く
策
定
さ
れ
た
の
が
「
自
然
災

害
に
よ
る
被
災
者
の
債
務
整
理
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（
以

下
、
本
文
で
は
「
自
然
災
害
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
と
い
う
。
括
弧
内

で
は
「
Ｇ
Ｌ
」
と
い
う
（
１
）
）
で
あ
る
。
自
然
災
害
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

基
づ
く
債
務
整
理
は
、
熊
本
地
震
に
よ
っ
て
二
重
ロ
ー
ン
を
負
っ

た
者
の
生
活
や
事
業
の
再
建
に
寄
与
し
て
お
り
、
能
登
半
島
地
震

の
被
災
者
の
再
建
の
一
助
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
も
っ
と

も
、
い
つ
か
は
起
こ
る
で
あ
ろ
う
南
海
ト
ラ
フ
大
地
震
や
首
都
直

下
型
地
震
の
際
に
、
自
然
災
害
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
み
で
個
人
の
二

重
ロ
ー
ン
問
題
に
対
処
で
き
る
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

そ
こ
で
、
本
報
告
で
は
、
南
海
ト
ラ
フ
大
地
震
や
首
都
直
下
型

地
震
な
ど
の
大
規
模
自
然
災
害
が
発
生
し
、
個
人
の
二
重
ロ
ー
ン

問
題
に
対
処
す
る
た
め
の
自
然
災
害
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
み
で
は
十

分
に
対
処
で
き
な
い
場
合
を
想
定
し
て
、
自
然
災
害
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
以
外
の
手
段
に
つ
い
て
、
自
然
災
害
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
概
要
を

確
認
し
た
上
で
、
法
人
の
二
重
ロ
ー
ン
問
題
に
対
処
す
る
た
め
の

が
受
け
皿
会
社
に
移
転
さ
れ
、
当
該
企
業
体
自
体
は
消
滅
す
る
こ

と
と
な
る
。
鬼
頭
報
告
に
お
け
る
個
々
の
企
業
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
は
、
ど

ち
ら
か
と
い
う
と
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
レ
ス
キ
ュ
ー
を
前
提
と
し
た
も

の
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
、
被
災
企
業
の
支
援
と
し
て
は
、
ビ
ジ
ネ

ス
レ
ス
キ
ュ
ー
と
い
う
発
想
か
ら
も
検
討
す
る
こ
と
が
あ
り
う
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
１
）�

た
だ
し
、
会
社
法
三
六
二
条
四
項
一
号
の
「
重
要
な
財
産
の

処
分
」
に
関
す
る
判
断
と
し
て
下
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、

一
号
の
「
重
要
」
と
二
号
の
「
多
額
」
と
で
は
、
同
義
で
あ
る
と

解
さ
れ
て
い
る
。

Ⅴ
．
第
三
報
告
「
自
然
災
害
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
関

す
る
一
考
察
」�

（
金
澤
大
祐
）

一
．
は
じ
め
に

令
和
六
年
能
登
半
島
地
震
で
は
、
津
波
、
建
物
崩
壊
、
火
事
等

に
よ
り
、
多
数
の
者
が
自
宅
や
事
業
所
を
失
っ
た
。
自
然
災
害
に

よ
り
自
宅
や
事
業
所
を
失
っ
た
個
人
は
、
自
宅
や
事
業
所
を
再
建

す
る
際
に
、
金
融
機
関
に
既
存
の
債
務
の
み
な
ら
ず
、
新
た
に
債

）
九
四
四
（

災
害
復
興
関
係
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
関
す
る
研
究
（
小
野
寺
）

七
三

摘
が
あ
っ
た
（
２
）
。
そ
こ
で
、
自
然
災
害
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
個
人
版

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
運
用
に
よ
り
得
ら
れ
た
経
験
等
を
踏
ま
え
て
、

平
成
二
七
年
九
月
二
日
よ
り
後
に
、
災
害
救
助
法
の
適
用
を
受
け

た
自
然
災
害
を
対
象
と
す
べ
く
策
定
・
公
表
さ
れ
た
。
自
然
災
害

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
個
人
版
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
で
は
、
後
述
す
る
が

運
営
委
員
会
の
有
無
、
着
手
同
意
と
い
う
制
度
設
計
、
特
定
調
停

の
要
否
が
異
な
っ
て
い
る
。

⑵
．
目
的

自
然
災
害
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
目
的
は
、
災
害
救
助
法
の
適
用
を

受
け
た
自
然
災
害
の
影
響
に
よ
り
、
既
存
の
債
務
を
弁
済
で
き
な

く
な
り
、
法
的
倒
産
手
続
の
要
件
に
該
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
個

人
の
債
務
者
に
つ
い
て
、
法
的
倒
産
手
続
に
よ
ら
ず
に
、
主
と
し

て
金
融
債
務
に
係
る
債
権
者
と
の
合
意
に
基
づ
き
、
債
務
の
減
免

等
を
内
容
と
す
る
債
務
整
理
を
行
う
た
め
の
準
則
を
定
め
る
こ
と

に
よ
り
、
債
務
者
の
生
活
や
事
業
の
再
建
を
支
援
し
、
被
災
地
の

復
興
・
活
性
化
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
（
Ｇ
Ｌ
１
）。

⑶
．
性
質

自
然
災
害
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
は
、
法
的
拘
束
力
は
な
く
、
金
融

業
界
の
自
主
ル
ー
ル
で
あ
る
が
、
金
融
機
関
等
で
あ
る
対
象
債
権

者
（
３
）
は
、
自
然
災
害
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
る
債
務
整
理
に
誠
実
に
協

仕
組
み
を
参
考
に
し
て
、
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
本
報

告
に
際
し
て
は
、
検
討
課
題
と
の
関
係
で
、
自
然
災
害
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
場
合
の
特
則
に
つ
い
て
は
、
基

本
的
に
は
省
略
す
る
。

二
．
自
然
災
害
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
概
要

１
．
策
定
の
経
緯
、
目
的
及
び
性
質

⑴
．
策
定
の
経
緯

地
震
、
暴
風
、
豪
雨
等
の
自
然
災
害
の
影
響
に
よ
っ
て
、
住
宅

ロ
ー
ン
等
を
借
り
て
い
る
個
人
の
債
務
者
や
事
業
性
ロ
ー
ン
等
を

借
り
て
い
る
個
人
事
業
主
の
債
務
者
は
、
既
存
の
債
務
の
み
な
ら

ず
、
新
た
な
債
務
を
負
う
二
重
ロ
ー
ン
に
よ
り
、
再
ス
タ
ー
ト
が

困
難
と
な
る
。
そ
の
よ
う
な
債
務
者
の
再
ス
タ
ー
ト
を
支
援
す
べ

く
、
東
日
本
大
震
災
を
契
機
と
し
て
、「
個
人
債
務
者
の
私
的
整

理
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（
以
下
「
個
人
版
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

と
い
う
）
が
策
定
さ
れ
た
。

個
人
版
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
東
日
本
大
震
災
の
み
を
対
象
と
し

て
い
た
が
、
そ
の
後
も
様
々
な
自
然
災
害
が
発
生
し
て
い
た
。
ま

た
、
個
人
版
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
対
し
て
は
、
被
災
地
の
事
情
が
反

映
さ
れ
ず
、
被
災
者
に
利
用
し
や
す
い
体
制
が
整
っ
て
い
な
い
、

被
災
者
へ
の
周
知
徹
底
が
遅
れ
、
か
つ
、
不
十
分
で
あ
る
と
の
指

）
九
四
四
（
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七
三

摘
が
あ
っ
た
（
２
）
。
そ
こ
で
、
自
然
災
害
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
個
人
版

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
運
用
に
よ
り
得
ら
れ
た
経
験
等
を
踏
ま
え
て
、

平
成
二
七
年
九
月
二
日
よ
り
後
に
、
災
害
救
助
法
の
適
用
を
受
け

た
自
然
災
害
を
対
象
と
す
べ
く
策
定
・
公
表
さ
れ
た
。
自
然
災
害

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
個
人
版
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
で
は
、
後
述
す
る
が

運
営
委
員
会
の
有
無
、
着
手
同
意
と
い
う
制
度
設
計
、
特
定
調
停

の
要
否
が
異
な
っ
て
い
る
。

⑵
．
目
的

自
然
災
害
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
目
的
は
、
災
害
救
助
法
の
適
用
を

受
け
た
自
然
災
害
の
影
響
に
よ
り
、
既
存
の
債
務
を
弁
済
で
き
な

く
な
り
、
法
的
倒
産
手
続
の
要
件
に
該
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
個

人
の
債
務
者
に
つ
い
て
、
法
的
倒
産
手
続
に
よ
ら
ず
に
、
主
と
し

て
金
融
債
務
に
係
る
債
権
者
と
の
合
意
に
基
づ
き
、
債
務
の
減
免

等
を
内
容
と
す
る
債
務
整
理
を
行
う
た
め
の
準
則
を
定
め
る
こ
と

に
よ
り
、
債
務
者
の
生
活
や
事
業
の
再
建
を
支
援
し
、
被
災
地
の

復
興
・
活
性
化
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
（
Ｇ
Ｌ
１
）。

⑶
．
性
質

自
然
災
害
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
は
、
法
的
拘
束
力
は
な
く
、
金
融

業
界
の
自
主
ル
ー
ル
で
あ
る
が
、
金
融
機
関
等
で
あ
る
対
象
債
権

者
（
３
）
は
、
自
然
災
害
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
る
債
務
整
理
に
誠
実
に
協

仕
組
み
を
参
考
に
し
て
、
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
本
報

告
に
際
し
て
は
、
検
討
課
題
と
の
関
係
で
、
自
然
災
害
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
場
合
の
特
則
に
つ
い
て
は
、
基

本
的
に
は
省
略
す
る
。

二
．
自
然
災
害
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
概
要

１
．
策
定
の
経
緯
、
目
的
及
び
性
質

⑴
．
策
定
の
経
緯

地
震
、
暴
風
、
豪
雨
等
の
自
然
災
害
の
影
響
に
よ
っ
て
、
住
宅

ロ
ー
ン
等
を
借
り
て
い
る
個
人
の
債
務
者
や
事
業
性
ロ
ー
ン
等
を

借
り
て
い
る
個
人
事
業
主
の
債
務
者
は
、
既
存
の
債
務
の
み
な
ら

ず
、
新
た
な
債
務
を
負
う
二
重
ロ
ー
ン
に
よ
り
、
再
ス
タ
ー
ト
が

困
難
と
な
る
。
そ
の
よ
う
な
債
務
者
の
再
ス
タ
ー
ト
を
支
援
す
べ

く
、
東
日
本
大
震
災
を
契
機
と
し
て
、「
個
人
債
務
者
の
私
的
整

理
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（
以
下
「
個
人
版
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

と
い
う
）
が
策
定
さ
れ
た
。

個
人
版
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
東
日
本
大
震
災
の
み
を
対
象
と
し

て
い
た
が
、
そ
の
後
も
様
々
な
自
然
災
害
が
発
生
し
て
い
た
。
ま

た
、
個
人
版
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
対
し
て
は
、
被
災
地
の
事
情
が
反

映
さ
れ
ず
、
被
災
者
に
利
用
し
や
す
い
体
制
が
整
っ
て
い
な
い
、

被
災
者
へ
の
周
知
徹
底
が
遅
れ
、
か
つ
、
不
十
分
で
あ
る
と
の
指

）
九
四
四
（
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七
四

る
（
Ｇ
Ｌ
８
⑵
①
ハ
、
Ｑ
＆
Ａ
８-

９
）。「
自
由
財
産
」
に
は
、

上
限
五
〇
〇
万
円
を
目
安
と
す
る
現
預
金
や
、
上
限
二
五
〇
万
円

を
目
安
と
す
る
家
財
保
険
金
も
含
む
運
用
と
な
っ
て
お
り
（
５
）
、
自
由

財
産
の
範
囲
が
広
く
認
め
ら
れ
て
い
る
点
も
、
債
務
者
に
と
っ
て

の
メ
リ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
自
然
災
害
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
れ
ば
、
対
象
債
務
者

の
対
象
債
権
者
に
対
す
る
債
務
を
主
た
る
債
務
と
す
る
保
証
債
務

が
あ
る
場
合
、
主
た
る
債
務
者
が
通
常
想
定
さ
れ
る
範
囲
を
超
え

た
災
害
の
影
響
に
よ
り
主
た
る
債
務
を
弁
済
で
き
な
い
こ
と
を
踏

ま
え
て
、
事
情
を
考
慮
し
、
保
証
債
務
の
履
行
を
求
め
な
い
こ
と

と
さ
れ
て
い
る
（
Ｇ
Ｌ
８
⑸
、
Ｑ
＆
Ａ
８-

１３
）。
こ
の
点
に
つ

い
て
も
、
債
務
者
に
と
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
自
然
災
害
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
る
債
務
免
除

に
対
応
す
る
債
権
放
棄
に
つ
い
て
は
、
直
ち
に
、
全
額
、
税
務
上

の
損
金
に
算
入
す
る
こ
と
が
で
き
、
金
融
機
関
に
と
っ
て
の
メ

リ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
る
（
6
）
。

３
．
自
然
災
害
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
関
係
者

⑴
．
対
象
債
務
者

対
象
と
な
る
債
務
者
は
、
個
人
で
あ
り
、
法
人
は
除
外
さ
れ
て

い
る
（
Ｇ
Ｌ
３
⑴
）。

力
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
（
Ｇ
Ｌ
２
⑴
⑵
）。

２
．
メ
リ
ッ
ト

自
然
災
害
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
く
債
務
整
理
を
行
っ
た
対
象

債
務
者
（
４
）
に
つ
い
て
、
対
象
債
権
者
は
、
当
該
対
象
債
務
者
が
債
務

整
理
を
行
っ
た
事
実
そ
の
他
の
債
務
整
理
に
関
連
す
る
情
報
を
信

用
情
報
機
関
に
報
告
、
登
録
し
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
（
Ｇ
Ｌ

１0
⑴
、
Ｑ
＆
Ａ
１0-

３
）。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
対
象
債
務
者
に
は
、

債
務
整
理
後
、
新
た
な
住
宅
ロ
ー
ン
や
事
業
性
ロ
ー
ン
を
借
り
入

れ
て
、
生
活
や
事
業
の
再
建
に
と
り
か
か
る
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

自
然
災
害
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
れ
ば
、
事
案
ご
と
に
、
登
録
支

援
専
門
家
が
つ
い
て
、
手
続
を
支
援
す
る
こ
と
と
な
る
（
Ｇ
Ｌ
４

⑵
、
Ｑ
＆
Ａ
４-

１
）。
登
録
支
援
専
門
家
の
報
酬
や
費
用
は
、

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
運
営
機
関
を
通
じ
て
国
か
ら
支
出
さ
れ
る
こ
と
と

な
る
こ
と
か
ら
、
無
償
で
登
録
支
援
専
門
家
に
よ
る
支
援
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
点
は
、
債
務
者
に
と
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
。

ま
た
、
自
然
災
害
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
れ
ば
、
対
象
債
務
者
は
、

破
産
手
続
に
お
い
て
、「
自
由
財
産
」
と
し
て
扱
わ
れ
る
財
産
を

手
元
に
残
す
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
お
り
、
被
災
者
生
活
再
建
支

援
金
、
災
害
弔
慰
金
・
災
害
障
害
見
舞
金
は
自
由
財
産
に
含
ま
れ

）
九
四
二
（

災
害
復
興
関
係
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
関
す
る
研
究
（
小
野
寺
）

七
五

３-

４
）。

そ
し
て
、
④
の
要
件
の
例
と
し
て
は
、
債
務
整
理
の
申
出
の
時

点
で
、
破
産
手
続
や
民
事
再
生
手
続
と
同
等
額
以
上
の
回
収
を
得

ら
れ
る
見
込
み
が
あ
る
場
合
で
あ
る
。
対
象
債
権
者
に
と
っ
て
経

済
合
理
性
の
あ
る
調
停
条
項
案
の
作
成
が
明
ら
か
に
見
込
め
な
い

場
合
に
は
、
特
定
調
停
成
立
の
見
込
み
が
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
④
の
要
件
は
満
た
さ
な
い
（
Ｑ
＆
Ａ
３-

５
）。

さ
ら
に
、
⑤
の
要
件
は
、
債
務
者
が
債
務
整
理
の
申
出
時
又
は

そ
の
直
後
に
提
出
す
る
必
要
書
類
の
記
載
に
お
い
て
、
災
害
発
生

前
の
事
業
の
状
況
に
照
ら
し
て
要
件
に
該
当
し
な
い
こ
と
が
明
ら

か
で
あ
る
等
の
特
段
の
事
情
の
な
い
限
り
、
満
た
す
こ
と
と
な
る

（
Ｑ
＆
Ａ
３-

６
）。

⑵
．
対
象
債
権
者

対
象
債
権
者
の
範
囲
は
、
金
融
機
関
等
（
銀
行
、
信
用
金
庫
、

信
用
組
合
、
労
働
金
庫
、
農
業
協
同
組
合
、
漁
業
協
同
組
合
、
政

府
系
金
融
機
関
、
貸
金
業
者
、
リ
ー
ス
会
社
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社

及
び
債
権
回
収
会
社
並
び
に
信
用
保
証
協
会
、
農
業
信
用
基
金
協

会
等
及
び
そ
の
他
の
保
証
会
社
等
）
と
し
つ
つ
、
必
要
な
際
に
は

他
の
債
権
者
も
含
む
こ
と
に
な
る
（
Ｇ
Ｌ
３
⑵
）。

対
象
債
務
者
は
、
①
災
害
に
よ
る
支
払
不
能
又
は
そ
の
お
そ
れ
、

②
弁
済
に
つ
い
て
の
誠
実
性
・
財
産
状
況
の
適
正
開
示
、
③
期
限

の
利
益
喪
失
事
由
が
不
存
在
で
あ
る
こ
と
、
④
対
象
債
権
者
に

と
っ
て
も
経
済
合
理
性
が
あ
る
こ
と
、
⑤
事
業
者
の
場
合
に
は
再

建
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、
⑥
反
社
会
的
勢
力
で
は
な
い
こ
と
、
⑦

免
責
不
許
可
事
由
が
な
い
こ
と
と
い
う
要
件
全
て
を
満
た
す
必
要

が
あ
る
（
Ｇ
Ｌ
３
⑴
）。

ま
ず
、
①
の
要
件
に
お
け
る
「
支
払
不
能
」
は
、
破
産
手
続
に

お
け
る
「
支
払
不
能
」（
破
産
法
二
条
一
一
項
）
と
同
義
で
あ
り
、

「
支
払
不
能
の
お
そ
れ
」
は
民
事
再
生
手
続
に
お
け
る
支
払
不
能

の
お
そ
れ
（
民
事
再
生
法
二
一
条
一
項
）
と
同
義
で
あ
る
（
Ｑ
＆

Ａ
３-

２
）。

次
に
、
②
の
要
件
に
つ
い
て
は
、
債
務
整
理
の
申
出
書
、
財
産

目
録
及
び
債
権
者
一
覧
表
に
お
い
て
、
各
記
載
に
虚
偽
が
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
特
段
の
事
情
が
な
い
限
り
、
満
た
す
こ
と
と
な
る

（
Ｑ
＆
Ａ
３-

３
）。

ま
た
、
③
の
要
件
に
つ
い
て
は
、
災
害
発
生
前
に
期
限
の
利
益

喪
失
事
由
が
な
い
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
が
、
災
害
発
生
前
に
期
限

の
利
益
喪
失
事
由
が
発
生
し
て
い
た
と
し
て
も
対
象
債
権
者
が
同

意
し
た
場
合
に
は
、
③
の
要
件
を
満
た
す
こ
と
と
な
る
（
Ｑ
＆
Ａ

）
九
四
三
（



災
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七
五

３-

４
）。

そ
し
て
、
④
の
要
件
の
例
と
し
て
は
、
債
務
整
理
の
申
出
の
時

点
で
、
破
産
手
続
や
民
事
再
生
手
続
と
同
等
額
以
上
の
回
収
を
得

ら
れ
る
見
込
み
が
あ
る
場
合
で
あ
る
。
対
象
債
権
者
に
と
っ
て
経

済
合
理
性
の
あ
る
調
停
条
項
案
の
作
成
が
明
ら
か
に
見
込
め
な
い

場
合
に
は
、
特
定
調
停
成
立
の
見
込
み
が
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
④
の
要
件
は
満
た
さ
な
い
（
Ｑ
＆
Ａ
３-

５
）。

さ
ら
に
、
⑤
の
要
件
は
、
債
務
者
が
債
務
整
理
の
申
出
時
又
は

そ
の
直
後
に
提
出
す
る
必
要
書
類
の
記
載
に
お
い
て
、
災
害
発
生

前
の
事
業
の
状
況
に
照
ら
し
て
要
件
に
該
当
し
な
い
こ
と
が
明
ら

か
で
あ
る
等
の
特
段
の
事
情
の
な
い
限
り
、
満
た
す
こ
と
と
な
る

（
Ｑ
＆
Ａ
３-

６
）。

⑵
．
対
象
債
権
者

対
象
債
権
者
の
範
囲
は
、
金
融
機
関
等
（
銀
行
、
信
用
金
庫
、

信
用
組
合
、
労
働
金
庫
、
農
業
協
同
組
合
、
漁
業
協
同
組
合
、
政

府
系
金
融
機
関
、
貸
金
業
者
、
リ
ー
ス
会
社
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社

及
び
債
権
回
収
会
社
並
び
に
信
用
保
証
協
会
、
農
業
信
用
基
金
協

会
等
及
び
そ
の
他
の
保
証
会
社
等
）
と
し
つ
つ
、
必
要
な
際
に
は

他
の
債
権
者
も
含
む
こ
と
に
な
る
（
Ｇ
Ｌ
３
⑵
）。

対
象
債
務
者
は
、
①
災
害
に
よ
る
支
払
不
能
又
は
そ
の
お
そ
れ
、

②
弁
済
に
つ
い
て
の
誠
実
性
・
財
産
状
況
の
適
正
開
示
、
③
期
限

の
利
益
喪
失
事
由
が
不
存
在
で
あ
る
こ
と
、
④
対
象
債
権
者
に

と
っ
て
も
経
済
合
理
性
が
あ
る
こ
と
、
⑤
事
業
者
の
場
合
に
は
再

建
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、
⑥
反
社
会
的
勢
力
で
は
な
い
こ
と
、
⑦

免
責
不
許
可
事
由
が
な
い
こ
と
と
い
う
要
件
全
て
を
満
た
す
必
要

が
あ
る
（
Ｇ
Ｌ
３
⑴
）。

ま
ず
、
①
の
要
件
に
お
け
る
「
支
払
不
能
」
は
、
破
産
手
続
に

お
け
る
「
支
払
不
能
」（
破
産
法
二
条
一
一
項
）
と
同
義
で
あ
り
、

「
支
払
不
能
の
お
そ
れ
」
は
民
事
再
生
手
続
に
お
け
る
支
払
不
能

の
お
そ
れ
（
民
事
再
生
法
二
一
条
一
項
）
と
同
義
で
あ
る
（
Ｑ
＆

Ａ
３-

２
）。

次
に
、
②
の
要
件
に
つ
い
て
は
、
債
務
整
理
の
申
出
書
、
財
産

目
録
及
び
債
権
者
一
覧
表
に
お
い
て
、
各
記
載
に
虚
偽
が
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
特
段
の
事
情
が
な
い
限
り
、
満
た
す
こ
と
と
な
る

（
Ｑ
＆
Ａ
３-

３
）。

ま
た
、
③
の
要
件
に
つ
い
て
は
、
災
害
発
生
前
に
期
限
の
利
益

喪
失
事
由
が
な
い
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
が
、
災
害
発
生
前
に
期
限

の
利
益
喪
失
事
由
が
発
生
し
て
い
た
と
し
て
も
対
象
債
権
者
が
同

意
し
た
場
合
に
は
、
③
の
要
件
を
満
た
す
こ
と
と
な
る
（
Ｑ
＆
Ａ

）
九
四
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４
．
手
続
の
概
要

⑴
．
手
続
着
手
の
申
出

対
象
債
務
者
は
、
対
象
債
権
者
の
う
ち
、
当
該
対
象
債
務
者
に

対
し
て
有
す
る
債
権
の
元
金
総
額
が
最
大
の
債
権
者
（
以
下
「
主

た
る
債
権
者
」
と
い
う
）
に
対
し
て
、
自
然
災
害
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
基
づ
く
手
続
着
手
の
申
出
を
し
、
手
続
着
手
の
申
出
を
受
け
た

主
た
る
債
権
者
は
、
手
続
着
手
の
申
出
を
受
け
付
け
て
か
ら
一
〇

営
業
日
以
内
に
、
自
然
災
害
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
く
手
続
に
着

手
す
る
こ
と
へ
の
同
意
又
は
不
同
意
の
意
思
表
示
を
書
面
に
よ
り

行
う
こ
と
と
な
る
（
Ｇ
Ｌ
５
⑴
）。
主
た
る
債
権
者
は
、
対
象
債

務
者
が
自
然
災
害
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
三
項
⑴
に
規
定
す
る
要
件
の
い

ず
れ
か
に
該
当
し
な
い
こ
と
が
明
白
で
あ
る
場
合
を
除
い
て
、
当

該
申
出
へ
の
不
同
意
を
表
明
し
て
は
な
ら
ず
、
不
同
意
を
表
明
す

る
場
合
に
は
そ
の
理
由
を
当
該
書
面
に
明
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
（
Ｇ
Ｌ
５
⑴
）。

個
人
版
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
お
い
て
は
、
被
災
者
か
ら
の
受
付
は

運
営
委
員
会
が
担
っ
て
い
た
が
、
自
然
災
害
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
お

い
て
は
、
主
た
る
債
権
者
が
被
災
者
か
ら
の
受
付
に
相
当
す
る
手

続
着
手
の
申
出
に
対
応
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

⑶
．
登
録
支
援
専
門
家

自
然
災
害
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
く
債
務
整
理
を
的
確
か
つ
円

滑
に
実
施
す
る
た
め
に
、
債
務
者
及
び
債
権
者
の
い
ず
れ
に
も
利

害
関
係
を
有
し
な
い
中
立
か
つ
公
正
な
立
場
で
自
然
災
害
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
基
づ
く
手
続
を
支
援
す
る
者
が
登
録
支
援
専
門
家
で
あ

る
（
Ｇ
Ｌ
４
⑴
）。
登
録
支
援
専
門
家
は
、
弁
護
士
、
公
認
会
計

士
、
税
理
士
及
び
不
動
産
鑑
定
士
で
あ
っ
て
、
登
録
を
受
け
た
者

を
い
う
（
Ｇ
Ｌ
４
⑵
）。

調
停
条
項
案
に
お
い
て
債
務
の
減
免
を
要
請
す
る
内
容
が
含
ま

れ
る
場
合
に
お
け
る
調
停
条
項
案
の
作
成
等
に
つ
い
て
は
弁
護
士

で
あ
る
登
録
支
援
専
門
家
の
み
が
業
務
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

（
Ｇ
Ｌ
４
⑵
）。

個
人
版
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
お
い
て
は
、
運
営
委
員
会
が
被
災
者

か
ら
の
受
付
や
要
件
該
当
性
の
確
認
、
債
権
者
調
整
等
を
行
っ
て

い
た
が
、
自
然
災
害
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
お
い
て
は
運
営
委
員
会
が

置
か
れ
て
お
ら
ず
、
登
録
支
援
専
門
家
が
債
権
者
調
整
を
主
体
的

に
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
（
7
）
。
登
録
支
援
専
門
家
は
、
破
産

管
財
人
と
類
似
す
る
立
場
に
あ
る
と
の
指
摘
も
な
さ
れ
て
い
る
（
８
）
。

）
九
四
九
（

災
害
復
興
関
係
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
関
す
る
研
究
（
小
野
寺
）

七
七

ン
に
基
づ
く
債
務
整
理
を
書
面
に
よ
り
同
一
の
日
に
申
出
を
行
い
、

同
時
又
は
申
出
後
直
ち
に
、
全
て
の
対
象
債
権
者
に
対
し
て
、
必

要
書
類
を
提
出
す
る
（
Ｇ
Ｌ
６
⑴
⑵
）。
債
務
整
理
の
開
始
の
申

出
に
よ
っ
て
、
対
象
債
務
者
に
よ
る
通
常
の
生
活
外
又
は
事
業
過

程
外
の
資
産
の
処
分
、
対
象
債
務
者
の
債
務
消
滅
や
物
的
人
的
担

保
の
供
与
等
が
禁
止
さ
れ
る
「
一
時
停
止
」
の
効
果
が
生
じ
る

（
Ｇ
Ｌ
７
⑴
）。

⑸
．
調
停
条
項
案
の
作
成
及
び
提
出

対
象
債
務
者
は
、
原
則
と
し
て
、
債
務
整
理
の
申
出
か
ら
三
か

月
以
内
に
、
自
然
災
害
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
八
項
⑵
か
ら
⑸
の
事
項
を

記
載
し
た
調
停
条
項
案
を
作
成
の
上
、
登
録
支
援
専
門
家
を
経
由

し
て
、
全
て
の
対
象
債
権
者
に
提
出
す
る
こ
と
に
な
る
（
Ｇ
Ｌ
８

⑴
）。
調
停
条
項
案
の
パ
タ
ー
ン
に
は
、
①
自
由
財
産
と
さ
れ
る

財
産
等
を
除
く
す
べ
て
の
資
産
を
処
分
・
換
価
し
た
金
員
、
あ
る

い
は
処
分
・
換
価
す
る
代
わ
り
に
「
公
正
な
価
額
」
に
相
当
す
る

額
を
弁
済
し
、
そ
の
余
の
債
務
を
免
除
す
る
清
算
型
（
破
産
に
近

い
仕
組
み
）、
②
債
務
者
の
生
活
実
態
を
踏
ま
え
た
弁
済
能
力
か

ら
弁
済
総
額
を
決
定
し
、
将
来
の
収
入
の
中
か
ら
、
月
々
決
め
ら

れ
た
金
額
を
債
権
者
に
弁
済
し
て
い
き
、
そ
の
余
の
債
務
に
つ
い

て
減
免
を
受
け
る
将
来
収
入
弁
済
型
（
個
人
再
生
に
近
い
仕
組

⑵
．
登
録
支
援
専
門
家
の
委
嘱

自
然
災
害
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
五
項
⑴
の
同
意
書
面
を
受
領
し
た
対

象
債
務
者
は
、
各
地
の
各
団
体
を
通
じ
て
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
運
営

機
関
に
対
し
、
登
録
支
援
専
門
家
を
委
嘱
す
る
こ
と
を
依
頼
し
、

各
団
体
に
よ
る
推
薦
に
よ
り
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
運
営
機
関
は
、
推

薦
を
踏
ま
え
て
速
や
か
に
登
録
支
援
専
門
家
の
委
嘱
を
行
う
こ
と

と
な
る
（
Ｇ
Ｌ
５
⑵
）。

⑶
．
対
象
債
務
者
へ
の
通
知
と
必
要
書
類
の
作
成

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
運
営
機
関
よ
り
委
嘱
を
受
け
た
登
録
支
援
専
門

家
は
、
委
嘱
を
受
け
た
日
か
ら
三
営
業
日
以
内
に
、
委
嘱
の
事
実

を
証
す
る
書
面
を
添
付
し
て
、
委
嘱
を
受
け
た
旨
を
対
象
債
務
者

に
通
知
す
る
（
Ｇ
Ｌ
５
⑶
）。

ま
た
、
登
録
支
援
専
門
家
は
、
債
務
整
理
の
申
出
と
同
時
又
は

申
出
後
直
ち
に
、
全
て
の
債
権
者
に
対
し
て
、
財
産
目
録
、
債
権

者
一
覧
表
そ
の
他
の
申
出
に
必
要
な
書
類
（
以
下
「
必
要
書
類
」

と
い
う
）
を
提
出
す
る
こ
と
か
ら
（
Ｇ
Ｌ
６
⑵
）、
必
要
書
類
の

作
成
を
行
う
こ
と
と
な
る
。

⑷
．
債
務
整
理
の
開
始
等

必
要
書
類
に
つ
い
て
準
備
が
完
了
し
た
後
に
、
登
録
支
援
専
門

家
は
、
全
て
の
対
象
債
権
者
に
対
し
て
、
自
然
災
害
ガ
イ
ド
ラ
イ

）
九
四
四
（



災
害
復
興
関
係
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
関
す
る
研
究
（
小
野
寺
）

七
七

ン
に
基
づ
く
債
務
整
理
を
書
面
に
よ
り
同
一
の
日
に
申
出
を
行
い
、

同
時
又
は
申
出
後
直
ち
に
、
全
て
の
対
象
債
権
者
に
対
し
て
、
必

要
書
類
を
提
出
す
る
（
Ｇ
Ｌ
６
⑴
⑵
）。
債
務
整
理
の
開
始
の
申

出
に
よ
っ
て
、
対
象
債
務
者
に
よ
る
通
常
の
生
活
外
又
は
事
業
過

程
外
の
資
産
の
処
分
、
対
象
債
務
者
の
債
務
消
滅
や
物
的
人
的
担

保
の
供
与
等
が
禁
止
さ
れ
る
「
一
時
停
止
」
の
効
果
が
生
じ
る

（
Ｇ
Ｌ
７
⑴
）。

⑸
．
調
停
条
項
案
の
作
成
及
び
提
出

対
象
債
務
者
は
、
原
則
と
し
て
、
債
務
整
理
の
申
出
か
ら
三
か

月
以
内
に
、
自
然
災
害
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
八
項
⑵
か
ら
⑸
の
事
項
を

記
載
し
た
調
停
条
項
案
を
作
成
の
上
、
登
録
支
援
専
門
家
を
経
由

し
て
、
全
て
の
対
象
債
権
者
に
提
出
す
る
こ
と
に
な
る
（
Ｇ
Ｌ
８

⑴
）。
調
停
条
項
案
の
パ
タ
ー
ン
に
は
、
①
自
由
財
産
と
さ
れ
る

財
産
等
を
除
く
す
べ
て
の
資
産
を
処
分
・
換
価
し
た
金
員
、
あ
る

い
は
処
分
・
換
価
す
る
代
わ
り
に
「
公
正
な
価
額
」
に
相
当
す
る

額
を
弁
済
し
、
そ
の
余
の
債
務
を
免
除
す
る
清
算
型
（
破
産
に
近

い
仕
組
み
）、
②
債
務
者
の
生
活
実
態
を
踏
ま
え
た
弁
済
能
力
か

ら
弁
済
総
額
を
決
定
し
、
将
来
の
収
入
の
中
か
ら
、
月
々
決
め
ら

れ
た
金
額
を
債
権
者
に
弁
済
し
て
い
き
、
そ
の
余
の
債
務
に
つ
い

て
減
免
を
受
け
る
将
来
収
入
弁
済
型
（
個
人
再
生
に
近
い
仕
組

⑵
．
登
録
支
援
専
門
家
の
委
嘱

自
然
災
害
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
五
項
⑴
の
同
意
書
面
を
受
領
し
た
対

象
債
務
者
は
、
各
地
の
各
団
体
を
通
じ
て
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
運
営

機
関
に
対
し
、
登
録
支
援
専
門
家
を
委
嘱
す
る
こ
と
を
依
頼
し
、

各
団
体
に
よ
る
推
薦
に
よ
り
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
運
営
機
関
は
、
推

薦
を
踏
ま
え
て
速
や
か
に
登
録
支
援
専
門
家
の
委
嘱
を
行
う
こ
と

と
な
る
（
Ｇ
Ｌ
５
⑵
）。

⑶
．
対
象
債
務
者
へ
の
通
知
と
必
要
書
類
の
作
成

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
運
営
機
関
よ
り
委
嘱
を
受
け
た
登
録
支
援
専
門

家
は
、
委
嘱
を
受
け
た
日
か
ら
三
営
業
日
以
内
に
、
委
嘱
の
事
実

を
証
す
る
書
面
を
添
付
し
て
、
委
嘱
を
受
け
た
旨
を
対
象
債
務
者

に
通
知
す
る
（
Ｇ
Ｌ
５
⑶
）。

ま
た
、
登
録
支
援
専
門
家
は
、
債
務
整
理
の
申
出
と
同
時
又
は

申
出
後
直
ち
に
、
全
て
の
債
権
者
に
対
し
て
、
財
産
目
録
、
債
権

者
一
覧
表
そ
の
他
の
申
出
に
必
要
な
書
類
（
以
下
「
必
要
書
類
」

と
い
う
）
を
提
出
す
る
こ
と
か
ら
（
Ｇ
Ｌ
６
⑵
）、
必
要
書
類
の

作
成
を
行
う
こ
と
と
な
る
。

⑷
．
債
務
整
理
の
開
始
等

必
要
書
類
に
つ
い
て
準
備
が
完
了
し
た
後
に
、
登
録
支
援
専
門

家
は
、
全
て
の
対
象
債
権
者
に
対
し
て
、
自
然
災
害
ガ
イ
ド
ラ
イ

）
九
四
四
（
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調
停
条
項
案
に
対
し
て
、
期
間
内
に
対
象
債
権
者
の
全
て
の
同

意
又
は
同
意
の
見
込
み
が
得
ら
れ
ず
、
か
つ
調
停
条
項
案
の
変
更

な
ど
適
宜
の
措
置
を
協
議
し
て
も
合
理
的
な
期
間
内
に
同
意
又
は

同
意
の
見
込
み
が
得
ら
れ
な
い
と
き
は
、
自
然
災
害
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
基
づ
く
債
務
整
理
は
不
成
立
と
な
り
、
対
象
債
務
者
は
、
登

録
支
援
専
門
家
を
経
由
し
て
、
全
て
の
対
象
債
権
者
に
対
し
て
債

務
整
理
の
不
成
立
に
つ
い
て
書
面
で
通
知
す
る
こ
と
と
な
る

（
Ｇ
Ｌ
８
⑼
）。

⑹
．
特
定
調
停
の
申
立
て

全
て
の
対
象
債
権
者
か
ら
同
意
あ
る
い
は
同
意
の
見
込
み
を
得

た
対
象
債
務
者
は
、
簡
易
裁
判
所
に
対
し
、
特
定
債
務
等
の
調
整

の
促
進
の
た
め
の
特
定
調
停
に
関
す
る
法
律
三
条
一
項
に
基
づ
き

特
定
債
務
等
の
調
整
に
係
る
調
停
の
申
立
て
を
行
う
（
Ｇ
Ｌ
９

⑴
）。特

定
調
停
手
続
が
終
了
し
た
場
合
、
対
象
債
務
者
は
、
裁
判
所

か
ら
調
停
成
立
調
書
そ
の
他
特
定
調
停
手
続
が
終
了
し
た
こ
と
を

証
す
る
書
面
を
入
手
す
る
と
と
も
に
、
登
録
支
援
専
門
家
に
対
し

て
、
当
該
特
定
調
停
手
続
が
終
了
し
た
こ
と
を
証
す
る
書
面
の
写

し
を
付
し
て
速
や
か
に
そ
の
結
果
を
通
知
す
る
（
Ｇ
Ｌ
９
⑵
）。

個
人
版
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
お
い
て
は
、
弁
済
契
約
書
を
取
り
交

み
）、
③
事
業
か
ら
生
じ
る
将
来
の
収
益
に
よ
る
弁
済
に
つ
い
て

事
業
の
再
建
・
継
続
を
図
ろ
う
と
す
る
個
人
事
業
主
が
債
務
の
減

免
を
求
め
る
場
合
に
策
定
す
る
事
業
継
続
型
が
あ
る
（
9
）
。
将
来
収
入

弁
済
型
の
要
件
を
満
た
す
場
合
で
も
清
算
型
を
選
択
で
き
る
こ
と
、

将
来
収
入
弁
済
型
よ
り
も
清
算
型
の
方
が
弁
済
額
が
低
額
と
な
る

こ
と
が
多
い
こ
と
か
ら
、
多
く
の
事
案
で
は
清
算
型
が
選
択
さ
れ

て
い
る
（
１0
）
。

ま
た
、
対
象
債
務
者
は
、
登
録
支
援
専
門
家
の
支
援
を
受
け
て
、

調
停
条
項
案
の
提
出
前
に
、
対
象
債
権
者
等
と
の
事
前
協
議
を
行

い
、
対
象
債
権
者
か
ら
調
停
条
項
案
へ
の
理
解
を
得
る
よ
う
に
努

め
、
調
停
条
項
案
の
提
出
後
、
全
て
の
対
象
債
権
者
に
対
し
て
、

調
停
条
項
案
の
説
明
、
質
疑
応
答
及
び
意
見
交
換
（
以
下
「
調
停

条
項
案
の
説
明
等
」
と
い
う
）
を
書
面
の
交
付
や
債
権
者
説
明
会

を
開
催
し
て
行
う
こ
と
と
な
る
（
Ｇ
Ｌ
８
⑹
⑺
）。

対
象
債
権
者
は
、
原
則
と
し
て
、
調
停
条
項
案
の
説
明
等
が
な

さ
れ
た
日
か
ら
一
か
月
以
内
に
、
対
象
債
務
者
及
び
登
録
支
援
専

門
家
に
対
し
て
、
調
停
条
項
案
に
か
か
る
同
意
あ
る
い
は
同
意
の

見
込
み
の
旨
又
は
不
同
意
の
旨
を
書
面
に
よ
り
回
答
す
る
こ
と
と

し
、
登
録
支
援
専
門
家
は
そ
の
結
果
を
と
り
ま
と
め
、
速
や
か
に

全
対
象
債
権
者
に
通
知
す
る
こ
と
な
る
（
Ｇ
Ｌ
８
⑻
）。
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七
九

イ
ン
で
対
応
す
べ
き
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
自
然
災
害
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
お
い
て
は
、
個
人
版

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
異
な
り
、
運
営
委
員
会
が
置
か
れ
て
い
な
い
こ

と
か
ら
、
債
権
者
が
着
手
の
申
出
を
受
付
け
、
債
権
者
の
調
整
を

登
録
支
援
専
門
が
行
う
た
め
、
債
務
整
理
の
手
続
を
金
融
機
関
等

及
び
登
録
支
援
専
門
家
に
委
ね
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

自
然
災
害
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
個
人
版
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
異
な
り
、

弁
済
契
約
書
の
取
り
交
わ
し
で
は
な
く
、
特
定
調
停
の
調
停
成
立

に
よ
っ
て
手
続
が
終
了
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、

大
規
模
な
自
然
災
害
が
広
範
囲
で
生
じ
た
場
合
に
は
、
甚
大
な
被

害
が
発
生
し
て
、
自
然
災
害
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
る
手
続
が
多
数

申
立
て
ら
れ
、
金
融
機
関
等
、
登
録
支
援
専
門
家
、
簡
易
裁
判
所

も
被
災
す
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
、
自
然
災
害
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基

づ
く
債
務
整
理
手
続
に
、
対
応
で
き
な
い
事
態
も
生
じ
う
る
（
１３
）
。
そ

こ
で
、
自
然
災
害
に
よ
る
個
人
の
二
重
ロ
ー
ン
問
題
に
つ
い
て
、

自
然
災
害
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
み
で
の
対
応
が
困
難
な
場
合
に
お
け

る
新
た
な
仕
組
み
を
事
前
に
検
討
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

先
行
研
究
に
お
い
て
は
、
日
弁
連
の
提
言
（
１４
）
を
参
考
に
、
自
然
災

害
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
る
被
災
者
の
債
務
の
減
免
を
進
め
る
こ
と

を
基
本
と
し
て
税
金
投
入
の
機
会
を
限
定
し
つ
つ
、
大
規
模
な
災

わ
す
と
い
う
運
用
を
し
て
い
た
が
、
自
然
災
害
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で

は
、
特
定
調
停
の
調
停
成
立
に
よ
っ
て
手
続
が
終
了
す
る
こ
と
に

な
る
。

５
．
利
用
状
況
と
債
務
整
理
終
了
ま
で
の
期
間

自
然
災
害
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
用
い
た
債
務
整
理
の
利
用
状
況
は
、

令
和
六
年
六
月
末
時
点
で
、
登
録
支
援
専
門
家
に
手
続
支
援
を
委

嘱
し
た
件
数
は
、
自
然
災
害
案
件
一
三
五
四
件
、
コ
ロ
ナ
案
件

二
四
七
三
件
の
合
計
三
八
二
七
件
、
債
務
整
理
成
立
件
数
は
、
自

然
災
害
案
件
が
五
九
六
件
、
コ
ロ
ナ
案
件
が
四
四
六
件
の
合
計

一
〇
四
二
件
と
な
っ
て
い
る
（
１１
）
。

自
然
災
害
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
用
い
た
債
務
整
理
終
了
ま
で
の
期

間
は
、
一
年
前
後
が
多
い
が
、
短
い
も
の
で
半
年
、
長
い
も
の
だ

と
二
年
を
超
え
る
と
の
こ
と
で
あ
る
（
１２
）
。

三
．
検
討

自
然
災
害
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
自
然
災
害
に
よ
る
個
人
の
二
重

ロ
ー
ン
問
題
に
対
処
す
べ
く
、
個
人
版
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
の
経
験

や
問
題
点
を
踏
ま
え
て
策
定
さ
れ
、
そ
の
後
の
自
然
災
害
の
際
に

も
用
い
ら
れ
、
実
務
の
運
用
も
安
定
し
て
き
て
い
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
自
然
災
害
に
よ
る
個
人
の
二
重
ロ
ー
ン
問

題
に
対
処
す
る
た
め
に
は
、
基
本
的
に
は
、
自
然
災
害
ガ
イ
ド
ラ

）
九
四
四
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七
九

イ
ン
で
対
応
す
べ
き
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
自
然
災
害
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
お
い
て
は
、
個
人
版

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
異
な
り
、
運
営
委
員
会
が
置
か
れ
て
い
な
い
こ

と
か
ら
、
債
権
者
が
着
手
の
申
出
を
受
付
け
、
債
権
者
の
調
整
を

登
録
支
援
専
門
が
行
う
た
め
、
債
務
整
理
の
手
続
を
金
融
機
関
等

及
び
登
録
支
援
専
門
家
に
委
ね
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

自
然
災
害
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
個
人
版
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
異
な
り
、

弁
済
契
約
書
の
取
り
交
わ
し
で
は
な
く
、
特
定
調
停
の
調
停
成
立

に
よ
っ
て
手
続
が
終
了
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、

大
規
模
な
自
然
災
害
が
広
範
囲
で
生
じ
た
場
合
に
は
、
甚
大
な
被

害
が
発
生
し
て
、
自
然
災
害
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
る
手
続
が
多
数

申
立
て
ら
れ
、
金
融
機
関
等
、
登
録
支
援
専
門
家
、
簡
易
裁
判
所

も
被
災
す
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
、
自
然
災
害
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基

づ
く
債
務
整
理
手
続
に
、
対
応
で
き
な
い
事
態
も
生
じ
う
る
（
１３
）
。
そ

こ
で
、
自
然
災
害
に
よ
る
個
人
の
二
重
ロ
ー
ン
問
題
に
つ
い
て
、

自
然
災
害
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
み
で
の
対
応
が
困
難
な
場
合
に
お
け

る
新
た
な
仕
組
み
を
事
前
に
検
討
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

先
行
研
究
に
お
い
て
は
、
日
弁
連
の
提
言
（
１４
）
を
参
考
に
、
自
然
災

害
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
る
被
災
者
の
債
務
の
減
免
を
進
め
る
こ
と

を
基
本
と
し
て
税
金
投
入
の
機
会
を
限
定
し
つ
つ
、
大
規
模
な
災

わ
す
と
い
う
運
用
を
し
て
い
た
が
、
自
然
災
害
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で

は
、
特
定
調
停
の
調
停
成
立
に
よ
っ
て
手
続
が
終
了
す
る
こ
と
に

な
る
。

５
．
利
用
状
況
と
債
務
整
理
終
了
ま
で
の
期
間

自
然
災
害
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
用
い
た
債
務
整
理
の
利
用
状
況
は
、

令
和
六
年
六
月
末
時
点
で
、
登
録
支
援
専
門
家
に
手
続
支
援
を
委

嘱
し
た
件
数
は
、
自
然
災
害
案
件
一
三
五
四
件
、
コ
ロ
ナ
案
件

二
四
七
三
件
の
合
計
三
八
二
七
件
、
債
務
整
理
成
立
件
数
は
、
自

然
災
害
案
件
が
五
九
六
件
、
コ
ロ
ナ
案
件
が
四
四
六
件
の
合
計

一
〇
四
二
件
と
な
っ
て
い
る
（
１１
）
。

自
然
災
害
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
用
い
た
債
務
整
理
終
了
ま
で
の
期

間
は
、
一
年
前
後
が
多
い
が
、
短
い
も
の
で
半
年
、
長
い
も
の
だ

と
二
年
を
超
え
る
と
の
こ
と
で
あ
る
（
１２
）
。

三
．
検
討

自
然
災
害
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
自
然
災
害
に
よ
る
個
人
の
二
重

ロ
ー
ン
問
題
に
対
処
す
べ
く
、
個
人
版
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
の
経
験

や
問
題
点
を
踏
ま
え
て
策
定
さ
れ
、
そ
の
後
の
自
然
災
害
の
際
に

も
用
い
ら
れ
、
実
務
の
運
用
も
安
定
し
て
き
て
い
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
自
然
災
害
に
よ
る
個
人
の
二
重
ロ
ー
ン
問

題
に
対
処
す
る
た
め
に
は
、
基
本
的
に
は
、
自
然
災
害
ガ
イ
ド
ラ
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八
〇

じ
、
債
務
の
負
担
を
軽
減
し
つ
つ
、
そ
の
再
生
を
支
援
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
（
支
援
機
構
法
一
条
）。
支
援
機
構
の
株
主

は
、
預
金
保
険
機
構
及
び
農
水
産
業
協
同
組
合
貯
金
保
険
機
構
で

あ
る
（
支
援
機
構
法
四
条
一
項
）。
支
援
機
構
は
、
借
入
金
又
は

社
債
発
行
に
よ
り
資
金
を
調
達
し
（
支
援
機
構
法
三
九
条
）、
借

入
金
に
つ
い
て
は
政
府
保
証
が
な
さ
れ
て
い
る
（
支
援
機
構
法

四
〇
条
）。
支
援
機
構
に
よ
る
支
援
の
対
象
事
業
者
か
ら
は
、
大

企
業
、
第
三
セ
ク
タ
ー
は
除
外
さ
れ
て
い
る
（
支
援
機
構
法
一
九

条
一
項
）。
支
援
機
構
に
よ
る
支
援
の
内
容
は
、
①
金
融
機
関
等

か
ら
の
債
権
の
買
取
り
と
買
取
り
後
の
弁
済
猶
予
、
債
務
の
一
部

免
除
等
の
旧
債
務
の
整
理
、
専
門
家
の
派
遣
・
助
言
、
②
債
務
保

証
、
出
資
、
つ
な
ぎ
融
資
等
に
よ
る
新
事
業
の
支
援
で
あ
る
（
支

援
機
構
法
一
六
条
一
項
）。
債
権
の
買
取
価
格
は
、
対
象
事
業
者

の
経
営
状
況
の
実
績
や
見
通
し
、
被
災
地
域
の
復
興
の
見
通
し
、

対
象
事
業
者
の
経
営
改
善
策
等
か
ら
、
事
業
再
生
計
画
期
間
に
応

じ
て
最
長
一
五
年
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
を
算
定
し
、
こ
れ
を

一
定
の
割
引
率
で
現
在
価
値
に
割
り
引
き
、
そ
の
総
額
を
買
取
価

格
と
す
る
方
法
（
Ｄ
Ｃ
Ｆ
法
）
と
し
つ
つ
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
法
に
よ
る
価

格
算
定
が
難
し
い
場
合
に
は
、
簡
易
な
算
定
手
法
と
し
て
、
再
生

支
援
の
期
間
中
の
当
該
債
権
に
係
る
元
利
金
の
回
収
可
能
価
額
と

害
時
に
限
り
、
特
別
法
に
よ
る
債
権
買
取
機
構
に
よ
る
対
応
を
検

討
す
る
方
向
性
は
妥
当
で
あ
る
と
の
指
摘
（
１５
）
、
大
規
模
災
害
時
に

は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
解
釈
や
事
実
認
定
に
意
見
の
相
違
が
あ
る

場
合
に
そ
の
調
整
を
は
か
る
第
三
者
機
関
の
創
設
が
必
要
と
の
指

摘
（
１6
）
が
な
さ
れ
て
い
る
。

大
規
模
災
害
時
に
お
け
る
個
人
の
二
重
ロ
ー
ン
問
題
に
対
処
す

る
た
め
の
仕
組
み
を
考
え
る
際
に
参
考
と
な
る
の
が
、
法
人
の
場

合
の
自
然
災
害
に
よ
る
二
重
ロ
ー
ン
問
題
に
対
処
す
る
た
め
の
仕

組
み
で
あ
る
。

東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
は
、
株
式
会
社
東
日
本
大
震
災
事
業

者
再
生
支
援
機
構
（
以
下
「
支
援
機
構
」
と
い
う
）
及
び
産
業
復

興
相
談
セ
ン
タ
ー
・
産
業
復
興
機
構
に
よ
っ
て
、
能
登
半
島
地
震

に
お
い
て
は
、
能
登
半
島
地
震
復
興
支
援
フ
ァ
ン
ド
投
資
事
業
有

限
責
任
組
合
（
以
下
「
能
登
半
島
地
震
復
興
支
援
フ
ァ
ン
ド
」
と

い
う
）
に
よ
っ
て
、
法
人
の
二
重
ロ
ー
ン
問
題
へ
の
対
処
が
な
さ

れ
て
い
る
（
１7
）
。

支
援
機
構
は
、
株
式
会
社
東
日
本
大
震
災
事
業
者
再
生
支
援
機

構
法
（
以
下
「
支
援
機
構
法
」
と
い
う
）
に
基
づ
き
設
立
さ
れ
、

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
害
に
よ
り
過
大
な
債
務
を
負
っ
て
い
る

事
業
者
に
つ
き
、
金
融
機
関
等
が
有
す
る
債
権
の
買
取
り
等
を
通
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八
一

関
係
者
が
被
災
し
て
、
自
然
災
害
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
る
債
務
整

理
手
続
が
行
え
な
い
場
合
で
も
、
対
処
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

そ
う
で
あ
れ
ば
、
大
規
模
な
災
害
に
よ
り
、
個
人
の
二
重
ロ
ー

ン
問
題
へ
の
対
処
に
つ
き
自
然
災
害
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
対
応
が
困

難
な
場
合
に
は
、
法
人
の
場
合
を
参
考
に
、
国
や
地
方
公
共
団
体

が
関
与
し
、
株
式
会
社
や
投
資
事
業
有
限
責
任
組
合
を
用
い
た
金

融
機
関
等
か
ら
の
債
権
の
買
取
等
と
い
う
仕
組
み
で
対
処
す
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
。

四
．
お
わ
り
に

本
報
告
で
は
、
南
海
ト
ラ
フ
大
地
震
や
首
都
直
下
型
地
震
な
ど

の
大
規
模
自
然
災
害
が
発
生
し
、
個
人
の
二
重
ロ
ー
ン
問
題
に
つ

い
て
自
然
災
害
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
み
で
は
対
処
で
き
な
い
場
合
に
、

自
然
災
害
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
以
外
の
手
段
に
つ
い
て
、
自
然
災
害
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
概
要
を
確
認
し
た
上
で
、
法
人
の
二
重
ロ
ー
ン
問

題
に
対
処
す
る
た
め
の
仕
組
み
を
参
考
に
し
て
、
検
討
し
た
。

本
報
告
の
結
論
と
し
て
は
、
大
規
模
な
自
然
災
害
に
よ
り
、
債

務
者
の
み
な
ら
ず
、
手
続
に
関
与
す
る
金
融
機
関
等
、
登
録
支
援

専
門
家
、
簡
易
裁
判
所
も
被
災
し
、
自
然
災
害
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

み
で
は
対
応
が
困
難
な
場
合
も
起
こ
り
う
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
よ

う
な
場
合
に
は
、
法
人
の
場
合
を
参
考
に
、
国
や
地
方
公
共
団
体

再
生
支
援
の
完
了
時
の
当
該
債
権
に
係
る
担
保
財
産
の
価
額
を
勘

案
し
た
リ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
価
額
と
の
合
計
額
を
一
定
の
割
引
率
を

用
い
て
現
在
価
値
に
割
戻
す
手
法
に
よ
り
算
定
す
る
（
１８
）
。
令
和
六
年

三
月
末
日
現
在
、
支
援
機
構
が
支
援
決
定
を
し
た
の
は
七
四
七
社

で
あ
り
、
支
援
完
了
し
た
の
は
三
四
四
社
と
な
っ
て
い
る
（
１9
）
。

能
登
半
島
地
震
に
お
い
て
は
、
独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤

整
備
機
構
が
石
川
県
や
地
域
金
融
機
関
等
と
共
同
で
出
資
し
、
能

登
半
島
復
興
支
援
フ
ァ
ン
ド
を
設
立
し
、
事
業
者
の
債
権
買
取
・

出
資
支
援
に
よ
っ
て
復
興
を
支
援
し
て
い
る
（
２0
）
。

以
上
の
よ
う
に
、
自
然
災
害
に
よ
る
法
人
の
二
重
ロ
ー
ン
問
題

へ
の
対
処
の
仕
組
み
と
し
て
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
が
関
与
し
、

株
式
会
社
や
投
資
事
業
有
限
責
任
組
合
を
用
い
た
金
融
機
関
等
か

ら
の
債
権
の
買
取
等
と
い
う
仕
組
み
が
存
在
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

国
や
地
方
公
共
団
体
が
関
与
し
、
株
式
会
社
や
投
資
事
業
有
限
責

任
組
合
を
用
い
た
金
融
機
関
等
か
ら
の
債
権
の
買
取
等
と
い
う
仕

組
み
は
、
東
日
本
大
震
災
や
能
登
半
島
地
震
の
際
に
も
活
用
さ
れ
、

そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
も
蓄
積
し
て
い
よ
う
。
ま
た
、
国
や
地
方
公
共
団

体
が
関
与
し
、
株
式
会
社
や
投
資
事
業
有
限
責
任
組
合
を
用
い
た

金
融
機
関
等
か
ら
の
債
権
の
買
取
等
に
よ
る
支
援
と
い
う
仕
組
み

で
あ
れ
ば
、
個
人
の
債
務
整
理
手
続
に
つ
き
、
債
務
整
理
手
続
の

）
九
四
四
（



災
害
復
興
関
係
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
関
す
る
研
究
（
小
野
寺
）

八
一

関
係
者
が
被
災
し
て
、
自
然
災
害
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
る
債
務
整

理
手
続
が
行
え
な
い
場
合
で
も
、
対
処
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

そ
う
で
あ
れ
ば
、
大
規
模
な
災
害
に
よ
り
、
個
人
の
二
重
ロ
ー

ン
問
題
へ
の
対
処
に
つ
き
自
然
災
害
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
対
応
が
困

難
な
場
合
に
は
、
法
人
の
場
合
を
参
考
に
、
国
や
地
方
公
共
団
体

が
関
与
し
、
株
式
会
社
や
投
資
事
業
有
限
責
任
組
合
を
用
い
た
金

融
機
関
等
か
ら
の
債
権
の
買
取
等
と
い
う
仕
組
み
で
対
処
す
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
。

四
．
お
わ
り
に

本
報
告
で
は
、
南
海
ト
ラ
フ
大
地
震
や
首
都
直
下
型
地
震
な
ど

の
大
規
模
自
然
災
害
が
発
生
し
、
個
人
の
二
重
ロ
ー
ン
問
題
に
つ

い
て
自
然
災
害
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
み
で
は
対
処
で
き
な
い
場
合
に
、

自
然
災
害
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
以
外
の
手
段
に
つ
い
て
、
自
然
災
害
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
概
要
を
確
認
し
た
上
で
、
法
人
の
二
重
ロ
ー
ン
問

題
に
対
処
す
る
た
め
の
仕
組
み
を
参
考
に
し
て
、
検
討
し
た
。

本
報
告
の
結
論
と
し
て
は
、
大
規
模
な
自
然
災
害
に
よ
り
、
債

務
者
の
み
な
ら
ず
、
手
続
に
関
与
す
る
金
融
機
関
等
、
登
録
支
援

専
門
家
、
簡
易
裁
判
所
も
被
災
し
、
自
然
災
害
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

み
で
は
対
応
が
困
難
な
場
合
も
起
こ
り
う
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
よ

う
な
場
合
に
は
、
法
人
の
場
合
を
参
考
に
、
国
や
地
方
公
共
団
体

再
生
支
援
の
完
了
時
の
当
該
債
権
に
係
る
担
保
財
産
の
価
額
を
勘

案
し
た
リ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
価
額
と
の
合
計
額
を
一
定
の
割
引
率
を

用
い
て
現
在
価
値
に
割
戻
す
手
法
に
よ
り
算
定
す
る
（
１８
）
。
令
和
六
年

三
月
末
日
現
在
、
支
援
機
構
が
支
援
決
定
を
し
た
の
は
七
四
七
社

で
あ
り
、
支
援
完
了
し
た
の
は
三
四
四
社
と
な
っ
て
い
る
（
１9
）
。

能
登
半
島
地
震
に
お
い
て
は
、
独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤

整
備
機
構
が
石
川
県
や
地
域
金
融
機
関
等
と
共
同
で
出
資
し
、
能

登
半
島
復
興
支
援
フ
ァ
ン
ド
を
設
立
し
、
事
業
者
の
債
権
買
取
・

出
資
支
援
に
よ
っ
て
復
興
を
支
援
し
て
い
る
（
２0
）
。

以
上
の
よ
う
に
、
自
然
災
害
に
よ
る
法
人
の
二
重
ロ
ー
ン
問
題

へ
の
対
処
の
仕
組
み
と
し
て
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
が
関
与
し
、

株
式
会
社
や
投
資
事
業
有
限
責
任
組
合
を
用
い
た
金
融
機
関
等
か

ら
の
債
権
の
買
取
等
と
い
う
仕
組
み
が
存
在
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

国
や
地
方
公
共
団
体
が
関
与
し
、
株
式
会
社
や
投
資
事
業
有
限
責

任
組
合
を
用
い
た
金
融
機
関
等
か
ら
の
債
権
の
買
取
等
と
い
う
仕

組
み
は
、
東
日
本
大
震
災
や
能
登
半
島
地
震
の
際
に
も
活
用
さ
れ
、

そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
も
蓄
積
し
て
い
よ
う
。
ま
た
、
国
や
地
方
公
共
団

体
が
関
与
し
、
株
式
会
社
や
投
資
事
業
有
限
責
任
組
合
を
用
い
た

金
融
機
関
等
か
ら
の
債
権
の
買
取
等
に
よ
る
支
援
と
い
う
仕
組
み

で
あ
れ
ば
、
個
人
の
債
務
整
理
手
続
に
つ
き
、
債
務
整
理
手
続
の

）
九
四
四
（



日
本
法
学

　第
九
十
巻
第
四
号
（
二
〇
二
五
年
二
月
）

八
二

理
が
成
立
し
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
に
よ
り
権
利
を
変
更
さ
れ
る
こ

と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
債
権
者
と
し
て
本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
三
項
⑵

に
定
め
る
者
を
い
う
（
Ｇ
Ｌ
２
⑵
）。

（
４
）�

本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
六
項
⑴
に
基
づ
く
債
務
整
理
の
申
出
を
行

お
う
と
す
る
債
務
者
を
い
う
（
Ｇ
Ｌ
５
⑴
）。

（
５
）�

全
国
倒
産
処
理
弁
護
士
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
『
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

よ
る
個
人
債
務
整
理
の
実
務
Ｑ
＆
Ａ
一
五
〇
問
』（
金
融
財
政
事
情

研
究
会
、
二
〇
二
三
年
）
二
二
三
─
二
二
四
頁
〔
小
向
俊
和
〕

（
6
）�

石
毛
和
夫
「『
自
然
災
害
債
務
整
理
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
』
コ
ロ
ナ

特
則
の
解
説
」
金
法
二
一
五
四
号
（
二
〇
二
一
年
）
一
〇
頁

（
7
）�

全
国
倒
産
処
理
弁
護
士
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
前
掲
注（
５
）

一
八
五
頁
〔
小
向
〕

（
８
）�

榎
崇
文
ほ
か
「
自
然
災
害
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
概
要
─
手
続
の

流
れ
と
対
応
の
ポ
イ
ン
ト
─
」
債
管
三
六
巻
一
号
（
二
〇
二
二
年
）

一
二
七
頁

（
9
）�

全
国
倒
産
処
理
弁
護
士
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
前
掲
注（
５
）

二
二
八
頁
〔
霜
越
優=

高
橋
博
明
〕

（
１0
）�

全
国
倒
産
処
理
弁
護
士
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
前
掲
注（
５
）

二
二
九
頁
〔
霜
越=

高
橋
〕

（
１１
）�

一
般
社
団
法
人
東
日
本
大
震
災
・
自
然
災
害
被
害
者
債
務
整

理
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
運
営
機
関
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（https://w

w
w
.dgl.

or.jp/utilization/

）（
最
終
閲
覧
二
〇
二
四
年
八
月
一
〇
日
）

（
１２
）�
自
然
災
害
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
実
務
検
討
チ
ー
ム
「
お
さ
え
て
お

き
た
い
自
然
災
害
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
全
体
像
」
金
法
二
二
三
七
・�

が
関
与
し
、
株
式
会
社
や
投
資
事
業
有
限
責
任
組
合
を
用
い
た
金

融
機
関
等
か
ら
の
債
権
の
買
取
等
と
い
う
仕
組
み
で
対
処
で
き
る

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

も
っ
と
も
、
本
報
告
で
は
、
自
然
災
害
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
、
国

や
地
方
公
共
団
体
が
関
与
し
株
式
会
社
や
投
資
事
業
有
限
責
任
組

合
を
用
い
た
金
融
機
関
等
か
ら
の
債
権
の
買
取
等
と
い
う
仕
組
み

と
の
関
係
や
、
自
然
災
害
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
法
人
の
私
的
整
理
手

続
を
定
め
た
「
中
小
企
業
の
事
業
再
生
等
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
と
の
連
携
に
つ
い
て
は
検
討
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
点
に
つ

い
て
は
、
他
日
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

（
１
）�

自
然
災
害
に
よ
る
被
災
者
の
債
務
整
理
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
研
究
会
（
平
成
二
七
年
一
二
月
）「
自
然
災
害
に
よ
る
被
災
者

の
債
務
整
理
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」。
ま
た
、
本
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
つ
い
て
は
、（
令
和
二
年
一
〇
月
改
正
）「
自
然
災
害
に
よ
る

被
災
者
の
債
務
整
理
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
Ｑ
＆
Ａ
（
以
下

「
Ｑ
＆
Ａ
」
と
い
う
）
で
詳
細
が
示
さ
れ
て
い
る
。

（
２
）�

日
本
弁
護
士
連
合
会
（
二
〇
一
五
年
一
一
月
一
九
日
）「
災
害

時
の
二
重
ロ
ー
ン
問
題
対
策
（
個
人
向
け
）
の
立
法
化
を
求
め
る

意
見
書
」
六
─
八
頁

（
３
）�

特
定
調
停
手
続
に
よ
り
本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
く
債
務
整

）
九
四
四
（

災
害
復
興
関
係
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
関
す
る
研
究
（
小
野
寺
）

八
三

Ⅵ
．
第
三
報
告
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト�

�

（
中
島
弘
雅
）

一
．
金
澤
報
告
の
問
題
意
識

自
然
災
害
に
よ
っ
て
自
宅
や
事
業
所
を
失
っ
た
個
人
債
務
者
が

直
面
す
る
問
題
と
し
て
、
自
宅
や
事
務
所
を
再
建
す
る
際
に
、
金

融
機
関
等
に
対
し
て
負
っ
て
い
る
既
存
の
債
務
に
加
え
て
、
新
た

に
債
務
を
負
う
こ
と
と
な
る
、
二
重
ロ
ー
ン
と
い
う
問
題
が
あ
る
。

こ
の
個
人
債
務
者
の
二
重
ロ
ー
ン
問
題
に
対
処
す
る
た
め
に
策
定

さ
れ
た
の
が
、「
自
然
災
害
に
よ
る
被
災
者
の
債
務
整
理
に
関
す

る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（「
自
然
災
害
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
と
い
う
）
で

あ
る
。

自
然
災
害
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
目
的
は
、
自
然
災
害
に
よ
り
、
既

存
の
債
務
を
弁
済
で
き
な
く
な
り
、
本
来
、
法
的
倒
産
手
続
（
破

産
や
民
事
再
生
等
）
を
利
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
個
人

債
務
者
に
つ
い
て
、
法
的
倒
産
手
続
に
よ
る
こ
と
な
く
、
主
と
し

て
金
融
債
権
者
と
の
合
意
に
基
づ
き
、
債
務
の
減
免
等
を
内
容
と

す
る
債
務
整
理
を
行
う
た
め
の
準
則
を
定
め
る
こ
と
で
、
個
人
債

務
者
の
生
活
や
事
業
の
再
建
を
支
援
し
、
被
災
地
の
復
興
・
活
性

化
に
資
す
る
こ
と
に
あ
る
。
自
然
災
害
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
策
定
さ

二
二
三
八
号
（
二
〇
二
四
年
）
四
九
頁

（
１３
）�

日
本
弁
護
士
連
合
会
・
前
掲
注（
２
）一
六
頁
、
濵
田
絵
美

「
自
然
災
害
債
務
整
理
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
現
状
と
今
後
の
在
り
方
」

法
政
論
叢
五
九
巻
一
号
（
二
〇
二
三
年
）
七
七
頁

（
１４
）�

日
本
弁
護
士
連
合
会
・
前
掲
注（
２
）一
頁
は
、
大
規
模
災
害

時
の
個
人
の
二
重
ロ
ー
ン
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
債
権
買

取
機
構
と
Ａ
Ｄ
Ｒ
機
関
に
つ
い
て
の
立
法
化
が
必
要
で
あ
る
と
提

言
し
て
い
る
。

（
１５
）�

濵
田
・
前
掲
注（
１３
）七
九
頁

（
１6
）�

榎
崇
文
ほ
か
「
自
然
災
害
債
務
整
理
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
・
コ
ロ

ナ
特
則
の
現
状
と
課
題
─
コ
ロ
ナ
特
則
適
用
開
始
か
ら
一
年
を
振

り
返
っ
て
─
」
金
法
二
一
七
五
号
（
二
〇
二
一
年
）
一
三
頁

（
１7
）�

自
然
災
害
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
実
務
検
討
チ
ー
ム
「
自
然
災
害
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
適
用
範
囲
と
対
象
」
金
法
二
二
三
九
号
（
二
〇
二
四

年
）
五
八
頁

（
１８
）�

支
援
機
構
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（w

w
w.shien-kiko.co.jp/sum

m
ary.

htm
l

）（
二
〇
二
四
年
八
月
二
〇
日
最
終
閲
覧
）

（
１9
）�

支
援
機
構
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（w

w
w
.shien-kiko.co.jp/pdf/�

２４07１８shien-kiko_pressrelease.pdf

）（
二
〇
二
四
年
八
月
一
五

日
最
終
閲
覧
）

（
２0
）�

中
小
企
業
庁
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（https://w

w
w
.chusho.m

eti.
go.jp/kinyu/２0２４/２４0５２４_kikan.htm

l

）（
二
〇
二
四
年
八
月

一
五
日
最
終
閲
覧
）

）
九
四
四
（



災
害
復
興
関
係
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
関
す
る
研
究
（
小
野
寺
）

八
三

Ⅵ
．
第
三
報
告
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト�
�

（
中
島
弘
雅
）

一
．
金
澤
報
告
の
問
題
意
識

自
然
災
害
に
よ
っ
て
自
宅
や
事
業
所
を
失
っ
た
個
人
債
務
者
が

直
面
す
る
問
題
と
し
て
、
自
宅
や
事
務
所
を
再
建
す
る
際
に
、
金

融
機
関
等
に
対
し
て
負
っ
て
い
る
既
存
の
債
務
に
加
え
て
、
新
た

に
債
務
を
負
う
こ
と
と
な
る
、
二
重
ロ
ー
ン
と
い
う
問
題
が
あ
る
。

こ
の
個
人
債
務
者
の
二
重
ロ
ー
ン
問
題
に
対
処
す
る
た
め
に
策
定

さ
れ
た
の
が
、「
自
然
災
害
に
よ
る
被
災
者
の
債
務
整
理
に
関
す

る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（「
自
然
災
害
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
と
い
う
）
で

あ
る
。

自
然
災
害
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
目
的
は
、
自
然
災
害
に
よ
り
、
既

存
の
債
務
を
弁
済
で
き
な
く
な
り
、
本
来
、
法
的
倒
産
手
続
（
破

産
や
民
事
再
生
等
）
を
利
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
個
人

債
務
者
に
つ
い
て
、
法
的
倒
産
手
続
に
よ
る
こ
と
な
く
、
主
と
し

て
金
融
債
権
者
と
の
合
意
に
基
づ
き
、
債
務
の
減
免
等
を
内
容
と

す
る
債
務
整
理
を
行
う
た
め
の
準
則
を
定
め
る
こ
と
で
、
個
人
債

務
者
の
生
活
や
事
業
の
再
建
を
支
援
し
、
被
災
地
の
復
興
・
活
性

化
に
資
す
る
こ
と
に
あ
る
。
自
然
災
害
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
策
定
さ

二
二
三
八
号
（
二
〇
二
四
年
）
四
九
頁

（
１３
）�

日
本
弁
護
士
連
合
会
・
前
掲
注（
２
）一
六
頁
、
濵
田
絵
美

「
自
然
災
害
債
務
整
理
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
現
状
と
今
後
の
在
り
方
」

法
政
論
叢
五
九
巻
一
号
（
二
〇
二
三
年
）
七
七
頁

（
１４
）�

日
本
弁
護
士
連
合
会
・
前
掲
注（
２
）一
頁
は
、
大
規
模
災
害

時
の
個
人
の
二
重
ロ
ー
ン
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
債
権
買

取
機
構
と
Ａ
Ｄ
Ｒ
機
関
に
つ
い
て
の
立
法
化
が
必
要
で
あ
る
と
提

言
し
て
い
る
。

（
１５
）�

濵
田
・
前
掲
注（
１３
）七
九
頁

（
１6
）�

榎
崇
文
ほ
か
「
自
然
災
害
債
務
整
理
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
・
コ
ロ

ナ
特
則
の
現
状
と
課
題
─
コ
ロ
ナ
特
則
適
用
開
始
か
ら
一
年
を
振

り
返
っ
て
─
」
金
法
二
一
七
五
号
（
二
〇
二
一
年
）
一
三
頁

（
１7
）�

自
然
災
害
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
実
務
検
討
チ
ー
ム
「
自
然
災
害
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
適
用
範
囲
と
対
象
」
金
法
二
二
三
九
号
（
二
〇
二
四

年
）
五
八
頁

（
１８
）�

支
援
機
構
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（w

w
w.shien-kiko.co.jp/sum

m
ary.

htm
l

）（
二
〇
二
四
年
八
月
二
〇
日
最
終
閲
覧
）

（
１9
）�

支
援
機
構
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（w

w
w
.shien-kiko.co.jp/pdf/�

２４07１８shien-kiko_pressrelease.pdf

）（
二
〇
二
四
年
八
月
一
五

日
最
終
閲
覧
）

（
２0
）�

中
小
企
業
庁
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（https://w

w
w
.chusho.m

eti.
go.jp/kinyu/２0２４/２４0５２４_kikan.htm

l

）（
二
〇
二
四
年
八
月

一
五
日
最
終
閲
覧
）

）
九
四
四
（



日
本
法
学

　第
九
十
巻
第
四
号
（
二
〇
二
五
年
二
月
）

八
四

二
．
自
然
災
害
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
概
要
に
関
す
る
コ
メ
ン
ト

・
対
象
債
務
者
に
と
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト

①
対
象
債
権
者
は
、
当
該
対
象
債
務
者
に
つ
い
て
、
債
務
整
理

を
行
っ
た
事
実
そ
の
他
の
関
連
事
実
（
ブ
ラ
ッ
ク
情
報
）
を

信
用
情
報
機
関
に
報
告
、
登
録
し
な
い
。
そ
の
た
め
、
新
た

な
借
り
入
れ
が
可
能
に
な
る
。

②
事
案
毎
に
登
録
支
援
専
門
家
が
付
い
て
手
続
支
援
が
進
め
ら

れ
る
。

③
登
録
支
援
専
門
家
の
報
酬
・
費
用
は
、
無
償
。
こ
れ
は
大
き

い
。

④
対
象
債
務
者
に
は
、
か
な
り
多
額
の
「
自
由
財
産
」
が
残
る
。

⑤
保
証
人
が
付
い
て
い
る
場
合
、
保
証
債
務
の
履
行
を
求
め
ら

れ
な
い
。

・
対
象
債
権
者
に
と
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
債
権
放
棄
を
し

た
場
合
、
税
務
上
の
損
金
参
入
が
可
能
に
な
る
。

・
自
然
災
害
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
関
係
者
に
関
す
る
疑
問

「
登
録
支
援
専
門
家
」
に
は
、
ど
の
程
度
の
力
量
、
経
験
を

持
っ
た
専
門
家
が
選
ば
れ
る
の
か
が
、
は
っ
き
り
し
な
い
。

・
自
然
災
害
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
利
用
状
況
は
必
ず
し
も
多
く
な
く
、

二
〇
二
三
年
一
二
月
末
時
点
で
、
自
然
災
害
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

れ
た
の
は
、
自
然
災
害
に
遭
遇
し
た
個
人
債
務
者
の
再
ス
タ
ー
ト

を
支
援
す
る
た
め
に
、
既
に
東
日
本
大
震
災
を
契
機
と
し
て
策
定

さ
れ
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
し
て
、「
個
人
債
務
者
の
私
的
整
理
に

関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（
個
人
版
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）
が
あ
る
が
、

そ
れ
で
は
不
十
分
な
た
め
で
あ
る
（
例
え
ば
、
被
災
地
の
事
情
が

反
映
さ
れ
て
お
ら
ず
、
利
用
し
や
す
い
体
制
が
整
っ
て
い
な
い
こ

と
、
被
災
者
へ
の
周
知
徹
底
が
な
さ
れ
て
い
な
い
か
不
十
分
な
こ

と
等
）。

し
か
し
、
金
澤
報
告
は
、
更
に
、
大
規
模
な
自
然
災
害
が
発
生

し
た
場
合
に
、
個
人
債
務
者
の
二
重
ロ
ー
ン
問
題
を
解
決
す
る
た

め
に
は
、
自
然
災
害
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
十
分
に
対
応
で
き
な
い

場
合
が
あ
る
と
い
う
と
い
う
問
題
意
識
か
ら
、
東
日
本
大
震
災
を

契
機
と
し
て
策
定
さ
れ
た
、
法
人
債
務
者
の
二
重
ロ
ー
ン
問
題
に

対
処
す
る
た
め
の
仕
組
み
（
す
な
わ
ち
株
式
会
社
東
日
本
大
震
災

事
業
者
再
生
支
援
機
構
〔
支
援
機
構
〕
お
よ
び
産
業
復
興
相
談
セ

ン
タ
ー
・
産
業
復
興
機
構
〔
産
業
復
興
機
構
〕）
に
よ
る
支
援
の

仕
組
み
を
参
考
に
、
個
人
債
務
者
の
二
重
ロ
ー
ン
問
題
の
対
応
策

を
検
討
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
以
下
、
自
然
災
害
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
と
金
澤
報
告
に
つ
い
て
若
干
の
コ
メ
ン
ト
を
行
う
。

）
九
四
二
（

災
害
復
興
関
係
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
関
す
る
研
究
（
小
野
寺
）

八
五

題
に
対
処
す
る
た
め
の
仕
組
み
を
考
え
る
際
に
参
考
と
な
る
の
が
、

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
法
人
債
務
者
の
二
重
ロ
ー
ン
問
題
に
対
処

す
る
た
め
の
、
東
日
本
大
震
災
事
業
者
再
生
支
援
機
構
お
よ
び
産

業
復
興
相
談
セ
ン
タ
ー
・
産
業
復
興
機
構
と
、
今
回
の
能
登
半
島

地
震
に
よ
る
法
人
債
務
者
の
二
重
ロ
ー
ン
問
題
に
対
処
す
る
た
め

の
能
登
半
島
地
震
復
興
支
援
フ
ァ
ン
ド
で
あ
る
と
い
う
。

・
支
援
機
構
（
株
主
は
預
金
保
険
機
構
と
農
水
産
業
協
同
組
合
貯

金
機
構
）
に
よ
る
支
援
の
内
容
は
、
①
金
融
機
関
等
か
ら
の

（
不
良
）
債
権
の
買
取
り
と
弁
済
猶
予
、
債
務
の
一
部
免
除
等

の
旧
債
務
の
整
理
、
専
門
家
の
派
遣
・
助
言
、
②
債
務
保
証
、

出
資
、
つ
な
ぎ
融
資
等
に
よ
る
新
事
業
支
援
、
か
ら
な
る
。

・
今
回
の
能
登
半
島
地
震
後
に
は
、
独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基

盤
整
備
機
構
が
、
石
川
県
や
地
域
金
融
機
関
等
と
共
同
で
出
資

し
、「
能
登
半
島
復
興
支
援
フ
ァ
ン
ド
」
を
設
立
し
、
事
業
者

の
債
権
買
取
・
出
資
支
援
に
よ
っ
て
能
登
半
島
復
興
を
支
援
し

て
い
る
。

こ
う
し
た
国
や
地
方
公
共
団
体
が
関
与
し
、
支
援
団
体
が
金
融

機
関
等
か
ら
債
権
を
買
取
り
と
出
資
を
す
る
こ
と
に
よ
る
支
援
と

い
う
仕
組
み
は
、
個
人
の
債
務
整
理
手
続
に
つ
き
、
関
係
者
が
被

災
し
、
自
然
災
害
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
利
用
で
き
な
い
場
合
に
も
、

つ
い
て
、
登
録
支
援
専
門
家
に
手
続
支
援
を
委
嘱
し
た
件
数
は

一
二
二
〇
件
、
債
務
整
理
成
立
件
数
は
五
九
一
件
で
あ
る
。

三
．
金
澤
報
告
に
つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト

・
自
然
災
害
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
特
徴

①
債
務
整
理
手
続
を
金
融
機
関
と
登
録
支
援
専
門
家
に
委
ね
る

仕
組
み
を
採
用
し
て
い
る
。

②
自
然
災
害
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
手
続
は
、
特
定
調
停
の
成
立
に

よ
っ
て
終
了
す
る
。
個
人
版
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
は
異
な
り
、

弁
済
契
約
書
の
取
り
交
わ
し
に
よ
っ
て
で
は
な
い
。

た
だ
、
そ
う
す
る
と
、
大
規
模
な
自
然
災
害
が
発
生
し
た
と
き

は
、
個
人
債
務
者
だ
け
で
な
く
、
金
融
機
関
、
登
録
支
援
専
門
家
、

裁
判
所
も
被
災
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
こ
の
場
合
、
自
然
災
害
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
対
応
は
困
難
で
は
な
い
か
。
別
の
仕
組
み
を
検

討
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

金
澤
報
告
は
、
こ
の
点
に
つ
き
、
①
特
別
法
に
基
づ
く
債
権
買

取
機
構
に
よ
る
対
応
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
、
②
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
の
解
釈
や
事
実
認
定
に
意
見
の
相
違
が
あ
る
場
合
の
調
整
の
た

め
の
第
三
者
機
関
の
創
設
が
必
要
で
あ
る
、
と
い
う
点
を
指
摘
す

る
。更

に
、
金
澤
報
告
に
よ
る
と
、
個
人
債
務
者
の
二
重
ロ
ー
ン
問

）
九
四
三
（



災
害
復
興
関
係
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
関
す
る
研
究
（
小
野
寺
）

八
五

題
に
対
処
す
る
た
め
の
仕
組
み
を
考
え
る
際
に
参
考
と
な
る
の
が
、

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
法
人
債
務
者
の
二
重
ロ
ー
ン
問
題
に
対
処

す
る
た
め
の
、
東
日
本
大
震
災
事
業
者
再
生
支
援
機
構
お
よ
び
産

業
復
興
相
談
セ
ン
タ
ー
・
産
業
復
興
機
構
と
、
今
回
の
能
登
半
島

地
震
に
よ
る
法
人
債
務
者
の
二
重
ロ
ー
ン
問
題
に
対
処
す
る
た
め

の
能
登
半
島
地
震
復
興
支
援
フ
ァ
ン
ド
で
あ
る
と
い
う
。

・
支
援
機
構
（
株
主
は
預
金
保
険
機
構
と
農
水
産
業
協
同
組
合
貯

金
機
構
）
に
よ
る
支
援
の
内
容
は
、
①
金
融
機
関
等
か
ら
の

（
不
良
）
債
権
の
買
取
り
と
弁
済
猶
予
、
債
務
の
一
部
免
除
等

の
旧
債
務
の
整
理
、
専
門
家
の
派
遣
・
助
言
、
②
債
務
保
証
、

出
資
、
つ
な
ぎ
融
資
等
に
よ
る
新
事
業
支
援
、
か
ら
な
る
。

・
今
回
の
能
登
半
島
地
震
後
に
は
、
独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基

盤
整
備
機
構
が
、
石
川
県
や
地
域
金
融
機
関
等
と
共
同
で
出
資

し
、「
能
登
半
島
復
興
支
援
フ
ァ
ン
ド
」
を
設
立
し
、
事
業
者

の
債
権
買
取
・
出
資
支
援
に
よ
っ
て
能
登
半
島
復
興
を
支
援
し

て
い
る
。

こ
う
し
た
国
や
地
方
公
共
団
体
が
関
与
し
、
支
援
団
体
が
金
融

機
関
等
か
ら
債
権
を
買
取
り
と
出
資
を
す
る
こ
と
に
よ
る
支
援
と

い
う
仕
組
み
は
、
個
人
の
債
務
整
理
手
続
に
つ
き
、
関
係
者
が
被

災
し
、
自
然
災
害
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
利
用
で
き
な
い
場
合
に
も
、

つ
い
て
、
登
録
支
援
専
門
家
に
手
続
支
援
を
委
嘱
し
た
件
数
は

一
二
二
〇
件
、
債
務
整
理
成
立
件
数
は
五
九
一
件
で
あ
る
。

三
．
金
澤
報
告
に
つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト

・
自
然
災
害
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
特
徴

①
債
務
整
理
手
続
を
金
融
機
関
と
登
録
支
援
専
門
家
に
委
ね
る

仕
組
み
を
採
用
し
て
い
る
。

②
自
然
災
害
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
手
続
は
、
特
定
調
停
の
成
立
に

よ
っ
て
終
了
す
る
。
個
人
版
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
は
異
な
り
、

弁
済
契
約
書
の
取
り
交
わ
し
に
よ
っ
て
で
は
な
い
。

た
だ
、
そ
う
す
る
と
、
大
規
模
な
自
然
災
害
が
発
生
し
た
と
き

は
、
個
人
債
務
者
だ
け
で
な
く
、
金
融
機
関
、
登
録
支
援
専
門
家
、

裁
判
所
も
被
災
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
こ
の
場
合
、
自
然
災
害
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
対
応
は
困
難
で
は
な
い
か
。
別
の
仕
組
み
を
検

討
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

金
澤
報
告
は
、
こ
の
点
に
つ
き
、
①
特
別
法
に
基
づ
く
債
権
買

取
機
構
に
よ
る
対
応
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
、
②
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
の
解
釈
や
事
実
認
定
に
意
見
の
相
違
が
あ
る
場
合
の
調
整
の
た

め
の
第
三
者
機
関
の
創
設
が
必
要
で
あ
る
、
と
い
う
点
を
指
摘
す

る
。更

に
、
金
澤
報
告
に
よ
る
と
、
個
人
債
務
者
の
二
重
ロ
ー
ン
問

）
九
四
三
（



日
本
法
学

　第
九
十
巻
第
四
号
（
二
〇
二
五
年
二
月
）

八
六

個
人
債
務
者
に
対
し
て
支
援
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う

の
が
、
金
澤
報
告
の
結
論
で
あ
る
。
傾
聴
に
値
す
る
提
言
で
あ
り
、

私
も
賛
成
で
あ
る
。

た
だ
、
日
本
国
財
政
を
管
轄
す
る
財
務
省
の
財
政
制
度
審
議
会

（
財
務
相
の
諮
問
機
関
）
で
は
、
近
時
、
被
災
地
の
復
興
は
「
将

来
の
需
要
減
少
や
維
持
管
理
コ
ス
ト
も
念
頭
に
置
き
、
住
民
の
意

向
も
踏
ま
え
十
分
な
検
討
が
必
要
だ
。」
と
の
議
論
が
な
さ
れ
て

お
り
、
こ
う
し
た
「
過
疎
地
の
復
興
は
ム
ダ
」「
移
住
を
考
え
よ
」

的
な
議
論
（
棄
民
思
想
）
に
対
し
て
は
厳
し
く
批
判
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

※
本
稿
は
、
令
和
六
年
度
法
学
部
研
究
費
［
学
術
研
究
費
（
共
同

研
究
費
）］「
災
害
時
の
被
災
者
賠
償
法
制
と
司
法
が
果
た
す
べ
き

役
割
」（
研
究
代
表
者
　
小
野
寺
千
世
）
お
よ
び
令
和
六
年
度
日

本
大
学
特
別
研
究
「『
災
害
に
強
く
人
に
や
さ
し
い
地
域
共
創
拠

点
』
の
構
築
を
目
指
し
たC

yber-P
hysical�S

ystem

の
開
発
」

（
研
究
代
表
者
　
浅
井
朋
彦
）
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

）
九
四
九
（

索

　
　引

八
七

日
本
法
学

　第
九
十
巻

　索

　引

論

　
　
　説

号

営
業
秘
密
侵
害
の
性
質
決
定

─
Ｅ
Ｕ
の
契
約
外
債
務
の
準
拠
法
に
関
す
る
抵
触
規
則
を
め
ぐ
る
学
説
を
参
考
に

─
��
�
�
�
�
セ
レ
ナ
・
フ
ラ
ン
コ

�
一
（
　
　
一
）

株
主
提
案
権
の
現
在
実
相

─
人
権
Ｄ
Ｄ
と
株
主
ア
ク
テ
ィ
ビ
ズ
ム
の
最
新
動
向
を
踏
ま
え
て

─
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
菅
　
原
　
貴
与
志
�
二
（
　
　
一
）

「
他
人
の
番
号
の
下
で
の
行
為
」
の
類
型
化
と

契
約
当
事
者
の
確
定

─
番
号
と
氏
名
の
機
能
比
較
を
通
じ
た
検
討

─
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
田
　
中
　
夏
　
樹
�
二
（
　
一
七
）

近
世
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
土
地
法
に
お
け
る
土
地
移
転
方
式

─
バ
ー
ゲ
ン
・
ア
ン
ド
・
セ
ー
ル
と
リ
ー
ス
復
帰
権
放
棄

─
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
西
　
山
　
敏
　
夫
�
二
（
　
六
一
）

民
法
に
お
け
る
分
配
的
解
決

─
Ｅ
Ｕ
法
・
ド
イ
ツ
法
の
比
例
原
則
の
新
た
な
動
向

─
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
山
　
田
　
孝
　
紀
�
二
（
一
七
二
） 頁

）
五
六
四
（



索
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�
�
�
�
�
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一
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の
確
定

─
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の
機
能
比
較
を
通
じ
た
検
討

─
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
田
　
中
　
夏
　
樹
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二
（
　
一
七
）

近
世
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
土
地
法
に
お
け
る
土
地
移
転
方
式

─
バ
ー
ゲ
ン
・
ア
ン
ド
・
セ
ー
ル
と
リ
ー
ス
復
帰
権
放
棄

─
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
西
　
山
　
敏
　
夫
�
二
（
　
六
一
）

民
法
に
お
け
る
分
配
的
解
決

─
Ｅ
Ｕ
法
・
ド
イ
ツ
法
の
比
例
原
則
の
新
た
な
動
向

─
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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�
�
�
山
　
田
　
孝
　
紀
�
二
（
一
七
二
） 頁

）
五
六
四
（



日
本
法
学

　第
九
十
巻
第
四
号
（
二
〇
二
五
年
二
月
）

八
八

給
付
危
険
と
対
価
危
険
の
部
分
的
移
転

─
民
法
五
六
七
条
一
項
で
移
転
す
る
「
危
険
」
と
は
何
か

─
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
野
　
中
　
貴
　
弘
�
三
（
　
　
一
）

デ
ジ
タ
ル
製
品
等
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
義
務

─
Ｂ
Ｇ
Ｂ
に
お
け
る
新
た
な
取
扱
い

─
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
蓮
　
田
　
哲
　
也
�
三
（
一
〇
四
）

履
行
・
追
完
請
求
権
の
制
限
に
お
け
る
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

債
務
者
の
矛
盾
行
為
の
考
慮

山
　
田
　
孝
　
紀
�
三
（
一
五
六
）

営
業
秘
密
侵
害
の
国
際
裁
判
管
轄

─
ブ
ラ
ッ
セ
ル
Ⅰ
改
正
規
則
下
の
「
不
法
行
為
地
」
に
関
す
る
学
説
を
参
考
に

─
��
�
�
�
�
�
セ
レ
ナ
・
フ
ラ
ン
コ

�
四
（
　
　
一
）

翻

　
　
　訳

デ
ジ
タ
ル
製
品
に
関
す
る
契
約
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
フ
ォ
ル
カ
ー
・
ミ
ヒ
ャ
エ
ル
・
イ
ェ
ー
ニ
ヒ

デ
ニ
ゼ
・
バ
ウ
ア
ー

蓮
田
　
哲
也
　
訳
�
一
（
　
二
五
）

資

　
　
　料

災
害
復
興
関
係
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
関
す
る
研
究
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
小
野
寺
千
世
　
編
�
四
（
　
五
一
）

）
五
六
六
（

索

　
　引

八
九

判
例
研
究

ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
へ
の
立
候
補
と
合
衆
国
憲
法
修
正
一
四
条
三
節
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

─T
rum

p v. A
nderson, 601 U

.S
. 100

（2024

）

─

高
　
畑
　
英
一
郎
�
二
（
　
八
三
）

取
締
役
の
善
管
注
意
義
務
違
反
と
役
員
賠
償
責
任
保
険

に
お
け
る
認
識
の
あ
る
法
令
違
反
行
為
免
責

東
京
高
裁
令
和
２
年
12
月
17
日
判
決
　
令
和
２
年
（
ネ
）
第
2309
号

��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

保
険
金
請
求
控
訴
事
件
　
金
判
1628
号
12
頁

黒
　
田
　
佳
　
祐
�
二
（
一
二
〇
）

那
須
雪
崩
遭
難
事
件
の
指
導
者
教
員
の
過
失
責
任
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

─
学
校
ス
ポ
ー
ツ
事
故
の
一
側
面

─

船
　
山
　
泰
　
範
�
三
（
　
四
五
）

）
五
六
四
（



索

　
　引

八
九

判
例
研
究

ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
へ
の
立
候
補
と
合
衆
国
憲
法
修
正
一
四
条
三
節
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

─T
rum

p v. A
nderson, 601 U

.S
. 100

（2024

）

─

高
　
畑
　
英
一
郎
�
二
（
　
八
三
）

取
締
役
の
善
管
注
意
義
務
違
反
と
役
員
賠
償
責
任
保
険

に
お
け
る
認
識
の
あ
る
法
令
違
反
行
為
免
責

東
京
高
裁
令
和
２
年
12
月
17
日
判
決
　
令
和
２
年
（
ネ
）
第
2309
号

��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

保
険
金
請
求
控
訴
事
件
　
金
判
1628
号
12
頁

黒
　
田
　
佳
　
祐
�
二
（
一
二
〇
）

那
須
雪
崩
遭
難
事
件
の
指
導
者
教
員
の
過
失
責
任
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

─
学
校
ス
ポ
ー
ツ
事
故
の
一
側
面

─

船
　
山
　
泰
　
範
�
三
（
　
四
五
）

）
五
六
四
（







⑵　校正は １週間程度で返却しなければならない。著しい返却の遅滞は、次

号掲載になることもありうる。

以　上



⑵　校正は １週間程度で返却しなければならない。著しい返却の遅滞は、次

号掲載になることもありうる。

以　上



５ ．原稿の作成

⑴　原稿は、A ４用紙に適当な文字数で打ち出す。

⑵　分量の上限は、文字数で概ね22,000字（刷り上がり約2５頁）とする。そ

れを超えるものについては、原則として分割して掲載する。ただし、編集

委員会は、他の掲載原稿のページ数を勘案し、その上限の変更を認めるこ

とができる。なお半面 １ページ大の図表 １枚に付き900字を原稿文字数に

含めるものとする。

⑶　連載を前提とする長大な原稿についても、完結分までの完全原稿を投稿

するものとする。

⑷　表題と氏名には、和文表記および欧文表記を併記する。

⑸　注、参考文献の表記法は、当該分野の慣例に従うものとする。

６．原稿の提出

⑴　原稿は、投稿票、要旨（800字程度）と合わせ、デジタルデータで研究

事務課に提出する。

デジタルデータは、原則として電子メールの添付ファイルで研究事務課

宛に送付する。

⑵　原則として、投稿締切日を過ぎた原稿は受け付けない。

⑶　原稿提出後の原稿の差し替えはできない。

７．審査

別に定める「日本大学法学部機関誌審査要領」に則って行う。

8．校正

⑴　執筆者による校正は、原則再校までとする。加筆、訂正は最小限とし、

特に再校時に頁数が変わるような加筆や削除は避ける。再校返却の際は、

タイトル頁に「校了（または責了）」と明記する。

３．研究倫理の遵守と権利保護

⑴　投稿原稿は未発表のものに限る。他誌との二重投稿は認めない。また注

釈なく自己の既発表著作と重複する記述をすることは認められない。

⑵　剽窃、捏造、改ざん等の研究不正を行ってはならない。また投稿原稿に

ついては、著作者が適正に表示されていなければならない。

⑶　研究・調査対象に関する権利保護（資料の使用許諾や個人情報保護に関

する同意等）、および翻訳に関する権利について、必要な手続きを投稿前

に完了していなければならない。

⑷　利益相反に関する倫理を遵守するとともに、利益相反情報を申告しなけ

ればならない。

⑸　機関誌に掲載された著作物の著作権のうち、複製権および公衆送信権を

日本大学法学部に譲渡する。ただし、著者自身による複製権および公衆送

信権の行使を妨げない。

４．原稿種別

投稿は以下の種別で受け付ける。

⑴　論説

⑵　研究ノート

⑶　判例研究（『日本法学』のみ）

⑷　特別講演

⑸　翻訳

⑹　資料

⑺　書評

⑻　雑報



３ ．研究倫理の遵守と権利保護

⑴　投稿原稿は未発表のものに限る。他誌との二重投稿は認めない。また注

釈なく自己の既発表著作と重複する記述をすることは認められない。

⑵　剽窃、捏造、改ざん等の研究不正を行ってはならない。また投稿原稿に

ついては、著作者が適正に表示されていなければならない。

⑶　研究・調査対象に関する権利保護（資料の使用許諾や個人情報保護に関

する同意等）、および翻訳に関する権利について、必要な手続きを投稿前

に完了していなければならない。

⑷　利益相反に関する倫理を遵守するとともに、利益相反情報を申告しなけ

ればならない。

⑸　機関誌に掲載された著作物の著作権のうち、複製権および公衆送信権を

日本大学法学部に譲渡する。ただし、著者自身による複製権および公衆送

信権の行使を妨げない。

４．原稿種別

投稿は以下の種別で受け付ける。

⑴　論説

⑵　研究ノート

⑶　判例研究（『日本法学』のみ）

⑷　特別講演

⑸　翻訳

⑹　資料

⑺　書評

⑻　雑報



日本大学法学部機関誌執筆要領

令和 ３年 １ １ 月 １ 8 日機関誌編集委員会決定
令和 ３年 １ 2 月 １ ５ 日　　執行部会議承認
令和 ３年 １ 2 月 １ ６ 日　　　　教授会報告
令和 ４年　 ４月　 １日　　　　　　　施行

１．本要領の目的

本要領は、日本大学法学部機関誌編集委員会（以下「編集委員会」とい

う）にかかる機関誌に投稿する際の基本的手順について定めるものである。

2．投稿資格者

⑴　法学部、法学研究科および法務研究科の専任教員、名誉教授および定年

退職した元専任教員

⑵　以下の者については、編集委員会の審議を経て単著の投稿を認めること

がある。なお、投稿に際しては、法学部専任教員の推薦状を必要とする。

①　法学部非常勤講師

②　法学部客員教員

③　法学部以外の日本大学専任教員

④　法学部付置研究所研究員および法学部所属の日本大学研究員

⑤　法学部校友および法学部関係者で研究業績が認められる者

⑶　学外の研究者は、法学部専任教員の投稿の共著者となることができる。

⑷　大学院法学研究科博士後期課程学生は、指導教員の許可を得て『日本法

学』に「判例研究」を投稿することができる。

⑸　前 ４項の規定にかかわらず、退職記念号および追悼論文集については、

別の定めによる。





○　本誌に掲載の全ての論文につきましては、以下の Web サイトで

PDF を電子公開しております。

日本大学法学部ホームページ（https://www.law.nihon-u.ac.jp/）

○　本誌の受入れに関しまして、送付先（住所・宛先等）の変更や 

受入辞退等がございましたら、以下まで御連絡ください。

＜連絡先部署＞　日本大学法学部研究事務課

（住　所）　 〒 101-8375　東京都千代田区神田三崎町 2-3-1

（ＴＥＬ）　 03-5275-8510

（ＦＡＸ）　 03-5275-8537

（E-mail）　 kenjimu.law@nihon-u.ac.jp
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